
さし木の腐敗とその防止および回避(森下) - 3 ー

I 緒論

さし木 (Cutting : Steckling) とは，広義には，植物から Stem と Root を兼ね備えない一部分をと

り，そのもの自体が Stem と Root を具備した完全な独立個体になるよう仕立て上げる無性繁殖法と解

釈される。

すなわち，これには枝ざし (Shoot cutting or Stem cutting)，幹(茎〉ざし (Stem cutting) は

もちろん，根ざし (Root cutting)，葉ざし (Leaf cutting)，地下茎ざし (Rhizome cutting)，球根

ざし (Tub巴r cutting)，果実ざし (Fruit cutting) まで含めて考えられているだけでなく，またその操

作においても，さし付けることに限定せず，埋め込む方法による埋幹， 埋条， 埋根(根伏せ)，および水

中，空中等で行なう場合をも含めて考えるのが妥当と思、われるが，普通には枝あるいは幹(茎〉の一部を用

い，少なくともその一部を地上に露出さす方法で行なう狭義のさし木を対象として考える場合が多か。

さし木の腐敗に関する問題は，広義のさし木全般に通ずるきわめて重要な課題と考えられるが，本報告

では，とくに樹木のさし木繁殖上主要な位置を占めている狭義のさし木と，それに一部根ざしをもつけ加

え，これらを対象として行なった試験研究結果を基礎として論議をすすめたい。

さし木は園芸植物の繁殖法として早くから重要視されているが，林業においても，経営の集約化が要求

されるにしたがい，その収益を大きく支配する品種の問題がーそう重要視され，選抜あるいは改良による

優良品種の育成，増殖等の問題を事業的にも大きく取りあげねばならない段階に立ち至っている。したが

って，さし木はそれら優良品種の増殖法としてきわめて重要であるばかりでなく，固定された純系と考え

られるものの非常に少ない林木を対象とする育種および造林面の研究を進めていく手段としても，無性繁

殖による同一遺伝因子をそなえた個体を用いるという意味において要望される場合がきわめて多くなって

きた。

さし木にっし、て，古くはギリシヤの CRTO， M. D. (234~149 B. C. )の記載ω，中国では斎民要術 (405

~556) に，またわが国では貝原益軒の花譜 (1694) にそれぞれ記載があり紛， その後20世紀に至ってか

らは，さし木の生理に関する研究が数多く行なわれたが，とくに COOPER， W. C. のをはじめ多くの学者が

植物ホルモン等の処理による発根促進について盛んに研究を行なった結果，さし木は一応著しい進歩をと

げたといえよう。

しかしながら，現在有用樹木でさし木増殖が要望される樹種あるいは品種のうち，さし木が不可能ある

いは困難とされているものの数はなお非常に多い。また，さし木が可能あるし、は容易とみなされるもので

も，人によって，また時と場所によって，さし木を実行するたびごとに，そのi舌着成績には著しし、差を生

じる場合が多く，相当な経験者すら，思いがけない失敗をして皮算用に終わることは珍らしくない。

したがって，実生法にくらべ，さし木はいくぶん不安のある繁殖法としていきおい敬遠される場合が少

なくない。

このさし木不可能または図難な理由，あるいはさし木可能または容易とみなされながら期待はずれの成

績に終わることが少なくない理由はなんであろうか。

古い歴史のあるさし木については，各地に名人や篤志家といわれる人もいて，それぞれいわゆるさし木

の「コツ」というものを持つてはいるが，その科学的根拠が必ずしも正しく究明されているとはいえない
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ょうである。また多くの専門家により，さし木についての試験が実行され，植物成長ホルモン等発根に有

効な物質について多くが解明されたとはかえ，他面各種条件について，し、ろし、ろな見方からの試験が十分

すすめられてきたとばかりは考えられない。

筆者は，安全確実でしかもよい活着成績がえられるようにするためには，つぎの 2 つの面から究明する

必要があると考える。

(i) 生理的に不安定なさし穏を長い間健全に活かしておくこと。

(ii) 発根能力を十分増進発揮させ，発根までの生浬的に不安定な期間を短縮すること。

このうち (i) に関連する因子として， 乾燥，含有養分の欠乏，腐敗，その他阻害物質的紛87)90)91)117)

118)119)120) などがその主なものとしてあげられるほか， さし穂の傷口からの酸化の問題についても検討し

てみる必要があろう。

乾燥，含有養分の欠乏，発根阻害物質等はこれが直接再生活動に影響を及ぼすほか，さらに腐敗させや

すい条件として，間接的に活着成績を左右することも軽視できないが，木本植物においては，後述すると

おり，葉をつけたままさし木する場合を除けば，屋外のある程度乾燥した土地でも，特別な悪条件下で放

置しないかぎり，乾燥そのものが唯一の直接原因となって枯死する場合はきわめて少ない。

また，たまたま他の悪条件からまぬがれたさし穂が発根しないながらも半年あるいは 1 年以上の長期間'

生命を保っているのをよく見かけることなどから，合有養分の欠乏あるいは消耗がさし木の枯死をさけえ

られなくするほど直接決定的な影響を及ぼしているとまでは考えられないし，さらに，さし穂の傷口から

の酸化の問題は，今後の研究にまっところが多く，特定の樹種とか，親木あるいは糖、木が若々しくないと

き，これが少なからず枯死の原因として働くのではないかとも考えられるが，いずれにしろ常にさし木のー

枯死原因として大きく働くとは思われない。

これに対し，事実さし木を実行するにあたって，十分保護管理に気をつけているつもりでも，さし穏が

さし付け後まだ発根も期待できないほどの短期間のうちにつぎつぎと萎れてし、くことが多く，それがまた

あたかも乾燥が直接の原因となっているように見うけられやすし、。しかしこのような場合，土壌に濯水し

でも萎れるものの数が減らないばかりか，かえってより一層萎れるもののふえる場合も多く，またその枯

死していく状態について注意深く調査した結果，萎れはじめる直前の死にかかった下部切口あるし、は傷口

付近の形成層から，ほとんど例外なく腐敗病原菌が検出されることが明らかになった。

これらのことから，腐敗はさし穏を枯死させる決定的な原因として大きな役割を演ずるものであって，

萎凋はむしろ腐敗のために生じる第 2 次的な現象としてあらわれる場合の非常に多し、ことがわかった。

本報告はこのように，さし木に対して大きな脅威を与える重要な条件でありながら，現在までに深く究

明されることなく夜り残された腐敗の問題に重点をおいて，さし木における重要課題を解決していくため，

昭和21年から昭和33年にわたって行なった試験研究の結果を取りまとめたものである。こんご，さらに発

根能力を増進発障させる研究等とあいまって，さし木不可能あるいは困難樹種の容易化，さし木可能樹種の

安全確実なさし木法の確立等，さし木繁殖を一層実用化するうえに役立つことができればさいわいである。

試験研究の対象に選んだ樹種は，不稔性のため，さし木繁殖が切望されていながら，さし木が困難とさ

れていた重要樹種青島トゲナシニセアカシア (Robinia ρseudoacacia var. bessoniana) をはじめ，その・

他多くは活着困難な有用樹，肥料木あるいはその他主要特用樹で，なるべく互いに科あるいは属を異にし

た広葉樹とし，これに一部主要針葉樹宏加えつぎのとおりとした。
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主要対象樹種

青島トゲナシニセアカシア

イタチノ、ギ

ヤマハギ

フサアカシア

グズ

オオパヤシャブシ

アキグミ

ヤマモモ

グリ

アペマキ

ヤマナラシ

(Robinia pseudoacacia var. bessonia珂a)

(Amoゆha fruticosa) 

(Lespedeza bicolor var. japonica) 

(Acacia deaめata)

(Pueraria hirsuta) 

(Alnus Sieboldiana) 

(Elaeagnus crisρa) 

(Myrica rubra) 

(Castanea crenata) 

(Quercus variabilis) 

(POρulus Sieboldii) 

補足的な試験あるいは樹種別の腐敗菌探究を行なった樹種

イチョウ

スギ

ヒノキ

アカマツ

コウヤマキ

コルグガシ

ヒメヤシャフ'シ

ヤマハンノキ

ハンノキ

アメリカフウ

アメリカヤマナラシ

アラカシ

キリ

コ1/ゾ

グワ(種類ーロソウ〉

オオシマザグラ

ソメイヨシノ

英国トゲナシニセアカシア

ネグンドカエデ

ヤマハゼ

シナアプラギリ

ナンキンハゼ

グス

ミツマタ

(Gi担kgo biloba) 

(Cryρtomeria .iaρonica) 

(Chamaecyparis obtusa) 

(Pinus densiflora) 

(Sciadopitys verticillata) 

(Quercus subeり

(Alnus pendula) 

(Alnus tinctoria var. obtusiloba) 

(Al河us .iaponica var. genui珂a)

(Liquidambar styraciflua) 

(POρulus nigra) 

(Quercus glauca) 

(Paulownia to附胸sa)

(Brousonetia Kazinoki) 

(Morus Lhou) 

(Prunus serrulata f. speciosa) 

(Prunus yedoensis) 

(Robinia ρseudoaωcia var. umbraculifera) 

(Acer Negund) 

(Rhus sylvestris) 

(Aleurites Fordii) 

(Saρium sebiferum) 

(Ci抑制胸mum Camphora) 

(Edg，ωorthia papyrifera) 
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ツパキ

チャ

セイヨウノ，ラ

ナワシログミ

シンジュ

林業試験場研究報告第 165 号

(Camellia japonica var. hortensis) 

(Thea sinensis var. bohea) 

(Rosa centifolia) 

(Elaeagnus ρungens) 

(Ailanthus glundulosa) 

ユーカリプタス・グロプラス (Eucalyptus globulus) 

なお，本試験研究を行なった主な場所は， 農林省林業試験場関西支場岡山分場(岡山市紙国)， 同関西

支場〈京都市伏見区桃山町)，そのほか瀬戸内海沿岸地帯のはげ山に属する同林業試験場の鉾立砂防造林

試験地(岡山県児島郡東児町)，玉野はげ山緑化試験地(岡山県玉野市玉原〉である。

試験研究をすすめるにあたり，まず腐敗病原菌の種類と性状，性質を調べ，どのようにしてさし穏に侵

入するか，またさし穂の条件および環境条件がどのようなときに腐敗しやすいかを研究し，さらに腐敗防

止および回避の方法についての究明とその効果についての調査を順次行なった。

なお，これらの結果をもとにして，従来のさし木法について検討を加えると同時に，新たに考慮しなけ

ればならない点をある程度解明することができたが，とくに青島トゲナシニセアカシアではさいわいにも

大々的にそのさし木養苗が実用化され，また，はげ山等では，究明されたグカざし法がその緑化方法とし

てきわめて簡便で効果的であることが明らかとなり，実用化の段階に立ち至ったほか，ハンノキ属，ヤマ

モモ，ヤマハギ等についても順次実用的価値のあるさし木方法が明らかになってきたので，これを機会に

取りまとめて公表し，諸賢のご批判を得てさらにさし木技術の進歩のために微力を捧げたいと思う。

本研究全般にわたる取りまとめについてご親切など指導を賜わった九州大学教授農学博士佐藤敬二先

生，またとくに菌に関する取りまとめにつし、てご厚意あるご指導を賜わった元九州大学教授農学博士吉井

南先生，終始ご劫言とご指導ご激励を賜わった東京農業大学教授農学博士倉田益二郎先生， 菌に関して

ご教示ならびにご助言とご協力を賜わった元大原農業研究所長農学博士西門義一先生，菌に関する実験操

作についてご教示下さった林業試験場土壌微生物研究室長農学博士植村誠次技官およびかろし、ろとご助言

を賜わった林業試験場樹病科長農学博士伊藤一雄技官，菌株の分譲とご助言を賜わった京都大学植物病理

学研究室ならびに大阪府立大学植物病理学研究室の諸先生，菌の性状に関する実験に関してご協力下さっ

た元大原農業研究所植物病理研究室の研究員森田日出男氏ならびに渡辺清志氏，また各種試験に関してた

ゆまぬ協力をつづけていただいた林業試験場関西支場の農学博士大山浪雄技官，岩水 豊技官，同岡山分

場の小寺乾吾元助手，藤田礼子元助手，小林治子技官，取りまとめにど協力下さった林業試験場四国支場

の農学博士中平幸介技寄，林業試験場関西支場岡山分場の松田宗安技官ならびに関西支場造林研究室の方

々，種々ご助言下さった関西支場保護研究室の方々に対し厚くお礼申し上げるとともに，ご親切なご支援

を賜わった林業試験場長農学博士坂口勝美，林業試験場前保護部長今関六也，同前土壌調査部長農学博士

宮崎榊，向元京都支場長佐治秀太郎，同前関西支場長西村太郎，同関西支場長徳本孝彦の各氏に末筆な

がら深く感謝いたします。
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E さし木の腐敗病原菌

さし木の腐敗ということは非常に大きな問題であるにもかかわらず，その病原菌についてはあまり発表

さすもてし、なし、。

ただ，温室あるいは温床のさし床や，また畑ざしのときでも，高温過湿な気象条件でしかも密植したと

きには，実生のときと同じように立枯病が発生しやすく，その原因となる菌に Pythium， Phytophthora, 

Rhizoctonia , Botrytis , Fusarium48) などがあり，その他細菌性萎凋病もあることがのべられている。

しかし，これらはむしろ，集約で園芸的な取り扱いを行なう場合におちし、りやすい特殊な気象条件にあ

ることが前提とされ，しかも糸状菌がその主なもので，さし床やさし穏の消毒により，かなり効果的にそ

の病害を防ぐことができると考えられている。しかし筆者の試験結果等からみれば，これらのうち Fusa

rium はさておき， そのほとんどのものがむしろ擢病植物との聞にかなり密接な伝染関係のある場合，は

じめて問題になるものであって，必ずしも常にさし木に脅威を与えている普遍的な病原菌とまでは考えら

れない。

ここでは，安全確実な腐敗防止の方法を導きだすため，さし木を行なう場合，ほとんど例外なく常に多

かれ少なかれさし穂を腐敗させてし、る病原菌にはどんな種類のものがあり，どのような性質，性状をもっ

ているかということについて究明した。

1. 分離ならびに接種試験

A. 分離試験

分離試験は1949~1954年の悶，前後 4 回にわたり，それぞれやや異なった樹種を対象とし，つぎの条件

のもとで行なったほか，菌探索のため適宜分離を行なった。

(叫試験方法

樹種および時期

試験に用いた樹種は，青島トゲナシニセアカシア(根ざしを含む)， イタチハギ， ヤマハギ，フサアカ

シア，グズ，オオパヤシャプシ，アキグしヤマモモ，タリ，アペマキ，ヤマナラシ，ヒメヤシャプシ，

ハンノキ，ナワシログミ，コノレグガシ，キリ， 'ツマタ，コウゾ， グワ， クス，ユーカリ (E. globulus) , 

ナンキンハゼ，ヤマハゼ，シンジュ，ッパキ，チャ，アメリカフウ，ネグンドカエデ，オオシマザグラ，

ソメイヨシノ，セイヨウパラ，ヒノキ，スギで， 第 1 試験では， Table 1 のとおり 11 制碕(青島トゲ

ナシニセアカシアは根ざしを含む〉について，定温室内 (25 0C士30 C) および屋外のさし床で， 1951年 1

月 1 日 3 月 1 日， 7 月 1 日 9 月 1 日， 11月 1 日の時期別に，さらに第 2 試験は1949年10月 1 日および

11月 29日に，第 3 試験は1953年 1 月中旬~2 月中旬，第 4 試験は1954年の Table 6 の時期に，また第 2

試験，第 3 試験は定温室内 (250 C 士 3 0 C)，第 4 試験は屋外のさし床に， 各 Table 4, Table 5, 

Table 6 の樹種をそれぞれつぎの条件のもとにさし付け， 順次さし穏の腐敗開始の過程にある部分から

菌の純粋分離を行なった。

さし付け場所および親木の推定年齢

第1，第 2 ，第 3 の各分離試験は林業試験場関西支場岡山分場(岡山市〉の屋外のさし床および定温室
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内にさし付けたものについて行なったが，その親木の年齢はつぎのとおりである。

青島トゲナシニセアカシア 13年生 グ リ 13年生

同上〔根ざし〉 1 アペマキ 7 

イタチハギ 3 ヤマナラシ 7 

ヤマハギ 不明 キ リ 8 

ブサアカシア 14 きツマタ 3 

グズ 不明 コウゾ 3 

ヤシャブシ 13 17 ワ 不明

ヒメヤシャプシ 10 ヤマハぞ 10 

アキグミ 5 シンジュ 12 

ナワシログミ 7 オオシマザグヲ 12 

ヤマモモ 13 アメリカフウ 13 

第 4 分離試験は林業試験場関西支場(京都市伏見区桃山町〉の屋外のさし床にさし付けたものについて

行なったが，その親木の年齢はつぎのとおりである。

青島トゲナシニセアカシア 5年生 ミツマタ 2年生

イタチハギ 3 グ ワ 不明

ヤマハギ 4 グ ス 推定40

グズ 2 ユーカリ (E. globulus) 20 

ノ、ソノキ 6 ナンキシハゼ 6 

7 キグミ 推定10 ヅノξキ 推定10

ヤマそモ 推定30 チ ヤ 推定10

グリ 推定 8 ソメイヨシノ 3 

アベマキ 推定 7 セイヨウノてラ 3 

ヤマナラシ 7 ヒノキ 推定15

キリ 推定 5 スギ 推定15

採取時期 さし付直前

さし稿、年齢 当年生枝 (7 月 1 日 ~12月末にさし付けのもの〉および前年生校 (1 月 1 日 ~6 月末に

さし付けのもの) ，ただし青島トゲナシニセアカシアの根ざしにつし、ては前年生苗の根を用いた。

さし穂直径 3~10mm 

さし穂長さ ユーカリ (E. globulus)， ヒノキは 15cm，スギ 20cm，その他の州種はすべて 10cm

残葉度 ヤマモモ，ツパキ，チャ，ユーカリ (E. globulus) は 2 葉付着， ヒノキ， スギは下部

から穂長の 3 分の 1 のところまでの側校を除去，その他の樹隠は無葉

基部切断法 楕円型切り返し

さし付本数 1 区25本

さし床 腐植の少なし、壌土(赤土〉

さし付i奈さ さし穏の 4 分の 3

管問!方法 室内においては土壌水分 70% :t 5 %，温度 '25 0 C士 3 0C に調整保持し，また屋外の
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よしず 1 枚で日おいをし，地表面が乾燥のため白くなるときだけ濯水した。

分離方法 さし付け後15~45日にわたって調査し，腐敗過程にはいった適当なさし穏を，各樹種 1 回あ

たり第 1 試験は 3本，第 2 試験は 2~4本，第 3 試験は 5 本，第 4 試験は10本それぞれ選出した。これを

毛筆を用いて水道7水kで

毒しTたこ1限艮科刀で削り，さらに眼科万を火焔消毒し，殺菌された生理的食塩水でその先端をぬらしてから，

さし穂の下部切口近くの変色しはじめた境界の形成層の部分から微細片をかきとり，試験管中の殺菌され

た生理的食塩水を用い希釈した後，白金耳で釣菌して斜面培養あるいはまた平面培養を行なった。

なお，第 3 ，第 4 の両試験において，それぞれ 5 本， 10本あての分離ができなかった樹種については，

不足分だけを引きつづき分離補充した。

分離培地の組成

酵母水 glucose agar 倍養基ー一一PLOTHO 提唱培養基の変法

第 1 ，第 2 の各分離試験にこれを用いた。

Glucose 10g 

0.2g 

K2HP04 

NaCl 

0.2g 

O.lg 

KH2P04 

CaS04 

0.3g 

0.005g MgS04 

酵母水 1000cc (粉末エピオス 30g を 300cc の水で、 2 時間煮沸し，ろかしたもの〉

寒天 18g 蒸留水 1000cc 

培養温度 25 0 C士 3 0 C

Bouillon agar 培養基

これは第 3 ，第 4 の各分離試験に用いた。

Peptone 10g 肉エキス 10g 

寒天

培養温度

20g 蒸留水 1000cc 

25 0 C士 30 C

(b) 結果ならびに考察

pH 6.8 

NaCl 

pH 

5g 

6.8 

分離された菌株は，たんに病原菌の探索だけを行なうために分離したものも合わせると全部で 2500 菌

株以上，このうち樹種別，時期別，屋外，定温室内別，培養基別の分離菌にっし、て比較調査するため第 1

~第 4 試験において分離調査したものは 560 本， 793 菌株である。

これら菌株全部についていちし、ち精密調査を行なうことが不可能なため，まず便宜上個々の菌株につい

て，斜面培養基上の繁殖状況 (Phot. 5)，平面培養基上の Colony の形状 (Phot. 4)，発育の良否，色，

光沢，菌の形態、等概略的な観察程度ではあるが調査した。その結果，明らかに別種ではなかかと認められ

たものを整理すれば10種となった。このうち Bacteria は 8 種で，それそ、れ整理のため，かりに C ， 0 , 

P , T 1, T 2, U , Y , Z とし， また糸状菌は半月型の胞子を形成するもの 2 種で Fl， F 2 とし，その

形状および諸性質についてさらに詳細にしらベ後述したが Pythium， Phytoρhthora ， Rhizoctonia , 

Botrytis 等と認められたものはなかった。

第 1 試験

岡山分場において，酵母7.k glucose agar 培養基を用い， 1950年 3 月より 1 か月おきに 1 年間，各樹

種につき時期別に屋外さし床ならびに定温室内にさし付けたものから分離試験を行ない，そのつど分離さ

れた種類について調査した第 1 試験の結果は Table 1 に示すとおりである。
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Table 1. 分離試験の結果

Result of the isolation exp巴riment.

屋 外 さ し 床
:1M 種 Cuttings planted in usual b巴d at natural 

temperature 
Species I Jan. 1 I Mar. 1 I Mayl I Jul. 1 I Sep. 1 I Nov. 1 Jan. 1 

一げ iN011 P 

I Ju I C~P I 。
。

l 品|Robdniabpωsseoundioaanca acia No.2 P P I COP I P 。

var. bessoniana I No. 3 OU I I OP 

同 上(根ざし〕
No. . 1 U 
No. 2 P 

Ditto (Root cutting) No. 3 

イ タチハギ
No. 1 P PU P P OPu 
No. 2 P P 

Amorpha fγ叫:ticosa No. 3 

ヤ て才 ノ、 ギ No. 1 PT2 P 。 U OU Y 

Lespedjeazρa otndiccoa 107var. No. 2 P 。 OU U 
No. 3 P 

フサアカシア
P C P P COPu I 

No. 2 P P 。

Acacia dealbata No. 3 

グ ス. No. 1 OP 。 U P 。 CPu P 
No. 2 P P P U 

Pueraria hirsuta No. 3 Y PY 

オオパヤシャブシ
No. 1 T2Y P PU OU U CP COP 
No. 2 P P U 

Alnus Sieboldiana No. 3 Y 

ヤ モ モ
No. 1 P 。 OU P OU T1 

-マ
No. 2 P P U 

Myγica γ叫bγa No. 3 

ア キ グ 、、、
No. 1 P P P P OUF2 CP 
No. 2 P OU P OP 

Elaeag珂us crispa No. 3 U 

グ リ
No. 1 P U OU 。 。 P CP 
No. 2 P P P U 

Castanea crenata No. 3 P P P 

ア 4、令、 キ
No. 1 P P P U P U CP 

てf
No. 2 PT1 PU C 

Quercus variabilis No. 3 

ヤマナラシ
No. 1 U CP U 。 CP P 
No. 2 P CP Y 

Populus Sieboldii No. 3 

時期別出現菌
COP COP CO COP OPU COP COP 

Amount T2UY T2UY PU UY UF2 T1UY 
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その 1

No. 1 

定Cuttings温phlaontbtee室dd in hea内ted 
ed 

Mar. 1 I May 1 I Ju1. 1 I Sep. 1 I Nov・ l
CP UF1 C 

UF1 。

CP P 。

P C 
TF1 1 

P P P 
CP 。

P CU CY C 
P 。

CU CP P 
P PF1 。

P P U 
P U 

P PT1 P 
P U 

OPUY C |ι| P 
PT1 OP 

PT2 P CT1 
T1U P OP 

PT1 P PT1U 。 P 
P P COP U 

P P U PT2 

P 。

T2 I T1UY UYF1 I UYF1 T1T2 

PT1UYF1 

COPT2UY 

COPUY 

COPUYF1 

COPT1T2UY 

OCPT1U 

COPT1T2U 

C 0 PT1U 

COPT1T2UY 

この結果の範囲内においては，樹

種およびさし付時期によって分離菌

の種類に特別な差がみられず，ま

た，さし付場所についてみれば， F1 

が屋外さし床にさし付けたものから

分離されていないのに対し，定温室

内にさし付けたものからは 4 菌株分

離されているが，その他の菌につい

ては，とりあげるほどの差は認めら

れない。

また，このうち菌の各類別ごとの

分離された頻度は Tab!e 2 のとお

りで， P の出現頻度は44.4%できわ

めて高く，ついでU ， 0 , Cがよく

分離されており，他方 F2 はただ 1

因分離されたにすぎず， z はこの場

合 1 回も分離されなかった。

なお， この分離試験の際，菌の各

類別ごとに，さし穂からその菌だけ

が単独で純粋に分離された回数につ

いて調査した結果は Tab!巴 3 のと

おりで Pが 59.4% でやはり一番

多く，ついでUの15.9% ， 0 の14.5

%もかなり多いが，この場合Zのほ

か T2， F 2 も単独では 1 回も純粋に

分離されなかった。

第 2 試験

岡山分場において， 醇母水 glu

cose agar 培養基を用い， 定温室

内 (25 0 C 士 30C) で，異なった樹

種も含めて1949年10月 1 日および11

月 29日にさし付けたものから，同様

な方法で分離した結果は Tab!e 4 

のとおりで，この場合，分離本数が

少なかったため，各樹種ごとの類別

数は少なし、が，樹種が異なっても，

いずれもさきに区別した10種の類別
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Table 2. 分 南佐 手頁 度

Isolating frequency. 

類Group別 I 分Nu離mbe回r 0数f % 分Nu離mbe回r 0数f % 
times Group t匇es 

C 33 11. 3 Y 10 3.4 
。 44 15.0 Z 。 0.0 

P 130 44.4 Fl 5 1.7 

T1 13 4.4 F2 l 0.3 

T2 4 1.4 

U 53 18.1 Total 293 100. 。

Tabl巴 3. 単独で分離された頻度

Frequency isolated purely. 

類別
Group 

単独分離回数
Number of 

times 
% 

口
刀
p
u

 
o
 

γ・
晶

類
G

単独分離回数
Number of 

t匇es 
% 

C 7 5.1 Y 4 2.9 
。 20 14.5 Z 。 0.0 

P 82 59.4 Fl l 0.7 

T1 2 1.5 Fo 。 0.0 

T2 。 0.0 

U 22 15.9 Total 138 100. 。

以外の異なった種類と思われる菌は分離されず，また比較的単独で純粋によく分離された。

第 3 試験

この試験では，さらに異なった培養基として Bouillon agar 培養基を用い，さし{寸時期が 1 月中句~

2 月中句のものから，同様な方法で分離したが，その結果は Table 5 のとおりで，やはり全然異なった

種類と思われる菌は分離されなかったし，また酵母水 glucose agar !名護基と Bouillon agar 培養基と

で分離される菌の種類が異なるとも考えられなかった。

しかし，注目すべきことは，無色透明の Colony をつくる特異な菌である Cが，昭和25年 (1952) 3 月

までは， Table 1 にもみられるとおり，よく分離されていたにもかかわらず，その後分離されなくなり，

さらに同様の方法で多くの樹種および種々異なった条件で行なったさし木につし、て，計 1500 菌株以上分

離を行なったが，ついにCは 1 回も分離することができずに終わったことである。その分離されなくなっ

た理由については， これを明らかにすることはできなかった。また，すでに分離保存していたC菌株も増

殖力が衰え死滅してしまった。

第 4試験

関西支場(京都市伏見区桃山町)の屋外さし床にスギ，ヒノキをも含めた22樹種をさし付け，その腐敗

したものから， Bouillon agar 培養基を用し、， 1954年に分離した本試験の結果は Table 6 のとおりであ

る。
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格I 種

Result of the isolation experiment. No.2 

Species 

青島トゲナシニセアカシア
Robinia ρseudoacacia var. bessonia叩

イタチハギ
Amor�ha fruticosa 
ヤマハギ
LesJうedeza bicolor var. jaρonic.:z 

フサアカシア
Acacia dealbata 
グズ
Pueraria hirsuta 
ヒメヤシャプシ
Alnus �endula 
ヤマモモ
Myrica rubra 
ナワシログ
Elaeagnus �ungens 
アベマキ
Quercus variabilis 
ヤマナラシ
PO�ulus Sieboldii 
キリ
Paulownia tomentosa 
コウソ
Broussonetia Kazinoki 
グ ワ(ロソウ〉
Morus Lhou 
ヤマハゼ
Rhus sylvestris 
シンジュ
Ailanthus glundulosa 
アメリカフウ
Liquidambar styraciflua 
オオシマザグラ
Prunus serrulata f. s�eciosa 

4
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Table 5. 分離試験の結果 その 3

Result of the isolation experiment. No.3 

枯f F電
分 同住 菌

Isolates 

Species No. 1 1 No. 2 1 No. 3 1 No. 4 1 No. 5 

青島トゲナシニセアカシア
Robinia �seudoacacia var. P T1 U Y 

bessoniana 
ヤ てず ノ、 ギ
Les�edeza bicolor var. Y PY U P 

.iaρonica 

グ ズ
Pueraria hirsuta 

P Y PY PU T1U 

ヤ ーマ ナ フ シ
POρulus Sieboldii 

T2 PT2 T2 P Y 

キ リ P 
Paulownia tomentosa 

T2 PT1 U T1U 

、、、 、y マタ
Edg由。orthia ρaþyrifera

P P U PT2 PU 

ア メ リ カ フウ
Liquidambar styrac�lua 

PU OP U Y 。
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Table 6. 

ノ、ンノ干

Alnus jaρonica var. 
genuma 

灘
区
間
ゆ

OPT1T2UY 

OPT1T2UYF1 
OPT1TzY 

アキグミ
Elaeag刊U5 cri5ρa 

ヤマモモ
Myrica rubra 

グリ
Castanea clenata 

アペマキ
Quercus variabilis 

PT1UYF1F2 
P 

ヤマナラシ
POρulus Sieboldii 

OPT1T2UYF1 
PT1T2UF1 

U 

Tz 

キリ
Paulownia tome刊tosa

ミツマタ

Edgeworthia ρapyrifera 
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セイヨウノてラ
Rosa czntifolia 

P 

T2 

PF1 

U 

PF1 

T20 

P 

T1 

ユーカリ(グロプラス〉
Eucalyρtus globulus 

YP P 

。

Y 

T1 P 

ヒノキ
Chamaecyρaris obtusa 

スギ
Cryρtomeria jaρonica 
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Cはやはり分離されなかったが，第 1~第 3 試験で分離されなかったZがグワ(種類ーロソウ〉から分

離されている。しかし， z は第 1~第 3 試験以外に岡山分場で別途分離を行なってし、た際，アメリカフウ

から 2 回分離されたことがあり，関西支場(京都市伏見区桃山町〉において分離された菌もすべて岡山分

場で分離できた類別のいずれかに属するものばかりであることが認められた。

Table 7. 分離頻度

Isolating frequency. 

宅引J I~m;! 回数|roup I Number of times % 表別|分自!I回数!
Group I Number of times % 

C 。 0.0 Y 35 8.2 
。 23 5.4 Z 2 0.5 

P 129 30.4 Fl 52 12.3 

T1 78 18.4 F2 2 0.5 

T2 53 12.5 

U 50 11. 8 Total 424 100. 。

また，このうち菌の各類別ごとの分離された頻度は Table 7 のとおりで，やはり P の出現頻度は30.4

%で最も多く，ついで T1， T 2, Fl, U , Y , 0の順で， z は 2 四分離されたが F 2 は岡山分場で行な

った場合と同様，その頻度数はきわめて少なく Cは岡山分場で全く分離されなくなったのに引きつづき

やはり 1 回も分離されなかった。

Tabl巴 8. 単独で分離された頻度

Fr巴quency isolated purely. 

類 JJIJ I 単独分離回数 | 
Group I Number of times I % 11 類 別|単問回数

Group I Number of times % 

C 。 0.0 Y 12 7.4 
。 11 6.8 Z 。 0.0 

P 67 41. 1 Fl 2 1.2 

T1 32 19.6 F2 。 0.0 

T2 23 14.1 

U 16 9.8 Total 163 100. 。

なお，各菌の類JJIJ ごとに，さし秘からその菌のみが単独で純粋に分離された回数について調査した結果

は Table 8 のとおりで，これも Pが41. 1%で最も多く，っし、で T1， T 2, U , Y , 0 , Fl の l'債で， Z, 

L は単独では 1 回も分離されなかった。

以上の各分離試験の結果をもとにして，便宜的に樹種ごとの分離菌を集録すれば Table 9 のとおりで

ある。このうち Z は扇平寒天培養基上に黄色円形の Colony をつくる特異な菌であるが，グワ〔種類ーロ

ソウ〕で 2 四分離されたにすぎず，さほど重要なものとは考えられない。また Cは昭和26年 (1951) 以

降の分離試験では全く分離されていなし、が，それまでは各樹種につし、てよく分離されている点からみて一

応注意すべき菌と考えられるし，さらに，菌糸が紫色に変化することによって Fl と区別した F2 につい

ては，分離数が少なく示されているが，これは紫色に変化するまで相当な日数がかかる場合があるため，
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Fl と誤認されているものもあると考えられる。 なお， Fl の分離された頻度数も必ずしも多く記録され

ていないが，さし穂、の主軸からでなく，病菌に侵されつつある新芽の部分からこれが頻繁に分離されるこ

とからみれば注目すべき菌であるといえよう。

各分離試験の結果を総合考察してみると，類別した10種のうち， Z , C および F 2 についてはなお疑問

な点があるが，これら試験結果の範囲内では，さし付場所やさし付時期等の差によって分離される菌の種

類がとくに限定される傾向は認められないだけでなく，さらに，樹種によって分離される菌がとくに限定

される傾向も認められない。すなわち， これらの菌は一般のさし木において普遍的によく分離される主要

な菌と考えられるし，また Fl は新芽からよく分離される注目すべき菌とみなすことができる。

B. 接種試験

分離された各菌のうち，ごくまれにしか分離されなかった Z だけはひとまず除外し，その他の主要な各

推定類別菌のそれぞれに代表菌株を選び，青島トゲナシニセアカシア，イタチハギ，ヤマハギ，グズ，ヤ

マナラシ，ハンノキ，スギ等のさし穂を用し、，以上の各菌がはたして生体寄生をし，さし穏を腐らせる真

の病原菌であるかさらに検討してし、くための接種試験を行なった。

無菌の条件下で接種試験を実行するにあたって，とくにやっかいなのはさし穂の消毒と無菌操作で，供

試菌の中には明らかに空中伝染すると考えられる Fl，その他P等があるため，さし穏に薬害を与えない方

法で皮目，芽の部分まで完全な無菌にしなければ接種，無接種の十分な比較結果が得られにくいし，また

完全な殺菌を行なっても，消毒後無菌の太い試験管内等にさし付けるまでに，ふたたび菌が付着しないよ

うにすることは非常に困難であるが，本試験では外部と完全に遮断した無菌状態のもとで操作できるよう

Phot. 1 の無菌箱を用いた。

a. 無菌操作に関する予備試験

さし穂、に薬害なく，しかも完全な殺菌を行なう方法を究明するため，つぎの各樹種について，それぞれ

薬剤別のさし穂の消毒に関する予備試験を行なった。

(剖試験方法

樹種

青島トゲナシニセアカシア，フサアカシア，イタチハギ，ヤマハギ，ヤマモモ，アキグミ，グズ，オオ

ノミヤシャプシ，ヤマナラシ， グリ，アベマキ

殺菌法

第 I 区 フォルマリン 200g(lm3 ， フォルマリンの約 3 割に相当する過マンガン酸カリを加え，発生

する Gas で殺菌

第E区 フォルマリン 300g(lm3， 以下向上

第E区 フォルマリン 400g(lm3 ， 以下同上

第IV区 フォルマリシ 500g(lm3 ， 以下同上

第V区 フォルマリン 600g(lm3， 以下向上

第VI区 エチルアルコール809杉液に 1 分間浸漬+フォルマリン 400g(1 m3 の Gas 殺菌

第四区 エチルアルコール809百i夜に 1 分間浸i責(殺菌剤の浸透補助のため) +ウスフ'ルン 800 倍液に15

分間浸i責+フォルマリン 400g(lm3 の Gas 殺菌

第VJ[区 エチルアルコール80%液に 1 分間浸漬+メルグロン1000倍液に 1 時間浸漬+フォルマリン 400，
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同 上(根ざし〉
Ditto (Root cutting) 
イタチハギ

Amorpha fruticosa 
ヤマハギ
Lesl切deza bicolor var. 

faρonic頃

フサアカシア
Acacia dealbata 
グズ

Pueraria hirsuta 
オオパヤシャプシ

Alnus Sieboldiana 
ヒメヤシャブシ

Alnus ρendula 

ハンノキ
Alnus .;aponica var. genuina 
アキグミ

Elaeagnus cr;sρa 
ナワシログミ
Ela沼agnus pungens 
ヤマモモ

1l1yrica rubra 
グリ

Castanea cre悶ata
アペマキ

Quercus variabilis 
ヤマナラシ

Populus Sieboldii 
キリ
Paulo叩nia t(万四entosa

ミツマタ
Edgeworthia ρ'apyrifera 

種
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コウゾ
Broussonetia Kazinoki 
タ ワ(ロソウ)

11dorus Lhou 
グス
Cinnamomum Ca1ゅhora
ユーカリ(グロプラス〉
Eucalyρtus globulus 
ナンキンハゼ

Saρ'ium sebiferum 
ヤマハゼ

Rhus sylvωtris 

シンジュ
Ailanthus glu判dulosa

ツ ノミ キ
Camellia japonica var. 

hortensis 
チヤ
Thea sinensis var. bohω 
アメリカフウ
Liquidambar styraciflua 
オオシマザグラ

Prunus serrulata f. 
sρ'eciosa 

ソメイヨシノ
prunus yedoensis 
セイョウノf ラ

Rosa centifolia 
ヒノキ
Cha川aecyρaris obt附G

スギ
Cryρtomeria jaρonica 

Tota! 
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g/1m3 の Gas 殺菌

第IX区 エチノレアルコール80%液に 1 分間浸漬+フォルマリン400g/1m3 の Gas 殺菌

さし穂は当年生の太さ 4~5mmのものを10月上旬に採取し，約 40cm を限度としてなるべく長いま

ま，その南端の切口をパラフィンで封じてから殺菌した。 I~V区はそのまま， VI~IX区は薬液処理後，

いずれも培養基，小刀等とともに Phot. 1 の無菌箱の中に入れ，同時にフォルマリシに過マンガン酸カ

リを加えて Gas を発生させ， 24時間放置後殺菌されたノj、刀を用いて長さ 8cm に切り 1 区 5 本あてと

して〈ただし第 1 区は 1 本〉斜面培養基(接種試験に用いたのと同じ〉にさし付け後無菌箱から取り出，

し， 30'C :t 3'C の定温室中に保存し， 15 日後および30日後に薬害および殺菌効果につし、て調査した。な

お，この調査結果から適当と推定された「エチルアルコール80%液 1 分間以漬+メルグロン 1000 倍液 1

時間浸漬+フォルマリン 500g/1m3 Gas の24時間の処理」については，さらに無菌箱内での処理のとき，

気中および綿栓中から雑菌が侵入しないかどうか，また，その綿栓の 11時的取りはずしで接種用菌株が死

滅しないかどうか検討するため，平面培養基10個の蓋を開放し，また加熱殺菌を行なわないで綿径の取り

はずし操作を行ない，その繁殖の有無にづいて調査した。

(b) 結果ならびに考察

各種殺菌法について調査した結果は Table 10 のとおりで，フォルマリン Gas による消毒はある程度ー

薬害をともなうが， IV区すなわちフォルマリン使用量 500g/ 1 m3 程度なら殺菌，薬害の面からみてもか

なり目的が逮せられるようである。

しかし，他方四区のメノレグロン併用区は IVの Gas 単用処浬区に比べて，薬害も増していなし、し，ま

た殺菌効果もより大きいように考えられる。

これらの結果を総合すると íエチルアルコール809百液 1 分間浸漬+メルグロン 1000 倍液に 1 時間浸

潰+フォルマリン 500g/ 1 m3 の Gas 殺菌の処理」を行なえばより効果的で， とくにグリ等の薬害をう

けやすい樹種でも，より充実したさし穏を用いることによって目的が達せられるのではないかと考えられ

る。そこで，さらにこの方法を無菌箱内で行ない，その中に扇平培養基10j岡の蓋を開放したのちこれを培ー

養し，また無菌箱内に置いた接種用菌株の入った試験管の綿栓を加熱殺菌せず一時的取りはずしを行なっ

たが，菌株の死滅するものはなく，綿栓の取りはずしで雑菌の混入するものも認められなかった。またそ

の後，この処理法中のエチルアルコールの iJ.足度について数回検討した結果， 30%で十分目的が達せられる

ことがわかった。なお，引きつづき秘木の消毒につし、て調べた結果，時刻]によってさし穂の生理状態が異‘

なり，また処理中の温度にも差があるためか，殺菌効果および薬害の程度も異なり，さし穂、が若くて温度

が高いほど殺菌効果は高いが，それだけに薬害が強いので，このような場合は処理法を加減する必要のあ

ることも認められた。

b. 接種試験

(材試験方法

接種試験は都合 5 固にわたっていくぶん違った方法で行なった。第 1~第 4 試験は，各菌の侵犯能力のー

有無を検討する目的で，試験管中の培養基にさし木して接種試験を行ない，他方第 5 試験では，実際にさ

し木をする場合となるべく似かよった条件で接種試験を行なうため，さし床には殺菌土壌を用いた。

第 1 および第 2 試験でのさし穂、消毒は，前記のさし穂消毒に関する予備試験の結果をまたずに行なった

ため，不十分ではあるが前記のIXにのべたと同じ方法を採用し，第 3 試験で，はじめて「エチルアルコー
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Table 10. 無菌操作に関する試験結果

Result of the experiment in aseptic operation. 

いsmlA品主dl~世1 1 IlllmlNlvl~IWI 川区
健 全

111515151415151515 Healthy 

青島トゲナシニ
After 15 days 薗.者e 生 101010101110101010Bacteria develop巴d

セアカシア 害 /0101010/0101010/0Injury by fungicide 

Robi悶ia �seudo- 健 全
111215151415151515 

acacia var. besso司 Healthy 
nzana After 30 days 菌主生 101310101110101010Bacteria developed 

II115y by funZ叫 01010/01010/01010
健 全

101510151015151510 Healthy 
After 15 days 菌宅生 111010/01210101010Bacteria developed 

フサアカシア 薬害 10101510131010/015Injury by fungicide 
Acacia dealbata 健 全

101110101010/5/010 Healthy 
After 30 days 菌警e 生 /114101112/0101110Bacteria developed 

Ir5y by funit凶 01015141315101415
健 全

11/5/415/515151515 Healthy 
After 15 days 菌警生 101011/010101， 01010Bacteria developed 

イタチ ρ ギ 薬害 1010/0/010/0101010Injury by fungicide 
Amor�ha fruti・ 健 全

11/2/3/41515/41515 Healthy cosa 

菌警生 101312/1101011/010After 30 days 
Bacteria dev巴loped

Inj主y by f叫
健 全

1113131515/5151515 Healthy 
After 15 days 菌.警生 101212101010/01010Bacteria developed 

ヤマハギ
II13y by fungt凶 01010/0101 ﾒl 0/ 01 0 

Les�edeza bicolor 健 全
1111/1141412/51515 

var. .ia�onica Healthy 
After 30 days 菌警生 1014141111/310/010Bacteria developed 

I 薬 bv f 菅 del 0 1 0 1 0 / 0 1 0 1 0 1 0 / 0 / 0 nJury Dy Iunglclue 
健 全

10/314/51015151515 Healthy 
After 15 days 園者生 111211101110101010Bacteria developed 

ヤマモモ
Insyby fun主叫 010101014/0101010

Myγica γ叫:bra 健 全
1013141010/015/115 H巴althy

After 30 days 困主生 1112/1101210101010Bacteria developed 

薬害 /010/01514151014/0Injury by fungicide 
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Table 10. (つづき) (Continued) 

樹 Species 種 lA認r払I~閉 I/nlmlwlvl 羽 ivnlvml IX
健 全 10/3/5151515151510 Healthy 

After 15 days 菌警生 /11210/0/0/0101010Bacteria 巴veloped

アキグミ 薬害 101010101010101015Injury by fungicide 
Elaeagnus crispa 健 Heal均全 101315151415101510

After 30 days 菌 宅巴生 /11210101110/01010Bacteria developed 

薬害 |01 0|o|01010151015 Injury by fungicide 

健 H叫
After 15 days 菌警巴生い /112101010101010Bacteria developed 

グ ズ 薬害 10/010101010101010Injury by fungicide 
P叫Eγaγia hirs担:ta 健 H印刷全/ 01311141413/51515 

After 30 days 菌警e 生 11121411111210101-;;Bacteria developed 

薬害 101010101010101010Injury by fungicide 

健 H叫
After 15 days 菌発生 1 0 1-1-1-1-1-1-1-1-Bacteria developed 

オオパヤシャプシ 薬害 1 0 1 ー 1-1-1-1-1-1-1-Injury by fungicide 
Alnus Sieboldiana 健 全 1 0 1 -1 -/ -1 -1 -1 -i -i----= Healthy 

After 30 days 菌発生/ 1 1-1-1-1-1-1-1-1-Bacteria developed I "1 -

薬害 1 01 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1---= Injury by fungicide 

健 全 111213151015151510 Healthy 

After 15 days 菌.警生 101312101010101010Bacteria developed 

ヤマナラシ 薬害 101010/01510101015Injury by fungicide 
Populus Sieboldii 健 Heal均全 11121315101 01 0151~ 

After 30 days 菌宅e 生 1013/210/0101010/0Bacteria develop巴d

薬害 1010/0101~15~Injury by fungicide 

健 Healthy 全 1 1 1 0 10151 0 151415TO
After 15 days 菌警e 生 10101010/110111010Bacteria developed 

グ リ 薬害 10151510141010101;Injury by fungicide 
Castanea crenata 健 Heal均全 11101010/0151 01 or~ 

After 30 days BZE白雪巴V巴ふdl 01 01 01 01 31 01 1 1 0 G 
薬害 1 0 1 5 1 5 1 5 / 41 0 1 41Ts Injury by fungicide 

アベマキ 健 H回l均全 11/5151515/5151515
Quercus variabilis After 15 days 

菌警生 10/01010101010/010Bacteria develop巴d
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Tab!e 10. (つづき) (Continued) 

樹種
Species lA主主r契dl~IIinlmlNlvl 羽 lwIvmiIX

l|IJy  by funZ叫 01 0 1 0 1 0 1 0 1 oi 01 
。

1ly 全 111515151210141 。

キーマ
寸.

4、、ア

Queγcus variabilis r 30 days [BaEE巾宅巴veふd[010[0101314111
'ry y funZ叫 010101010/0101 4 

ル309五液 1 分l'i:fJ i剥寅+メルグロン 1000 倍液に 1 時間浸漬+フォルマリシ 500g/1m3 の Gas 殺菌」によ

る消毒法を用い，第 4 および第 5 試験では， フォルマリン Gas による殺菌だけを省略するほか，第 3 試

験の場合に準じてさし穂の消毒を行なった。

また，さし床は第 1 試験，第 2 試験，第 3 試験および第 4 試験とも径 3cm の試験管中に，分離のとき

と同様，酵母水 glucose agar 斜面培養基を pH 7.0 に調整して入れ， これを無菌のさし床として用

い，第 5 試験では，土壌を素焼製ポットとともに 5 気圧30分の高圧殺菌を行ない，土壌水分609五となるよ

う殺菌水を接種菌の Suspension とともに注ぎ， これにさし付けた。

接種に用いた菌株は，第 1 試験ではC 1304, C 1403. C2117, C2001, P 1119, T 11410, T 21409, U 

1122, U1910, Y1219. Y1918, F 11315, Fd617, 01513. 第 2 試験ではU1122だけ，第 3 試験ではO

1513. Pl119. Td410. T 21409, U1122. Y1918, F 11315, F 21617，第 4 試験では P1119. Td409. 

U1122 のほか菌種同定の目的で，既知菌株である Bac. aroideae 1 号菌，同58号菌， Bac. carotovorus 

24 号菌，同 59 号菌〈以上大阪府立大学の保存菌株)， Bac. subtilis 1 号菌〈京都大学の保存菌株〉を，

また第 5 試験では， 第 3 試験に用いた菌株のほか， 菌種同定試験の目的もかね Bac. aroideae 1 号菌，

Bac. carotovorus 59 号菌， Bac. subtilis 1 号菌の比較接種を行なったが， これらのうち既知の Bac.

aroideae. Bac. caγ'otovorus. Bac. subtilis の各菌株の接種結果については後述する。

接種試験を行なった樹種は，第 1. 第 2 および第 4 試験では，青島トゲナシニセアカシア，また第 3 試

験では，さらに菌の寄主に対する選択性をも調べる目的で，青島トゲナシニセアカシア，イタチハギ，ヤ

マハギ，グズ，ヤマナラシの 5 樹種， 第 4 試験では， 青島トゲナシニセアカシア， イタチハギ，ヤマハ

ギ， グズ，ハンノキ， スギの 6 樹種とし，つぎの方法によって行なった。

さし穂、は 40cmを限度とし，長いまま，その両端をパラフィンで封じてから殺菌した。殺菌したさし穂

は，そのまま無菌箱内で，完全に殺菌された器具を用い，分離試験の場合に準じて長さ 10cm に穂作り

し，第 1 試験，第 3 試験および第 4 試験では，接種する菌をさし床にあらかじめ接種した後，また第 2 試

験では， とくにさし穂の中胴部に 2~3 か戸路整で穿孔後，白金耳で接種し，孔をパラフィンで閉塞し， そ

れぞれ 1 区 5 本あてさし付け， また第 5 試験では，さし床土壌に菌を接種した後， 1 区25本あてさし付け

た。

接種し，きし付けた時期は，第 1 試験では11月 20日，第 2 試験は12月 18日とし，第 3 試験は操作の都合

上 Tab!e 13 のとおり各樹種とも 2 固に分けたが， この場合は同じ条件を与えるため，いずれも温度33。

C :t3・ Cの定温器内に入れ，それぞれ 2 回にわたって対照区を設け，第 4 試験では 6 月 23 日， また第 5 試

クズ，ハンノキ，スギは常温下で，また青島

トゲナシニセアカシア，イタチハギ，ヤマハギはさし付期の関係で 25 0 C :t3 0 C の定温ガラス室内で管理

さし付を行ない，験では Tab!巴 34 にしたがって接種し，
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Table 11. 接種試験の結果 その 1

Result of the inoculation experiment. No. 1 
青島トゲナシニセアカシア (Robinia pseudoacacia var. bessoniana) 

林業試験場研究報告-24-

さし穂|ふ政見4 無鮒 1 C \0!P ド11 T2! U 1 U 1 y I y ! F11 F2 
u 吋!民忠尉』払Eユa山n 3官官O凶rtr円Aつ|ド21日川吋刈叫I口川巾山71申加1 13ロ3叫ω制叫34キ仰判判|ド附同州州200訓州刈∞似叫叫11中|トl 訂川吋刈31キlド1山l日斗1ω司沖中判91沖か|卜ドl凶4

叫河| 一 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 +1 + 1 + 1 + 1 十
E isふムat dJt川い+1い+1い+1+1い+1い+1い+1い+1い+1い+1い+1い+1い+ 卜
詔盟;盟誰 1 ! P I I I p I I 1 pI I 1 I p! 1 p 1 y 

Efection 病 1 -1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+ 
昆isofatio~lt 1 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 -1 + 1 + 1 + 1 + 1 +1+ 

盟i結I ! p 1 P ! P I叶 |1 IとI_I~!り凶|士
| 主坦on 病 1 -1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+ 

弘
山
屯

4
E
T
 t
 

川
和

No. m 再分雌 l 1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+ Reisolation 

o接t種h巴薗r 以is外olaのte菌~I 1 P 1叶 pl I p I I p I p 1 |Y than inoculum 
標Infection 的 I -I+I+I+I+I+I+I+I+I+I+I+I+I+!+ 

No. IV R再eiso分lation離 I 1+1+1+1+1+1+1+1-1-1+1+1+1+1+ 
Of妾t碕h巴出rl以is外olaのte12s1 | 

| I p ! !PT2! U I P ! I p I p !PT21 !ply¥y than inoculum 
擢Infection 病 1 一 1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+1+

No. V R再eiso分lationlilt l 1 1+1+1+1+1+1+1+1-1+1+1+1+1+1+ 
OJ妻t1h毒E菌r 以外の l樹 1 ! p I I p I p I y I !plplplT11 

isolates than inoculum 
確Infec病ted 率 I o 1 吋 1001 1001 叫叫 801 1∞|叫 1001 叫 1001 叫 1001100

wl wl ~ ~Il曲 wl 401 4~ 0 
分 れた率isolated 20 60 20 60 60 purely 

% 接同時稲i領以外の隠1 もに分離された
率 100 401 80 01 20 20 20 40 80 60 
Reisolat巴dwith others 
t妾種薗以外率のby菌 01 01 01 o! C 

による権病Infected 。 01 20 60 20 。 01 20 others 

No. 1 

No. n 

した。第 1 および第 2 試験は30日後，また第 3 試験は Table 13 のとおり青島トゲナシニセアカシア，イ

タチハギ，グズはほぼ20 円後，ヤマハギはほぼ13日後，ヤマナラシはほぼ10日後，第 4 試験では10 日後，

また第 5 試験は Table 34 記載の期日に寵病の有無を調べ，さらに各試験とも腐敗したものについては，

Bouillon agar 平面培養基上への再分離による調査を行なった。



さし穂

Cutting 

No. 1 

No. II 

No. m 

No. N 

No. V 

% 

さし木の腐敗とその防止および回避(森下)

Tabl巴 12. 接種試験の結果 その 2

U1122の青島トゲナシニセアカシアのさし穂に対する接種

Result of the inoculation experiment. No. 2 

Inoculation experiment with U1122 to cuttings of 

Robinia ρseudoacacia var. besso持iana.

調査項目

Item for investigation 

4寵 病
Infection 
再 分 出品
R巴isolation

接種園以外の u菌lu 
Other isolates than inoculum 

4寵 病
Infection 
再 分 荷量
Reisolation 

t接he 種菌以外の菌
Other isolates than inoculum 
権 病
Infection 
再 分 南陸
Reisolation 

t接he 種菌以外の菌
Other isol且tes than inoculum 

a濯 病
Infection 

再 分 再佐
Reisolation 

t接he 種菌以外の u菌lu 
Other isolates than inoculum 

a寵 病
Infection 
再 分 南陸
Reisolation 

援穣園以外の u菌lu 
Other isolates than inoculum 

，I寵nfected 病 率

明らかに騨困によると思われる擢病率 | 
Infected by inoculum 

権病していても 1 回の分離で分離さ
れなかった率
Not reisolated 

無接種区

Check plot 

。

(b) 結果ならびに考察

第 1 試験

- 25 ー

接種区

Inoculative 
plot 

+ 

+ 

+ 

+ 

斗

+ 

+ 

+ 

+ 

しー---------------
100 

80 

20 

U. O. T 1. T 2. C. P , Y. F h F 2 の推定類別菌について， 計 14 の代表菌株を酵母水 glucose

agar 斜面培養基に接種し，これに青島トゲナシニセアカシアをさし付けて試験したが， その調査結果は

Table 11 のとおりで，擢病したもの，再分離できたものをそれぞれ+とした。

接種，分離の操作がなお完全でなかったためか，接種菌以外の菌が分離されたものもあった。しかし，

接種区は 100~活躍病し，下半部が変色したにもかかわらず，対照区は培養基中に雑菌の発生したものもあ

ったが 1 本も枯死あるいは擢病したものがなかったことからみて，これらの菌が直接生体寄生を行なっ

たため，さし穂が腐敗枯死したものと考えられる。
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なお，接種区のうち， C2001 , F 21617 については，接種した菌だけが再分離された率は 0%であるか

らなんともいえないが，その他の接種菌については，再分離の結果明らかに接種菌だけ再分離されたもの

があることからみると，これら援種した菌は少なくとも青島トゲナシニセアカシアのさし木の腐敗病原菌

といえそうである。

また，接種菌以外に分離された菌も， Colony 等の観察では，すべて分離試験の結果推定類別したもの

のし、ずれかに属しているとみなされたが， このうち P と推定されるものが最も多く，その他C ， Th T 2, 

U , Yに相当すると思われるものが分離された。

第 2試験

この試験は，第 1 試験と同じく青島トゲナシニセアカシアを用い， またさし床として酵母水 glucose

agar 斜面培養基を使ったが，接種菌は U1122菌株だけとし，接種方法は穿孔接種としたものであって，

その調査結果は Table 12 のとおりである。

すなわち，無菌である対照区が健全であるのに対して，接種区はs寵病率 100%で，しかも腐敗していな

がら分離し損った No. V を除けば，どれも接種したU菌が再分離されていることからみて， これが生体

寄生を行なう能力をもっ腐敗病原菌とみなしてさしっかえないと考えられる。

第 3 試験

この試験の結果は Table 13 のとおりで，権病したものおよび再分離できたものをそれぞれ+とした。

無接種の対照区で腐敗したものとしては，青島トゲナシニセアカシアに擢病率40~杉の区がみうけられる

だけで，その他の樹種の対照区には， 擢病したものは全くないが， これに対して接種区の最低橿病率は

20%で，青島トゲナシニセアカシアに対する U1122 および F11315 のそれぞれ80~杉，ヤマハギに対する

T2 1409 の 209五， T l 1410 および U1122 の 409百， 01513, P 1119, Y1918のそれぞれ 60%，グズに対

する Tzl409 の 60% ， F 1 1315 の 80%であるほか，その他はすべて 1009五の，寵病率を示している。

また;薩病したものについて，接種菌だけが再分離された比率をみれば，ヤマノ、ギにおいてはT2 1409，

U1122 が 0%であるが，このほか青島トゲナシニセアカシアに対する Y1918 の40% ， U1122 の 75%，

01513 および T2 1409 の80%，イタチハギに対するT1 1410 の 409百， 01513 の 60~杉，グズに対する 0

1513 の 809百，ヤマナラシに対する T2 1409 の 40%を除き，その他の接種区はすべて 1009五接種菌だけが

再分離されている。これら擢病率および接種菌だけが再分離された比率からみると，各供試菌はさし穂、に

対し病原性をもっているものと考えられる。

第4 試験

との試験は，後述する種類同定に関する試験に際して， Bac. aroideae, Bac. carotovorus, Bac. 

subtilis 等他の作物より分離された既知菌株の寄生性と比較検討する目的をもかねて， これら菌株と P

1119, T 2 1409, U1122 の分離代表菌株とを，酵母水 glucose agar 無菌斜面培養基上で青島トゲナシ

ニセアカシアに接種調査したものであるが，その結果は Table 33 のとおりである。

すなわち 1 区 3 本ずつではあるが， 対照区では羅病したものが全くないのに対して P1119， Ta 

1409, U1122 の各接種区は全部腐敗している。 またさらに， これらさし穂からの再分離を行なった結

果， T 2 1409 接種区のうちの 1本からは，接種菌が再分離されず P系の菌が分離されたが，その他は各

接種区ともすべて擢病部から接種菌が再分離されてし、る。これらの結果からみると， Pl119, T 2 1409, 

U1122 は青島トゲナシニセアカシアのさし穂に対して生体寄生を行なう能力をもっ腐敗病原菌であると
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Tabl巴 13. 接種試験の結果 その 3

Result of the inoculation experiment. No. 3 

樹種 1 接種菌
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妾
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鮒
印
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種
泳
t

妥
白
川
鮒
印
刷

t d? 可 lhb|May|FEblFeblMay FeblFeblFeblMay lMay ante~.Qate 01 1 271 -151 7.71 271 -151 271 271 271 -15!---15 
青島トゲナ cuttings 

シニセアカ 調D 査時期 i1Mar.|1Jun.4||Mar.||Mar.|1Jun.Mar.M1ar.M|ar.llJun.||Jun. 
at巴 observed 181 41 181 181 41 181 181 181 41 4 

シア n 病|一 1 -I + 1 + 1 + +1-1+1+1+ 
Robinia No 再分離| 1 + I + 1 + 1+1+1+ pseudo- 1 1 Reisolation 
acaClQ 

o接t種h，菌以外の菌 1var. besso・
nlana er isolates 

than inoculum 

権Infection 病 1-1-1+1+1+ +1+1+1+1+ 
No. 再分離| 1 + 1 + 1 + +1+1+1+1+ E Reisolation 

O接t種h，菌以外iolの菌 1
1 P ! er isolates 

than inoculum 

擢Infection 病|一 1 -1 + 1 + 1 + +1+1+1+1+ 
No. 再Reisol分ation 離 I 1 + 1 + 1 + +1+1+1+1+ E 

O接t種he歯r 以外の菌 1
I p I p 1 

isolates 
than inoculum 

確Infection 病 1+1-1+1+1+ +1+1+1+1+ 
No. 再Reisol分ation 離 1 1 + 1 + 1 + + 1 + 1 + 1 + 1 + IV 

O接t種he菌r 以外iolの菌 1 p 1 
I p 1 

isolates 1 P 
than inoculum 

nfection 病 1 + 1 一 1 + 1 + 1 + +1+1+1-1+ 
No. 再R巴isol分ation 離 1 1 + 1 + 1 + 1 一 1 + 1 + 1 V 

Of妾t衛he菌r以is外01のat菌~ 1 P 1 
1 P ! 1 P ! than inoculum 

擢Inf巴cte病d 。 1 1∞ 1 100 1 1∞ 1 1∞| 80 I 100 1 
% 確R分うE病離ちisfしさo妾l たものの種菌率が再

れた 100 100 80 100 100 100 100 
ated 

催ち病したもののう
接種菌だけが再

分離された率 80 100 100 80 75 40 100 100 
Reisolated 
purely 

接種菌が分率離さ
れなかった 。 。 20 。 。 。 。

Not reisolated 
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Table 13. (つづき) (Continued) 

t妾 種 菌 03||PIll9T11410||Tz 1409 
'F F2 

ChecklCheck U1122 Y 19l81 1315 1617 Species lnoculum plot I plot 

イタチノ、ギ
さし L時理 jAPr. 2jMaY15jAPr. 2jAPr. 2IAPr. 2IMaYI5¥MaYI5jMaYI5¥MaYI5jMay Pla~~~i~;~e of jApr. r>U¥5IApr. 2lApr. 2lApr. 21U>U\51U>U\51,uU\5rUU\5Imu\5 

Amoゆha
調査時期 |Apr|MaylAprlApr|Apr|MaylMaylMay iMaylMay 
Date observed 1 211 251 211 211 211 251 251 251 251 25 

fγ叫ticosa

億lnfection 病|一|一 1 + 1 + 1 + 1 十 1 + 1 + 1 + 1 + 
No. 再分離|

1 - 1 + I + 1+1  + I + I + 1 + I Reisolation 

Oi妾t種he菌r 以is外olaのte菌~I
I P I I P j than inoculum 

権lnfection 病|一|一 1+1+1+1+1+1+1+1+
No. 

再Reisol分ation 離 I I + 1 + 1 + I + 1 + 1 + I + I + E 

接Ot種he菌r 以外の菌 I
I P j 

isolates 
than inoculum 

I権nfection 病 1 - 1 - 1 + i + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 
No. 再分離|

1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + E Reisolation 

j甲州「
I P j 

Other isolates 
than inoculum 

I権nfection 病 1 - 1 - 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 
No. 再分離|

1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 '+ 1 + 1 + N Reisolation 

接Ot種h巴菌r 以is外olaのte菌~I
than inoculum 

JI寵nfection 病 1 - 1 - 1 + 1 + 1 + 1 + 1 十 1 + 1 + 1 + 
No. 

再Reisol分ation 離 I I - 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + V 

O接t種he菌r 以is外olaのte菌~I
j p I than inocul um 

I催nfect巴病d 01 1∞ 1100110011∞ 1 100 1 100 I 1∞ 1 100 

% 
う接種 再
分離されReisolat菌eたd率が 60 100 100 100 100 100 

権病したもののウ
ち接種菌だけが再
分離された率 60 100 40 100 100 100 100 100 

Reisolated 
purely 

ち接種菌が分離さ
れなかった率 40 。 。 。 。 。 。

Not reisolated 
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Table 13. (つづき) (Continued) 

接 種 菌

lTI|TI-|llT 1410 
T2 UI122 Y1918l 1Fv11315l1F2 , 1617 

Sp巴cies Inoculum 1409 ..1. V ..L VI  

ヤマハギ
t d? 『 |Mar|May|MarlMarlMar !Mar |MarlMar iMay iMay anIeL~' aate or 51. "151 51 51 5: 51 51. -51 -"151---J  15 
cuttings 1 "1 1"1 "1 "1 "1 

Leslうedeza 屯査時期 IMar・ IMaY271M払 IMari8 1M仏 IMa\8IM払 |Mar|May lMay 
ate observed 181 271 181 181 181 181 181 181 271 27 

bicolor 
「ifediorl 病|一 1 - 1 - 1 - 1 - - 1 - 1 - 1 + 1 + var. 

ja.ρonica No. 再Reisol分ation 離 I 1 + 1 + I 

O接t種h菌以外の菌 Ier isolates 
than inoculum 

権Infection 病 1 - 1 - 1 - 1 - 1 - 一 1 - 1 一 1+1+
No. 再分離| 1 + 1 + E Reisolation 

Ot妾t種he菌r 以外01の菌 Iisolates 
than inoculum 

確Infection 病 1 - 1 - 1 + 1 + 1 一 - 1 - 1 + I + 1 + 
No. 

1 + 1 + 1 1+1+1+  E Reisolation 

Ot妾tFhEeHrtj以外の困 Iisolates 
than inoculum 

権Infection 病 1-1-1+1+1+ 一 1+1+1+1+
No. 

1 + 1 + 1 + 1 + 1 + I + 1 + N Reisolation 

O接tFhEe菌r 以外の菌 I I P I 
isolates 

than inoculum 
J寵 病 1-1-1+1+1+ +1+1+1+1+  Infection 

No. 

I + I + I + + I + I + 1+1  + V 
Reisolation 

接Ot種he菌r以is外01のate菌~I P I p I than inoculum 

権Infecte病d 率| 40 60 1 100 1 100 

% 権ち病したものの離う
接種菌率が再分された 100 100 100 100 100 
Reisolated 

権ち病したものの再う接種菌だけが
分離された率 100 100 100 。 。 100 100 100 

Reisolated 
purely 

擢病したもののう
ち接種菌が分離さ
れなかった率 。 。 。 。 。 。 。 。

Not reisolated 
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Table 13. (つづき) (Continued) 

樹種接種菌無接種 T1 IT2 ITT ,,_.,_.,lv ,n,eIFl IF2 C無h接ec種~IChecklChecklO 15131 P 11191-'-t4lOl-'-~4091U 1122IYI9181-'-bd-'-1617 
Species InoMum p M|  

高aherdJEElF4|May |F比 IFeb. IMay IFeb. IF仇 IMay IMay IMay 
グズ 1u仙1gs |27l 15127|27115lu|27115|15| 

調査時期 IMar. IMay IMar. IMar. IMay IMar. IMar. IMay IMay IMay 
Pueraria I Date observed I18123118118123118|18|23123|23 

書fec伽病|一 1-1+[+1+1-1+1+1 -1+  

N:zhoムn 離 1 1 1+1+1+1 1+1+[ 1+ 

盟f~t~~1 1 1 I 1 1 1 1 1 1 
Ilfection 病 1-1-1+1+1+1-1+1+1+1+

主主isoふI1 離 1 1 1+1+1+1 1+1+1+1+  

盟主盟1 I I 1_ I 1 I 1-,-1-------, 
ZMon 病 1-1-1+1+1+1+1+1+1+1+

TEisoふrl 離 1 1 1+1+1+1+1+1+1+1+  

君主悶 I 1 I 1- 1 1 1 I I 
Ilfectiorl 病|一|一 1+1+1+1+1+1+1+1+

3・立isoふn 離 1 1 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 

5空i盟 1 1 1 I I 1 1 1 1 1 
EfECtion 病|一|一 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 

ラ毘isoムrl 離 _1_1 1+1+1+1+1+1+1+1+  

盟i鵠_1_1 1 P 1 1 1 1 1 1 1 
zfectz 率 1 01 0 1 1001 1∞ 1 1001601 1∞ 1 10o 1 801 100 

% 管病接れR種たしei菌率たsoがもla 再の分の離つ
さ 100 1 100 1 100 1 100 1 100 1 100 1 100 1 100 

ated 
擢病したもののう
ち接種菌だけが再
分離された率 80 1 lOO 1 100 1 100 1 100 1 100 1 100 1 100 

Reisolated 
purely 

権病したもののう
ち接種菌が されなかった分申離 01 01 01 01 01 01 01 0 
Not reisoSlaF ted 
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Table 13. (つづき) (Continued) 

樹 種 J妾 1歪 菌 |相官101513 P 1111%oMUl十8
Speci巴s Inoculum 

13151 1617 
plot 

Pl し λ時出 IAPr.2IMaYI51地Y5|A21MaylA lMaylMay lMay lMay anted . date 01 IApr. 21.'~~J 151.'~~J 15IApr. 2r'~~J 15IApr. 21.'~~J 151"-~J 151.'-~J 151.'~~J 15 
ヤマナラシ cuttings 

Populus 
屯査時期 |AprlMay|May|AprlMay|AprlMay|MaylMaylMay

ate observed 1 111 251 251 111 251 111 251 251 251 25 
Sieboldii JI薩nfection 病|一|一 1+1 + I + 1 + 1 + I + 1 + I + 

No. 
再Reisol分ation 離 I 1 + I + I + I + I + 1 + I + I + I 

O接t種he薗r以外の菌 I
! P I 

isolates 
than inoculum 

JI寵nfection 病 1 ~ I -1 + I + 1 + 1 + I + I + I + I 十
No. 再分離| I + 1 + 1 + 1 一 1 + I + 1 + 1 + E Reisolation 

o接t種he菌r以is外olaのte因~I
I P I than inoculum 

権Infection 病 1 -1 -1 + I + 1 + 1 + 1 + I + 1 + 1 十
No. 再分離| 1+1 + 1+1 -1 + 1 + I + 1 + E Reisolation 

O接t種he菌r 以is外olaのte菌~I
I P I than inoculum 

nfection 病 1 -1 一 1+1+1+1+1+1+1+1+
No. 1+1+1+1+1+1+1+1+ N Reisolation 

O接t種he菌r 以is外olaのte困~I
than inoculum 

aI薩nfection 病 I -1 -1 + 1 + 1 + 1 + 1_+ 1 + 1 +~ 
No. 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + I + 1 + V Reisolation 

O接t種he薗r 以外の困 Iisolates 
than inoculum 

権Infecte病d 。 1 1∞ 1 100 1 100 1 100 I 100 1 100 1 100 1 1∞ 
% 擢病したもののう

ち接種菌率が再分離
された 100 60 100 100 
Reisolated 

吾分ちR扇緩離eiτ純さsoE蘭れlaだたtもeののうけが再
率 100 100 100 40 100 100 100 100 
d 

purely 

権病接な種かしたもののさうち 菌が分離
れ った率 。 。 。 40 。 。

Not reisolated 
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考えられる。

第 5 試験

土壌をさし床とした本接符.試験は， 病原菌の同定に関する試験をもかねて行なった関係上， Table 35 

にその結果を後掲し，一部考察をも加えたが，各接種菌の病原性を青島トゲナシニセアカシア，イタチハ

ギ，ヤマハギ，グズ，ハンノキ，スギの各制磁のさし穏に対する確病率の面から検討すると，空中から侵

入する病原菌等によってかなり試験結果が乱されやすい条件で行なわれたにもかかわらず， T 1 1410, T2 

1409, Fd315, Fd617 は危険率 1%以下で，また 01513は危険率 5%以下で病原性が認められる。な

お， U 1122, Y 1918, P 1119 も全般的にみれば， 無接種区に比べ，確病率が高し、し，確病したものにつ

いて 5 木あて再分離を行なった結果によると， P1119はスギにおいて 2本純粋に再分離されているにすぎ

ないので，この第 5 試験だけで、病原性を十分確認で、きたとはいえないが， U1122はいずれの樹種について

も 3 本以上純粋に再分離されており，またY1918はイタチハギで 1 本，青島トゲナシニセアカシアにおい

て 2本純粋に再分離されているほか，他の樹種においてはすべて 3本以上純粋に再分離されていることか

らみて，ともに病原性をもっているもののように考えられる。

以上の第 1~第 5 試験の各試験結果では， 01513, P1119, T 1 1410, T 2 1409, U1122, Y1918, F1 

1315, F 21617 および C2117， C1304, C1403, U1910, Y1219の各代表菌株はすべてさし木に対し病

原性をもっているようにみうけられる。そして，これら試験結果の範囲内では，とくに寄主選択性がある

とはみうけられず，また分類的位置の異なった樹種にわたって，またさらに時期，場所その他それぞれ異

なった条件のもとでさし付けたさし穏について行なった各分離試験の結果ともあわせ考えれば，これらは

少なくとも木本を対象としたさし木の普遍的な腐敗病原菌と推察される。

2. 病原菌の鑑別

さし木の腐敗病原菌と推定された類別10のうち 9 について，それぞれ代表菌株を選び，接種試験を行な

い，その病原性について検討することができたが，防除あるいは回避の方法を究明していくには，これら

の菌の種類を鑑別するとともに，さらに防除あるいは回避に関係のi突い主要な性質について調査する必要

がある。

細菌類の鑑別にあたっては，おもに BERGEY ， D. H. の分類型式6) にしたがって， その必要な形状なら

びに性質を調査するとともに，その他 SMITH， E. F. の分類 134)および Group number 等についての調

査結果をも参考にして，分類的位置および該当する種類を調査し，さらに相互接種による同定接種試験に

よって，その検討を行なった。

なお，本調査の結果，これらの菌のうちには，生育中の植物に対して病原菌となりえないとされている

Endospore をもっ枯草菌に属する P ， Tlo Yが含まれており，これらが抗生物質を生じ，他の細菌の発

育を抑える懸念、の強い細菌であることも考慮にいれると，さし木の病原菌として確認することにはなお疑

問があるとも考えられたが， これらの菌についてもあわせて調査検討を加えた。

A. 病原菌の形状ならびに性質

a. 顕微鏡下の形態ならびに染色性

同調査方法
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Bacteria については，形状および大きさを普通染色，鞭毛の有無を LOEFFLER 法による鞭毛染色，

Endospore の有無を MÖLLER 法による芽胞染色，包裏の有無を JOHNE 法による包嚢染色，その他 Gram

染色を行なって調査し，さらに電子顕微鏡写真により検討を加えた。

また Fusarium については，分離に用いた群母水 glucose agar 属平培養基を用いて比較調査したほ

か，これを馬鈴薯の茎に培養したものにつし、て，大型分生胞子ならびに小型分生胞子，厚膜胞子の形状お

よび大きさ，分生子樗 (Sporodochia)，その他ニセアカシアの穂木に培養したものについても分生子樗

(Sporodochia) の形成の有無を調査したが， 馬鈴薯茎のほか， 馬鈴薯 agar， Malt agar, Asparagin 

の各培養基上の比較培養結果について便宜上ここに記載する。

(b) 結果

( i) Bacteria 

調査結果は Table 14, Phot. 3 のとおりすべて棒状菌で，このうち Y1918 を除けば全部周縁鞭毛を

備えてかる。 また， P 1119, T 11410, Y1918 等 Endospore をもつものが 3 種もあり， かなり大きな

位置を占めていることは注目に値する。

(ii) Fusarium 

F 1 1315, F 2 1617 についての調査結果は Table 15 ~ Table 17 のとおりで， 大型分生胞子， 小型

Table 14. Bacteria の形態ならびに染色性

代表菌株

Morphological features and staining reactions of the isolated bacteria. 

普 通染色 l
Usual stain I鞭毛染色|芽胞染色|包嚢染色IGram 染

I I色
形 状 |大きさい) ID1"~""J Q_~~~ Ir"_~..l" 1 1/'-C c:: ,,., IFlagellal Spore ICapsule 1 Gram's 

Form and arrangement 1 Size 1 stain 1 stain 1 stain 1 stain 

長棒状，両端平直，弧立ときに 10. 2~0. 9!周毛4~81
2 連鎖 l~î.8~/i本 Perit-
L.oni!" rods, ~ru~ca.te ， I ̂ ,. u7~ 41~ic~iatel - - I ー

ingle, rarely chains '. 714~8 

妄雇樽不定，両端鈍円，弧立ま 10. 6~0. 91周毛
たは短連鎖 1~:~'~~..71 
S.ho~t or lon?" ro?s, ,rou,n <l;ed, 1 ̂ーυI~e:i~ri- I -
single, rarely short chains I v. 71chiate 

短棒状，ときにややわん曲あるし、 10. 7~0. 91周毛
は一方ややぼう大，ほとんど弧立 l~í.2~/1
Short ~ods" rare.lY ~urved or I ハ 2~ 3\~~;!!=i・+

clavate, single, I~' U ichiate 
I 周毛多数

長棒状，ときに一方ややぼう九 |0.7~l.olperit i 
両端鈍円，弧立または連鎖 I ~2~ ~~ vl~hi~同+
Long rods, rarely clavate, 7.21 plenti-
rounded, single or chains I I ful 

短梓俵状，両端鈍円，弧立また |ohlllEiZF 
は短糸状連鎖 I~ó. 9~ 'I~hi~民， I ー

1. 91 plenti-
|ful 

O. 7~1. 9岡毛

I X 0.9::: "IPeritri-I _ 
Short rods, rounded, single 1 2. 31 5'~ I ~. Ulchiate 

活

g
n

4
B
n
o
 

z
-
-
-
1
 

6

1

t

 

色
・
山
氏

染
易
割
問

n
 

e

疋

田
e
M

ぽ

v
d

r
L・
J
J
S

K
引
・1

T
h
A
4
L
 

C2117 容易|

Easy I 

01513 容易

Easy 

Pll19 容易

Easy 

T11410 
容易

Easy 

T2 14Cヲ
容易

Easy 

Ul122 容易

Easy 

十
Y1918 容易

Easy 

士

+ + 

+ + 

+ 
Short rods, round巴d ， single 

or short chains 
短梓俵状，両端鈍円，ほとんど
弧立

+ 

長梓状，両端鈍円，長糸状連鎖

Long rods , rounded, long 
chains 

O. 9~ 1. 51なし

ﾗ1. 9~41 None + 
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分生胞子，厚膜胞子の形状ならびに大きさにつし、ては，互いに差異が認められず，し、ずれも馬鈴薯茎培養

のほかニセアカシアの秘木で倍養したものにおかて分生子樗の形成が見受けられた。 両者の相違は， F2 

1617 のほうが菌糸が太く，菌層が高く盛り上がることと，また菌層の色が酵母水 glucose agar 培養基

で、 F 11315 の白色;こ対し赤紫色化し，馬鈴薯 agar 培養基で F l 1315 の赤色に対して赤紫色とあらわれ

る程度にすぎない。

Table 15. Fusarium の馬鈴薯茎培養での形態 その 1

Morphological features of the Fusarium cultured 
with haulm of potato. No. 1 

代表菌株
菌 糸

菌 層
色

Representative Mycelia Mycelial 
isolate colony Color of colony 

F 1 1315 
F2 1617より細い F2 1617より低い

白 色Thin , compared Lower than 
with F21617 F21617 White 

TFh1i 1315より太い 高く盛り上る
Colony の中心部より順次赤紫色に変化し

F21617 ck, compared てくる

with F 11315 Swelled Turn巴d purplish-red from center to 
outside gradually 

Table 16. Fusarium の馬鈴薯茎培養での形態 その 2

Morphological features of the Fusarium cultured 
with haulm of potato. No. 2 

代表菌株

Representaｭ
tive isolate 

大型分生胞子

Macrospore 

小型分生胞子

Microspore e
 

vi o
 

n
y
 

q
u
 o

 

d
 

y
 

m
 

a
 

h
 

c
 

厚膜胞子 分生子樗

Sporodochia 

新月形で一方にわん
曲，中央部よりやや
先の部分が最太，基
音11より先端太くやや
尖る，脚音11は完全に
認められる，細胞数
5~7 , 大きさ23
~30.5μx32~47μ 

Cephalosporiu1抑状
に形成される，楕円
形または長楕円形で・
時に一方にわん曲す
る
単胞または 2 胞より
なる
大きさ 6. 5~ 1O. 2μ × 
5~6μ 

じゅず状に連続形成
せられる，表面は平
i骨またはわずかに波
状に近く認められる
こともある
大きさ 6. 5~8.2μ 

形成される

F 1 1315 Crescent and thick-I 1 Formed tortulous 
est on the apical IFormed Ce.ρhalospo-I type. Surface is 
half. Irium type. Ismouth but occa-
The apical part is IOval or long ovallsionally feeble gyｭ
thicker and a littleland occasionally Irose. 
sharper than thelcurved. ISize. ..6. 5~8. 21' 
basal part. INo. of cells...1 ~2 
No.of cells. …-・5~7 ISize... 6. 5 ~ 10.2μ× 
Size... 23~30. 5μx321 5~6μ 

~47μ 

F.1617 I ::>1315 との差は認められない。
"'VU 1 Do not observed the differences b巴tween Fl1315 and F21617. 

Formed 

b. 培養的諸性質

各代表菌株について，各種培養基上の性質を調査した結果はつぎのとおりである。なお Fusarium

についての培養的性質は都合上前項に記載したので省略する。

(A) Boui11on agar 扇平培養
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Table 17. Fusarium の各種培養上での性質

Cultural characteristics of the Fusarium on various culture media. 

代表菌株
Potato agar pH 5.6 Malt agar pH 6.0 Asparagin pH 5. 8 馬鈴 f薯p 茎

Haulm of Dotato 

直径(mm) 色 直径(mm) 色 直径(mm) 色 直径(mm) 色
Rtaetp1 rESEn- Color of Color of Color of Color of 

V巴 Diameter mycelial Diameter mycelial Diameter mycelial Diameter mycelial 
isolate of colony colony of colony colony of colony colony of colony colony 

赤 白 淡紫色
白F11315 35.5 Red 38.5 White 32.5 Slight 23.5 White purple 

28.5l||P赤urrpeld紫ish 1 | ! 
白 淡紫色

白F21617 38.7 White 31. 7 Slight 24.1 White 
purple 

pH 6.8，温度 360 C で30時間培養

C2117 発育良好， Colony の形は Amoeba 状，中凹で縁端は波状，表面平滑，ほとんど無色

01513 発育遅く， Colony の形は不正形，丘状，全縁，表面水泡状，湿光不透明で乳白色

Pl119 発育良好， Colony の形は舌L糸状，扇平で縁端は木耳状，表面敏状不透明，湿光，汚白色

T11410 発育遅く， Colony の形は乱糸状，丘状，全縁，繊状粉質，不透明，光沢なく白色

T21409 発育遅く， Colony の形は不正形，薄膜状，乳量状で外縁湿光あり，不透明，白色~乳白色

U1l22 発育遅く， Colony の形はほぼ円形，中高，全縁平滑，娘色半透明で湿光あり

Y1918 発育遅く， Colony の形はほぼ円形，丘状，鈍鋸歯状，表面平滑，不透明で鈍光あり，乳白色

(B) 酵母水 glucose agar 扇平培養

pH 6.8，温度 330 C で 5 日間培養

C2117 発育中庸， Colony の形は円形~ Amoeba 状，中凹，周縁は波状，表面繊曲状で無色透明

01513 発育遅く， Colony の形は円形，正状，全縁，表面水泡状，半透明で湿光，汚白色

Pl119 発育早く， Colony の形は不正形，扇平で周縁木耳状，表面鍛状，均質，不透明湿光，汚白色

T11410 発育中庸， Colony の形はほぼ円形，..EÏ:状，全縁，表面平滑粉質，不透明光沢なし，白色

T21409 発育早く， Colony の形は円形で薄膜状，周縁木耳状，構造は乳量状で不透明湿光あり，乳白

色

U1122 発育中庸， Colony の形はほぼ円形，中高で、表面平i骨，全縁，質は均質，不透明湿光あり，汚

白色

Y1918 発育早く， Colony の形は円形，丘状，表面の形は重輪状，全縁，不透明光沢なし，乳白色

Phot. 3 参照

(C) Gelatin 濡平培養

pH 6.8，温度 25 0 C で 4 日間培養

C2117 菌株消失のため欠除

01513 発育きわめて遅く，とかさない

Pl119 発育遅く，盃状に小さくとかす

T11410 発育遅く，皿状に浅くとかす

T21409 発育遅く，皿状に浅くとかす
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U1122 発育遅く，盃状にとかす

Y1918 発育遅く，皿状にとかす

くD) Bouil1on agar 斜面培養

pH 7.2，温度 360 C で30時間培養

C2117 発育中庸，菌層の形は点綴状，高さ湾隆状，質は脆弱，半透明湿光で汚白色，臭気あり

Td410 発育きわめて貧弱

T21409 発育中庸，菌層の形は点綴状，薄膜繊状，質は脆弱，膜質不透明光沢なし，汚白色，臭気あう

U1122 発育貧弱，扇平平滑，質は脆弱，不透明湿光あり，汚白色，臭気あり

Y1918 発育良好，菌層の形は刺糸状，属平，質は脆弱，不透明で湿光あり，汚白色，臭気あり

(E) 酵母7_]( gl ucose agar 斜面培養

pH 7.2，温度 36' C で30時間培養

C2117 発育中庸，菌層の形は点綴状，表面平滑，質は脆弱，半透明湿光あり，汚白色，臭気あり

01513 発育はわずかに認められる程度

P1119 発育良好，菌層の形は拡布状，表面薄膜鍛状，膜質不透明，光沢なく汚白色，臭気あり

T11410 発育きわめて貧弱

T21409 発育中庸，菌層の形は点綴状，表面薄膜敏状，質は脆弱，不透明で湿光あり，汚白色，臭気あ・

り

U1122 発育貧弱，菌層の形は拡布状，扇平平滑で，質は脆弱，不透明で、ìlæ光あり汚白色，臭気あり，

Y1918 発育良好，菌層の形は刺糸状，扇平で質は脆弱，不透明で湿光あり，汚白色，臭気あり

Phot. 5 参照

(F) Bouillon agar 高層穿刺培養

pH 7.2，温度 36' C で30時間培養

C2117 海内発育中庸，上部は比較的発育良好

01513 溝内発育良好，上下の発育に大差なし，乳頭状

P1119 溝内発育不良，糸状~乳頭状

T11410 溝内の発育わずかに認められる程度

Td409 ì;幕内発育不良，糸状

U1122 溝内発育良好，上部は下部より発育良

Y1918 ì幕内発育不良，上部は下部より発育良

(G) Gelatin 高層穿刺培養

pH 6.8，温度 25 0 C で 6 日間培養

C2117 菌株消失のため欠除

01513 溶解せず

Pl119 噴火口状にとかす，長くたてば地層状となる

T11410 噴火口状にとかす

Td409 噴火口状にとかす

U1122 噴火口状にとかす



さし木の腐敗とその防止および回避(森下〉

Y1918 噴火口状にとかす

(H) Bouillon 液体培養

:pH 6.8，温度 360 C で30時間培養

C2117 表面発育良好，混濁中庸，沈殿わずか

。 1513 表面発育不良，混濁かなり著しく，沈殿中庸

Pl119 上層部雲状，混濁中庸，沈殿わずか

T�410 発育不良

T21409 上層部雲状の膜を形成，混濁中庸，沈殿なし

U1122 表面発育貧弱，雲状，混濁かなり著しく，沈殿中庸

Y1918 発育不良，わずかに混濁，沈殿多し

(1) Milk 培養

温度 350 C で 5 日間培養

C2117 凝固し乳白色となり，上澄みができる

01513 凝回せず，乳白色となる

P1119 凝凶せず，透明{じする

T11410 凝固せず，乳色を脱色する

T21409 凝固せず，透明化する

U1122 凝固せず，外観に異状なし

Y1918 凝固せず，乳色を脱色する

(J) Litmus milk 培養

1昆度 35 0 C で 5 日間培養

C2117 Litmus を全部脱色し，わずかに凝固する

01513 一部分を徐々に脱色

P1119 一部分を脱色し，わずかに凝固する

T11410 色に全然変化なし

T21409 脱色せず，下半凝固状，上半上澄みとなる

U1122 色に変化なし

Y1918 一部分脱色し，わずかに凝固する

(K) Uschinsk)九 solution 培養

つぎの処方のものを用いた

蒸留水

NaCl 

CaC12 

MgS04 

1 1 

5 g 

O.lg 

0.2g 

pH 7.2，温度 360 C で 3 日間培養

C2117 混濁なく， pH 6.4 

K2HP04 

アスパラギン

手L酸アンモニウム

1 g 

3.4g 

10g 

37 
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01513 1昆濁し， pH 5.8 

P1119 混濁し，雲状となり， pH 6.6 

T11410 I昆濁なく， pH 6.4 

T21409 混濁し， pH 7.0 

U1122 I昆渇し， pH 6.8 

Y1918 混濁なく， pH 6.6 

(L) Cohn's solution 

つぎの処方のものを用いた

蒸留水 1 1 

KH2P04 5 g 

MgS04 5 g 

pH 6.8，温度 360 C で 3 日間培養

C2117 混濁なく， pH 6.6 

01513 J見濁なく， pH 6.6 

Pl119 j昆濁なく， pH 6.6 

T11410 i昆i萄なく， pH 6.6 

T21409 混濁し， pH 6.8 

U1122 混濁なく， H゙ 6.6 

Y1918 i昆濁なく， pH 6.4 

c. 代謝生産性

酒石酸アンモニウム 10g 

Ca8(P04)2 O. 5 g 

Bacteria の代謝生産性のうち， Gelatin の液化， カゼインの凝固等前記培養的性質の項にのべたもの

は除き，鑑別上重要な代謝生産性について調査した結果についてのベる。

このうち Glucose の発酵， Lactose の発酵 Saccharose の発酵， Nitrate の還元， Starch の糖

化， Glycerine の発酵等に関する Gas 発生の有無， およびその他 H2S 産生の有無についてはすべて

発酵管培養を， また上記各発酵の場合の酸生成および還元作用の有無， その他 Ammonia 産生，およ

び lndole 産生の有無については普通の試験管培養をそれぞれ下記の方法で行ない調査した。

なお， Cの菌株は培養喪失し，再分離も不可能となったため除外し，また酸生成の有無は CLARCK およ

び LUBS 氏の選定した標準緩衝液による pH 比色測定法で調査した。

(A) Glucose の発酵

酸生成についての試験では， 1 菌株に 3本あて普通試験管を， また Gas 発生の有無については 1 菌

株 1 本の発酵管を用いた。

Bouillon に 1%の Glucose を入れ， pH 7.0 に調整殺菌した培養基に温度 36 0 C で 7 日間培養し，酸

生成の有無および Gas 生成の有無について調査したが，その結果は Table 18 のとおりである。

(B) Lactose の発酵

Bouillon に 1%の Lactose を入れ， pH 6.8 に調整殺菌した培養基に Glucos巴の発酵の場合と同

じ条件で培養調査したが，その結果は Table 19 のとおりである。
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Table 18. Glucose の発酵に関する実験結果

R巴sult of the experiment in fermentation of glucose. 

代表菌株 I~出 酸生成の有無 Gas 生成の有無
Representative 

No. 1 I No. 2 I No. 3 Acid production Gas production isolate 

o 1513 + + 

P 1119 

T11410 + 

T21409 + 

U 1122 + + 

Y 1918 + 

Table 19. Lactose の発酵に関する実験結果

Result of the experiment in fermentation of lactose. 

--暗闇圃圃

hpaHn の変pH 化代表菌株 酸生成の有無 Gas 生成の有無
Representative 

No. 1 I No. 2 I No. 3 Acid production Gas production isolate 

o 1513 + + 

P 1119 7.0 � 

T 1 1410 + + 

T 2 1409 日 I . 7.61 

U 1122 5.6 I + + 

Y 1918 6.0 i 6.0 I + 

( C ) Saccharose の発醇

Bouillon に 1%の Saccharose を入れ. pH 7.0 に調整殺菌した培養基に， Glucose の発酵の場合と

同じ条件で培養調査したが，その結果は Table 20 のとおりである。

(D) Nitrate の還元

Boui1lon に 2%の NaN03 を入れ，酸生成に関する試験には pH 7.2, NaN03 の還元作用および Gas

生成の有無に関する試験には pH6.8 に調整殺菌した培養基を用い，その他 Glucose の発酵についての

試験の場合と同じ条件で暗養し，酸生成の有無. Gas 生成の有無について調査したほか. NaN03 の還元

作用の有無については沃度殿粉生成法に上って調査した。調査結果は Table21 のとおりである。
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Table 20. Saccharose の発酵に関する実験結果

Result of the experiment in fermentation of saccharose. 

代表菌株 Change of pH value 般生成の有無 Gas 生成の有無
Represen ta ti v巴 Acid production Gas production isolate 

o 1513 + + 

P 1119 + 

Tl1410 

T21409 

U 1122 + + 

Y 1918 + 

Table 21. Nitrate の還元に関する実験結果

Result of the experiment in nitrates reduced. 

代表菌株 院of制ue l 即時無|一
Representativ巴 Nitrates 

isolate No. 1 I No. 2 I No. 3 IAcid productionl Gas produc伽 reduced 

o 1513 + 

P 1119 + 

Tl1410 + 

T21409 + 

U 1122 + + 

Y 1918 + 

(E) Starch の糖化

昇宗水を用いて無菌の馬鈴薯殿粉をつくり，この 1 g を USCHINSKY 氏変法液 10 cc に加え， 85-92・ c

で 2 時間ずつ調整殺菌し， pH6.8 とした殿粉ゼリーの斜面培養基に， 温度 330 C で 4 日間培養し，培養

基を溶かす程度によって糖化作用の有無，強弱を調査した。

調査結果は Table 22 のとおりで，表面によく繁殖し，溶かし方がひどく，水溶液状とするものを一一

強，繁殖し，半流動状に溶かしているものを一一弱，繁殖しても全然溶かさないものを一一無とした。
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Table 22. Starch の糖化に関する実験結果

Result of the experim巴nt in diastatic action on potato starch. 

代表菌株

Representative 
isolate 

o 1513 

P 1119 

T11410 

T21409 

U 1122 

Y 1918 

培養基の変化

Change of culture media 

繁殖し，表面をわずかにとかす
Dissolved a little 

よく繁殖し，表面を溶液状にとかす
Dissolv巴d considerably 

繁殖するが，変化なし
Unchanged 

繁殖するが，表面をごくわずかにとかす程度
Dissolved slightly 

繁殖し，表面をわずかにとかし，わずか淡黄色とする
Dissolved a little, and yellowed slightly 

よく繁殖し，表面をかなりよくとかす
Dissolved considerably 

(F) Glycerin巴の発酵

~5J 
Feeble 

強
Strong 

無
Absent 

~5J 
Feeble 

弱
Feeble 

Strong 

Bouillon に 5%の Glycerine を入れ， pH7.0 に調整殺菌した培養基に温度 360 C で 5 日間培養した

後，酸生成の有無および Gas 生成の有無につし、て調査したが，その結果は Table23 のとおりである。

Table 23. Glycerine の発酵に関する実験結果

Result of the 巴xperiment in fermentation of glycerine. 

代表菌株 Change of pH value 酸生成の有無 Gas 生成の有無
Representative Acid production Gas production isolate 

o 1513 + + 

P 1119 + 

T11410 + 

T21409 

U 1122 + 

Y 1918 + 

(G) Ammonia 産生

Bouillon に pH7.0，温度 360 C の条件で 2 昼夜培養した細菌液 10 cc に Nessler 試薬 1 cc を加

え，その反応によって Ammonia 生成の状態を調査したが，その結果は Table24 のとおりである。
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Tab!巴 24. Ammonia 産生に関する実験結果

Resu!t of the experiment in ammonia production. 

代表菌株 培 h養ange 0基f の変化 Ammonia 
Cham� of cu!tur巴 media 産生

Representative No. 1 No. 2 No. 3 Ammonia 
iso!ate production 

黄褐色の沈殿を生じる M黄沈褐殿udせ色di混ずed 濁状となるが 黄褐色の沈殿を生ずる
+微量

o 1513 
Formed eydeimlloewrlt -

yellow-
Formed eydei llow-

brown sedimen brown , but un- brown sediment Feeb!e 
formed sediment 

M黄沈褐殿udせ色dijずe昆d渇状となるが黄掲色の沈殿を生じる 黄褐色の沈殿を生ずる +微量
P 1119 yellow-

Formed eYdEil1 low- brown, but un- FormedeうdFEillow- Feeb!e 
brown Sediment formed sediment brown sediment 

M黄沈褐殿udせ色di混ずed 濁y状eとなるが 黄M沈褐殿udせ色di混ずd 濁状となるが M黄わ褐ずud色かdi混にed沈濁y殿状eすlと10なるw-り , +微量
T11410 1l0w- yellow-

brown , but un- brown , but un・ brown , and formed Feeble 
formed sediment formed sediment sediment slightly 

黄褐ず1o1wd色かdni混に-ead濁沈ndy状殿eすflとolorなるw II り , 黄Mbわr褐ずuowdか色dni混にe.d a沈濁nyd殿状eすflとolorなるw rr り , 
わ 黄褐色の沈殿を生ずる +微量

T21409 M ・
brown , and formed , and formed Formed eydeimlloewnt - Fe巴b!e
sediment slight!y sediment slight!y brown sedimen 

黄褐色の沈殿を生ずる 変化せず 黄褐色の沈殿を生ずる +微量
U 1122 

Formed eydei llow- Unchanged Formed yellow- Feeble 
brown sediment brown; sediment 

黄状S褐oとl 色の混濁やや凝|ι1 状黄褐色の混濁やや凝固 黄状S褐oとl 色の沈殿やや凝固なる となる なる +微量
Y 1918 idified a !ittle Solidified a little idified a li ttle 

yellow-brown yellow-brown yellow-brown Feeble 
muddiness muddiness sediment 

(H) lndo!e 産生

GNEZDA 氏の謬酸法，すなわち純粋な蔭酸の温飽和液に，小短冊形に切った穏紙を浸した後乾かし，こ

れを Boui1lon 培養中の試験管の綿栓にはさんだまま定温器内に入れ，その色の変化で lndo!e 産生の有

無を調べた。その結果は Table25 のとおりである。

Table 25. lndole 産生に関する実験結果

Result of the experiment in indole production. 

P 1119 

の 室長
Change of co!or 

No. 1 No・ 2 No・ 3

1 わずかに赤変|同 左|同 左 1'T' .~I":~.... ...1 ............ __ /f:-,...t.. 'T' HI":~.... ...1 ~......;，-t...h I + わずか
Turn~d j lU,rp,Iish- Turn~d ,I?u,rp,Iish- Turn~d ,I?ll;rp,Iish- I F~~bl~ 

r巴d slight!y red s!ight!y red slightly 

|変化なし |同 左|同 左
Unchanged I Unchanged I Unchanged 

i 変化なし |同 左 i 同 左|ー
Unchanged I Unchang巴d I U nchanged 

|変化なし |同 左|同 左 I -
Unchang巴d I Unchanged I Unchanged 

|変化なし |同 左!同 左|
Unchanged I Unchang巴d I Unchanged 

|変化なし |同 左|同 左
Unchanged I Unchanged I Unchanged 

色 レ
い

，
凋1
I
B lndole 産生代表菌株

Representative 
iso!at巴

Indole producｭ
tion 

o 1513 

T11410 

T21409 

U 1122 

Y 1918 
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( 1) H2S 産生

Bouillon 培養を温度 360 C で 1 日間行なった後. 10%塩基性酢酸溶液に浸した紙片を培養試験管の綿

栓にはさみ，紙片が乾いてから Alcohol をこれに補給し， 紙片の色の変化によって H2S 産生の有無を

4 日間にわたって調査した。その結果. 01513. Pl119. Td410. Td409. U1122. Y1918の各菌と

も紙片を変色するものなく. H2S を発生しないことが明らかになった。

d. 酸素との関係

前記 Bouillon agar 属平培養をはじめ各種の培養結果からみて，酸素の存在下で C2117. 01513. P 

1119. T 11410, T21409. U1122, Y1918 の各 Bacteria の菌株とも十分発育できることは明らかであ

るので，ここではさらに好気性菌であるか， JÆ性嫌気性菌であるかについて簡単に調査した結果にっし、て

のベる。

(a) 試験方法

Bouillon agar 穿刺上部遮断法の簡便な方法にしたがい， 無菌の試験管培養基を煮沸し酸素を排除し

てから高層穿刺接種を行ない，その上にさらに空気遮断の目的で溶融した Bouillon agar を入れてから，

温度 33 0 C で 2 日間培養し調査した。

(b) 結果ならびに考察

調査結果は Table 26 のとおり. Y1918. T 11410 は好気性. Pl119 は好気性~通性嫌気性， 01513. 

T21409. U1122 はすべて通性嫌気性であることが確認、された。

Table 26. Bacteria の発育と酸素との関係についての実験結果

Result of the experiment in relation b巴tween oxyg巴n

and bacterial growth. 

表 穿刺培養における発育|
代菌株 Glowth ln stab culture l 好嫌気性 備 考

Repres巴n~tative I No. 1 I No. 2 I No. 3 I Relat~o，n bet'Ye巴n oxy~en Note 
isolate 1 J.., v. .L.. I .l.'V.  U 1 and bacterial growth 

O lm  i + | + | + I LEaAI13obic性 +発計る
Copious 

P 1119 I 土 | 土 | 士 1 好気性~通性嫌気性
1 -L -'- 1 -'- 1Aerobic~Fa叫U山e ana巴帥ic ｱ わずb に発育

1 _ 1 _ 1 _ 1 T1 凶0 | - | - | - i 好Aer気ob性ic 一発育せず
I -L I -L I -L I 通性嫌気性 Absent 

T21409 I + | + | + lFa叫同tive anaerobic 

U 1122 通性嫌気性
十+ I + l Facultativ巴 anaerobic

日 |-|-|-|zat

e. 温度との関係

さし木の腐敗病原菌の分類的位置の決定あるいは鑑別の資料とし，また温度調節によるさし穂の腐敗回

避あるいは防止の可能性究明の基礎資料とするため，温度条件によって腐敗病原菌の生育がどのように左

右されるか，またどのくらいの温度で菌が死滅するか調べfこ。
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発育と温度との関係1. 

試験方法

C2117, 01513, Pl119, T 11410, T 2 1409, U1122. Y1918 のほか Fusarium として F 11315 を加え，

これら各代表菌株につし、て 10・ C. 15.C , 20.C. 24.C , 27.C , 30 ・ C ， 33.C. 36・ C ， 40.C , 45 ・ c

(a) 

各菌の温度と繁殖力に関する培養試験を行なった。(各区とも士 2. C) に調節した電気定湿器を用い，

上記の各温度下で17時間培養1 菌株につき 3 本あて移植し，培養基は BouiIlon agar 斜面培養基とし，

後，繁殖力をつぎの 5 段階に分けて調査記録した。

Table 27. 分離菌の発育と温度との関係

Effect of temperature on isolate growth. 

33.C 36.C 40.C I 45.C 

結果ならびに考察(b) 

代表菌株

Representative 
isolate 
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:ー繁殖認められず Absent ， +わずかに繁殖 Slight，

盛 Active， 州発育きわめて旺盛 Very acti 

C 2117 

P 

o 1513 

1119 

T11410 

T21409 

U 1122 

Y 1918 

F11315 

また F 1 カ:10 。試験結果は Table 27 に示すとおり，各&1 とも最適温度は 30~36.C の範囲内にあり，

Cおよび 45. C で(一)であったが， Bacteria は全部1O~45. C の範囲内で繁殖できることがわかった。

なお，温度と砲、木の腐敗との関係についてはさらに後述する。

致死温度11. 

試験方法(a) 

F 2 1617 の各代表菌株につF 11315, U 1122, Y 1918, T 2 1409, P 1119, T 11410, 01513, 

いて行なった。

C2117, 

すべて Boui1lon のはいった径 15mm の試験管中に30時間培養した後，水温 40.C ， 45.C , 50.C , 55. 

これを95.C , 100.C に調節した湯せん中に10分間浸i責し，80.C , 90.C , 70.C , C , 60.C , 65 0 C , 

Bouillon agar 培養基上に移植培養し，生死を調査した。

結果ならびに考察

調査結果は Tabl巴 28 のとおりである。

(b) 



代表菌株

Represen ta ti ve 
isolate 

C 2117 

さし木の腐敗とその防止および回避(森下)

Table 28. 分離菌の死滅温度

Therrnal death-point of isolate. 

+ 1 + 1 + 1 + 1 + 1 ? 

o 1513 1 + 1 + 1 + 

- 45 ー

P 1119 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 十 1+1+1+1+1+

T1 凶o I + I + I + I + 1+1 + I + I + I + I + 

T2 14ωI + I + I + I + I 

U 1122 I + I + I + 

Y 1918 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 

F11315 1 + 1 + 

F21617 1 + 1 + 

Tabl巴 28 中(一〉は死滅したもの， (+)は死滅しないもので， Fusa1叩m である F11315 ， F21617 は

500 C で死滅しているが， Bacteria は全部 50' C では死滅せず， そのうち Endospore をもっ Pl119，

T 11410, Y 1918 の各菌は 900 C の高温に耐え，とくに Pl119 は 100 0 C 10 分でも生存できることが明

らカ寸こなった。

一般に高等植物の致死温度がほぼ 50 0 C 内外とも考えられていることからみて，さし秘を害しない範囲

の高温度では， F11315, 日 1617 を除く以上の各腐敗病原細菌を死滅させることは全く不可能と考えら

オしる。

f. pH との関係

さし木の腐敗病原菌の種類同定上の参考資料に供するとともに， pH の調節による腐敗回避あるし、は防

止の可能性につし、て究明していくための 1 つの基礎資料とするため， 各種 pH 1直に対する各病原菌の生

育状態につし、て調査した。

(司試験方法

C2117, 01513, P1119, T 11410, T 21409, U1122, Y1918, F I1315, F21617 の各代表菌株を選び，

NaOH および HCl を用しì ， CLARCK および LUBS 氏の選定した標準緩衝液による pH 比色測定法にした

がって， Tabl巴 29 のとおり pH を 3.2~9.0 までの階級に調整した Bouillon 液体培養基に各菌株とも

1 区 3 木あて移植し， 330 C の定温器内で培養し， 2 日後に培養液の混濁状態によってその発育の程度を

調査した。

(b) 結果ならびに考察

調査結果は Table 29 のとおりで， この場合当然考えられる培養中の pH の変化についてまでは調査

しなかったが，一般に発育可能な pH 値の範囲はきわめて広く， とくに Alkali 側に強かが，酸性側で

も Fusarium の 2 菌株は非常に強く，また Bacteria についても，多くの高等植物の生育の対象となる

pH 値ではまず十分発育できると考えられる。



- 46 ー 林業試験場研究報告第 165 号

Table 29. 分離菌の発育に及ぼす pH の影響

Effect of hydrogen-ion concentration on isolate growth. 

C 2117 

o 1513 

P 1119 

T 1 1410 

T 2 1409 

U 1122 

Y 1918 

F 1 1315 

F 2 1617 

Note :ー混濁なし No muddin巴ss ， +1.昆濁わずか Muddied slight1y，十+混濁中庸 Muddied

modelately , +仲 i昆濁多し Muddied strongly, 州混濁きわめて多し Muddi巴d very 

strongly. 

なお，発根そのものを第 1 目的とするさし木の場合，強い酸性の条件を与え，腐敗防止あるいは回避に

よる活着率向上の効果をあげ得られるか，ということについてはさらに検討を要すると考えられるが，こ

のことについては後述する。

B. 病原菌の同定

病原菌の分類鑑別上必要な形状ならびに性質についてはほぼこれを明らかにすることができたので，以

下それぞれの分類的位置について検討し，さらに分類上ほぼ同じ位置にあると考えられる既知の類似病原

菌との聞で，相互接種試験による異同鑑別を行なった。

a. 各代表菌株の分類的位置

i. 01513 

Endospore を形成しない，周縁鞭毛をもっ直状梓菌で， Peptone を含む人工培養基によく育つ。また

Gram 変性ではあるが，通性嫌気性で，色素をださず， Glucose を侵して酸と Gas を発生し，硝酸塩を

還元し，軟腐状の病徴をおζすこと， また Lactose を侵して酸と Gas を発生すること等の分類的性質

等からみて BERGEY， D. H. 6) のいう Fami1y Enterobacteriacea巴の Genus Erwineae に属するものと考

えられる。

なお，この Bacteria は軟腐をおこすほか， Saccharose をも発酵させて Gas を発生する。このよう

な菌について， BERGEY, D. H. はさらに分類上 Gelatin巴を溶かすものと溶かさないものとに分けている。

01513 については， Gelatine を溶かす力を認めることができなかったが，しかし Gelatine を溶か

す力のないとされている Erwinia dissolvens , Erwinia nimiρresuralis に比較すれば，前者の単極毛を

もつかあるし、は鞭毛なく，包嚢あり， Gram 陰性，菌体の大きさが O.5~O.9μXO. 7~1. 2μ で H2S を発

生するのに対して， 01513 は周縁鞭毛をもち，包嚢なく， Gram 変性，また菌体の大きさは O.6~O.9μ
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x 1. 4~3.9μ ではるかに長大 H2S を発生しなし、ことなど重要な性状に差異が認められる。また後者の

Gram 陰性で， H2S を発生し， lndole を産出せず， Starch を i容かさなし、のに対して， 01513 は Gram

変性で菌体の大きさは 0.6~0.9μx 1. 4~3.9μ ではるかに長大 H2S を発生せず lndole を弱く産出

し，また Starch を溶かすなど，やはり 01513 の性状とはかなりな差異が認められる。

他方 01513 は， Gelatine を溶かす力が認められない点で差異はあるが， BERGEY, D. H. の検索表的に

より， 硝酸塩を還元し H2S を発生しなし、ことから， さらに Erwinia atroseptica および Erwinia

carotovora と比較してみる必要がある。

まず Erwinia atroseρtica についてみれば，これは Gelatine を溶かす力があるほか， Gram 陰性，

菌体の大きさは 0.6x 1. 5μ，好気性， lndol巴を産出せず Starch を溶かさず，生育適温 260 C である

のに対して， 01513 は Gelatine を溶かす力がないほか， Gram 変性で，菌体の大きさは前記のとおり

はるかに長大であり，通性嫌気性で， lndole を弱く産出し， Starch を溶かし，生育適温も前記のとおり

30~330 C で，やはり 01513 の性状とはかなり差異が認められる。

これに反して，後者の Er山初ia carotovora， すなわち Bacillus carotovorus の一般的記載としては，

Gelatin巴を溶かす力があるほか， Gram 陰性で Starch を溶かさず， lndole を産出せず，また NHs

を産出せず Group number は Bac. 211.1113032 となっている点からみれば， 01513 の Gelatine

を溶かす力の認められなかこと， Gram 変性で， Starch を溶かし， lndole を弱く産出し， また NHs

を産出し ， Group number が Bac. 222.1113021 であることとくらべ，これもやはり性状において差異

のあるものと一応考えられる。しかし Erwinia carotovora は系統によって Gram 変性， Gelatine を溶

かす力のきわめて弱いもの， lndole を産出するもの， NHa を産出するものが認められているだけでなく，

さらに LEACH ， J. G. などにより，その Synonyms として取り扱うよう提唱されている Bacillus phyto・

phthorus , Bacillus solanisゆrus その他 Bacillus dahlia 等とこれを比べると ， Bacillus dahlia は記

載不備ながら， Indole , HaS を発生するが， Gram 陽性， Gelatine は不溶， NHa を産出し ， Group 

number も Bac. 222.11130?? で， 01513 ときわめてよく類似してし、るし，また Bacillus solanisaρrus 

は， Gelatine を溶かし， H2S を発生するが， lndol巴を産出し ， Bac. 221. 2122032 であり，さらにまた

Bacillus Phytophthorus は Gram 陰性， Gelatine を溶かし， H2S を発生し， lndole を産出しなし、が，

NHa を産出し ， Bac. 221. 2123032 である。

その他 Bacillus carotovorus var. Koniac は Gram 陰性， Gelatine を溶かし， H2S, NHa, lndole 

を産出し ， Bac. 221. 1211032 であり，また Bacillus carotovorus var. Phalaenopsidis は Gelatine を

溶かし， H2S を発生するが， Gram 陽性， NHa を産出し ， lndole はこれを産出するものとしないもの

とがあり， Starch をj容かし ， Bac. 221. 1111022 となっている。

これらのことからみて， 01513 もむしろ Erwinia carotovora すなわち Bacillus carotovorus に属す

る 1 系統あるいは 1 変種とみなすのが適当と考えられる。

ii. P1119 

Endospore を形成する好気性~通性嫌気性の周縁鞭毛をもっ棒状菌であることから， BERGEY, D. H. の

いう Family Bacillaceae の Genus Bacillus に属するものと考えられる。

また生育適温は 33~360C で， Sporangia は著しくはふくれておらず Gram 陽性であり，菌体の幅

は 0.7~0.9μ すなわち 0.9μ 以下で， pH 6.0 でよく繁殖し， Gelatine , Starch を溶かし，硝酸塩を還
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元し，その Group number は Bac. 1 1/2 1. 3323012 であること等からみて Bacillus subtilis と考えら

れる。

iii. T 1 1410 

Endospore を形成する好気性の周縁鞭毛をもっ直状梓菌であることから， BERGEY,D. H. のいう Family

Bacillaceae の Genus Bacillus に属するものと考えられる。

生育適温は 30~330 C , Gram 陽性で， Sporangia はときに一方がややふくれている程度で，また菌

体の幅は 0.72~0.96μ で， pH6.0 でよく繁猫し， Gelatine を溶かす。

このような性質をもっ細菌として， BERGEY, D. H. は Bacillus subtilis ， および Bacillus ρumilus の 2

種を掲げてし、るが T1 1410 は硝酸塩を還元する点では Bacillus subtilis の性質と令致するとはいえ，

Starch を j容かさない点でこれと相違し，また他方 Starch を溶かさない点では Bacillus ρumilus の性

質と合致するが，硝酸塩を還元する点で・これと相違している。

またさらに Lactose から酸と Gas を発生することで Bacillus subtilis および Bacillus pumilus 

の記秒などとの問に相違が認められるが，その他形態，性状等においては根本的な差異はほとんど認めら

れない。

他方， Bacillus subtilis または Bacillus pumilus と同一種あるかはその 1 変種と考えられているもの

に Bacillus mesentericus があるが，その記載によれば， Endospore および周縁鞭毛をもっ Gram 陽

性の棒菌で，菌体の大きさは 0.5μx 1. 5 ~ 3.0μGelatine を溶かし， 硝酸塩を還元すず BouiIIon

agar 上白色~グリーム色，円形 Colony，牛乳を凝固せず消化し， Indol巴を産出せず，生育適温 39~420

C で， Group number は Bac. 111.2?220?? となっており， T1 1410 の Group number が Bac. 111. 

2133032 で硝酸i包を還元することおよび生育適温 30 ~ 330 C , Succharose から酸を生じないことを除

き，その形態，性状はよく類似している。

iv. T21409 

Endospor巴を形成しない，周縁鞭毛をもっ Gram 陰性の直状梓菌で， Peptone を含む人工培養基に

よく育ち，)l!i性嫌気性で，色素をださず， Glucose を侵して酸を出し，硝酸塩を還元する。

また ， Enterobacteriaceae の検索表において ， Erwineae は Lactos巴に作用して酸あるし、は酸と Gas

を生成すると記載されているのに対し， この T2 1409 は Lactose に作用しなし、が，しかし Erwineae

には同時に Lactose に作用のなし、ものも認められてし、るし，軟腐病~硬腐病の病微をおこすことおよび

その他分類的諸性質からみて， Family Enterobacteriacea巴の Erwineae に属するものと考えられる。

なお， Sugar media から Gas の発生が認められず， Gelatine を溶かし，硝酸庖を還元し， Starch 

に作用しない。

他方，その Group number は Bac. 221.2333033 で，また包嚢があり Lactose から酸を出さず，

H2S を発生しない性質をもっているが，さらに BouiIlon agar 上白色~乳白色で， lndole は産出せず，

Diastase をわずか産出すること，その他分類的諸性質などもあわせ考えると Er叩inia aroideae すな

わち Bacillus aroideae (Group number-Bac. 221. 2223032) の記載にきわめてよく類似し， その 1

系統あるし、は変種ではなし、かと思われる。

v. U1122 

Endospore を形成しない周縁鞭毛をもっ直状梓菌で， Peptone を含む人工培養基によく育つ。
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Gram 陰性で通性嫌気性，色素をださず， Glucose を侵して酸と Gas を発生し，硝酸塩を還元し，ま

た軟腐状病徴をおこすことや， Lactose を侵して酸と Gas を発生すること等の分類的諸性質からみて，

BERGEY, D. H. のし、う Family Enterobacteriaceae の Er却初eae に属するものと考えられる。

なお，軟腐をおこすほか， Sugar から酸および Gas を生じ，硝酸塩を還元し， H2S を発生しない。

このような菌として Erwinia atroseρtica， E. carotovora が BERGEY D.H. によって認められている。

このうち Erwinia atroseρtica(Synonyms : Erwinia phytoρhthora， Bacillus melan刀genes) は包嚢

なく， Milk に作用し阪を出して凝固させ， 生育適温は 260 C で Bac. 221. 2123032 , また Erwinia

carotovora は包襲なく， Litmas milk そ 4 日後に酸を出して凝固させ， Ammonia を産出せず，好気性

で， Bac. 211.1113032 であるという点で U1122 (Group number-Bac. 221.1111022) との差異が

認められる程度で，その他調査した分類的諸性質と従来の記載との聞に明らかな差異が認められる点はほ

とんどない。また ， Erwinia carotovora の Synonym と認められるもののうち ， Erwinia dahlia は記

載不備ながら，通性嫌気性で， NHa を産出し，生育適温 330 C で， Bac. 222. 11130?? , Erwinia solaniｭ

sapra も同じく通性嫌気性で， Bac. 221. 2122032, Erwinia caroωvora var. Konjac もまた通性嫌気性

で NHa を産出し ， Bac. 221. 1211032，また Bacillus carotovorus var.ρhalaenoρsidis もまた通性嫌

気性， NHa を産出し，生育適温 34~370 C , Bac. 221. 1111022 で， Group number についてはU1122

と全く同じである。

さらに， Erwinia atroseptica (Bacillus atroseρtic凶〉すなわち Erwinia ρhytophthora (Bacillus 

phytoρhthorus) も， LEACH,]. G. によれば Erwinia carotovora の 1 系統であって，その Synonym

として取り扱うよう提案していることなどから U 1122 も Er却inia carotovora すなわち Bacillus

carotovorus に属する 1 系統あるいは変種とみなしてさしっかえないものと考えられる。

vi. Y1918 

Endospore を形成する好気性の長糸状連鎖をする直状棒菌であることからみて， BERGEY, D. H. のいう

Bacilaceae の Bacillus に属するものと考えられる。

また，さらに分類上の重要な各形態，性質として， 生育適温は 33~360 C , Sporangia はふくれず，

Gram 陽性で，菌体の直径は O. 9~1. 5fL, pH 6.0 でよく生育し， Gelatin巴および Starch を溶かし，

硝酸塩を還元し，その Group number は Bac. 111.2223012 となっている。 このうち菌体の直径が

O. 9~1. 5fL ということからみれば， BERGEY, D. H. の検索表による菌体の直径 0.9fL あるいはそれ以上の

ものに相当する Group に属するものではなし、かと一応考えられる。 しかし，不動性で菌体の両端は鈍

円， Milk を凝固せず，硝酸塩を還元することなどの諸性質もあわせ考えると，必ずしもこれらの Group に

該当するとは思われず，なお Y 1918 が Lactose に作用し酸を生ずることなどに疑問の点もないではな

いが，むしろ一応検索表上では菌体直径 O. 旬以下のものの相当する Group に属するものとされながら

も，菌体直径 0.9μ 以上のものおよび運動性のないものなどの変異のあることがみうけられている Bacillus

subtilis に属する 1 系統あるいは 1 変種ではないかと思考せられる。

vii. C 2117 

これについては，中途菌株が喪失したため，分類上重要な性状，とくに生理的性質について十分調査す

ることができなかったが， Endospore を形成しない周縁鞭毛をもっ直状梓菌で， Peptone を含む人工培

養基によく育ち，また Gram 陰性で嫌気性でなく，色素を出さず，軟腐状の病徴をおこし， Sugar me-
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dia から Gas を発生し，なお包嚢なく， Bouillon agar 扇平培養基上で円形 ~Amoeba 状のほとんど

無色の光輝ある Colony を形成することなどからみれば， BERGEY, D;H. の分類によるその分類的位置

は， Erwinia carotovora すなわち Bacillus carotovorus にある程度近いものではないかとも考えられる。

viii. F 1 1315 およびF21617 

この両者についての分類鑑別上必要な形状ならびに性質につかてはすでに一括記載したが，これらの調

査結果から， F 11315 は Fusarium oxysporum group に属するものと考えられる。

また F 2 1617 は F 11315 にくらべて，大型分生胞子の形成は不良，小型分生胞子の形成は良好で、ある

が，培養基の種類によってはほとんど差異の認められないことから，やはり同じ Fusarium oxysρo仰m

group に属すると考えられる。

b. 相互接種による種類の同定

病原性の検討を終わった 9 推定類別菌の各代表菌株については，前述のとおり形状ならびに各種性質を

11手細に調査した結果， Table 30 のように，その分類的位置とこれにほぼ相当するのではないかと考えられ

る既知の植物病原菌等を探し求めることができた。その結果とくに Bacillus carotovo仰s， Bacillus aroiｭ

deae, Bacillus subtilis , Fusarium oxysporum group に属するものは，その対・象となる主要な菌であ

ることがわかったので，さらに各代表菌株とそれぞれ相当すると推定されたこれらの菌が，互いに同じよ

うな病原性をもっ同じ種類に属する病原菌とみなせるかどうか確認するため， Table 30 のとおり比較接

種あるいは相互接種による同定試験を行なった。

ただし Bacillus subtilis, F附arium oxys，ρorum group fC属すると忠われる代表菌株とこれに属す

る既知病原菌株の寄主作物に対する比較接種試験および Fusarium oxys，ρorum group に属する既知病

原菌株のさし木に対する接種試験は省き，なお C2117 は菌株喪失のため実行できなかった。

Table 30. 同定のための相互接種の方法
Arra:ngement for comparative inoculation experiments. 

f妾 1重 薗 被 接Hostf岳 体
lnoculum 

相とK惟当nす定owさるnれかIあるいはti既きshooわ知lgal植eめt巴n物てs s病類ee似原mす菌ed等る代表菌株 た主要な
作物の種類 さし木樹種 Note 

plant pa 
Representa. same as 1S 巴S

Vegetables Cuttings tive isolat巴 種 類
I Sr試rai用n n菌um株ber Species 

o 1513 カブラ )C品種ー 青島トゲナシニセ C2117は菌実株

Bacillus caro- 大病N阪理o.府学24教立.大室N保学0存植.5物 天王寺 アカシア 喪行失のため
U 1122 tovorus の Turn(ipT Robinia ρ'seudo- せず

.59 I (Ten 句i) acacia var. bes- lnoculation 
C 2117 

ニンジシ(品種
sonza珂G experiment 
イタチハギ Amor-

lhcillus ωI 大阪空十立教地物 金時〕 pha fγ叫.ticosa
by C2117 

T 2 1409 was not deae 病理 室保存の Carrot ヤマハギ carried out No. 1, No.58 I CKintoki) Lespedeza bico- owing to 
P 1119 lor var. jaρonica the death 

Bacillus su掛京堂大学植物病理 グズ of the 
Pueγaria hiγsuta T11410 lis 学室保存の
ハシノキ

isolate. 
NO.l 

Y 1918 Al抑制 japonica 

F11315 Fusarium なし

vスar. geギn叫zna

oxys，ρorum 
Cγ望，pto:押回γia

F21617 group Lack ia.ρo河ica



さし木の腐敗とその防止および回避(森下〉

i. さし木から分離した各代表菌の農作物に対する病原性

(A) カブラ，ニシジンに対する接種試験

(司試験方法
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Bacillus carotovorus, Bacillus aroideae は，ともに同じような多くの作物を寄主とする病原細菌であ

るので，これらの代表的な寄主作物としてカブラ(品種…天王寺カプ〉およびニンジン(品種…金時〉を

選び，これに Bacillus carotovorus に相当するのではないかと思われる o 1513. U 1122. と Bacillus

aroideae に相当するのではないかと思われる T2 1409 を接種すると同時に，無接種の対照区を設け，さ

らに Bacillus carotovorus 59 号菌ーカブラおよびニシジシ， 同 24 号菌ーニンジシ ， Bacillus al'oideae 

1 号菌ーカブラおよびニンジン，同58号菌ーニンジシ等いずれも大阪府立大学植物病理学教室より分譲を

うけた菌株を用いた各接種区も設け，病原性について比較調査した。

なお，被接種体としてカブラはまき付け後 66 日目の無病健全なものを 1 区10本として素焼製 Pot

に移植し，完全に活着したものについて10 月 12 日に，またニンジンは直径約 2.5cm のものを 1 区 1 本

とし，畑に移値して 7 月 23日に，それぞれ接種を行なった。

接種方法は. f妾積部を 409五アルコールで消毒した後，カブラには供試菌の Suspension を葉柄部に注

射し，ニンジンに対しては， メスで切傷をつけ Suspension を白金耳で接種するほか， それぞれ対照区

には殺菌水を用u、て接種区と全く同様な操作を行なった。

そして，さらに病微のあらわれたものについては，カブラでは 1 区 3 本ずつ，ニンジンでは 1 区 1 本ず

つ再分離を行ない. I妾桶菌によるものか否かを顕微鏡的形態. Bouillon agar 属平・斜面両培養基上の発

育状況等概略的な調査の程度ではあるが，これによって検討を加えた。

(b) 結果ならびに考察

調査結果は Table 31, Phot. 6 および Table 32 のとおりである。

Table 31. カブラ (Brassica camþestris) に対する比較接種の結果

Result of th巴 compalative inoculation with isolates to turnips. 

接種菌株

lnoculum 

Un-inoculated 

o 1513 

U 1122 

T 2 1409 

Bac. ca刊tovorus No 叫

Bac. aro伽e No. 1 I 

Note :調査は接種後16日目，再分離は擢病株 3 株について実行。

接種菌と思われる菌の分離されたものを+とした。

Observed after 16 days. 
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Table 32. ニシグシ (Daucus carota) に対する比較接種の結果

Result of the comparative inoculation with isolate to carrots. 

接種菌株
lnoculum 

After 11 
days 

Un・inoculated

o 1513 

U 1122 

T2 1409 

蜘…rus NO.24/ 

川
伽 aroid雌~

/1 No.58 1 

円T31A…aイ AUS6l 同
一
|
ト

E
U

After 8 
days 

1 I 健全|健全|健全|健全
Healthy I Healthy I Healthy I Healthy 

| 腐敗進行| 完全腐敗 | 
1 I Rot in pro-IRotted com-I 

|gress Ipletely I 
|ほとんど腐敗| 完全腐敗 | 

1 IRotted al- IRott巴d com-I 
lmost all Ipletely I 

1 /健全|岬ιlR522m|
Healthy I gress Ipletely I 

1 /健全|健全|健全/~府&|
Healthy I Healthy I Healthy ler p也rt

| 腐敗進行| 腐敗進行| 腐敗進行| 上部腐敗 | 
1 I Rot in pro-I Rot in pro-I Rot in pro-I Rotted up-I 

|gress I gress I gress I per part I 

1 J 健全 |RE惚 iR52RTm-|
Healthy I gress Ipletely I I 

1 /健全|健全|部F兵R黙認
Healthy I Healthy I gress I gress 

+ 

+ 

+ 

+ 

o 1513, U 1122, T 2 1409は， カプラあるいはニンジンに対して Bac. carotovorus ならびに Bac.

aroideae としてすでに確認されている各供試菌と全く同様な軟腐の病徴を表わすだけでなく，これらに

劣らないだけの病原性をもっていると考えられる。

ii. 分離代表菌に相当すると思われる主要な既知植物病原菌のさし木に対する病原性

さし木について分離，検定を行なった各代表菌株に相当するか，またはきわめて類似すると思われる既

知の植物病原細菌のうち， とくにその対象となる主要なものである Bac. carotovorus, Bac. aroideae, 

Bac. subtilis が， さし木の腐敗病原細菌であるかどうかさらに検討を加えるため， 前後 2 固にわたって

やや異なった条件で接種試験を行なった。

試験はすでに確認されているこれら菌株のほか，比較対照のため，これに相当すると思われる分離代表

菌株の接種区を設けた。なお第 2 試験では，さらに各分離菌のさし木に対する病原性についてもあわせて

比較検討するため，消滅したC菌株と分離頻度のきわめて少ない Z を除く分離代表菌 8 種について接種試

験を行なったので，便宜上その結果を一括してここに表示したが，これに対する検討は l(B)の項でのべ

たのでここではふれない。なお， Fusarium oxysporum group については省略した。

(A) 酵母水 glucose agar 斜面培養基をさし床とした接種試験

(紛試験方法

本試験では，さし木樹種として青島トゲナシニセアカシア (Robinia pseudoacacia var. bessoniana) 

を選び，供試菌株として ， Bac. carotovo仰S は大阪府立大学植物病理学教室保存の24号菌， 59号菌， Bal:. 

aroideae は同じく 1 号菌， 58号菌， Bac. subtilis は京都大学績物病理学教室保存の 1 号菌のほか，それ

ぞれ比較のため U 1122, T 21409, P 1119 の各接種区および無接種区を設けた。

さし床は酵母水 glucose agar 無菌斜面培養基とし， これに供試菌を接種した後，無菌的にさしつけ
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Table 33. さし木に対する比較接種の結果 その 1

Result of the comparative inoculation on cuttings. No. 1 

樹種青島トグナシニセアカシヤ (Robinia pseudoacacia var. bessoniana) 

接 種 菌 R接esult種of ino結culati果on 再Reiso分lated離
lnoculum No. 1 1 No. 21 No. 31Cu{擢tings病infe数cted No. 1 I No. 2 1 No. 3 

Un-inoculated 。

Bacillus car伽orus No. + 3 

fI + 3 

Bac. aグoideae 十 3 

fI + 3 

Bac. s叫btilis + 3 

U 1122 + 3 

T 2 1409 + 3 

P 1119 + 3 

Note : 1.供試本数は各区とも 3 本 Three test cuttings were planted in each plot. 

2. さし{寸f'i 6 月 23 日 Cuttings were planted in ]un巴 23.

3. 調査はさし付後10日目 After 10 days. 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

+ 

すこ。なお，さし穂は当年生枝の同一太さのものを長さ 10cm に穂作りし， 1 区 3 本として 6 月 23日にさし

付け， 10日目に病徴を調査すると同時に，擢病株については再分離を行ない，接種菌によるものかどうか

調べた。

(b) 結果ならびに考察

調査結果は Table 33 のとおりである。

なお，考察は便宜上(B)のところで一括して行なう。

(B) 土壌をさし床とした接種試験

(針試験方法

本接種試験は，つぎの各樹種のさし木について行なった。

青島トゲナシニセアカシア

イタチハギ

ヤマハギ

ハンノキ

グ

ス

ス

ギ

(Robinia pseudoacacia var. bessoniana) 

(Amorpha fruticasa) 

(LesPedeza bicolor var. japonica) 

(Alnω japonica) 

(Pueraria hirsuta) 

(Crypto仰ria japonica) 

玄・

供試菌として Bac. caroto世orus 59号菌 Bac. aroideae 1 号菌， Bac. subtilis 1 号菌のほか，比較の

ずこめ o 1513, U 1122, T 21409, P 1119, T 11410, Y 1918 および F t1315, F 21617 をも接種し，

他方無接種区を設けた。
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Fig. 1 接種試験期間中の温度

Temperature during th巴 inoculation experiment. 

Tabl巴 34. 供試材料

Materials of the experiment. 

縄 |長さ|直径 l … 1 一期 l 調査時期Planted 

Species I Length I Diameter I Dat~~~lip- I ~~.~:~_~:. I ~::.:_.?j-
ゲ ped I cuttings I served 

Ro ρseudoacacia var. bes-I 8 I 6~11 I Dec. 3 I Dec. 4 I ]an. 5 シア I 8 cml 6~1 ~ml Dec. 3 I Dec. 4 I 
so叫iana

、ギ I 8 I 4~ 8 I ]an. 8 I ]an. 8 I Amorρha/ frutic~sa .. 8 I 4~ 8 I ]an. 8 I ]an. 8 I Feb. 18 

Lesρヤedeza bマicolor vハar. ja，ρギ:nica I 8 I 4~ 8 I Dec. 1 I Dec. 2 I Dec. 25 

ル I 8 I • 10 I Sep. 28 I Sep. 30 I Oct. 5 

a ズ I 8 I 一 1 Sep. 21 I Sep. 22 I Oct. 10 

スCryp… fapJ|15 I 3~ 6 I S巴p. 16|Sep. 17 I Oct. 1 

前試験においては，試験管内の培養基をさし床とした特殊な条件下で接種試験を行なったのに対して，

この試験では，さし床として赤土を素焼製ポットに入れ，完全殺菌した後，これに供試菌を培養した培養

液を注ぐと同時に，殺菌水を濯注して合水率 609百に調節し， 他方対照区は無菌の培養液と殺菌水で、同様

に調節したものを用いた。なお，さし穂、は，いずれも当年生枝を用い，穂作り後，青島トゲナシニセアカ

シア，ヤマハギ，ハンノキはメルタ戸ン 1， 000倍液に 1 時間，イタチハギはメルグロン 800倍液に50分間，

グズ，スギはメルグロシ 1， 000倍液に30分間それぞれ浸漬消毒を行なったほか，Table 34 および Fig. 1 

により室内において各樹種とも 1 区25本としてさし付けた。さし付け後は，さらに隔日に，接種区には接

種菌の培養液を，また対照区には同量の無菌の培養液を補給し， Table 34 記載の時期に調査を行ない，

各樹種とも履病したもの各区 5 本ずつから再分離による検討を行なった。
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No.2 
Table 35. さし木に対する比較接種結果
Result of the comparative inoculation on cuttings. 
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/1 
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/1 

/1 

/1 

11 

/1 
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No. 1 

Bac. carotovorus NO.59 

T11410 

No. 1 

Un・ inoculated

F11315 

P 1119 

F21617 

o 1513 

Bac. aγoideae 

Bac. subtilis 

イタチハギ

Amorρha 
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権Infecte病d 再 分 出佐

枯f 干重 接 種 菌 供試本数 cuttings Reisolated 

No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 

Species Inoculum No. of No. % 接以種外菌 接以種外|薗 J以妾種タ歯ト 接以種外目白 接以種外i割
cuttings 接種菌 接種菌 接種菌 接種繭 接種凶

Inocu-
Others Inocu- Others 

Inocu-
Others 

Inocu-
Others 

Inocu- Others 
lum lum lum lum lum 

T2 1409 25 I 24 I 96 I + I F1 I + 1 F1 I + I F1 P I -I F1 I -I F10 

U 1122 11 I 8 I 32 I + I I + 1 1+1 P I + I P 1+1 P 

Y 1916 11 I 4 I 16 I + I I + I P I + _ I F1 I -I Fl U I 
F11315 11 I 17 I 68 I + I P I + I T1 I + I U I + I T2 I + I T1 

F216'J.7 11 1 20 I 80 I + I I . + I 0 I + I 0 I + I 0 I + I _T2 

Bac. aroideae 11 I 11 I 14 I + I F1 I + I F1 I + I Fl I -I F1 I -I P 

Bac. carotovorus No.59 I 11 I 10 I 40 I + I I + I I + I F1 I + I P I + I P 

Bac. subtilis 11 I 18 I 72 I + I I + I F1 I + I F1 1 + I T2 I -I T2 
ヤマハギ

Un-inoculated 25 I 7 I 28 I I T2 I 
Lesρedeza o 1513 11 I 15 I 60 I + I I + I I + I I + I I + I bicolor var. 
japonica P 1119 λF I 1 I 4 I -I 

T 1 1410 11 I 19 I 76 I + I I + I I + I I + I I + I 
T2 1409 " I 14 I 64 I + I I + I I + I I + I I + I 0 

U 1122 11 I 5 I 20 I + I I + I I + I I + I Z? I 十 I Z? 

Y 1918 11 I 10 I 40 I + I I + I I + I I + I I + I 
F 1 1315 " I 8 I 32 I + I I -I T2 I -I U I -I U l----=-I U 

F21617 11 I 16 I 64 I + I T1 I -I T1 I -I T2 I -I I -I T2 
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~o. 1 1 25 1 11 1~4 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 -1 
Bac. caro伽orus No.59 1 1 25 1100 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 + 1 I + 1 p 

Bac. subtilis 1 11 1 44 1 + 1 1 -1 T 1 1 ~ T -T2 -1---1 U -1 -1 U 

グ ズ
Un-inoculated 1 25 1 13 1 52 1 1 p 1 1 p 1 1 U 1 1 U 1 

P叫eγaγia o 1513 " 1 16 1 64 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 + 1 p 
hirsuta 

P 1119 " 1 1-; -1 60-1 -+-I-F-I-+-r 0 1 -1 u 1 -_ L ~_ I---=_L~ 
T 1 1410 1 22 1 88 1 + 1 1 + 1 1 +_1 1 + 1 
T21409 " 1 15 1 60 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 + 1 F 1 -1 P 
U 1122 " 1 18 1 72 1 + 1 1 + 1 1 + I 1 + I P 1 + I_F 
Y 1918 " 1 18 1 72 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 -I ~ 1 ~ I_T1 

F 1 1315 1 18 I 72 I + I 0 I -I U I -I 0 I 
F21617 " 1 20 I 80 I + 1 P I -1 P 1 -1 U 1 -I T 2 I 

Bac. aroideae No. 1 I " I 19 I 76 I + 1 I + I I + I I + I U I + I _F~ 
Bac. carot I 17 I 68 I + 1 1 + I I + 1 1 + I I + 1 P 
Bac. subtilis " 1 21 I 84 1 + 1 1 + 1 1 + I 1 -1 U 1 ~J~ 

ハシノキ
Un-inoculated |ぉ l l81721|P|lP1|U1|PU|lPU 

Al抑制s ja，ρ0・ o 1513 I " I 23 1 92 I + I I + I 1 + 1 1 + 1 1 ~_I 
nlca var. 
ge珂uma

P 1119 L " 1 ~I 84 1 -_1 U I -I_U 1 -I U 1 一 1 U 1-1 U 
T 1 1410 " 1 _22 1 88 1 . + 1 I + 1 1 + 1 1 + 1 I + 1 
T21409 1 22 1 88 1 + I I + _1 1 + I I + I I + I 
U 1122 I 21 1 84 1 + I 1 _!_I 1 +_1 1 + 1 1 + 1 
Y 1918 l" 1201801 +-1 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 + 1 



制種

お山叫Ui」凶U4引r|い川N川1%刈11叶叫d|1唱恒悟d;在ttd;dd正;i;-!O(由問削ib註制3z出sj|M在d出;hMlihh同伯jb担制仙?2出出sj九1iM:在t;ti !市jb把古主出出白sJ九足lkhぽ:在ポ;d;Hh制ld由b耐ib住副古E出出hhsJA足店dlhhh匝:住荏d;;d店-;;;;o
「戸τ「可1 1ω9 1い1 76九6 1卜一|川u 1卜一|いu 1卜一|いU 卜|いU 卜 1 y 
|庁 1 21 1 84 1 - 1 T 1 1 - 1 T 1 1 - 1 u 1- 1 u 1 - 1 u 

No. 1 1 庁 1 17 1 68 1 + 1 1 1 + 1 1+ 1 
Carotovorus No.59 1 " 1 18 1 72 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 + 1 

No. 1 1 1，庁'1 1 1ω91 7九6 1 一 1 T1 1 一 1 u 1 一 1 u 1 一 1 u 1 一 1 u 
1Un-i泊n…1

|川 21巾|い84 1い+ 1 1 +ι1 1 +リ 1 +川1 1-司
l" 1 23 1 92 1+ 1 1+ 1 1 - 1 1 - 1 T2 1 - 1 u 
l" 1 22 1 88 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 - 1 p 
|庁 1 21 1 84 1 + 1 1 + 1 y 1 1 11  1 1 
l" 1 24 I 96 1 + 1 1 + 1 1 + 1 . 1 + 1 1 - 1 p 
l" .1 21 1 84 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 + 1 p 1 + 1 F 1 

l" 1 23 1 92 1 + 1 1 + 1 1 + 1 T 1 1 + 1 T 1 1 - 1 u 
i" 1 22 1 88 1 - 1 p 1 - 1 u 1 - 1 U 1 - 1 u 1 - 1 u 

m 仰仰 No. 1 1 庁 1221881+1 1+1 1+lpl+lpl-lp 
Bac. carot抑制 No.59 1 " 1 23 1 92 1 + 1 1 + 1 1 + 1 1 + -1 T2 1 
Bac. subtills No・ 11" 1221881+1 1+1 1+1 1+1 I+IU 

南陸

Species Inoculum 

F 1 1315 
F 21617 

スギ

Cγyρtomeria o 1513 
iaponica 

P 1119 
T 1 1410 
T 2 1409 
U 1122 
Y 1918 
F 1 1315 
F 2 1617 

。。

業
糠
説
明
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(b) 結果ならびに考察

調査結果は Table 35 のとおりである。

前試験では，樹種として青島トゲナシニセアカシアだけを用い，また 1 区わずか 3 本であり，接種後10

日目に対照の無接種区が全部健全であるのに対して ， Bac. carotovorus 24号菌，同59号菌 Bac. aroiｭ

deae 1 号菌，同58号菌および Bac. subtilis のすべての接種区は， U 1122, T 21409, P 1119 と同様，

各 3本とも全部擢病し，しかも擢病個体につし、て再分離検定を行なった結果， T2 1409 接種区の 1 本から

は，接種菌だけでなく，推定類別Pに属する菌が分離されたが，その他の接種区ではすべて接穣菌が再分

離されている。

すなわち，前試験は培養基をさし床とした特殊な条件下で接種を行なったもので，その結果からみる

と， Bac. subtilis についてはなお疑問が残るが， Bac. carotovorus , Bac. aroideae は少なくとも青島

トゲナシニセアカシアのさし木に対して病原性をもっているといえよう。

(B)の試験は(A)の試験と異なり，実際のさし木に近い状態で接種試験を行なうべく，さし床には土壌

を用い，青島トゲナシニセアカシア等6 樹種を選んで，さし木に対する病原性を調査したのであるが，完

全な殺菌処置を行なって設けた無接種対照区でもかなりな擢病数がみとめられるほか， Table 35 の結果

のとおり各数値にかなりな乱れがある。これは，さし穂、消毒および無菌的さし付操作等が完全には行ない

にくいことにも一原因があろうが，むしろ n.3 およびN.1 にものべるとおり，病原菌中には空中伝播す

るものも少なくなく，殺菌剤l等による積極的な腐敗防止を心がけながらも，接種後これらの菌の侵入をゆ

るしていることに大きな原因があるようで，完全な無菌の条件下で管理しないかぎり，避けえられないと

考えられる。

まず，各樹閣を;ruじての擢病状況からみると，無接種である対照区に対して ， Bac. carotov01'US および

Bac. subtilis の両接種区は危険率 1%以下で，また Bac. aroideae の接種区では危険率 5%以下で有意

の差が認められる。またさらに各区から権病したもの 5 本だけを任意に選んで再分離検定を行なった結果

の範囲内では，青島トゲナシニセアカシアおよびハンノキの Bac. subtilis 接種区のように接種菌の再分

離されたものが全くない区，またイタチハギの Bac. aroideae 接種区のように接種菌が単独には再分離さ

れなかった区もあったが，これを除く Bac. aroideae , Bac. carotovorus, Bac. subtilis のすべての接種

区では，接種菌が単独に再分離されたものが認められただけでなく，ヤマハギに対する Bac. subtilis 接

種区を除けば， 5 木中 3 本以上のさし穏から接種菌が再分離されている。

このうち，一般に摘物病原菌として認められていない Bac. subtilis については，これが抗生物質を生

じ，他に病原菌があった場合でも，それを死滅させる可能性が考えられることなどからみていくぶん疑問

が残るが，以上の結果から，少なくとも Bac. carotovorus, Bac. aroideae はし、ずれもさし木の病原細菌

と確認しても差しっかえないと思われる。

なお，さし床に培養基を用いた(A)の試験およびさし床に土壌を用いた(B)の試験の結果のうち，分離

代表菌のさし木に対する病原性については， 前記のとおりすでにI. B の接種試験の項で検討したのでこ

こではふれない。
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3. 結 雪雪
E司

35樹種のさし穂の新しい病患部から分離された病原菌と思われる 2， 500 以上の菌株も，概略調査によっ

て，割合はっきりと 10の互いに異なる Group に分類整理することができた。

これらのうち，分離数のきわめて少なし、 Z系菌株を除き，それぞれの代表菌株について病原性の検討を

符なうとともに，詳細な実験により分類的位置を検討し，また既知の植物病原菌との悶で相互接種試験を

行なった。その結果各 Group の代表菌株のうち，細菌では P1119 が Bac. subtilis と同一， U1122, 

01513 はいずれも Bac. carotovOrus の 1 系統あるいは変種， Td409 は Bac. aroideae の 1 系統ある

いは変種， T1 1410 は Bac. subtilis または Bac. ρumilus と同一種あるいは 1 変種と考えられる Bac.

mesentericus の記載に比較的近く， Y1918 は Bac. subtilis の特殊な系統あるいは変種， C2117 は Bac.

carotovorus にある程度近いかもしれない細菌，また糸状菌の F 11315, F 21617 は Fusarium oxysporum 

group に属するものであることがそれぞれほぼ確認できた。

これらのうち ， Bac. subtilis に属するものについてはなおいくぶん疑問が残るが， Bac. aroideae , Bac. 

carotovorus， および Fusarium oxys，ρorum Group はさし木の腐敗病原菌となることを導き出し，これ

を確認することができた。そしてとくに細菌類はその主要な地位を占めてし、ることが明らかとなった。

なおこのほかZ系菌株は，普通空中からしばしば雑菌として侵入する黄色細菌とは異なり，明らかにさ

し穂から分離される黄色細菌であるが，分離頻度がきわめて少なく，接種試験，分類的性質に関する調査

等も行なわなかったため，これが病原菌であることを確認することはできなかった。しかしこれがさし木

に対して病原性をもっているとすれば，他の各病原菌とは異なった黄色の特異なものということになる。

分離された病原菌と思われる 2， 500 以上の菌株の個々の分類的性質については，いちいち詳細な調査を

行なうことができず，各代表菌株も概略的な調査結果をもとにして類別された各 Group から任意に選び

出したものであるから，これが必ずしもその Group に属する各菌のすべてを代表しているものとはいえ

ない。したがって， U group あるいは o group の菌株中には，従来すでに植物病原菌として発表記載

されている Bac. carotovorus， あるいはその系統または変種と全く同ーとみなしてさしっかえないものも

含まれているかもしれないし， また T2 group の菌株中にも，従来すでに植物病原菌として発表記載さ

れている Bac. aroideae あるいはその系統または変種と全く同ーとみなしてさしっかえないものの含ま

れていることも当然考えられる。しかし他方各 Group とも，それぞれ概略的調査結果の範囲内では，同

一 Group 内において，互いに相違が認められないとはいえ，個々の形状性質につき，代表菌株について

行なったと同様さらに詳細な調査を行なえば，別種として取り扱わなければならない前記以外の既知の主

要な植物病原菌，あるいは新しい菌等が見い出される可能性もないとはいえない。そしてとくに 0 ， U , 

T 1, T2 等の各 Group のように， Colony の型あるいはその他概略的調査結果の範囲内で比較的特異性

が認めにくいか，あるいは変異の幅が大きし、 Group ほど，その可能性は強いと考えられる。

また，とくに Fusarium については，類別することを重要視せず，個々の菌株について，胞子の隔壁，

脚部の有無，その他形状等 Fusarium 分類上の主要な事項についての調査も十分行なわず， Colony の

概観色調で 2大別して F 1 系と F 2 系と類別したにすぎないので，両類別菌株中には，それぞれ代表菌株

と全く別種の Fusarium が見い出される可能性は非常に強いと考えられる。
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E 病原菌の侵入とさし穂の病変

親木から切り取られた穂木も，さし穏に残された葉あるいはさし付け後の出芽によって同化作用を行な

わないではないが，親木からの水分，栄養物質の供給が断たれ，生理機能調整のための含有養分の消耗も

行なわれ，各種環境条件に対する抵抗力が著しく弱くなっているし，そのうえ切口という大きな傷口があ

るため，完全独立木に対しては病原菌となりえない菌にまで，さし穏の腐敗病原菌として猛威をふるわせ

る結果ともなりやすい。すなわち，不定性病害の脅威にさらされることが多いものといえよう。

ここに，さし木の腐敗病原菌に対する抵抗力が，穂木と独立木であるその親木の同じような大きさの枝

とによって，どのように異なるか知るため，青島トゲナシニセアカシアについて簡単な比較試験をした例

をのべるとつぎのとおりである。

すなわち 5 月 4 日にさし木の各種腐敗病原菌の混合浮遊液を浸した脱脂綿で 9年生の親木に着生し

たままの 1 年生枝 5 本の傷をつけた部分をそれぞれ包み，乾燥しないよう水を補給し，他方これとほぼ同

じ太さの 1 年生枝 5 本を切り取りさし木したものの地上部に，同様な方法で接種したが，親木の 1 年生校

に接種した 5本はすべて腐敗せず，全部旺盛なカルスによって治癒していったのに対して，採取した穂木

に接種したものでは 5 日後すでに 5 本とも傷口以外の部分にまで腐敗がすすんでいた。

さし穂も発根すると，やがて含有養分は増加の一途をたどり，抵抗力も順次強くなって，完全な独立木

として完成していくが，この発根までに病菌に侵されやすいことは，ちょうど種子が発芽した後子葉の開

じょするころ，貯蔵養分が消耗され，立枯病に非常に侵されやすいのと似かよっている。

1. 病原菌の伝播

さし木を病害からまもるには，さし木の病原菌がどのような場所に存在し，また生活力をもちこたえな

がらどのように伝播することができるか，みきわめる必要がある。

まず，土壌における存在性につし、てみると，さし木の病原菌として確認されたもののうち ， Bac. aroiｭ

deae , Bac. carotovorus など野菜類の腐敗性細菌病の病原菌として知られているものは，土壌中でよく

生存し ， Bac. aroideae は普通の土壌なら40か月以上， Bac. carotovoグus は， PATEL, M. K. 121) によ

れば，気温 160 C より最低 -320 C の冬期間でも土壌中で生存するといわれている。

なお， Bac. subtilis, Bac. mesentericus 等の属する枯草菌属のものをさし木の病原菌として確認する

ことになお疑問のあることはさきにものべたとおりであるが， MAGIORA によると， これらは土壌細菌中

最も多く存在するといわれているω。

他方，糸状菌である Fusarium 属のものについては， これが普通土壌に広く普遍的な存在性のあるこ

とが認められている。

したがって，すくなくとも以上の病原細菌，あるいはそれらの変種またはきわめて近縁な種類に属して

いるもの，その他 Fusarium に属しているもの等が主体となっていると考えられるさし木の病原菌は普

通土壌において広く存在しているとみなすことができょう。

また，空気中における存在性についてみると，一般の植物病原細菌は菌類の分生胞子のような繁殖器官

がなく，乾燥に対して非常に弱いものが多いと考えられているが，寄主体表面上にあらわれる細菌液ある
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いは細菌粘液は抵抗力が強く，風とくに暴風雨，強風の際，生活力をもちこたえながら，よく空中を移動

することも見逃しえないとされており 110)，他方，枯草菌属の Bac. subtilis 等は Endospore をもち，

乾燥に対する抵抗力も強く，生活力をもちこたえながら広く空気中に浮遊すると考えられてし、るほか，糸

状菌である Fusarium 属のものは，胞子によって普通に空中伝染する。

水による各病原菌の移動についてみると，水の移動にともなし、，すべての病原細菌やその他 Fusarium

の胞子は容易に伝矯するだけでなく ， Bac. subtilis の 1 系統とみなされる Y 1918 を除く鞭毛細菌は，

さらに白動遊泳によっても伝播する能力，すなわち趨向性をもっている。

つぎに，穂木におけるさし木病原菌の存在性についてみると，苗木などによって伝播するものが非常に

多いといわれている一般の値物細菌病の病原菌とは異なり，普通の完全独立個体である親木に対しては病

原性を発揮することができないため，親木から採取する穂木に，これらの菌の寄生による病患部があるこ

とはあまり考えられない。

しかし，生活力を失わなかで空気中を浮遊する ， Bac. subtilis， その他 Endospore をもっ枯草菌に属

するものおよび胞子をもっ Fusarium 等は， 当然穂、木に付着することが考えられるほか， その他の細菌

類も， 前述のとおり， 採取前の親木の枝に生活力を保持しながら付着していることも可能と考えられる

いまた採穂するときの土壌との接触，あるいはその後の取扱いのあいだに，さし木の各病原菌とも付着

する可能性はきわめて強い。

このほか， Bac. carotovorus 等十字花科などの読菜の腐敗病をおこす病原菌は， 昆虫によっても伝播

されるといわれている110)。

以上のことから，空中からの伝矯力は， Endospore をもたなし、 Bac. aroideae や Bac. carotovorus 

およびこれらに類する細菌は， Endospore をもっ枯草菌属のものや， I1包子をもっ Fusarium 属のものに

くらべれば弱いと考えられるが，各病原菌とも普通の土壌や水，穂、木等に広く普遍的な存在をもっている

ものといえよう。

ここにその伝播関係について調査検討した結果についてのべよう。

まず空中からの伝播に関しては，試験管内で青島トゲナシニセアカシアのさし木に対して行なった接種

Table 36. 接種菌以外の菌として分離された頻度 その 1

1solating frequency of other isolates except the inoculum. No. 1 

分1sol離ates 商 調査株数 分 r離1 数 出現率(%)
No. of cuttings Number isolated Frequency 

C group 50 2.0 
。 !f 65 。 0.0 

(P 65 35 53.8 

(T1 65 1.5 

T2 !f 65 3 4.6 

U !f 60 1.7 

(Y 60 9 15.0 

F1 !f 65 。 0.0 

F2 " 65 。 0.0 

Not e: ( 〉は病原菌としてはなお未確定

Parenthesiz巴d bacteria are not yet decided as pathog巴n.
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の第 1 試験の結果をみると， Table 11 のとおり，接種操作中に混入し，さし穂に侵入したと思われる接

種菌以外の菌が分離されているが，この空中を通して侵入したと思われるものを各菌の類別ごとに整理す

れば Table 36 のとおりとなる。

すなわち， Endospore をもつもののウち T] の出現率は1. 5% で少なし、が Bac. subtilis である

P の出現率は 53.8%，またYは 15.0% で枯草菌に属するものの出現率がーきわ目だっている。

これにつし、で， T2, C, U の出現も認められ， 0および Fusarium だけが認められなかった。

また， 青島トゲナシニセアカシアを含む 5 樹種に対して試験管を用いて行なった接種第 3 試験の結果

は Table 13 のとおりで 1 樹種50本，計250本中接種菌以外の菌としては Pがそのうちの20株から分

離されただけであったむ

つぎに土壌をさし床とし， Pot を用し、て青島トゲナシニセアカシア， スギを含む 6 樹種に対して，前

記と同様さし秘消毒およびさし床殺菌後行なった接種試験の結果は Table 35 のとおりで，空中より混

入し，さし材、に侵入したと思われる接種菌以外の菌が数多く分離されているが，この空中より侵入したと

思われるものを各菌の類別ごとに一括整理すれば Tabl巴 37 のとおりとなる。

Table 37. 接種菌以外の薗として分離された頻度 その 2

Isolating frequency of other isolates except the inoculum. No. 2 

分離菌
Isolates 

o group 
(P) 11 

くT1) 11 

T2 11 

U 庁

(Y) 11 

F 11 

調 o査f 本数
No. of cuttings 

355 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

Note : ( )は病原菌としてなお未確定

分 r離l 数
Number isolated 

13 

39 

26 

19 

52 

2 

44 

Parenthesized bacteria are not yet decided as pathogene. 

出現率(%)
Frequency 

3.7 

11. 0 

7.3 

5.4 

16.6 

0.6 

12.4 

すなわち，出現率はU ， F , P , T h T 2, 0 , Y の順で，すべてが分離されてし、ることからみると，

類別されたどの Group の菌も，やはり空中から侵入するもののように考えられる。

なお，この結果によると， Endospore を形成しなし、Uの出現率が 16.6% で最も多く，また Fusarium

12.4%で， Bac. subtilis である P の11.0%よりも多く Yの出現率が0.6%で最も少なくなっている点、か

らみれば，前記の 2 つの接種試験に関する調査結果と大きな差異が見いだされる。

この試験では，前記の接種試験でさし穂 1 本ずつを試験管内にさし付けたのと異なり， 25本ずつを 1

Pot 内にさし付け， しかもその後空気中に自由の状態に露出させたため， 各菌の侵入する機会がはるか

に多く，またさし床を通じ隣接のさし穂から病原菌が伝播する機会も多かったものと思われる。したがっ

て ， Bac. subtilis 等の Endospore をもつものの出現率が比較的低かったのも，菌のさし穂組織を侵犯す

る強さの項にものべるとおり，これらが病原性をもっているとしても，他の病原菌にくらべ侵犯力が弱く，

その病原性を十分発障する機会が少なかったためではないかとも考えられる。また他方， Fusarium の出

現率が12.4%でかなり高い値を示してし、るのは，青島トゲナシニセアカシア，イタチハギ，ヤマハギに対

して25 0 C 士30 C の高湿の温室内で行なったためと考えられる。
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なおまた，あとにものべるとおり，さし床土壌だけの殺菌を完全に行なえば，ある程度その効果がみう

けられることもあるが，腐敗を十分に防ぐことはむずかしく，またさし穂だけを殺菌し，ある程度その効

果の認められることがあっても，やはり効果的に腐敗を防ぐことはむずかしいこと，さらにまた， Pot を

用い，さし床土壌とさし穏を十分殺菌してさしつけ，濯水に殺菌水を用かても，なお腐敗を十分効果的に

防ぐことができなかったことなどからみると，これらさし木のすべての病原菌は普通の土壌に広く存在し

ているだけでなく，枯草菌に属するもの(病原菌としてはなお未確定)， Fusarium 属のものは平穏な気

象条件下でも空気中に広く浮遊し，その他のさし木の病原細菌も，よく生活力を維持しながら空中あるい

は穂木等を通じて伝播するため，さし穂は常にこれら病原菌の脅威下にあり，その侵犯からまもることは

容易ではないと推察される。

2. 害主選択性と侵犯力

さきにのベたように，さし木に対して常に脅威を与えている普遍的な病害は，完全独立個体であるその

親木に対しては病原性をもたない病原菌による不定性病害とみなされるものである。したがって，各種環

境条件によって侵犯力が大きく左右されるばかりでなく，同一樹種でも，後述のとおり，採穂、時期等の関

係によっては，抵抗力のきわめて弱いさし穏までそ対象として考えなければならないさし木について，各

病原菌のそれぞれの寄主となるべき樹種を明確にしていくことはかなりむずかしい。

まず，各病原菌が，それぞれどのような樹種から分離され，また援額試験によってどのような樹種のさ

し穏を侵犯するかということについて，分離ならびに接種試験および相互接種による種類の同定に関する

試験の結果から，さらにこれを検討してみたか。

分離試験については，岡山分場において行なったもの，関西支場(京都市〉において行なったもの，屋

外と定温室内，時期別および不定期，あるいはそれぞれいくぶん異なった供試樹種というように，各種異

なった条件のもとで行なった各試験結果を便宣上一括してすでにに Table 9 にまとめたが，接種試験に

ついては，第 1 ，第 2 ，第 3 試験のほか，同定のために行なった接種試験をそれぞれ第 4 試験，第 5 試験

とし，これらの結果を一括し Tabl巴 38 としてここにまとめた。

すなわち， Table 9 の調査結果によると，分離総菌株数の少なし、樹種では 1 回も分離されなかった種

類の菌も少なくないが，分離菌株数の多い樹種ではがいして多くの種類の病原菌が分離されている。

また，同表中の単独で純粋に分離された菌株については，それぞれ分離菌が，そのさし穏に病害を与え

た主体となる病原菌として，より確実性のあるものと推定されるが，これについてもやはり同様な傾向が

認められる。

表中 Z group の菌はさておき， Fl, F 2 の分離数は比較的少ないが，これら Fusarium は他の細菌

と異なり，その侵犯は環境条件によって大きな影響をうけ，とくに湿度の高い時などには多くの樹種のさ

し木において，その地上部の新芽等をよく侵していることをあわせて十分考慮に入れなければならない。

なお， C group 菌については，試験開始当初かなりよく分離されているにもかかわらず， ll.1 にもの

べたとおり， その後全く分離されなくなったため， その分離菌株数および単独純粋分離菌株数は少ない

が，その他これら調査結果の範囲内では，各菌とも多くの樹種から分離されているだけでなく，樹種によ

って分離される各病原菌の種類が明らかに限定されるものとはみられなし、。

また，これら病原菌のうち，分離されなかったか，あるいは分離頻度数の少なかったものについてみる
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Note : ( )……病原菌としてはなお未確定のもの。
Parenthesized bacteria are not yet decided as pathogene. 

0......侵犯力があるようにみうけられたもの。

It seemed likely pathogene. 
?……下記の理由で侵犯力の有無を認定することが困難なもの。

Pathogenicity is still in doubt by reason of the fo l1owing, 
-擢病率は無接種区より高いが，接種菌だけが純粋に再分離されなかった。
Percentage of infection was higher than check plot, but the ;.noculum 
was not reisolated purely. 
・接種菌だけが純粋に再分離されたものもあったが，確病率が無接種区より低かった。
Inoculum was reisolated purely, but percentage of infection was lower 
than check plot. 

×……侵犯力の認められなかったもの。
Pathogenicity was not discerned. 

と，他の侵犯しうる機会の多い菌あるいは侵犯力の強い菌等が優先して寄主体を侵犯し，そのため病原性

がありながら擢病穂木から分離される可能性が非常に少なくなった場合のあるととも推定される。

他方， 接種試験は Table 38 のとおり，計 7 樹種について行なったが， とのうち 1 Pot 25 本とし，

土壌をさし床とした第 5 試験では，空中から侵入する接種菌以外の菌を完全に防ぐことができず接種結果

もある程度乱され， P 1119 はイタチハギ，ヤマハギに対して ， Bac. aroideae はイタチハギに対して，

それぞれ侵犯力が認められないという結果に終わった。

各樹種ごとに 1~数回行なった試験について総合検討してみると，青島トゲナシニセアカシアではC

2117, 0 1513, P 1119, T 1 1410, T 2 1409, U 1122, Y 1918, F 1 1315, F 2 1617, Bac. aroideae 

l 号菌，同58号菌， Bac. carotovorus 59号菌，同24号菌， Bac. subtilis 1 号菌のうち，各試験を通じて全

く侵犯がみられなかった菌はないし，またイタチハギについては，第 5 試験において P 1119 の侵犯力が

認められなかったものの，これと同一種類である Bac. subtilis 1 号菌により侵犯されたとみうけられる

だけでなく，第 3 試験においては P 1119 により侵犯されたとみうけられるし ， Bac. aroideae 1 号菌

は第 5 試験において，やはり侵犯力がなかという結果があらわれているが，ただ 1 回の試験を行なっただ

けであるから，これも常にイタチハギの病原菌になり得ないとは確言できなし、。

ヤマハギについては，第 3 試験において T2 1409, U 1122 の侵犯力のあるととを確認することが

できなかったが，第 5 試験では T2 1409, U 1122 の侵犯をうけている。他方同じ第 5 試験において，

P 1119 の侵犯力は認められなかったが，これも P 1119 と同ーの種類とみなされる Bac. subtilis 1 

号菌および Y 1918 によって侵犯されたとみうけられるだけでなく，第 3 試験では P 1119 の侵犯をう

けたと認められ，また F 2 1617 の侵犯力の有無も第 5 試験では確認されていなし、が，これも第 3 試験に

おいては侵犯力のあることが確認されている。

グズについては，第 5 試験において P 1119, F 1 1315, F 2 1617 の侵犯力のあることを確認すること

ができなかったが， P 1119 については，やはりこれと同一種類と忠われる Bac. subtilis 1 号菌によっ

て侵犯されたとみられるほか，第 3 試験ではこれらの菌はすべて侵犯力があるようにみうけられる。

ハ Yノキおよびスギについての接種は第 5 試験において'行なわれただけで，ハンノキは P 1119, 

F 1 1315, F 2 1617, Bac. aroicieae' 1 号菌 Bac. subtilis 1 号菌，スギは F 2 1617 だけについて侵犯

力のあることを確認することができなかったが， ζれもただ 1 回だけの接種試験であるため，常にその病

原菌になりえないとは確言できない。

すなわち，以上のように33樹種について行なった分離試験だけでなく，とれと青島トゲナシニセアカシ
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ア等の 6 樹種について行なった接種試験のそれぞれの結果については，さらに慎重に再検定を行なわない

かぎり，各菌の寄主について確言することはできないが，これら結果の範囲内で検討してみると，各病原

菌はさし木の場令かなり多くの樹種にわたって，これを寄主としうるもので，かりに寄主に対する選択性

をもっているとしてもきわめて弱く，どの樹種も多かれ少なかれ Tabl巴 38 中のどの病原菌にも侵犯さ

れる可能性があるという懸念をもって，その対策を究明していくのが妥当と考えられる。

さし木がどの種類の病原菌によってよく腐敗するかということについては，とれがさし木の外的条件の

差異によっても影響されることはもちろんであるが，一般にはその伝播力および生息密度と寄主体である

さし穏の組織を侵犯する力などによってきまるものと考えられる。ここに，さし木がどの種類の病原菌に

よって実際どの程度腐敗をうけるかということについては，分離試験の結果の範囲内で，またどんな種類

の病原菌がさし穂の組織を侵犯する力が強いかということについては，接種試験の結果の範囲内でそれぞ

れ多少の検討をこころみたい。

分離試験の項の，屋外，定温室内で時期別に青島トゲナシニセアカシア等11樹種について行なった試験

結果から単独で純粋に分離された回数をみれば. p (代表菌株 P 1119=Bac. subtilis) が59.4%で一

番多く，ついで、U (代表菌株 U 1122= Bac. caroto叩rus の 1 系統あるいは 1 変種〉の 15.99百. 0 (代

表菌株 o 1513= Bac. carotovoグus の 1 系統あるいは 1 変種〉の 14.5%もかなり多いことについてのべ

たが，さらに行なった各試験の範囲内では，採穂さし付けの時期によって，また岡山市と京都市という程

度の地理的位置の差などによって，その病原菌の種類に明確な差が認められないばかりでなく，はっきり

した寄主選択性があるようにはみうけられないことなどについては，それぞれ分離試験および寄主選択性

の項においてのべたとおりである。

いま，各分間It試験の結果を一括して表示した Table 9 から，その概略について検討してみたい。

Tab!e 9 によると，単独で純粋に分離された菌株数計 347 株に対して. p (代表菌株 P 1119=Bac. 

subtilis) は 164 株，すなわち47.3%でやはり一番多く，ついで U (代表菌株 U 1122=Bac. carotovorus 

の 1 系統あるいは 1 変種〉の47株で13.5%. 0 (代表菌株 o 1513=Bac. carotovorus の l 系統あるい

は 1 変種〉の42株で 12.1弘 T1 (代表菌株 T1 1410=Bac. subtilis または Bac. 例俗entericus の 1 系

統あるいは 1 変種〉の36株で 10.4%， T2 (代表菌株 T2 1409=Bac. aroideae の 1 系統あるいは 1 変

種〉の26株で 7.5%， Y (代表菌株 Y 1918=Bac. subtilis の特殊な系統〉の 21株で 6.1%， その他C

(代表菌株 C 2117= Bac. caroωvorus にある程度近いかもしれない〕の 8 株で2.3%. F1 (代表菌株

F 1 1315=Fusarium oxysporum grOUp) の 4 株で1. 2%の順となっている。これらの結果からみると，

細菌としては Bac. subtilis および Bac. carotovorus に属するものに侵犯される率がとくに多く，つい

で代表菌株が Bac. subtilis あるいは Bac. 間esentericus に属する特殊な系統かあるいは近縁穫と思わ

れる T 1 および Bac. aroideae に属すると思われるものに侵犯される率がとくに多いのではないかと考

えられる。そして他方 Fusarium に属するものは，本試験の範囲内では侵犯率が低くあらわれてかるが，

これは気象条件などによってその侵犯率がきわめて高くなる場合も多く，ゆるがせにできないことについ

てはしばしばのべてきたとおりである。

なお，他方各病原菌のさし穂の組織を侵犯する力の強弱については，同一種類の病原菌といえども，菌

株あるいはその保存条件などによって影響されることも少なくないので，接種試験の結果だけで結論づけ

ることはできないが，行なった接種試験の結果からそれぞれ病原菌の組織に対する侵犯カについて多少検
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討することができると思う。

このうち Table 11，および Table 13, Table 36 の結果から明確な差異を求めることは困難である

が，実際行なわれているさし木の条件に近いよう土壌そ用いて行なった接種試験の結果を示す Table 35 

についてみると ， Bac. subtilis である P 1119 接種区は無接種区にくらべ， なかに，薩病率の高い数値

を示しているものもあるが，全般的にみて接種区のうち擢病率の最も低い部類に属するようにみうけられ

るし， 同じく Bac. subtilis 1 号菌接種区の怪病率は度額区のうちの中位に属するものと考えられる。

他方，これらの接種区は1t封種 5 本ずつではあるが，接種菌の再分離されなかった数は P 1119 の場合，

青島トゲナシニセアカシアで 4本，イタチハギで 2本，ヤマハギ 1 本，グズ 3本，ハンノキ 5 本，スギ$

本 Bac. subtilis 1 号菌の場合，青島トゲナシニセアカシアで 5本，イタチハギ 1 本，ヤマハギ 4 本，

グズ 2本，ハンノキ 5 本， スギ 0本で多く，他方接種菌だけが単独で純粋に再分離された数は， P 1119; 

の場合， スギの 2本を除き各樹種とも 0 本 Bac. subtilis 1 号菌は青島トゲナシニセアカシアで O 本，

イタチハギ 1 本，ヤマハギ l 本，グズ 3 本，ノ、ンノキ 0 本，スギ 4 本でいずれも少ない。

また，同じく Endospor巴をもち Bac. subtilis の特殊な系統あるいは変種と思われる y 1918，およ

び Bac. subtilis あるいは Bac. mesentericus の 1 系統か 1 変種，または近縁種と居、われる T1 1410 に

ついてみれば，前者は接種区のうちやはり羅病率の最も低い部類に属するようにみうけられ，後者は，寵病率

の最も高ヤ部類に属するようにみうけられるが，接種菌が再分離されなかった数についてみると， y 1918 

は青島トゲナシニセアカシアで 3 本，イタチハギ 1 本，ヤマハギ 0本，クズ 2 本， ρンノキ 0 本，スギ O

本， T1 1410 は青島トゲナシニセアカシアで 0 本，イタチハギ 2本，ヤマハギ 0本，グズ 0 本ヌハンノキ

O本，スギ 1 本でともに少なく，他方接種菌だけ単独で、純粋に再分離された数は， y 1918 の場合，青島

トゲナシニセアカシアで 2本，イタチハギ 1 本， ヤマハギ 5 本， グズ 3 本， ハンノキ 5 本， スギ 3 本，

T1 1410 では青島トゲナシニセアカシアで 4 本，イタチハギ 0 本，ヤマハギ 5本，グズ 4 本，ハンノキ 5

本，スギ 4本で，いずれもよく単独で純粋に再分離されている。

これに対して ， Bac. carotovorus 59 号菌接種区の擢病率は高い部類に属するだけでなく， その接種菌

が再分離されなかった数は 0 本であり，また同じ Bac. carotovorus に属するものと考えられる o 1513 

接種区および U 1122 接種区の確病率は高くはないが 1 樹種 5 本ずつについて調査した結果， 接種菌

が再分離されなかった数は， 0 1513 の場合，各樹種とも 0 本， U 1122 の場合，スギ 1 本を除き各樹種

とも 0 本であり，他方接種菌だけが単独で純粋に再分離された数は， 0 1513 の場合，青島トゲナシニセ

アカシアで 4本，イタチハギ 0 本，ヤマハギ 5 本，グズ 4 本，ハンノキ 5 木，スギ 5 本， U 1122 では，

青島トゲナシニセアカシア 4 本，イタチハギ 2 本， ヤマノ、ギ 3 本， グズ 3 本， ハンノキ 5 木， スギ 4 木

で，いずれもよく独単で純粋に再分離されている。

つぎに Bac. aroideae 1 号菌および Bac. aroideae の 1 系統あるいは 1 変種と思われる T2 1409 の

両接種区の憶病率はほぼ中位に属するものと考えられるが， 接種菌が再分離されなかった数は Bac.

aroideae 1 号菌の場合，イタチハギで 2本，スギ 1 本を除き各樹種とも 0 木， T2 1409 では，イタチハ

ギで 2 本，グズ 1 本をのぞき各樹種とも 0 本で少なく，他方接種菌だけが単独で純粋に分離された数は，

Bac. aroideae 1 号菌の場合， 青島トゲナシニセアカシアで 3 本，イタチハギ 0 本， ヤマハギ 4 本，グ

ズ 3 本， ρンノキ 5 本，スギ 2 本， T2 1409 では，青島トゲナシニセアカシアで 1 本，イタチハギ 0 本，

ヤマハギ 4 本，タズ 3 本， ハンノキ 5 本，スギ 1 本で Bac. carotovorus に属すると考えられるもの，
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および芽胞菌中の特殊な菌である Y 1918, T1 1410 等につし、で多いようにみうけられる。

以上の結果の範囲内で検討すれば， Bac. carotovorus あるいはこれに属すると思われる菌は，さし糖、

の組織そのものを侵犯する力が強く， ついで、 Bac. aroideae あるいはこれに属すると思われる菌が強

い。また他方，芽胞菌に属するものを病原菌として確認することにはなお疑問があるとはいえ，最も分離

頻度が高い Bac. subtilis では，さし穂組織に対し，前 2 種より弱いが侵犯力をもっているのではなし、か

と考えられるほか， Bac. carotovorus と大差ないほどさし穂組織を侵犯する力が強し、のではないかと思

われるものがみうけられる。

なお， Fusarium に属する F1 1315 t:妾種区の羅病率は中位， F2 1617 の，寵病率は高し、が，接種菌が再

分離されなかった数は， F1 1315 の場合，青島トゲナシニセアカシアで 3本，イタチハギ 0 本，ヤマハギ

4 本，グズ 2木，ハンノキ 5木，スギ 1 本， F2 1617 では，青島トゲナシニセアカシアで 2 本，イタチハ

ギ 0 本，ヤマハギ 4 本，グズ 3 本，ハンノキ 5 本，スギ 5 本でともに多く，他方接種菌だけが単独で純粋

に分離された数は， Fl 1315 の場合，ヤマハギの 1 本，スギ 2本を除き，各樹種とも O本，また F2 1617 

ではイタチハギの 1 本を除き各樹種とも O 本でともに少ない。 これらの結果からみると ， Fωarium に

属するこれらの菌のさし穂組織を侵犯する力は非常に弱し、ものの部類に属すると考えられる。しかししば

しば述べてきたように，他のさし木の病原菌と異なり，糸状菌であるため，この分離結果について同等に

論じることにも疑問があるし，またさし木条件いかんによっては，地上部とくに新芽などをよく侵犯する

場合のあることを別に十分考慮されなければならないと考えられる。

以上述べた結果のうち， Bac. subtilis である P 1119 は病原菌であるとしても，そのさし穂組織に対

する侵犯力は弱し、ものと考えられるが，それにもかかわらず分離試験のとき単独で純粋にもよく分離され

ていることについては，さきにも述べたとおり，一般にその生息密度がとくに高いだけでなく，伝播力が

きわめて旺盛であるためと考えられる。

3. 侵入部位と病変

前述のとおり，普遍的な存在性をもっている各さし木病原菌は，一般に生息密度のきわめて高いものが

多く，さし穂の地下にある部分はもちろん，地上にある部分も常にこれらの菌の接触をうけ，条件さえゆ

るせば，侵入門戸となりうるところから容易に侵犯される脅威にさらされているものと考えられる。

しかし，すでに述べたとおり，菌の種類によって抵抗力にかなりな差異はあるが，乾燥あるし、は日光の

影響をうけやすし、さし穂の地上に露出させた部分では，地下の部分に比べて菌の生活力が失なわれるか，

あるいは侵犯能力を十分発揮できない状態になる可能性の強いことも考えられる。

他方，これらさし木の病原菌が，どのような部分より植物体に侵入できるか，ということについて検討

してみたい。

一般に，植物はその角度層あるいは木栓層等の組織によって，そのほとんど全面が保護されており，保

護組織のない部分は，根の根冠基部より根毛を生ずる部分までの間と，根毛を生じている部分の外囲，お

よび柱頭，鶏，蜜腺等と自然関孔部である気孔，水孔，皮日のほか葉痕部，発摂直後の破壊溝，その他外

傷をうけた部分等であることが認められている161)。植物病原菌のうちには， 角皮層あるいは木栓層等の

保護組織をも貫通して侵入する能力をもった種類も少なくないが， Fusarium は一般に角皮層や栓皮層等

より侵入せず，細根の先端すなわち根冠部および細根の成長帯の外部よりこれを貫通して侵入するほか，
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傷口から侵入することがきわめて多いといわれている。

また細菌については， 角皮膚のない柱頭から侵入するといわれる [Bacillus amylovorus28) や Bac.

aroideae"ののような特殊な例外も認められているが， 普通角皮をもっすべての部分は侵入門戸となら

ず，また一般に無傷の根の表面より侵入して発病させることもなく，もっぱら気孔，皮目，水孔等の自然

関孔部から侵入するか.あるいは傷ついた部分から侵入するといわれてし、る。そして，このうち自然関孔

部から侵入できる細菌の種類はある程度限定されるが，傷ついた部分は細菌の侵入には最も好都合な場所

と考えられている。

とくに，さし木の病原菌として重要な位置をしめる:"Bac. aroideae , Bac. carotovorus 等従来疏菜類

の腐敗性細菌病の病原菌として知られるもののうち，後者が柱頭侵入を行ないうるとし，ごく特殊な例を

除けば，もっぱら傷口からの侵入を唯一の侵入方法としているといわれているほか，植物病原菌はおそら

く全部が傷口から侵入をするものと考えられている。

普通，植物には，風，昆虫，人為，その他種々な原因によって，病菌の侵入可能な小さな傷口ができる

ととも決して少なくないが，とくにさし穂は，親木からの切断によって抵抗力が弱くなっており，しかも

採取からさしつけまでの各操作中穂木が傷つく可能性はきわめて多いだけでなく，穏木の着葉数の整理，

上部切断および下部切断が行なわれることによって，病菌の侵入にきわめて好都合な大きな傷口という侵

入門戸を与えることになる。このうち着葉数の整理，あるいは上部切断は樹種，時期，穂木の種類によって

は常に必ず必要な操作とはいえないが，下部切断面はさし木の場合必ず存在するものでしかも，さし穂が

その生命を維持していくために必要な水分あるいは養分の吸収のための門戸としてだけでなく，また発根

部位としてきわめて重要な場所である。しかしながら，この部分は菌の活動に都合のよい条件が与えられ

やすい地下部に位置するため，病原菌の侵入門戸として最も危険な場所と考えられる。

病原菌によってさし穂がどの部分から腐敗していくか検討するため，本報告中にのベる各種のさし木試

験を行なった際，その擢病個体について調査したが，空中湿度のきわめて高い定温室内でのさし木におい

て，地上部が Fusarium に侵犯されやすいという特殊な例外を除けば， 土壌の種類および土壌水分，さ

し木時期，その他各種試験における各試験区の相互間には，擢病部位と本数の割合に大差が認められなか

ったので，便宜上各樹種ごとに一括総合して Table 39 として取りまとめた。

すなわち，この結果によると，下部切口部分が腐敗しながら他に健全部位の認められたものの腐敗過程

にある総本数(完全腐敗を除く〉に対する百分率は 85.4~100.0% であるのに対して，下部切口が健全で

ありながら他に腐敗部位の認められたものの腐敗過程にある総本数に対する百分率は0.0~14.6%であり，

前者が圧倒的に多い。また，下部切口部分より lcm の範囲内で侵犯が認められたものの数も，青島トグ

ナシニセアカシアの根ざし，つる性であるグズおよびヤマハギを除けば，むしろ下部切口が健全でありな

がら他に腐敗部位の認められたものの数よりはるかに多い。これらの結果は，過湿な室内等の特殊な場合

を除き，一般に下半部とくに下部切口が病原菌の最も重要な侵入門戸となっていることを示しているもの

といえよう。

他方，このように病原菌の侵入門戸としてまっさきに被害をうけやすい下部切口部分が，発根場所とし

てどれほど重要性をもっているか検討してみたい。

ここに，各植物の種類とそのさし木の発根部位について，筆者が調査したもののほか，すでに発表され，

たもの紛85)128)157) を集録すれば Table 40 のとおりである。
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ノ、‘ンノキ
A faρonica var. genuina 
アキグミ

Elaeagnus crisρ。
マモ

Myrica rubra 

青島トゲナシニセアガヲヲ
Robinia pseudoacacia var. 
bessoniana 

liiJ ヒ(根ざし) I 
(Root cutting) I 

イタチハギ|
Amorρha jruticosa 
ヤマハギ|

Lesρedeza bicolor var.laponical 
フサアカシア i

Acacia dealbata 

[

モ

Castan四a crenata 
アベ 7 キ

Quercus variabilis 
ヤマナラシ

Populus Sieboldii 

ヤ

グ

スギ
Cryμom唱ria .iaρonica 
コウゾ
Broussonetia Kazinゅki
ソメイヨシノ

Prunus yedoensis 
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イ

科
Families 

チ ヨ ウ
Ginkgoaceae 

イ チ イ
Taxaceae 

てず ツ

Pinaceae 

ス ギ
Taxodiaceae 

Table 40. さし穂の発根部位

Part rooted on cutting. 

種類
Species 

発根部位
Part rooted 

調査者
Reporter 

イ チ ヨ ウ Gi開kgo biloba l カノレス 山 lmohf巴C叫
阪芽 Axillary bud I Forestry Exp. Sta. 

11 |下端 Lower end 
カノレス Callus Iw…L. DORAN 

イ チ |下端 L…nd Hyδgo Prefectural 
イ Taxus cuspidata カノレス Callus Forestry Exp. Sta. 

T. cusρidata var. || 下枝端側 Lower end 
キャラボグ braculifera I Hi1J1U Lateral part 

タグサス・ fl フロリダーナ T. floridana |校側 Lateral part 

アカ マツお叫…ザlora I 下端 L…nd N. ﾕYAMA 

グ ロマツ P. T hunbergii 11 

エキナタマツ P. echinata 11 

テーダマツ P. taeda 11 

スラッシュマツ P. elliottii 11 

リギダマツ P. rigida 11 

プンゲンスマツ P. pungens 11 

インシグ P. radiata 
ニスマツ

11 

マッソニアマツ P. massonia 11 

フグシュウマツ P. sinensis 11 

アカ エゾ Picea Glehnii Hyδgo Prefectural 
Forestry Exp. Sta. 

ノ、 リ モ 、、 P. polita λF 

ス ギ Cja7ρyopntoicmaeyia |下部 L… M | 枝倶1 Lateral part Y. Moυ町国田T五

セ カスギ C. jaρonica var. I カノレス Callus Hyδgo Prefectural 
ヅ cristata 技側 Lateral part Forestry Exp. Sta. 

マンキチスギ CCM.sjpaitpoosnaica var.| | | 11 

ンコウスギ C.j14aCSρ7o1n0ica var.| | l 
araucarioides 

λF 



科
Families 

スギ
Taxodiacea巴

ヒ ノ キ
Curpressaceae 

さし木の腐敗とその防止および回避〈森下〉

種類
Species 

オウゴ、 ギ_... C jaρo開ica var. 
aurea 

Taiwonia 
タイワンスギ cryρtomeri・oides

Cunninlagt hamia 
ランダイスギ lunceolata var. 

Ko持ishii

センベル Sequoia 
セコイヤ sempervirens 

メタセ イヤ Metasequoia 
コ glyρtostaoboides

ヒ ノ
キ Chamaecyρaris

obtusa 

チ ボヒノξ C. obtusa var. 
ヤ breviramea

C. obtusa var. 
オウゴンヒパ breviramea

f.aurea 

イ ト
ヒ、ゃ C. obtusa var. 

ノ pendula

" 

チュウヒチヒノξ C. obtusa var. 

グジ グヒ ξ C. obtusa var. 
ヤノ filicoides

サ ワ ラ C. pisifera 

発根部位
Part rooted 

" 

|カルス Callus 

" 

" 

l 棚IJ Lateral part 

|カルス C山
節部 Node 

|下端 Lo…nd 

| 下端側 L…nd 
枝 Lateral part 

|下端 Lo…d 
カノレス Callus 
枝側 Lateral part 

| 下端倶|l L…nd 枝 Lateral part 

|下端 L…nd 
カルス Callus 
校側 Lateral part 

i 下端1則 Lower end 
枝 Lateral part 

シノブヒパ C 〆swamr| 校側 Lateral
ρlumosa 

フイリシノフ. C.ρiossie fefm .aTvEaenr.tea| l l 
ρlum " 

〆、守、

一
ヒ C. fo抑制sensis |下端 Lo…d 

カルス Callus 

ローソンヒノキ C. Lawsoniana |下端 Lo…d 

ギガントネズコ T huja gigantea |校側 …1 part 

ニオイヒパ T. occidentalis i カルス山
枝側 La teral part 

アスナ Thu.io.ρsis 
p dotabmta | 下端倶|l L…nd 校 Lateral part 

F ンノξ イブヲキ Juniρe 
chinensis " 

タチピ グシン Jよ chine時sis var. 
ヤ押ws |棚U Lateral part 
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調査者
Reporter 

Hyδgo Prefectural 
For巴stry Exp. Sta. 

I H. M,… 
Hy�o Prefectural 
Forestry Exp. Sta. 
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科
Fami1ies 

種類
Species 

発根部位
Part rooted 

調査者
Reporter 

ヒノキ ミヤマ エ…is var. j カルス山 Hyδ'go Prefectural 
Curpressaceae ノ、ィピャグシン sargentii Forest Exp. Sta. 

フイピリャグシシ エ ch仇ensis var. I 枝側 Lateral part 

ヤ ナ ギ シダレヤナギ SaUx babylonica |各部 E…制Salicaceae 

/1 /1 I Y. MORISHITA 

キヌヤナギ S. yezoensis /1 I Y. YANAGIDA 

マルパヤナギ S. yezoalpina /1 

イヌコリヤナギ S. mtegra /1 

|校側 とくに節部 | 
/1 Lateral dpe art, mostly Y.MORISHITA 

from no 

S EGilgiana var |||r各Eovm部ey，mpとiad くに上中部m均idJカワヤナギ to・rtu ・ rt , mostly I Y. YANAGIDA 
osa Ifrom-r:r{iddle or upside 

ウンリュヤウナキ. S. M atsudana | 下枝端側 L…nd l mobefeetural 
Lateral part I Forest Exp. Sta. 

ヤマナラシ均い I Y. MORISHITA 

|各Ev部er，とくマンシェウドロ P. Simonii y ipdadrl t , mostldy e Y.YANAGIDA 
from m 巴 or upsi 

ギシ ドロ P. alba |下端側 Lo…d 1Mohfedura 
枝 Lateral part Forest Exp. Sta. 

ヤマモモ|
|ヤマモモ Myrica rubra 

Myricaceae |下端 Lower end I Y. M叩
グ ノレ 、、

シナサワグルミ
Pterocarya 

/1 I Y. YANAGIDA Juglandaceae stenoptera 

カノξ ノキ オオパ Alnus Siebold /1 Y. MORISHITA 
Betulaceae ヤシャプシ

ヤ ンノキ A.tinctoyia var.l||yLti下omw端meおrlaeよtneびdra，一la部npad校rts 側マハ �tusiloba 

ハンノ キ A. japonica | 下枝側端 Lo…d Lateral part 

プ ナ tt リ C…一 !下端 Löwer end I N. ﾕYAMA Fagaceae 

アラ カシ Quercus glauca /1 Y. MORISHITA 

ツタノξ ネガシ Q. ρaucidentata /1 

G
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科
Fami1ies 

グ ワ
Moraceae 

メ ギ
Berberidaceae 

イ ヌ

メ

さし木の腐敗とその防止および回避(森下〉

種類
Species 

ピ ワ Ficus erecta 

11 

Beγbeγ.is 
ギ Thunbergii

11 

発根部位
Part rooted 

11 

|新茎 LSpo rout 
下端 wer end 

|各部 E…M
校側 Lateral part 

ヒイラナギンテノ Mahonia .iaponica I 枝側 Lateral part 
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調査者
Reporter 

Y. YANAGIDA 

Hyδgo Prefectural 
Forest Exp. Sta. 

グ Lauraceaeス I ゲッケイジェ Laurus nobilis 11 

ユキノシタ ξ Zty2ρ3ic7a 3fm. oatashusabs ||| 下端伺|j LOWEr end Saxifragaceae テマリノナ p. 枝 Lateral part 

ノ リ ノ キ H. ρaniculata |新茎 Spr叫 I Y. YANAGIDA 

チョウセン H. 
ガグウツギ

|枝1則 Lateral part I 問o Prefectura 
Forest Exp. Sta. 

マルパウツギ Deutzia Sieboldii I 新No茎t よroりot不ed発f根rom I Y. YANAGIDA 

sprout 

ヤプサンザシ Ribes fas仰latum I 下枝端側 Lower end ll Hyδgo Prefectural 
Lateral part I Forest Exp. Sta. 

マンサグ
各部とくに下部または

Hamamelida- トサミズキ Corylopsis s.ρicata 下stl端v Every part， m0・
Y. YANAGIDA y lower part or 

ceae lower end 

ヒウガミズキ C.ρauciflora 11 

マソサグ H. japonica |下端 L…nd
マルパマンサグ H. obtusata |下部 L…M 1moMecum 

Forest Exp. Sta. 

.ニマンサグ Dceiysdainftohliua s " 

アメリカフウ Lstyiqlua idmbu 
ciflua |下端 Lo…d I N. ﾕYAMA 

スズカケノキ|モミジパ Plat 
Fノ

Hyδgo Prefectural 
Platanaceae スズカケ aceriforia Forest Exp. Sta. 

イ ノ、奇F
フ ザ ゆ 1 カルス Callus

Rosacea巴 シナミ グラ Prunus pauciflora 枝側 Lateral part 

ユスラウメ P. ton館ntosa |新茎 Sprout Y. YANAGIOA 

?、- ミ bvsufaabrlv.u.KsOtTyTu0ilng7gfano TEis O 11 

-q- ボ
ケ Chaenomeles

Cathayensis 
|カルス Callus |H即時ctu凶
枝側 Lateral part I Forest Exp. Sta. 
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イ

てず

科
Families 

ノ、. 

Rosaceae 
フ

メ

L巴guminosae

林業試験場研究報告第 165 号

種
Species 

類 発根昔11 位
Part rooted 

カ リ ン山ia sinensis I 下端 Lo…d
セイヨウカリ γ Mesρilus 

germamca 
|新茎 SLpo rout 
下端 wer end 

ヤマプキ Korria japonica 11 

各下端部とくに下部または
シロヤマプキ Rhodotyρos Every part, 

scandens mostly lower part or 
lower end 

コトネアスター Cotoneaster |カルス Callus 

サンザシ Crataegus cuneata 下端倶リ Lower end 
枝 Lateral part 

コ デマ
sρiraea 

リ cantoniensis |下端 Lo…d 

シモツケ S. ja，ρonica |下端倶り Lo…d 枝 Lateral part 

11 |新茎 Sprout 

トサシモツケ S. n砂少~nica var. I 下市側 L 
tosaensis 枝 Lateral part 

ホザキシモツケ S. salicifolia |カノレス 山
色Uí Node 

シジミノマナ S.ρrunifolia

ゴメウツギ StePhanandra 
Inclsa | 新下端茎 L山ower end 

ノ イノξ ラ Rosa ρolyantha | 有節部識 L…nd Node 

カナメモチ Photinia glabra |下端 Lo…d 

カ マ ツ カ Pourthiaea laevis 新下茎端 SLprout 

アズキナシ Micromeles 
alnifolia 

防'isteria | 新下端茎 Sprout フ γ floribunda Lower end 

ハナズオウ Cercis chinensis 11 

11 |下端 L…nd 

ムレスズメ cCahyaangtlaangau 

青島ートゲナーノ ρseudoacacia var. 下端 Lower end 
ーセアカシア bessoniana 

査者
Report巴r

Y. YANAGIDA 

Hy�o Prefectural 
Forest Exp. Sta. 

I Y. YANAGIDA 

HyδgoPr巴fectural
Forest Exp. Sta. 

IY 山IDA

I Y. MORISHITA 

lMO問U凶
Forest Exp. Sta. 

I Y. YANAGID 

lmohfectu凶
Forest Exp. Sta. 

Y. YANAGlDA 

Hyδgo Prefectural 
Forest Exp. Sta. 

I Y. YANAGlDA 



科
Fami1ies 

て才 メ

Leguminosae 

、、、 カ γ 

Rutaceae 

種

さし木の腐敗とその防止および回避(森下〉

類
Species 

" 

発根昔日位
Part rooted 

" 

英国トゲナシ R.pseudoacacia ||下端側 Lower end 
ニセアカシア var. umbraculifera 枝 Lateral part 

Lesrρ.ejdaePza 0b.icaol y| || 下端 Lo 

λF 1/ 
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査者
Reporter 

Y. MORISHITA 

I Y. Y ANAGIDA 

イタチノ、ギ Amoゆha
fruticosa 

|阪芽山川|町õgo Prefectu凶
Forest Exp. Sta. 

H |枝側 Lateral part. I Y. MORISHITA 

モリシマ |下端 L…nd lk s ad  アカシア Acacia mollisima カルス Call s M ・ CAETO 
枝側 Lateral part 1 1V1• I..ﾆIBA 

フサアカシア A. dealbata |下端 Lo…d Y. MORISHITA 

グ ズ Pueraria hirs仰|節 Node

ポウコウマメ 山aan…nsl 下対日 L…nd Y. YANAGIDA 

各部とくに下部または

イヌザンショウ F,,gaag,gatC'Hr UTECa 
下端 Every part , 
mostly lower part 
or lower end 

Zanthoxylum 
サン �i�eritum |下端 Lo…d 

ゴシ ユユ E旬。……l 1/ 
|恥o Prefectural 
Forest Exp. Sta. 

各下端部とくに下部または
コ グサギ Orixa ja�onica Every part, 

Y. YANAGIDA mostly lower part 
or lower end 

Picrasma 
Simarubac巴ae ー ガ キ quassioides |下端 Lower end 

Meliacea巴 チャンチシ Cedrela sinensis 新茎 Sprout

タカトウダイ
Euphorbiaceae 

ヒトツパハギ

1/ 

。庇叫n慨ga

叩:miflora

Lower end 

Lower end 
Lateral part 

Lower end 

" 
|下端 Lower end 

ツ B ゲ|グサツゲuxaceae I Buxus microþhyllal 下部 Lower part 
! 日夜芽 Axillary bud 

lMス山
枝恨IJ Lateral part 

モチノキ l
Aquifo巾ce~~ I モチノキ Ilex i的'gra

lY. MORI回目
|向山ural
For巴st Exp. Sta. 

Y. YANAGIDA 

Hyδgo Prefectural 
Forest Exp. Sta. 



- 78 ー

科
FamiIies 

モチノ キ
Aquifoliaceae 

ニシキギ
Celastraceae 

ミツノξ ウツギ
Staphyleaceae 

カ コニ ア

Aceraceae 

グロウメモドキ
Rhamnaceae 

林業試験場研究報告第 165 号

シイ

イ ヌ

種類
Species 

モチ 1. Buergeri 

ツゲ 1. crenata 

キンマサキ Ejauρoonnyicmauvs ar. 
aureo・variegatus

発根部位
Part rooted 

λア

各下端部とくに下部または
Every part 

mostly lower part 
or lower end 

| 下枝端側 L…nd Lateral part 

ギン サキ l!，...J~!.~n_~~_a_.':.~r. I カルス Callusマ albo

ツルマサキ E. Fortunei |下端 L…nd 

" 校側 La teral part 

キギ E. striata var. 
- ./ "T "T alatus |下端 L…nd 

-マ ニエ 、、句 E. Sieboldianus " 

" 
|カルス山
校側 La teral part 

ゴンズイ Euscゅ…叶
ミツデカエデい

| 時校側 L…nd サトウカエデ A. saccharinum I t~i L~t~;;l-p;rt 

ネグンドカエデ A. Negundo |校側 Lateral part 

ミヤサマザ A mmvar| カレス 山formosanum ノ

グ ヤナギ Berchemia 
て'( -v -r 'f" racemosa |各部 E…制

グロウメモドキ R…japoω| " 

Ti1iaceae ボダイジュ Tilia Miqueliana 下端 Lower 巴nd

Sterculiaceae アオギ
リ Firmiama

Platanifolia 
l 新茎 LSp0rmO叩u
下端 wer end 

調査者
Reporter 

i 同Forest PrEfectu叫
Exp. Sta. 

Y. YANAGlDA 

Hyδgo Prefectural 
Forest Exp. Sta. 

Y. YANAGIDA 

|助δgo Prefectura 
Forest Exp. Sta. 

Y. YANAGIDA 

Hy�o Prefectural 
Forest Exp. Sta. 

Y. YANAGIDA 

|酌ögo叩凶
Forest Exp. Sta. 

I Y. YANAGIDA 

ツパキ[ ξξキ C叫ia
Theaceae シロノナツノ ja.ρonica var. 下端 Lowpp er end ForEBt Exp.Sta-

アカノξナツノξキ " 

アカフイリ

" 
カルス Callus 

ツノξキ 枝側 Lateral part 



ツ

科
Families 

ノ、. 

Theaceae 
キ

さし木の腐敗とその防止および回避〈森下〉

種類
Species 

サザンカ C. Saso.nquo. 

11 

発根部位
Part rooted 

枝側 Lateral part 

|下端 Lo…d 
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調査者
Reporter 

HFoyrδeg活ot Prefectural 
Exp. Sta. 

チ ャ Theo. sinensis 同ij Lateral part I N. ﾕYAMA 

モ ヅ コ
Ter持st何回河io.

グ io.•ρonico. |下端 Lower end 

ヒサカ キ Euryo. .io.ρonico. |新茎 Sprout 

ハマヒサカキ E. 回nargino.to. 1 カルス山
サ カ キ S o.ko.ki…0. \ 各部 E…M

オトギリソウ|七リ，'， .-! ﾆ Hyρericum 
Guttiferael ., .." .,.‘., p晦tulum

キプシ I ..，_ ~. ,', Sto.chyurus l キプStachyuraceae I 

ジンチョウゲ アカノミナ Do.Phne odoro. 
Thymelaeaceae ジンチョウゲ var. rubro. 

、ー、. Edg'YeFWif0e7m thia ツマタ ρo.py

11 

|カルス C山
校側 Lateral part 

|各部 E刊山t

|下端 L…nd 

11 

11 

グ 、、、

アキ グミ E向us cri桝| " Elaeagnaceae 

ナツ グミ E. multifloro. " 

ハルグミ E. ρungens 11 

、、ー. ソノ、ギ タイワシ Lo.gerstroemio. 
各下端部とくに下部または

Every part, 
Lythraceae サルスペリ subcosto.to. mostly lower part 

or lower end 

Punicaceae グ 戸問

Araliaceae ウ コ
ギ Aco.nthopo.nax

Sieboldio.nus 
| 新下茎端 Sprout 

Lower end 

、、、 ズ キ Corn;略 |各部 E…副Cornaceae グマノミズキ brachypodo. 

アメリカ
ヤマボウシ C. florido. |枝側 Lateral part 

サンシュユ C. officino.lis |下端 L…end 

11 |新茎 Spro 
下端 Lower end 

|問o Prefectura 
Forest Exp. Sta. 

I Y. YANAGlDA 

1 町δgo Prefectural 
Forest Exp. Sta. 

¥ Y. YANAGlDA 

| 町問向δ砲go 針h附叫叩…eぱ出伽ωfお批刷e配削ct旬M山u町ura
Forest Exp. Sta. 

1 Y. YANAGlDA 

|問OMExpe.cturd 
Forest EXD. Sta. 

I Y. MORISHITA 

Y. YANAGlDA 

Hyδgo Prefectural 
Forest Exp. Sta. 
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科
Families 

種類
Species 

発根部位
Part rooted 

調査者
Reporter 

ブ Clethra |新茎 Sprout 
Y. YANAGIDA 

Clethrac巴ae ヨ ウ barvinervis

シャグナゲ ξ イカツツジ Rsmhtoidbuodbeantduym on |各Erov部oetreyd 新pf茎raormよt ， り不発根Ericacea巴 Not 
sprout 

ドウダンツツジ Enkianthus 11 
ρerulatus 

11 |下端側 Lo…d Hyδgo Prefectural 
枝 Lateral part Forest Exp. Sta. 

ニ己 カ Erica sp. 
校側 Lat巴ral part 

モグセイ モグセイ Osmanthus |枝側 Lateral part Oleaceae fragrans 

レシギ ウ Forsythia l 下端 Lo…d IY. Y… ヨ suspensa

チョウセン l 棚IJ Lateral part 
Hyδgo Prefectural 

レンギョウ F. koreana Forest Exp. Sta. 

ソ ケ ィ Iofaf3micinum 
inale 

マンシユウ 伽i…Mensis| 枝側山al part 
ノ、シドイ var. genuina 

イ ボ タ Lobitguussiftyogalniugm l 下端側 L…nd 
枝 Lateral part 

11 |各部 E…制 Y. YANAGIDA 

オオパイボタ Louiagluifsotyluiumm 11 

オ リ ープ Olea euroρaea |い山スカら |K S…nd 
Mostly from callus I M. CHIBA 

ト ネ リ コ山us .iaponica I 下端 L…nd Y. YANAGIDA 

アオタ ゴ F. Sieboldiana 11 

フジウツギ|ウラジロ Buddleia 
Loganiacea巴 | フジウツギ venenifera 

11 lmo…u凶Forest Exp. Sta. 

グマツズラ Callicarpa |新茎 Sprout Y. YANAGIDA 
Verbenaceae ムラサキシキプ .iaponica 

|各Ev部er とく巾ハマゴウ Vitex rotundifolia I Every part, mostly 
lower end 

ニ γ ジンボグ V. cannabifolia |新茎山
下端 Lower end 
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Fam科ilies 種 類 発P 根部位 調 査 者
Species art rooted Reporter 

ア カ ネ
Gardenia 

| 下端側 L…nd Hyδgo Prefectural 
ヤエクチナシ .iasminiodesRubiaceae 

var. ova1ifolia 枝 Lateral part Forest Exp. Sta. 

ヒメグチナシ G. radicans |校側 Lateral part 

ハクチョウゲ Serissa foetida |各部 E…M Y. YANAGIDA 

スイカズラ
ガマズミ

Vibu抑制閉
11 

Caprifoliacea巴 dilatatum 

カ ンボグ kbyaCMmm| 苧 W
var. intermedium 端 Lower end 

ノ、ナゾノック ‘floral 力ルス Callus Hyδgo Prefectural 
パネウツギ Abelia grand 枝倶U Lateral part Forest Exp. Sta. 

Die仰illa
キパナウツギ Maximowiczii 11 

ハコネウツギ D. grandiflora | 新下端茎 LSpo rout 
wer end I Y. YANAGIDA 

ウグイスカグラ Lvaord.cegm labgmmil伊ωI ヵルス Callus i 町δgo…叫Forest Exp. Sta. 

" |各部 E…M Y. YANAGIDA 

Sa押'lbucus |新茎 Sprout 一
ワ ト コ Sieboldiana var. 

tYPica 

すなわち，種および品種の計 187 のうち，下端部からの発根(カルス発生後の発根を含む〉だけしか認

められなかったものが67，下端部以外からの発根も認められたが，下端部が発根部位としてとくに主要な

位置をしめていたもの70，下端部がとくに主要な発根部位とならなかったもの50で，この結果からみても

一般に下部切口部分が発根部位としてきわめて重要なことがよくわかるが，さらに下端部以外からの発根

については，前述のとおり，下部切口部からはきわめて病菌の侵入をうけやすいことから，発根開始期ま

でにすでに侵犯をうけ，やむなく下端部以外からの発根を余儀なくされたものも少なからず含まれている

と考えられる。

下端部以外の各部からも容易に発根することのできるヤナギ属のようなものについては，穂づくりおよ

びその他の操作において，必ずしも下部切口を慎重に保護しながら取り扱う必要もないが，一般にさし穂

の下端部が発根部位そのものとしてきわめて重要であるだけでなく，この部分が腐敗しただけでも，毒素

による吸水力の低下，あるいは菌体による維管束閉塞等により 161)，上部も萎凋をおこすようになることを

あわせ考えると，穂、作りおよびその後の操作において，切口を傷め，病原菌の侵入に好条件を提供するこ

とのないよう慎重に取り扱うことがとくに必要と思われる。各試験を通じて，青島トゲナシニセアカシア

の発根したもの計数千個体につし、て発根部位の調査を行なった結果，普通のさし木法を行なった場合，下

部切口部分以外から発根したものは全く認められず，ただ，はげ山でさし穏を完全に地下に埋めたものに

おいて，さし付け後発芽した新茎の基部から発根したものが 2個体，水中にさし付けたものにおいて，さ

し穂側面の節部から発根したもの 1 個体が数えられたにすぎない。なお，下端部(カルス発生後の発根を
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合む〕を唯一の発根場所とする種あるいは品種は， Tab!e 40 の調査結果の範囲内におかでも67の数にの

ぼるが，このように下部切断部以外からの発根がほとんど期待できなかものでは，さし穂下部切断部がわ

ずかな侵犯をうけるだけでも，これが発根不能におとしいれる決定的な原因になるので，この点最も慎重

を要するものと考えられる。

さし木では，さし穂作成と同時に，再生活動のためまず含有養分の消耗がはじまり，その後発根により

その根の活動がはじまるまでは，含有養分の増加ということもあまり期待できないだけでなく，各種環境

条件の不利な影響もうけやすく，したがって病菌に対する抵抗力も減退しやすいものと考えられる。しか

し適当に葉を残したさし穂においては，その働きにより養分の消耗を防ぎ，さし糖、を健全に保っか，むし

ろ不十分ながらその蓄積の方向に導くことや，またさし付け後出芽開業したものについても，開葉後消耗

から蓄積の方向に導かれることも考えられないではない。

なお，採穂からさし付けまでの操作中，その水分消失等のため，さし穂の弱ったものは，さし付け後し

ばらくたってその健全度をとりもどす。

このように，さし木の方法，さし付けまでの操作の適否のほか，さし付け後の環境条件等の変化もあわ

せ考えれば，病菌に対するさし糖、の抵抗力の変遷は必ずしも一定の型を示すものとはいえない。したがっ

て，これに関連して，病菌がさし穏を侵犯していく場合には，採穂時期等によるさし穂の生理状態の相違

という条件もさらに加わって，同一樹種においても，その病徴病変は必ずしも一定の経過をたどるとはい

えない。切断により傷つきあるいは死滅した下部切口面の細胞および多かれ少なかれ分泌される樹液その

他体内物質は，病菌のよい栄養源ともなり，ことを根城として侵犯力を増し，さらに内部の活きたt、回胞を

侵犯しようとする。さし秘の再生力が強ければいち早く表皮あるいは CaIIus を形成してとれに抵抗する

のに反して，この病菌の侵犯力に打ち勝てない場合は，普通切断部のうちとくに未熟な細胞の集まった形

成層の部分がまっ先に侵され，さらにこの形成層を先駆とし，これに沿って上方部まで侵犯されやすし

これが普通さし木における各樹種を通じての病徴の最もありふれた型とみなされるが，とくに活動時期に

採取されたさし穏を用いた場合には，その侵犯がきわめて急速に行なわれる場合が多い。

しかし，これに反して，さし付け当初下端部近くの活きた細胞が侵された後，癒傷組織をつくらないま

でも，その侵犯の進行が抑制されている場合や，またさらに一歩進んで下端部近くの細胞が一部侵犯され

たのち，その後方部に援する生きた細胞，すなわち下端部よりかくぶん上方部に CaIIus を生じてその侵

犯を防いでいる状態がみられる。これはおそらく下端部がある程度害されていたか，あるし、はさし付けま

でにさし穂、が弱り，さし付け後かえって健全度すなわち抵抗力をとりもどすのが原因となる場合に相当す

るのではないかと考えられる。このうち癒傷組織がつくられないで侵犯の停滞している場合，下端部以外

の側面あるいは新芽の基部等から発根する能力のかなり強いものであれば，よく発根して完全な独立個体

として生育してし、くこともあるが，早急に発根しなし、かぎり，その侵犯はふたたび引き続し、て進行し，完

全に腐敗してしまう場合が多い。また，切口部分が一度侵犯されたのち，これのいくぶん上方に接する部

分に CaIIus が形成された場合は，病菌の侵犯は一応防止せられたかたちとなり，この程度なら，下端部

以外からの発根が可能な樹種ではかなりよく発根し活着する場合もあり，また下端部を主な発根個所とす

る樹種の場合でも， この CaIIus の部分から発根する場合もある。 しかし， 一般にこの部位からの発根

力は下端部からの発根力にくらべれば非常に劣るようにみうけられ，また下部に病巣部をもっているだけ

に，やはりその後新たに形成された CaIIus がふたたび侵犯をうけ，腐敗の進行する場合も少なくないよ
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うにみうけられる。

つぎに，さし穂がさし付け後 Callus を形成せずして直ちに発根するか，あるし、は Callus 形成後直ち

に発根するほどの力をもったものでは，病菌に対する抵抗力の弱い期間もそれだけ短い。しかし，早急に

発恨の行なわれなか場介は，たとえ Callus の形成によって病菌の侵入しやすい下部切断部の傷が一応治

癒され，とりあえずその侵入は防がれたとしても，各種不利な環境条件のためさし秘の抵抗力がさらに低

下したり，多湿の条件下で軟弱な Callus ができている場合には，やはりこれが病菌の侵犯をうけて腐敗

の過程をたどることが多く，吉井 161) がのべているように，とくに Callus の捲き込み部と木質部との聞

からは菌の侵犯をうけやすか。

なお，切口以外の部分からの病原菌の侵犯については Table 39 のとおり樹稜によっても異なるが，

一般に下端部よりもさきに侵犯をうけることは少ない。しかし，傷口のある場合は下端部と同様にこの部

分からよく侵犯をうけ，また節部やその他肉眼で認められない程度のわずかな傷口からも病菌の侵犯が行

なわれるのが認められ， とくに Fig.2.g， Phot. 10・b のとおりヤマナラシ， グワはこのような部位を選

ばない侵犯がしばしばみうけられる代表的な樹種と考えられたが，他方空中湿度の高し、ときは各樹種とも

地上部の出芽後の新芽，新棄が Fusarium 等によって侵され，萎凋したり， 表面に菌糸の蔓延する場合

もよく認められた。

なお，ここに{寸記しておかなければならないのは，昆虫その他微小動物と腐敗菌の侵入との関連性の非

常に大きいことである。すなわち，下部切口付近をはじめその他場所をかまわず食害するため，菌の侵入

はより容易となり，腐敗に拍車をかけることが多い。

そのうちかなり大きな被害を与えると恩われるものには Nematoda (Phot. 7)，コガネ類の幼虫， カ

ガシポ類 (Tiþula sp.) の幼虫， トピムシモドキ類 (Onychiurus sp. -Phot. 8). コメツキムシ科

(Fam. Elateridae) の幼虫等がある。

このうち，コガネ努iの幼虫，カガンボ努iの幼虫およびコメツキムシ科の幼虫等の食痕による被害のひど

い場合は，その食害部からの病原菌の侵犯があるなしにかかわらず，食害そのものが直接活着をはばむ大

きな原因となるが，その食痕からの病菌の侵入によって大きな被害をうけることがある。青島トゲナシニ

セアカシアのさし木に例をとれば，林業試験場岡山分場の苗畑(岡山市〕でコガネ類の幼虫のため 2~4

割が活着せず，また広島県沼隈郡山南村では 5 割あまりカガンボの幼虫の食害のためすみやかに腐敗した

例もある。なおスギのさし木においては，京都営林署の苗畑で，さし秘の地下部がグワノコナカイガラム

シ (Pseudococcus comstocki) に害され大きな被害をうけたことが報告されている。

他方トピムシモドキ類は体が 1mm内外で小さいため見逃されやすいが，食痕は小さいながらも主に下

部切口付近の活きた細胞を傷つけ，腐敗を著しく促進さす場合も少なくないようである。 Nematoda に

ついては，接種試験による比較を行なっていないので，どの程度被害を与えているかについて確言するこ

とはできないが，腐敗中のさし穂からは Nematoda が検出されることが多く，スギにおいても検出され

ているし，またとくにコウヤマキ (Sciadoþitys verticillata) では，さし穂の下部切口で一度 Callus が

形成されたものがはげしく腐敗するとき，腐敗と同時に例外なく Nematoda がきわめて多数検出された

こと，またキリ (Paulownia tomentosa) の根ざしにおいて，その種根が腐敗するときにも Nematoda

がよく検出されること等からみても，さし穏の腐敗をはげしく助長さすカをもっているようにみられる。

一般に軟腐をおこす腐敗病原細菌の潜伏期間は短く ， Bac. aroideae, Bac. carotovorus については，
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水分に富む柔軟な被接種体で，適条件下においた場合， 24時間で発病する 110) といわれている。さし木の

場合も樹種，穂木の成熟度，環境条件によって潜伏期聞に大きな差が生じるだけでなく，侵犯された組織

の病変の状態も異なってくるが，これら腐敗性病原菌は，青島トゲナシニセアカシア等では 5 月の新芽

伸長開始期に採取したさし穏を 30~350C の水分を十分与えた適条件下においた場合， 24時間前後の短期

間で発病しており，また接種試験の結果においても，各病原細菌とも接種後 5 日で完全に腐敗したのが認

められたことから，好条件ではやはり短期間で発病させる能力をもっていると考えられる。

他方 Fusarium はこれらに比較して，一般には潜伏期間は長いようにみうけられた。

これらの侵犯された組織の病変の状態は，樹種，穂木の成熟度により大きく左右され，このうちとくに

穂木の成熟度に影響されることが大きし、。新芽出芽期から新芽伸長期に採取した徳木は，その若い細胞が

菌の侵犯をうけ，細胞はばらばらに遊離されて液化壊死の形をとりやすい (Phot. 9) のに反して，ほと

んど成熟した細胞ばかりからなる貯蔵穂木等を用いたものが菌の侵犯をうければ比較的黒色壊死の型をと

りやすい。また樹種によってこれらの程度が異なり，ニセアカシア属，グズ， コウゾ，グワ， ミツマタ，

キリ等は比較的液化壊死の型に{噴きやすいが，ヤマハギ，グリ，スギ，ノ、ンノキ，フサアカシア，アキグ

ミ，ツパキ等は比較的黒色壊死の型に傾きやすく，一般にタンニン含量の多い樹種は黒色壊死の型に傾き

やすいのではないかと考えられる。

Fusarium が直接新芽，新築をよく侵犯し，萎凋さすことを除けば，病原菌の種類による病変にはど〈

わずかな差がみとめられる場合がある程度で，同一病原菌でも，樹穏，秘木の成熱度等により，侵犯部を

液化壊死状態におとし入れる場合から黒色壊死状態におとし入れる場合まであり，病変の状態は一定して

いないことが明らかになった。接種試験の際病変調査を行なった結果，さし穂の侵犯部を比較的液化壊死

に導きやすい病原菌は， Bac. aroideae, Fusarium oxysporum group, および C 2177 (Bac. carotoｭ

仰向s?) のほか病原菌としてなお未確定ではあるが， Bac. subtilis も比較的液化嬢死に導きやすいもの

のようにみうけられた。

また，比較的黒色壊死に導きやすい病原菌は， Bac. aroideaeの 1 系統あるいは変種とみられる T2 1409，

Bac. carotovorusの 1 系統あるいは変種とみられる U1122 のほか，病原菌としてはなお未確定ではあるが

Bac. subtilis の特殊な系統とみられる y 1918 があり，また以上 2 者の中位にある病原菌は Bac. caroｭ

tovors の系統あるいは変種とみられる 01513のほか，病原菌としてなお未確定の Bac. mesentericus にあ，

る程度近いと考えられる T1 1410 も比較的黒色壊死に導きやすいもののようにみうけられた。

病原菌が単独でさし穂を侵犯することができることについては接種試験の結果からも明らかといえよう・

が，以上のとおりその病原菌の種類によって病変状態に大差が認められることはほとんどない。実際にさ

し木を行なう場合， Fusarium がとくに新芽を侵犯し，直接これを萎凋さすこと等はあるが，一般には必

ずしも 1 種類だけの病原菌に侵されるものではなく，数種の病菌が相前後して侵入し，侵犯活動に加担し

ている場合の非常に多いことも分離試験の結果からみて十分想像されるし，さらにさし穂は侵犯後直ちに

腐生菌の侵入をうけやすく，これがため侵犯した病原菌の種類そのものによってさし穂の病変の状態が特

徴づけられることはほとんどない。

むしろ，さし穂の病変の状態は，以上のべたように，樹種，穂木の成熟度，さし穂の取扱し、操作，環境

条件等によって異なり，明確な型として認められないが，おおむねつぎのような範囲内で種々の病変の経

過をたどるように認められた。
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Fig. 2 病徴の型

Symptoms of the infected shoot cuttings. 

( i) 形成層にそった Pectin 質等の多ν若い細胞が，主としてさし穂の下端部より上方に向かつて

液化壊死(軟腐〉し，細胞はばらばらとなるが (Phot. 9, Fig. 2・a)，ときに表皮下の葉緑素をもった細

胞が緑色を失なわなし、ままばらばらに侵され， ì受i閏状を呈しているのが認められる。

表皮あるいは樹皮は剥脱されやすく，ついに木質部および表皮，繊維だけ残り，ささら状になる

くFig.2-b)。強い悪臭を放つことが多く， 一般に伸長成長のさかんな時期に採穂しさし木した場合に最も

おこりやすい病変で，腐敗はきわめてすみやかに行なわれる。

(ii) 黒色壊死(乾腐)， (Fig. 2・d) の状態となり，下部切口面は黒褐色に変色するか，またさらに

濃紺色~黒色の分泌物を生ずる。

下部切口面だけは早急に侵犯されやすく，濃紺色~黒色に変化しやすい (Fig. 2-c)。

下端部がある程度侵犯をうけた後，その上部に接する生きた細胞が Callus を形成し，一応侵犯を防い

だかたちになることが認められる場合がある (Fig. 2・e)。

さし穂の軸の方向にそって帯状に黒色壊死する場合があり，さし穂の芽の存在しない側など生活力の弱

い側面に生じやすく，この発生は樹種との関係が深い (Fig. 2・f)。

さし穂側面の節部あるいは傷口からの侵入により，不規則で大きな斑紋状の黒色壊死部を生ずる場合が

ある (Fig. 2-g)。

一応下端部に健全な Callus が形成された後黒色壊死するときは，下端部を残し，上部がさきに侵犯を

うける場合も少なくない (Fig. 2・h)。

(iii) 通導組織の細胞が太い樹種などでは，これに治って病原細菌あるいは Fusarium が先行して

侵犯し，線状に褐色化する場合がよくみられる。

(iv) 下端部に形成された Callus は，木質部と接続する捲込み部分，および虫害，あるいは Nema-



- 86 ー 林業試験場研究報告第 165 号

toda 等による傷口からの病原菌の侵入によって，軟腐あるいは乾腐のかたちで侵犯をうける (Fig.2・i) 。

(v) 地下部にあるさし糖、の新芽が軟腐~乾腐のかたちで侵犯をうける。

(vi) 地上部にある新芽，新薬が Fusarium により直接侵犯をうけ萎凋する (Fig. 2・i)。

(vii) 地上部にある新芽，新葉は直接侵犯をうけないながらも，下方の侵犯によってうける週水機能

低下のため 2 次的に萎凋し，直接乾燥による被害と見誤られやすい。

。iii) 新根発生後，さし穂の移動， 動揺などのため， 新根部の破壊溝から侵犯をうけ， 新根は軟腐

し，さらに進行すれば，さし穂、下端部も完全に侵犯され，ついには枯損する。

4. 結言

さし穂は完全独立個体と異なり，抵抗力がはるかに弱く，そのため完全独立個体である親木に対しては

病原性をもたない Bac. aroideae, Bac. cartovorus 等読菜の腐敗病原菌に類するものおよび Fusarium

などによく侵犯されるほか，病原菌としてなお確認することはできないが，生育中の植物に対しては病原

性が認められてし、ない Bac. subtilis, Bac. mesentericus に属する細菌が病原菌になりうるのではない

かと考えられる。

これら病原菌は伝播カ，侵犯力に多少の差はあっても，広く普遍的な存在性が認められ，空中あるいは

土壌を通じて常に伝播し，またいずれも樹種を選ばず，条件さえゆるせばすぐにでも腐敗させようと常に

さし間に働きかけているものと考えられる。すなわち，自然の条件下で，これらさし木病原菌の伝播，接

触を全くうけないようなさし床を求めることは不可能といえよう。

それでは，どのようにして腐敗による活着成績の低下を防げばよいかということになるが，これはつぎ

の 2 つの商から究明していく必要があろう。その 1 つは，まず病原菌に侵されにくい抵抗力の強いさし穂

を用い，またその病原菌の活動しにくいさし床あるいはその他環境条件を付与するとともに，さらに発根

するまでの抵抗力の弱し、期間を短縮できるよう，発根能力を増進発揮させる処理その他の条件を与え，腐

敗をできるだけ回避させてやることであり，他の 1 つは，殺菌あるいは機械的な阻止の方法を用いて，病

原菌がさし穏に侵入することを徹底的に防ぐことである。ただ，さし床，さし穏の消毒により積極的に腐

敗を阻止しようとする場合，単なるさし床あるいはさし穂の消毒だけでは，一時的に無菌状態となったと

しても，その後発根し十分な抵抗力をもつようになるまで，たえず伝揺してくる病原菌を防ぐことができ

ないため，実際にどの程度効果的な結果がえられるか大きな疑問がある。

完全に腐敗を防ぐには，少なくとも発根するまで永続的な殺菌効果のあがる方法について究明してみる

ほか，病原菌が透過できないような物質でさし穏を機械的に保護する方法についても一考してみる価値が

あると思われる。各樹種の腐敗部位，および発根部位について調査した結果からみて，下部切口部位から

うける病原菌の侵入を防ぐだけでも，腐敗防止ひいては発根率向上に大きく役立つのではないかと推察さ

すもる。
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N 殺菌および菌遮断による積極的腐敗防止

さし木を病原菌の侵犯からまもるには，さし床に清潔なものを用いるほか，さし床およびさし穂の消毒

が効果的であると一般に考えられている。

しかし，病原菌の伝癒力の項においてのべたとおり，土壌中にかぎらず，広く普遍的な存在性と伝播力

をもったさし木の各病原菌は，侵犯活動が十分発揮できるか否かは別としても，これがさし木に多かれ少

なかれ常に侵犯の脅威を与えていることからみて，一時的な土壌消毒あるいはさし穂消毒だけでは，どの

程度効果的に病害を防げるか疑問がある。

すなわち，完全を期してさし木を病害からまもるためには，これが発根することによって，完全な独立

個体になるまで，菌の侵入機会を完全にたちきることが必要ではないかと考えられる。

ζのうち，殺菌により薗の侵入機会をなくす方法としては，殺菌剤による方法，温度殺菌による方法，

pH の調整による方法等が一応考慮される。

温度殺菌による方法については，麦類斑点病(病菌名-0ρhiobolus sativus) ， 小麦裸黒問、病(病菌名

Ustilago tritici) ， 小麦稗黒穂病(病菌名 Tuburcinia tritici) ， 大麦裸麦裸黒穂、病(病菌名-Ustilago nuda) , 

大麦裸麦斑葉病(病菌名-pyrenoPhora graminea)，小麦の存枯病(病菌名 Septoria nodo問問〉等麦

類などの病害予防のため 52 0C ， 5 分の温湯浸，あるいは46~490C， 6 ~10時間の温湯浸の方法で効果が

あげられている。しかし，さし木にっし、てはすでにのべたとおり，普通高等植物の死滅温度がほぼ 50 0C

内外と考えられているのに対して，さし木の腐敗病原菌は Fusarium を除き，試験した範囲内ではすべ

て50 oC 10分で死滅せず，とくに Endospore をもつものは，病原菌としてはなお確認することに疑問は

あるが，はるか高温の90 oC 10分に耐えるだけでなく，さらに100 oC 10分でも死滅しないものまである。

また，低温に対しでも ， Bac. carotovorus は最低-320C でも生存する 121) といわれていることから，

さし穂を害しない程度の高温あるいは低温によってさし木の病原菌だけを殺菌し，腐敗を防止することは

期待できないものと考えられる。

また， pH の調節ということにつし、てみれば，さきにのべたとおり，試験結果の範囲内では，さし木病

原菌を死滅させる pH 値について十分究明されていないとはいえ， pH 4.2 および pH9.0 においてその

ほとんどのものがなお生育をつづけ， Fusarium は pH 3.2 でもその生育が認められてかることから，少

なくともきわめて強い pH 値の調整を行なわないかぎり，これによって殺菌の効果をあげることは困難と

思われる。また， íさし床の pH と腐敗」の項に後述するとおり， pH 値の強い調整はむしろさし木の発

根上不利な条件としてより強く働くので，かりにこれによって病原菌を防ぎえたとしても，発根を期待す

ることはほとんど不可能といえようし，またかりにさし穏に生理的障害を少なくするため，さし床に断続

的にこのような条件を与えることができたとしても，後述する殺菌剤などによる方法より効果的に実行で

きるとは考えられなし、。

他方，殺菌剤による方法としては，切口とし、う大きな傷口を持ち，各種条件に対して抵抗力の弱いさし

穏に，薬害を与えず殺菌効果をあげていく方法が考えられなければならない。殺菌剤は種子などのとくに

抵抗力の強いものを除けば，一般に多少なりとも薬害をともなうことが少なくないが，ただ一時的な消毒

でことたりる場合にはその薬害の心配も比較的少ない。しかし，さし木のように，少なくとも発様時期ま
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で殺菌により永続的で、完全な防菌方法を考える必要のある場合は，薬害の心配のきわめて少なし、薬剤，あ

るいは方法を究明していく必要がある。

なお，団子ざしが水分補給とし、うことと同時に菌の侵入を防ぐと解釈されているように，殺菌以外の方

法として，さし穂、の切口または傷口を，菌の侵入から機械的に防ぐことのできる物質で保護するか，ある

いはさらに機械的に防ぐだけでなく，これと殺菌剤lを併用することなどによって腐敗を防げないかという

ことについても一応究明してみる必要があると考えられる。

以下，これら殺菌剤による方法および傷口における機械的遮断の方法に関して行なった試験について検

討してみたい。

1. 殺菌剤による腐敗防止

さし木の腐敗を防ぐためのさし床の消毒やさし穂の消毒には，普通の土壌消毒剤lあるいは一般の植物に

対して使われてし、る殺菌剤がそのまま用いられているが，傷口をもった抵抗力の弱u、さし穏を対象とする

ことでもあり，またできれば発根時期まで殺菌によって病原菌の侵入を防ぐためには，薬害がきわめて少

なくて殺菌能力を発揮してくれる薬剤lを選ばなければならない。

そこで，各種の代表的と思われる殺菌剤および抗菌物質を主体とし，さし木病原菌に対する殺菌力と薬

害について比較究明を行ない，このうち効果的と思われる薬剤について，まずさしつけ時行なう一時的な

土壌消毒およびさし穂消毒が腐敗防止上どの程度の効果を発揮することができるか試験し，さらにさし床

に殺菌能力を与え，これを維持することによってさしつけ後も永続的な殺i~Î効果を持続さす方法について

検討した。

A. 各種殺菌剤の殺菌力と薬害

a. 一般化学殺菌剤の殺菌力と薬害

(a) 試験方法

試験に用し、た代表的な薬剤はフォルマリン，石灰ボルドーi夜，メルグロン(有機水銀剤)， 過マンガン

酸カリ，硫酸第一鉄，グリスタルパイオレット， トリアノン(ズルファミシ剤)， コロイド硫黄，塩化カ

リの 9 種とし，それぞれ Table 41 のとおり各種濃度溶液をつくり，また対照区として水を用い，これら

を500cc入広口瓶に400ccあてを畑土の浸出液約 1cc とともに入れ，さし床とした。他方穂木としてはさし

木の腐敗病原菌が寄主として樹種を選択する傾向が認められなかったことから，青島トゲナシニセアカシ

アの 1 樹種だけを選んで，その当年生さし穂をきわめて腐敗しやすい時期である 7 月 30日に採取し，穂長

14cmに作成し， 1 区 5 本あてとして直ちにさし穂の下部2/3を液中に浸潰した。広口瓶は蓋をせず室内に

置き 5 日後， 10 日後， 20日後にその腐敗の程度を調査することによって殺菌力の有無を知るとともに薬

害についても調査した。

(b) 結果ならびに考察

さし木病原菌の多くのものが空中から伝播すると同時に，さし穏そのものによる伝擦が行なわれやすい

ことはすでにのべたが，本試験においては，さらにさし木の腐敗病原菌が最も普通に存在すると考えられ

る畑土の浸出液を各区に加えたので，分離試験の項でのベた結果等からみても，さし木の腐敗病原菌とな

る主要な種，あるいは系統のものはこれによって各殺菌剤の溶液中に投入されたものと考えられる。
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Table 41. 各種化学殺菌剤の効力比較試験の結果

Result of the comparative experiment on the effects of germicides. 

樹種青島トゲナシニセアカシア (Robinia pseudoacacia var. bessoniana). 

殺菌剤l

Germicide 

Control 

0.4 5 5 5 

硫酸第一鉄
0.2 5 5 5 

j 向 要

Note 

薬害強

Remarkable 
phytotoxicity 

硫酸銅 450gr. 
Copper sulfate 

生石灰 150gr. 
Limestone 

水 18 ， 000cc
Water 

三共製有機水銀河l

Mercury com・
pound manufacｭ
tured by Sankyo 
Co. 

さし穂のタンニン
と化合，沈殿し，
殺菌力順次減退
Germicidal acｭ
tivity decreased 
gradually, as comｭ
bined with tanｭ
nin in the plant 
and precipitat巴d.

高濃度ほど腐敗活
動旺盛

Ferrous sulfate I~一一一一一|一一一一一「一一一一一一1一一一一一一|一一一一一一一i

0.1 I 5 I 5 I 5 I 一|一 I Rotted more se-
一一一一一|一一一一寸 i一一←ー|一一一一一一|一一一一一一I riously in the 
0.05 I 5 I 5 I 5 I ー I I higher conceh-

一一一一一一一l一一一一一斗一一一一一|一一一一一I I一一一一一一一I tration. 
0.025 I 5 I 5 5 ー|ー

グリスタノレ・
O. 04 I 0 I 0 I 0 I あり<??- I 主し

I I I servaDle I r河 on巴

O. 02 I 0 I 0 I 1 I あり Obイ主し
I I servaDle I .None 

-一一一一一0.01 I 0 I 2 I 2 I あり<??- !主し
I I I servaDle I .None 

パイオレット

Crystal-violet 
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Table 41. (つづき) (Continued) 

殺 菌 剤 濃度(%) 腐敗 u累tti 日十数 薬害 再生活動
t商 要

Concent-
Total of cuttings rotted 

PhyICt1ot-可 REreagteI n-
Fungicide ration After|A加 |After tox兤咜y erauve Note 

5 days 110 days 120 days activity 

グリスタル・パイオ 0.005 。 。 2 あり Ob- な し
レット servable Non巴

0.0025 l 2 3 あり Ob- な し
Crystal.violet servable None 

0.25 。 2 5 A 弱little 
な し
None ズルファミン斉IJ

トリアノン
0.05 5 5 あり Ob-

servable Sulfa drug 
Torianon あり Ob-0.01 5 5 servable 

0.002 3 5 5 

0.0004 2 5 5 

0.5 5 5 5 一 共第製l 
(ソイド 号〕

コロイド硫黄
0.1 5 5 5 

IIS1aaIn11k1fyao E Co. Colloidal sulfur cture 
0.02 5 5 5 (Soido No.1) 

0.004 5 5 5 

0.0008 5 5 5 

1.0 4 5 5 弱? な し
塩 fじカ リ A little None 

Potassium 0.5 5 5 5 

chloride 
0.25 5 5 5 

調査結果は Tabl巴 41 のとおりで，対照区およびコロイド硫黄区は 5 日目までに 5 木全部腐って液面は

被まくをはり，硫酸第 1 鉄区は高濃度区ほどかえって腐敗活動が旺盛で，対照区より早く腐敗し全く殺菌

力が静められず，塩化カリ区では，その最高濃度の109百区でも 5 日目に 4 本， 10日目には 5 本全部腐って

おり，殺菌効果そのものの点で問題にならない。

その他，過マシガン酸カリ区， トリアノン区も十分な効果なく，フォルマリシの 0.4%，石灰ボルドー

液の0.029五， 0.1% , 0.5%，メルグロンの0.05% ， 0.19五， 0.2%，グリスタルパイオレットの0.04%の各

区では， 20日後もさし穂の腐ったものは 1 本もなく，その殺菌効果はまず、十分と思われた。また，これら

殺菌効果の十分と認められた各区について薬害の有無をみると，フォルマリシは従来から認められている

ように薬害つよく，土壌消毒剤として効果的であるとしても，さし穏に対する直接の殺菌剤としてはこの

ましくなく，グリスタル・パイオレットも薬害あり，メノレグロシの0.05% ， 0.1%，石灰ボルドー液の0.02

%の計 3 区だけが十分な殺菌力のあることが認められただけでなく，薬害も認められなかった。

本実験は溶液を用い，水ざしのかたちで行なった関係上，乙れらの結果をもって実際に土壌などをさし

床に用いる一般のさし木の場合の殺菌効果の有無について直ちに判断することができないし，また樹種あ

るいは時期，すなわち，さしつけ時のさし穂の生理状態および温度等の条件によって薬害および殺菌能力

の程度はかなり異なってくると思われるが，メルグ戸シと石灰ボノレドー液は比較的薬害の心配少なく，再

生活動をさまたげないである程度持続的に殺菌効果をあげていくことのできるものではなレかと考えられ
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る。

b. 抗菌物質の殺菌力と薬害

ALEXANDER FLEMING により 1928 年 Penicillin が発見されてから，抗菌物質に関する研究は急速に進

展し，細菌に対して作用するものからさらに糸状菌に対して作用するものまで究明されつつあるが，その

歴史が新しく，なお今後に期待するところも少なくない。

さし木の普遍的な病原菌のうち，現在糸状菌である Fusarium に対して殺菌力をもった抗菌物質を期

待できるほどの段階にはなっていなし、が，さし木の腐敗上重要な役割を果たしている病原細菌を対象とし

て，殺菌カと薬害の面からその腐敗防止の価値につし、て究明する必要があるものと考えられる。

各抗菌物質の抗菌作用は細菌に対して選択性をもち， Penicillin は Gram 陰性梓菌に対して一般に効

果は認められない 149) とされているが， さし木の普遍的な病原菌として確認された細菌は Gram 陰性の

ものがそのほとんどを占め，なお病原菌として確認することができないが， 疑わしいものに Gram 陽性

菌がある。これら各代表菌株に対する PeniciIlin の殺菌効果について試験調査すると同時に，他方 Gram

陰性菌にも有効にはたらき，また Bac. subtilis に対しても敏感に作用するといわれている Streptomycin

149)，さらに Gram 陽性菌および Gram 陰性菌のそれぞれに抗菌カの認められている Aureomycin 149) 

についてもその殺菌効果に関して試験調査を行ない，また Penicillin， Storeptomycin の両抗菌物質に

ついては，これがさし穂に及ぼす薬害の程度を調べた。

i. 病原細菌に対する殺菌カに関する試験

(副試験方法

Penicillin としては Crystalline Potassium Penicilline G-Taito を Streptomycine としては

Dihydorstreptomycin Sulfate-Takeda を， また Aureomycin としては Aureomycin Hydrochlｭ

oride Lederle を用い， Penicillin は625.0~/cc ， 125.0μ/CC ， 25.0μ/CC， 5.0~/cc， 1.0~/cc ， 0.2μ/CC， 

Streptomycin は625.07/CC ， 125. Û7 /CC , 25. Û7 /CC , 5. Û7 /CC , 0.27/CC, Aureomycin は 625.07/CC，

125.07/CC, 25. Û7 /CC , 5. Û7 /CC, 0.27/CC, 0.047/CC になるよう生理的食塩水で調整すると同時に，それ

ぞれ対照として生理的食塩水の区を設けた。なお，供試菌株として下記の分離代表菌株を用いた。

Bac. carotovorus の 1 系統あるいは変種…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・ .......0 1513, U 1122 

Bac. carotovorus にある程度近いと考えられるもの...・H・..…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.......・ H ・... C 2117 

Bac. aroideae の 1 系統あるし、は変種………...・H・..………...・H ・..…...・ H ・.....・ H ・...・ H ・.....・ H ・-… T2 1409 

Bac. subtilis ……・……....・H ・-…...・ H ・..…...・ H ・.....・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..……...・ H ・.... P 1119 

Bac. subtilis の特殊な系統あるいは変種……………...・H・.....・ H ・..…...・ H・..………………….. y 1918 

Bac. subtilis の特殊な系統あるいは変種で Bac. mesentericus に近いもの…………・H ・H ・... T1 1410 

各細菌とも Bouillon に 30.C ， 72hr 培養した後， 1 濃度区 3 本あてに分注された無菌の試験管中に 3

白金耳ずつ投菌し， 30.Cに保ち， Crystallene Potassium Penicillin G については 5 日目， Dihydroｭ

streptomycin Sulfate については 9 日目， Aureomycin Hydrochloride については 6 日目にそれぞれ

3 白金耳ずつ釣菌して斜面培養基に移殖し，再び 30.C で 8 日間培養後調査してその生死を判定した。

(b) 結果ならびに考察

調査結果はそれぞれ Table 42, 43， 44のとおりで， Crystallene Potassium Penicillin G に関しては，
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Table 42. Penicillinに対する抵抗性

Resistance of the isolat巴s to penicillin. 

代表菌株 Control 0.2μ/cc 1. 0μ/cc 5.0μ/cc 
Representative 

No. 1 1 No. 21 No. 3 No. 11 No. 21 No. 3 No. 11 No. 21 No. 3 No. 11 No. 21 No. 3 isolate 

o 1513 + + + 

U 1122 + + + + 十 + + + 

C 2177 + + + + 

T2 1409 + + + + + + + + + + + + 

P 1119 + + + + + + + 十 + + + + 

Y 1918 + + + + + + + + + + 十 + 

一T1 1410 + + 

Table 43. Streptomycin に対する抵抗性

Resistance of the isolates to streptomycin. 

代表菌株 Control 0.27/CC 1. 0 7/CC 5.0γ/cc 
Representative 

No. 1 1 No. 21 No. 3 No. 11 No. 21 No. 3 No. 1 1 No. 21 No. 3 No. 1 1 No. 21 No. 3 isolate 

o 1513 + + 

U 1122 + + + + 

C 2117 + + + + + + 

T2 1409 + + + 一 + + + + 十

P 1119 + + + + + + + + + + + + 

Y 1918 
一 十 + + 

T1 1410 + 

Tabl巴 44. Aureomycin 

Resistanc巴 of the isola tes to 

代表菌株 Control 0.047/CC 0.27/CC 
Representative 

No. 1 1 No. 21 No. 3 No. 1 1 No. 21 No. 3 No. 11 No. 21.NO. 3 isolat巴

o 1513 

U 1122 

T2 1409 

P 1119 + + + + + + + + + 

Y 1918 + + + + + + + + + 

T1 1410 



25.0μjcc 

No. 1 ¥ No. 2 ¥ No. 3 

一

+ + + 

+ + + 

+ + + 
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125.0μjcc 

No. 1 \N什 No.3

+ + + 

+ 
ト一一一一一

+ + + 
一一一一一ト一一一一

625.0μjcc 

No. 1 ¥ No. 2 ¥ No. 3 

+ + + 

一

Bac. aroideae の 1 系統，あるし、は変

種とみなされる Gram 陰性梓菌であ

る T2 1409は，やはり 625.0μjcc にお

いても十分発育することが認められた

が， Bac. carotovo仰S にある程度近

いと考えられる C2117は， Gram 陰性

梓菌であるにもかかわらず， 5.0μjcc 

以上の濃度ではその生育が認められず，

また Gram 陽性梓菌については， Bac. 

subtilis である P1119および Bac. subｭ

tilis の特殊な系統あるU、は変種とみな

されるY1918に対しても 625.0μjcc で

は生育が認められなし、ほか，その他の

細菌に対しでも，より一層低い濃度で

その生育が認められなかった。

N07ULINO:;:: ネ。 31Noz: ネo. 3 

他方 Dihydrostreptomycin Sulｭ

fate に関しては， Bac. subtilis である

P 1119およびBac. aroideae の1つの系

統あるいは変種とみなされる T2 1409

は 125.0μjcc でなお生育が認められ，

また Bac. carotovorus にみる程度近い

と考えられる C 2117 も 125.0μjcc で

なお生育が認められたが，供試細菌中

625.0μjcc においては生育の認められ

たものは全くなかった。

に対する抵抗性

aureomyclll. 

107/cc i507/CC お o 7jcc …cω5.07jc 

No. 1 I No. 21 No・ 31No. 11No. 2IN~. 3¥No. 1 INO. 2¥NO. 3\No・ 11No. 21No. 3 防 l\NO. 21No・ 3

汁什 一
トー一一一一 ト一一一一一

三」三一
ト一一一一一

+ + + + + + + + + + + + + 

+ + + + + + + + 
ー一一一一一 卜一一一一一
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またAureomycine Hydrochloride に関しては，実験操作が不十分であったためか， 01518, U 1122, 

Tl1410は Control 区においてもその発育が認められなかったが， Bac. subtilis である P 1119 は Control

区のほか625.0'Yjcc の最高濃度でも発育が認められ，これに対しての抗菌力は認められなかった。

供試細菌は必ずしもさし穂の腐敗をおこす普遍的な病原細菌を十分代表しているものとはし、えないが，

以上の抗菌作用に関する試験結果からみれば， Dihydrostreptomycin Sulfate さらにさし穂に対する薬

害の有無および実際面でどの程度効果的に利用できるか，なお究明してみる必要があると思考される。

ii. さし穂に対する薬害に関する試験

(同試験方法

抗菌物質としては， 殺菌力に関する試験に準じて， Penicillin は Crystallin Potassium Penicillin 

G-Taito を，また Streptomycin は Dihydrostreptomycin Sulfate-Takeda を用い，供試濃度はそ

れぞれ1625pj cc , 1125μjcc， 625~jcc， 125μjcc および 1625γjcc ， 1125'Y /cc, 625'Y /cc , 125'Y /ccになるよ

う殺菌水で、調整すると同時に，殺菌水だけの対照区を設け 1 区 5 本あて無菌の試験管に分注してこれを

用いた。さし穂としては，青島トゲナシニセアカシアの当年生校を 7 月 31 日に採取し， 809五アルコールに

1 分浸漬後さらに800倍のメルグロン液に 1 時間浸潰して殺菌し 1 区 5 本あてを無菌箱で長さ 10cmに穂

作りして，上記試験管にさし穂の下半分が液中につかるよう入れ， 30・Cの定温器内に15日間静置した。

(b) 結果ならびに考察

調査の結果， Crystalline Potassium Penicillin G, Dihydrostreptomycin Sulfate とも殺菌に関

する試験の場合よりはるか高濃度の試験区を設けたにもかかわらず，すべての区において，さし穂、は全く

健全な状態を保ち，薬害も全く認められなかった。この薬害の心配がほとんどないということは，普通の

殺菌剤を用いる殺菌におし、て，かなり薬害がともないやすいのに比べて大きな長所と考えられる。

B. 一時的消毒法による腐敗防止効果

(刻試験方法

土壌消毒lにはホルマリン，さし穂の消毒にはメルグロンを使用し， 3 固にわたってこれら両者の組合わ

せ試験をそれぞれつぎの方法で行なった。

第 1 試験は，さし床土壌として赤土，砂土，畑土の 3 種を選び，さしつけ場所を室内とし，土壌消毒は

風乾状態、に近い土壌にフォルマリン 2%液を土壌水分709百になるまで散布し，これに廷をかけて15日間放

置後廷をとり，土壌を時々援持しながらさらに 9 日間 Gas を拡散させ，他方さし穂の消毒はメノレグロン

0.05%に 1 時間浸渋後さらに殺菌蒸留水で 1 時間洗浄する方法を用し、た。供試樹種は青島トゲナシニセア

カシアとし， 3 月 4 日に前年生枝から穂木を採取貯蔵し，同年 5 月 23日径 6~8mm，長さ 10cm に楕円

型切返し法によって穏作りし， これをメルグロン消毒したものと無消毒のものに分け，また他方さし床は

赤土，砂土，畑士をそれぞれフォルマリン消毒したものと無消毒のものとに分け，これらの組合わせ試験

区を設けた。なお，供試本数は 1 区50本計 600 本とし，またさし床には径18cmの素焼 Pot を用い，殺菌

7.kで、土壌水分を609話に調整してさしつけ， 30日後にその腐敗状況を調査した。

第 2 試験は，屋外苗畑(壌土〉に土壌消毒区，さし糖、消毒区，土壌さし穂、両消毒併用区，対照区の各区

を設け，各区とも1. 5m2とし，それぞれ深さ約30cmの溝で区切り，土壌消毒はフォルマリン 1 区あたり 200

gを 2%に希釈して直接さし床をうち返しながらジョロで散布し，廷でおおい， 18日間放置した。またさし

穂の消毒は 0.2%のメノレグロン液ーに約 1 時間浸漬する方法を用いた。供試樹種は青島トゲナシニセアカシ
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ア(校および種根〕のほか，フサアカシア，イタチハギ，ヤマハギ，ヤマモモ，アキグミ，グズ，オオノぞヤシャ

プシ，ヤマナラシ，クリ，アペマキの計11樹種とし 4 月 30 日および 5 月 1 日に前年生枝より長さ 10cm の

さし秘を採取作成し， I司日さし秘消毒を終わりしだい3cmx4cm の間隔で秘長の3/4の深さにさしつけた。

第 3 試験は，雨およびさし床を通じて病原菌が侵入するおそれのないよう，屋内で径 18cm の素焼製

Pot に土壌を入れたまま高圧殺菌したものをさし床として使用し，土壌水分は60%内外に保持するよう数

日おきに殺菌水をもって補正し 1 区 1 Pot 25本あてさしつけたほか，第 2 回試験の場合と全く同じ組合

わせ試験区を設け，また同じ樹穐を供試樟i種とし，第 2 試験と同時期にさしつけ， Table 47 に記載の時

期に調査を行なった。

(b) 結果ならびに考察

第 1 試験，第 2 試験，第 3 試験の各調査結果は順次 Table 45 , 46, 47のとおりである。

Table 45. 一時的消毒と腐敗率との関係 その 1

室内における Pot 試験の結果

Effect of the temporary disinfection on cutting. No.l 

Rotted rate of the cuttings on pot test at indoor. 

制極 青島トゲナシニセアカシア (Robinia pseudoacacia var. bessonia括的

無 処 E里 1商 毒
Un-treated Disinfected 

無処理 1自 ~主牢主 無Un 処理
Un-treat巴d Disinfected -treated 

t回 土 68% 64% 78% Nursery soil 

砂 土 86 70 88 Sand 

赤 土 62 36 56 Red soil 

Table 46. 一時的消毒と腐敗率との関係 その 2

苗畑における試験の結果

Effect of the temporary disinfection on cutting. No.2 

Rotted rate of the cuttings at nursery. 

結J 種

Species 

青冨下矛子三7ニセアカ

調査時期
Time 

observed 

シア I After 41davs Robinia pseudo哩cacia I L U .~. '.~~J 

var. bessoniana 
青島トゲナシニセアカ

41 

無処理|土壌消毒|さし秘消毒
I Disinfected I Disinfected 

Un.treat巴:d l soil cuttings 

己 62% I 
68 9五

2 2 2 

消 t毒ed Disinfec 

もも%

42 

74 

土壌，さし穂両
消毒Disinfect
ed both soil 
and cuttings 

46 % 

。シア(根ざし) Robinia 
ρseudoacacia var. bes. 
soniana (Root-cutting) 

フサアカシア
Acacia dea!bata 

イタチハギ
Amorρha fruticosa 

33 :|:[:[: 
41 
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Tabl巴 4“6. (つづき) (Co叩n凶nu巴d)

樹種

Species 

ヤマハギ
Lesρedeza bicolor 
var. japonica 

ヤマモモ

Myrica rubra 

アキグミ
Elaeagnus crispa 

グズ
Pueralia hirsuta 

オオパヤシャプシ
Alnus Sieboldiana 

ヤマナラシ
Populus Sieboldii 

グリ
Casta開ea crenata 

アベマキ
Quercus variabilis 

調T査i 時間 無処理 D土is壌inf消ect毒ed ロle

observ巴d Un-treated soil 

33 90 82 

41 72 52 

21 72 58 

33 78 82 

21 96 74 

28 84 38 

21 100 84 

21 100 94 

さs1し1itn穂tflen消cEtS毒ed 土消e壌毒d , さ しnf穂ect両-Disi Di both soil cutt匤gs and cuttings 

92 100 

52 62 

34 12 

100 84 

68 60 

44 30 

98 86 

100 78 

Table 47. 一時的消毒と腐敗率との関係 その 3

室内における Pot 試験の結果
Effect of the temporary disinfection on cutting. No.3 

Result of the pot test at indoor. 

樹

Speci巴s

種 調査時期
Time 

observed 

青島トゲナシニセアカ

シア(枝ざし〉 |After 41days 
Ro必inia pseudoacacia I 

var. bessoniana 
青島トゲナシニセアカ
シア(根ざし) Robinia 

pseudoacacia var. besｭ
soniana (Root-cuttin邑l

フサアカシア
Acacia dealbata 

イタチノ、ギ
Amorρha fruticosa 

ヤマハギ
Lespedeza bicoloヂ
var. .fa.少onica

ヤマモモ
Myrica rubra 

アキグミ
Elaeagnus crispa 

グズ
Pueraria hirsuta 

オオパヤシャプシ
Alnus Sieboldiana 

41 

33 

41 

33 

41 

34 

33 

34 

無処理

Un-treated 

% 
。

12 

96 

20 

76 

60 

56 

80 

100 

土壌消毒
Disinfected 

soi1 

% 
12 

4 

84 

。

48 

4 

60 

88 

16 

l土壌，さし穂両
さし穂消毒 | 
Disinfected !?消毒Disinfect

I ed both soil 
cutt匤gs 1 ;;d -;~tÚ~g~ 

20 

日

88 

。

100 

16 

28 

72 

52 

% [ % 
20 

。

56 

。

100 

20 

ハ 24';'
‘-，ょ

ヲ6

64 、
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Table 47. (つづき) (Continued) 

桔I 種 |調査時期|無処理 i 土壌消毒 さし穂消毒「璽 戸し穂両
Species 

Time I Disinfected Disinfected 消母 Disinfect-
observed I Un-treated I soil cuttlngs ed both SOIl 

and cuttings 

ヤマナフシ 34 Populus Sieboldii 48 40 4 36 

グ リ 21 Castanea crenata 84 80 96 80 

アベマキ
21 72 Quercus vaグia占ilis

80 84 72 

すなわち， Table 46 の屋外で行なった試験結果をみると，グズ，ヤマハギのように土壌，さし秘両消

毒併用区においても対照区よりかえって高い腐敗率を示し，またイタチハギでは，土壌消毒区が対照区よ

り高い腐敗率を示してかるものもあるが，その他の区においては各消毒区とも対照区より腐敗率少なく，

全般的にみて，土壌あるいはさし穂のいずれか一方を消毒するだけでもある程度腐敗率が低くなり，また

土嬢，さし穂両併用消毒によってさらに腐敗が少なくなる傾向が認められる。

屋内で行なった Table 45 の青島トゲナシニセアカシアについての試験結果では，全般的にみて土壌消

毒の効果は認められず，さし穂消毒の効果がある程度認められる。また他方 Table 47 の試験結果では，

青島トゲナシニセアカシアの枝ざし，ヤマハギ，グズのように土壌，さし穏両消毒併用区においても対照

区より泊、えって l句u、腐敗率を示し，またアキグミの土壌消毒区，グリのさし穂消毒区，アベマキの土壌消

毒区ならびにさし秘il!j毒区が対照区より高し、腐敗率を示しているが，全般的にみれば，やはり土壌消毒お

よびさし穂消毒によりある程度腐敗を防ぐことができたようにみうけられる。ただし本試験では，土壌，

さし穂両消毒併川によって必ずしも他の消毒区よりよい結果はえられていなし、。

以上の各試験結果からみて，土壌だけ，あるかはさし穏だけの単独消毒である程度腐敗を防止する効果

が期待できるようにみうけられるが，土壌，さし穂消毒併用の完全消毒では，さらにより以上の腐敗防止

効果があってもよいと考えられるにもかかわらず，必ずしもよい結果ばかりはえられないことはさし木の

腐敗防止上注目すべきことがらである。

と〈に屋内で行なった両試験については，さし床およびさし穏に対して殺菌を行なったウえ，濯水には

殺菌水を用い， 雨およびさし床を通じて病原菌が侵入するおそれがないよう管理しているにもかかわら

ず，その腐敗数はある程度少なくなったとはいえ，依然としてかなりな腐敗率を示してし、る。これについ

ては， さし穂消毒を完全に行なうことがきわめて困難であることにも一部原因がなし、とはいえないが，

Endospor巴をもち最も普通に空中より伝播する能力をもっ Bac. subtilis 等は病原菌としてなお疑問があ

るためさておくとしても ， Fusarium のほかその他のさし木の病原細菌も多少とも空中より伝播する可能

性があることからみて，これらがさし付け後空中から侵入し，腐敗に導いていくものと考えられる。

なお，各試験を通じてとくに注目に価するのは，消毒によって腐敗防止の効果がみとめられ，きわめて

低い腐敗率を示した区もかなり多くみうけられるにもかかわらず，これとは逆に，消毒によってかえって

著しく高い腐敗率を示した区も必ずしも少なくなく，その聞にきわめて大きな乱れがあり，ただですら乱

れの多いさし木成績というものが消毒によって一層乱れやすく，不安定なものとなりやすし、ことである。

これは一時的には殺菌できても，同時にさし床中の菌の括抗状態も破壊されるため，新たにさし床に侵入
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した病原菌，あるいは一部さし穂を侵しはじめた病原菌が同様にすみやかにさし床にまんえんまたはこれ

を占有し，旺盛な腐敗活動をおこすことがその原因ではなし、かと考えられる。

さし穂あるいはさし床が健全な独立個体をも容易に侵犯するような強力な病原菌によって汚染されてい

る場合あるいは椋木に存在する傷口等にすでにかなりな病巣をもっているような特殊な場合には，単なる

一時的なさし穂消毒も必要であることは言をまたないが，普遍的存在性をもった病原菌によるさし穂の腐

敗に対しては，一時的な消毒によって，全般的にみればある程度の腐敗防止効果があるとしても，その反

面前述のとおり，場合によってはかえって著しし、腐敗を招く結果ともなりやすく，これによって腐敗を安

全確実に防止し，安定したよいさし木成績をあげることはむずかしいことと思考される。

C. 永続的防菌法による腐敗防止効果

i. メルクロシ溶液によるさし床の永続的防菌効果

(伺試験方法

従来から一般に用いられた殺菌剤のうち，さきにのべた試験結果より，比較的薬害の心配なく殺菌効果

のすぐれていると思われる殺菌剤としてメルグロン溶液を使用し，永続的な殺菌効果を保つととによって

さし木の腐敗を防ぐ方法について検討するため，下記の各試験を行なった。

すなわち，各種薬剤の殺菌力と薬害，および一時的消毒による腐敗防止に関する試験結果を参考にし，

さし床の水分中に含まれるメルグロシの濃度を異にした数試験区を設け，前後 4 固にわたり，いくぶん異

なった下記の条件下で腐敗防止効果比較試験を行ない，安全確実にその防止効果が期待できるかどうか調

査した。

なお，この間メルグロシは，さし床に施用することによって，その殺菌力がかなり低下するように認め

られたので，さらに，その失効に関する試験を後記の方法にしたがって行なった。

第 1 試験

さし床水分中のメルグロン濃度: Control , 0.025% , 0.05% 

さし穂消毒: 309百エチルアルコールに 1 分間i受潰後，メルグロン 1%液に 1 時間浸漬

さし床の種類:赤土

さし床の土壌水分: 50% 

さし床の設置場所:温度25:1: 3 oC，湿度約855杉の定温室内の木箱

供試樹種と親木，穂木の年齢とさし穂の大きさ:青島トゲナシニセアカシア，親木年齢-11年，穂齢

一当年生枝，さし穂直径 6~8mm，さし穂長さー12cm

きし穂作成法:葉を除き，さし穂消毒した後，下部切口は節直下で惰円形に切り，さらに切返しを行

ない， �-naphthalene" sodium acetate 0.02%液に15時間，無菌のデシケーター内で浸i責処

理

さし付け時期: 6 月 10 日

さし付け深さ:穂長 2/3

さし付け間隔: 2.5cmX 4cm 

管理方法:さし付け後 3 日目ごとに蒸留水で土壌水分を補正

供試本数: 1 区25本

第 2 試験
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さし床水分中のメノレグロン濃度: Control, 0.01% , 0.02% , 0.04% 

さし穂消毒:各試験区とも，さし床水分中の濃度と同じ濃度のメルグロン液に穂木を長いままで 2 時

間i受演

さし床の種類:赤土 4 ，畑土 1 の混合土壌，最大容水量46.5%

さし床の土壌水分: 60% 

さし床の設置場所:屋内木箱

供試樹種と親木，穂木の年齢とさし穂、の大きさは Table 48 のとおりである。

結I 種

Species 

青島トゲナシニセアカシア
Robinia pseudoacacia 

var. bessoniana 

ヤ ーマ ノ、 ギ
Lespedeza bicolor 

var. ;aponica 

グ ズ
Pueraria hirsuta 

ヤマハンノキ
Alnus tinctoria 
var. obtusiloba 

ア キ グ 、、‘ 

Elaeagnus crispa 

コ ウ 、f

Broussonetia Kazinoki 

Table 48. 供試材料

Materials of the experiment. 

|ザ齢|穏齢|さし穏喜Age of parent I I Diameter 0 

tree I Age of cuttings I cuttings 

Cu当tti年ngs生of枝the 
14 6~11mm 

current lwYth ear's 
gro 

8 11 5~7 

q 11 6~9 

l 11 5~8 

7 11 4~1O 

8 11 5~9 

さLceunしtgut穏nhgos 長f 

lOc訂1

11 

11 

11 

11 

11 

さし穂作成法:全樹種とも，さし穂消毒後，下部切口は節直下で楕円形に切り，さらに切返しを行な

い， ",-naphthalene sodium acetate 0.01%液に14時間浸漬

さし{寸け時期: 8 月 27 日

さし付け深さ:穂、長の3/4

さし付け間隔: 2cmX 3cm 

管理方法:さし付け後隔日に水道水補給により土壌水分を609五に調節

供試本数: 1 区40本

第 3 試験

さし床水分中のメノレグロン濃度: Control, 0.05% , 0.1% 

さし穏消毒:各試験区とも，さし床水分中の濃度と同じ濃度のメルグロン液に穂木を長いままで 2 時

問i受漬

さし床の種類:赤土 4 ，畑土 1 の混合土壌，最大容水量 46.5%

さし床の土壌水分: 609五

さし床の設置場所:屋内木箱
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供試樹種と親木，穂木の年齢とさし穂の大きさは Table 49のとおりである。

樹種

Species 

青島トゲナシニセアカシア
Robinia pseudoacacia 

var. bessoniana 

グズ
Pueraria hirsuta 

Table 49・供試材料

Materials of the experiment. 

親木年齢 | 穂 齢 |さし穂直径|
Age of I I Diameter of I 

parent tr田 I Age of cuttings I cuttings I 

| 当年生枝 I I 
14 ICu凶昭s _oft?e I 7~llmm I I current year's I l' -.L.L uuu. I 

I growth I I 

3 1 "  7~10 I 

さし穏長
Length of 
cuttings 

10 cm 

10 

さし穂作成法:下部切口は節直下で楕円形に切り，さらにこれを切り返し. a-naphthalene sodium 

ac巴tate 0.02%1-夜に 8 時間浸漬

さし付け時期 :11月 13 日

さし付け深さ:穂長の3/4

さし付け間隔: 2cmX 3cm 

管理方法:さし付け後隔日に水道水補給により土壌水分を60%に調節

供試本数: 1 区50本

第 4 試験

さし床水分中のメノレグロン濃度: Control , 0.05% , 0.1%，ただし，消失水分の補給には，供試濃度の

メルグロシ溶液を使用

さし秘消毒:各試験とも，さし床水分中の濃度と同じ濃度のメルグロン液に，穂木を長いままで 2 時

間浸漬

さし床の種類: Jl I砂

さし床の土壌水分: 90% 

さし床の設置場所: 250C:!:3 0Cの定温室内の木箱

供試樹種と親木，税1木の年齢，さし穂の大きさは Tabl巴 49 のとおりである。

さし秘作成法:下部切口は節直下で楕円形に切り，さらにこれを切り返し， a-naphthalene sodium 

ac巴tate 0.01%液に18時間浸漬

さし付け時期 :11月 28 日

さし付け深さ:穂、長の3/4

さし付け間隔: 2cmX 3cm 

管理方法:さし付け後隔日に消失水分量だけメルグロンの供試濃度液を補給

供試本数: 1 区50本

メルグロンの失効に関する試験

土壌水分中のメルグロン濃度: 1. 0, O. 5, 0.25, O. 1, O. 05 , O. 025, O. 01，および対照区 0 ，の各%

土壌:比較的失効させにくいと推定される川|砂を用い，試験管内にそれぞれ 50g あて入れ，その土壌

水分は70%とした
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供試病原菌: Bac. aroideae の 1 系統あるいは変種とみなされる T2 1409 

経過期I1n: 2 時間後， 1 日後， 3 日後 6 日後

-101 

供試数ならびに調査方法:各濃度区とも試験管12本分を準備し，上記の各期間経過後，それぞれ試験

管 3 本あてに供試菌を投入し， 1 日静置後，釣菌して斜面培養基に移し，生死を調査した。

'(b) 結果ならびに考察

各試験の調査結果はそれぞれ Table 50~53 のとおり，また砂を用いた場合のメルグロンの失効状態に

ついて調査した結果は Table 54 のとおりである。

Table 50. 土壌水分中のメルグロン濃度とさし木の腐敗 その 1

第 1 試験の結果
Effect of Mercron concentrations in the moisture of test soil upon the rot of cuttings. No.l. 

Result of 1st experiment. 

樹F南 青島トゲナシニセアカシア (Rob仇ia �seudoacacia var. bessoniana) 

土壌水分中のメルグロン濃度 調査時期 供試本数 腐 敗
Rotted 

Conc. of Mercron in the 
moisture of the soil Time observ巴d No. of cuttings Number % 

。 % After 36 days 25 15 60 

0.025 " " B 32 

0.05 " " 23 92 

Table 51. 土壌水分中のメルグロ γ濃度とさし木の腐敗その 2

第 2 試験の結果

Effect of Mercron concentrations in the moisture of test soil upon the rot of cuttings. No.2. 

Result of 2nd experiment. 

土壌水分中の
腐 日文 発 主艮メルグロンj農 本供 試数 Rotted Rootcd 

枝I 種 度(%)
Conc. of 

Species Mercron No.of 8 days I 22 days 8 days I 22 days 
in the cutti・

moisture ngs 
No. I % I No. I % No. I % I No. I % of the soi1 

Control 40 12 30 26 65 1 2.5 

青島トゲナシニセアカシア
0.01 11 l 2.5 17 42.5 。 。 6 15 

Robinia �seudoacacia 
var. bessoniana 0.02 11 。 。 16 40 。 。 l 2.5 

0.04 11 2.5 20 150 。 。

Control 40 40 100 40 100 。 。 。 。

ヤマハギ
0.01 11 38 95 40 100 。 。 。 。

Les�edeza bicolor 
var. ja_ρonica 0.02 " 26 65 32 80 。 。 。 。

0.04 ，ゲ 20 50 24 70 。 。 。 。

Control 40 40 100 (40) (100) 。 。 。 。

グ ズ
0.01 " 10 25 (39) (97.5) 2 5 (2) (5) 

Pueraria hirsuta 

0.02 11 5 12.5 (36) (90) l 2.5 (1) (2.5) 
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Table 51. (つづき) CContinued) 

土壌水分中の

供本 試数
腐 敗 発 ネ艮メノレグロン濃 Rotted Rooted 

核I 種 度(%)
Conc. of 

Species Mercron No.of 8 days I 22 days 8 days I 22 days 
in the cutti. 
moisture ngs 

No. 1 % 1 No. 1 % 1 No. 1 % 1 No. 1 % of the soi1 
タズ
Pueraria hirsuta 0.04 |ω1 7 117. 51C 35) 両川可 01 0

Control 40 40 100 40 100 。 。 。 。

ヤマハン
0.01 11 36 90 40 100 。 。 。 。

Alnus tinctoria 
var. obtusiloba 0.02 11 37 92.5 40 100 。 。 。 。

一
0.04 11 34 85 40 100 。 。 。 。

Control 40 18 45 37 92.5 。 。 。 。

アキグミ 0.01 11 10 25 30 75 。 。 。 。

Elaeagnus cris.βa 0.02 11 9 22.5 28 70 。 。 。 。

0.04 11 11 27.5 30 75 。 。 。 。

Control 40 33 82.5 40 100 。 。 。 。

コ ウ ソ. 0.01 11 9 22.5 27 67.5 。 。 。 。

Broussonetia Kazinoki 0.02 11 8 20 24 60 。 。 。 。

0.04 11 6 15 30 75 。 。 。 。

Not巴:グズは 8 日後および13日後の調査

Puerat匂 hirsuta cuttings were investigated after 8 and 13 days. 

Table 52. 土壌水分中のメルグロン濃度とさし木の腐敗 その 3

第 3 試験の結果

Effect of Mercron concentrations in the moisture of test soi1 upon the rot of cuttings. No. 3-

Result of 3rd experiment. 

樹 種
土壌水分中のメル 供試本数 調査時期グロン濃度 C%) otted I Rooted 

Species Conc. of Mercron No. of Time 

防 1% い。 1%in the moisture 
of the soil 

cuttings observed 

Control 50 
After 27 54 。 。

青島トゲナシニセアカシア 12 days 

Robinia �seudoacacia 0.05 11 11 43 86 。 。

var. bessoniana 
o. 1 11 11 50 100 。 。

Control 50 After 1 

372220011 2 0 

グ ズ
12 days 

Pueraria hirsuta 0.05 11 11 16 

0.1 11 11 36 
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Table 53. 土壌水分中のメルグロン濃度とさし木の腐敗 その 4

第 4 試験の結果

Eff巴ct of Mercron conc巴ntrations in the moisture of test soil upon the rot of cuttings. No. 4 
Result of 4th experiment. 

格i 種 土壌水分濃度中のメル 供試本数 調査時期 腐 買文
グロン (%) Rotted 

Species Conc. of Mercron No. of Time in the moistur巴of the soil cutt匤gs observed % 

青島トゲナシニセアカシア
Control 50 After 56 days 23 66 

Robinia pseudoacacia 0.05 " " 21 42 
var. besso時iana 0.1 " " 34 48 

グ ズ
Control " After 28 days 47 94 

Pueraria htrsuta 0.05 " " 27 54 
0.1 " // 45 90 

Table 54. 土壊中におけるメルグロンの失効に関する試験結果

Result of the experiment on losing efficacy of Mercron in the soil. 

的議院レ I Aft巴r 2 hr. 1 After a day 1After 3 days I Af山由ys

Mr ド0.11 No. 21 No. 31 No. 1 1 No不二1 No. 1 1 No. 21 No. 31 No. 1 1 No;1 No.3 

|+ 1 + 1 +卜 1+1+1+ トトト ~I--:
|-1 -I -1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 1 + 

|-1 -i -1 -1 -1 -1 + 1 + 1 + 1 -1 + 1 

|-1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 + 1 -1 -

1-1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -I -I + I -

|-1 -1 -1 -1 ~ 1 -1 -1 -I -1 -1 -1 -

|-1 -I -1 -I -I -1 -1 -1 -1 -1 -I -

1-1-1-1-1-1-1-1-1-1-1-1-

Table 50 の青島トゲナシニセアカシアについて行なった第 1 試験の結果では，採取，さし付けが 6 月

10日で，未熟穂木を使用したため，各区とも発根したものは認められなかったが，腐敗率は Control 区

の60%に対し，土壌水分中のメルグロン濃度 0.0259五区は32%で防菌効果が認められ，より高濃度の 0.05

%区では，腐敗率929百とかえって腐敗数が多くなっている。
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さきにのべた Table 41 の水溶液中にさしつけた結果て、は，メノレグロン0.05%以上の濃度区において，

殺菌効果が十分で，腐敗したものが全く認められなかったのに対して，本試験結果において 0.025% 区は

もちろん， 0.059百区におし、ても腐敗し，その病原菌が確認されたことからみれば，土壌中においてはメル

グロンの殺菌効果が低下するものと考えられる。また， 0.05%区の腐敗率が Control 区よりかえって高

いことにつし、ては 6 月 10日採取の未熟徳木であったため薬害をうけ，失効後腐敗が促進されたものと考

えられる。

また， Table 51 の第 2 試験の結果をみると，樹種によって腐敗率の最低数値を示した試験区は多少異

なるが，青島トゲナシニセアカシアほか全樹種とも Control 区にくらべ， メルグロン施用区は全区とも

腐敗率少なく，青島トゲナシニセアカシアの0.01%区，グズの0.01%区では発根率も高くなっている。

しかし，他方 Table 52 の第 3 試験の結果では，その調査がさし付け後わずか12日であるにもかかわら

ず，メルグロン施用区は全区とも Control 区より腐敗率高く，ことに青島トゲナシニセアカシアの Con

trol 区の腐敗率54%に対し， 0.1%区で1009百，グズでは Control 区 2%に対して0.1%区が729杉と腐敗率

がきわめて高くなっている。

これは濃度が比較的高く薬害がかなり強くはたらき，その後土壌中においてメルグロンの殺菌カが低下

したためかえって腐敗数がふえたものと考えられる。

以上の結果から，メルグロンは土壌中に施用することによってその殺菌効果がかなり低下し，またある

程度以上の高濃度では薬害がともなうためかえって腐敗率が高くなり，その腐敗防止効果からみた好適ìJr~

度も，樹種，さし穂の充実度，さし木の種類等，さし木の各種条件によってかなりな変動があるようにみ

うけられる。

メルクロンをさし床土壌に施用する場合，その殺菌力が低下する程度は土壌の置換容量の多少に大きく

影響されるものと推定されるが，薬害のおこりにくい条件のもとに，また薬害の心配のなし、範囲内の濃度

で，しかも活着するまでさし床の防菌効果が低下しなし、ようなさし床条件を維持することによって，ある

程度の防菌効果が期待できるとし、えよう。

すなわち，メルグロンの殺菌力を低下させるカのきわめて少なし、さし床を選定するとともに，他方さし

床の殺菌力の低下を補い，その防菌力を維持していく方法を究明することができれば，一層効果的に防菌

効果をあげていくことができるのではなかカ必考えられる。

Table 54 は比較的置換容量の少なし、と推定される砂を用い，土壌中におけるメルグロンの殺菌効果の

減退していく状態について調査した結果で，土壌水分中のメルグロン濃度を0.01%に調製してから 2 時間

後になお殺菌カを維持していたが 1 日後には殺菌力を失ない，また0.0259五で 3 日後， 0.05%および0.1%

で、は， 6 日後に殺菌力がほぼ失なわれている。

Table 53 は殺菌力が低下しにくいと推定される川砂をさし床に用い 2 日目ごとに消失水分量だけメ

ルグロンの供試濃度j夜を補給し，その防菌効果にっし、て調査した結果であるが，青島トゲナシニセアカシ

ア，グズとも0.059五区では Control 区よりは明らかに少ないとはいえ，なおそれぞれ42%， 54%の腐敗

が認められ， 0.1%区では薬害のためいずれも Control 区とほぼ同程度の腐敗が認められる。さし床の殺

菌力の低下は，このように順次メルグロンを補給することによって防げるのではないかと考えられるが，

さし床の土壊の種類によって，その失効程度に大きな差があるので，過不足なく，薬害をも与えず，殺菌

効果が維持できるよう，またさし床土壌が水分過多にならないように補給していくことはかなりむずかし
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いことと思われる。

しかし，さきにのベた Table 41 の試験結果中，メルグロン溶液にさし付けた場合.比較的薬害の心配

がない濃度において十分な防菌効果が認められていることからみて，水耕法， g農耕法，あるし、はこれに近

い方法でさし木を発恨に導く方法が究明されれば，これを準用することによって，腐敗を安全確実に防止

し，その活着成績も大いに向上させることができるのではないかと考えられる。

ii. Streptomycin 溶液によるさし床の永続的防菌効果

(a) 試験方法

Dihydrostreptomycin Sulfate はFusarium に対する殺菌効果は期待できないが，さきにのべた試験

結果から，さし木の腐敗上重要な役割を果たしている病原細菌に対して十分な殺若能力を発揮できるだけ

でなく，薬害に関してはほとんど心配がいらないという点において大きな長所をもっている。とれを用い

て永続的にその殺菌効果が保てるような条件を与え，さし木の腐敗を防ぐ方ì+、につし、て検討するためつぎ

の方法で試験を行なった。

枯f 種

Sp巴ci巴S

青島トゲナシニセアカシア
Robinia ρseudoacacia 
var. besso開iana

ヤ てr ノ、 ギ
Lesρedeza bicolor 
var. japonica 

グズ
Pueraria hirsuta 

ヤマハンノキ
Al抑制s tinctoria 
var. obtusiloba 

アキグミ
Elaeagnus crispa 

コウゾ
Broussonetia Kazinoki 

Table 55. 供試材料

Materials of the experiment. 

親A木ge年of齢 穂 木 D直iameter径of 
parent tree Age of cuttings cuttings 

Cu当ttin年gs生of 枝the 
14 

currgErnot wYth ear's 
6~12 mm  

? " 5~9 

勺 " 6~10 

" 5~10 

守 " 5~8 

8 " 5~11 

長 さ
Length of 
cuttings 

10 cm 

" 

" 

" 

" 

" 

すなわち， Dihydrostr巴ptomycin Sulfate-Takeda を用し、，土壌水分609五中におけるその濃度を，普

通蒸留水中では十分な殺菌能力をもち，しかも薬害の心配が全くないと考えられる 100Ü7/CC になるよう，

屋内の木箱中の赤土 4 ，畑土 1 ，のpH6.2の混合土壌中に濯水調整し，他方比較区として，土壌を 4 気圧

で 1 時間加熱処理した高圧殺菌区および Control 区としてさし穂，土壌とも無処理の区を設けた。樹種

ならびに穂木は Table 55 のとおりとし， 8 月 22~23日に採取作成し， Dihydrostreptomycin Sulfate 

区および殺菌土壌区のさし穂はいずれも Dihydrostreptomycin Sulfate 1000y/cc 液で 6 時間浸漬殺菌，

また Control 区は無消毒のままとし，各区とも40本あてさし付け，さし付け後 Dihydrostreptomycin

Sulfat巴区は 100Ü7/CC 液，殺菌土壌区は殺菌水， Control 区は水道水を用いて 2 日目ごとに消失水分量

(平均して土壌水分量の約1/7) だけ濯水し，土壌水分を6M杉に補正した。
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(b) 結果ならびに考察

さし付け後 9 日自に抜きとり調査をした結果は Tab!e 56 のとおりである。

Tab!e 56. Dihydrostreptomycin Sulfate のさし床施用による防菌効果
Preservative effect of Dihydrostreptomycin Sulfate applied in the cutting bed. 

枯t 区

Species 

青島トゲナシニセアカシア

Robinia ρ'seudoacacia 
var. bessoniana 

種 試 供試本数 腐敗
Rotted 験

P!ot No. of I 
cuttings I No. I % 

40 I 21 I 52.5 Contro! 

高圧殺菌， High-pressure steri1ization " 18 I 45 

Dihydrostreptomycin Su!fate 20 50 " 
ヤマハギ

Les�edeza bicoloグ
var. Ja，ρonica 

グ

P叫eγaria hiγsuta 

Contro! " 40 I 100 

高圧殺菌， High-pressure steri1ization " I 40 I 100 

ズ

Dihydro唱treptomycin Sulfate 

C心ntro! " 40 I 100 

" I 40 I 100 

高圧殺菌， High-pressure steri1ization " 40 I 100 

Dihydrostreptomycin Su!fate " 40 I 100 

ヤマハンノキ

Al持制:s tinctoria 
var. obtusiloba 

Contro! " 40 I 100 

高圧殺菌， High-pressure steri1ization " 40 I 100 

Dihydrostreptomycin Sulfate " 40 I 100 

ア キ グ

Elaeagnus crls�a 

コ ウ

Broussoneita Kazinokl 

Contro! 甘
同

" 
高圧殺菌， High-pressure steri1ization 

Dihydrostreptomycin Su!fa te 

" 
" 

ゾ
Contro! " 38 95 

高圧殺菌， High-pressure steri1ization 

Dihydrostreptomycin Su!fa te 

33 82.5 " 
" 36 90 

すなわち，さし穂が病害をうけやすし、時期でもあったが，さし付け後わずか 9 日の短期間でヤマハギ，

グズ，ヤマハンノキは全区ともさし穂は 1 本残らず腐敗し，さし床の高圧殺菌および Dihydrostreptomy

cin Su!fate 施用の効果は全く認められず，アキグミでは，その施用区が高圧殺菌区と同様 Contro! 区

よりかえって高い腐敗率を示し，青島トゲナシニセアカシア，コウゾに対しても，腐敗防止効果が認めら

れなかった。

木試験開始後5 日目ごろにはさし床が強い臭気を発生していたことからみても， Dihydrostreptomycin 

Sulfate は土壌中に施用することによって土壌と反応し，その殺菌力が著しく低下するものと考えられた。

また，この試験に関連して，試験管内で， 土壌その他石英砂等にその絶乾重量とほぼ同量の 200(}y/cc の

Dihydrostr巴ptomycin Sulfate を加えて， 1 日後， 2 日後 3 日後， 4 日後に抵抗力の比較的強い Bac.

subtilis である P 1119 を投入し，その殺菌力の失効の程度を調査した結果 1 日後にはすでに全く殺菌
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力を失なってし、ることが認められた。またさらに，この試験に準じて引きつづきさし床にJII砂，石英砂を

用いて行なった試験については記載しなかったが，その結果も全く同様きわめて短期間に全区ともほとん

どが腐敗し，防菌効果を認めることができなかった。

Dihydrostreptomycin Sulfate は高温ほど失効しやすく，本試験が高温時であったため，その失効が

促進されたとも考えられ，また失効に関係深いさし床の pH により，あるいはまた，さし穂そのものとも

ある程度反応して失効するのではなし、かということにつかてもなお検討の余地があるが，以上の結果から

みて， Dihydrostreptomycin Sulfate を土壌中に施用する場合は殺菌カが著しく低下しやすく，その防

菌効果はまず期待できないことが明らかになった。しかし， Dihydrostreptomycin Sulfate は腐敗上重

要な役割を果たしている腐敗病原細菌に対して殺菌能力を十分発揮できると考えられるだけでなく，薬害

に関してはほとんど心配がいらないとし、う大きな長所をもっており，さし穂の活着まで，とれを用いて効

果的な防菌方法を行なうことができれば，そのさし木成績は著しく向上するのではないかと考えられる。

したがって，メルグロンの場合と同様水耕，際耕，その他殺菌力を低下させないような方法について究明

してみる必要があるものと思う。

2. 傷口における菌遮断による方法

さし穏には病原菌の侵入口となりうる傷口が多く，床面より下部に位置する下半部の傷口からはよく侵

犯されるが，とくに下部切断部位がさし木病原菌の最も重要な侵入口であり，また生理上また発根上もき

わめて重要な部位であることについてはさきにのべたとおりである。活着するまで，さし穂、の下部切断面

を，あるいはまたさらに下半部の傷口面をも保護することによって，さし床を通じて侵入しようとする病

原菌を阻止することができれば，活着成績は大きく向上されるものと推定される。

その方法としては， 機械的に侵入を阻止する方法と，殺菌剤を塗布して防ぐ方法とが考えられるが，

いずれの場合もなるべくさし穂の水分吸収と呼吸作用は阻止しないことが望ましく，また殺菌剤を塗布す

る場合は，さらに殺菌効果が低下しにくく，薬害もないことが必須の条件となるので，実際に効果的な方

法を究明していくことは必ずしも容易ではない。

後述のとおり，有機質の少ない赤土などのさし床は，普通の畑土のさし床にくらべて腐敗回避上効果的

で，この意味から赤土を客土することはさし穏を腐敗からまもるうえに大いに役立つものといえるが，と

くにさし床からの病原菌の侵入を機械的に遮断するという意味からみるならば，従来から行なわれている

赤土を用いる因子ざしについて検討してみる必要があると考えられる.

団子ざしは菊のさし芽に用いられる代表的なさし木方法で，スギのさし木においてもしばしば行なわれ

好結果のえられるとともたびたび報告されているが，これはさし穂の腐敗防止というととのほか水分祷給

によるさし穏の乾燥防止という面がかなり重要視されているようである。

細菌は同一菌株でも培養条件等により菌体の大きさには大きな変異がみられるが，さし穂、から分離され

た病原細菌および Fusarium の代表菌株についてその大きさを調査した結果は Table 14 および Table

16 のとおりである。すなわち，菌体の幅は 0.7μ，長さ O. 旬以上のものが多く ， Fusarium の菌糸および

胞子ではさらに大きいが， Bac. caroto世orus ではないかと考えられる C2117は0.2~0.9μX2.8~7.4μで、菌

体の幅が最も小さく，また Bac. aroideae の l 系統あるいは変種と考えられる T2 1409 はO. 7~1. 1μXO.9 
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~1. 9，μで，菌体の長さで最も小さい。

国際土壌学会によってきめられた粘土の粒径は 2μ 以下であるから，これらの菌の大きさからみれば，

粘土の多く含まれた赤土をこねて用いた団子ざしは，不十分ながら病原菌のさし秘傷口への侵入をある程

度機械的に阻止するのに役立つものと考えられる。

機械的遮断による方法としては，この赤土の団子ざしのほか，水分補給およびH子 l妓作用をさまたげると

いう意味において難点が認められるが，病原菌の侵入を完全に遮断できると思われる Pitch 等を塗布す

る方法についても試験を行なった。

また他方，殺菌剤をさし穏に塗布して病原菌の侵入を防ぐ方法としては，薬害少なく，しかもさし秘病

原菌に対して十分な殺菌効果のみとめられたもののうち，比較的塗布剤として用かやすい石灰ボルドー液

による塗布消毒および抗菌物質の軟膏塗布について試験を行なった。

A. 機械的遮断による方法

i. 団子ざしの腐敗防止効果

(a) 試験方法

1Jl<試樹種として青島トゲナシニセアカシアおよびスギ(品種ーミネヤマジロ〕を選び，さし付けは，前

者が 5 月 6 日，後者は 5 月 7 日のいずれも新芽の活動しはじめた比較的腐りやすい時期とし，青島トゲナ

シニセアカシアは前年生貯蔵枝の径 6~15mm のものを長さ 10cm で節直下を，またスギはさし木前日に

採取した前年生枝の下部直径 6~15mm のものを長さ 15~25cm とし，ともに楕円型切返し法により穂作

りして用いた。

試験場所は関西支場構内の苗畑，さし床は畑土とし，試験区は，因子ざし区のほか後述する石灰ボルド

ー液による塗布消毒区，比較のための土壌消毒区および全く無処理の対照区を設け，青島トゲナシニセア

カシアは各区とも 1 区25本とし，繰返し 2 回，スギでは各区とも 1 区25本とし，繰返し 3 固とした。

団子ざし区は，同苗畑内の地下 50cm の赤土層から得られる有機質のほとんど認められなか赤土で，さ

し穂の下部切口を径 3~4cm の団子状に包み，石灰ボルドーi夜塗布区は硫酸銅 90g，生石灰 90g， 水 21

で調製した石灰ボルドー液にさし穂の下半分を浸漬塗布し，それぞれ穂長の下半分が地下に位置するよう

さし床に埋めた。また，土壌消毒区はさし付けを行なう 20日前に，ホルマリン 0.2% 液を土壌を擾梓しな

がら濯注し，菰でおおい， 10日後および15 日後に捷持し，さし絡は無処盟のまま，対照区は，さし床およ

びさし穏とも全く無処J_1]1のままとし，いずれも下半分が地下に位置するようさし付けた。なお，さし{寸け

後はいずれも日おいおよび防風の目的で側面と上面をよしずでおおい， さらに乾燥時には濯水を行なっ

7こ。

(b) 結果ならびに考察

青島トゲナシニセアカシアについて同年 6 月 22 日 (47日目)，スギについて同年 9 月 17 日 (128日目〉に，

それぞれ調査した結果は Table 57 のとおりである。

土壌消毒についてはすでにのべたが，本試験では青島トゲナシニセアカシアおよびスギの両さし木にお

いてその腐敗防止効果が認められず，発根率もよくなし、のに対して，団子ざしでは，青島トゲナシニセア

カシアにおいて腐敗防止効果がわずか認められ，スギにおいては腐敗率は Control 区にくらべその半分

以下ではるかに低く，発根数は Control 区の計 3 本に対し団子ざし区35本で良好な結果を示している。

しかし，団子ざしをその後数回にわたって実行した結果，青島トゲナシニセアカシアでは，必ずしもそ
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Table 57. さし穂の傷口における菌遮断による腐敗防止効果

Effect of the prevention against pathogenic irruption through the wounds of cuttings. 

1対 種 試 験 区 供試本数 腐Rotte敗~5c I 発Roote根d 
No. of 

Species Plot cuttings 
No. I % I No. I % 

Control 
No.l 25 21 84 3 12 

No.2 fI 20 80 3 12 

青島トゲナシニセアカシア 土壌消毒 No.l fI 19 76 5 20 

Robi開ia pseudoacacia Sterilized soil No.2 fI 22 88 2 8 
var. bessoniana 

団子ざし No.l fI お件 5 20 

(After 47 days) Earth ball cutting No.2 fI 16 9 36 

石灰ボルド-j夜塗布 No.l fI 22 88 3 12 

oArdpEpa lied with 
Bordeaux mixture No.2 " 22 88 l 4 

No.l fI 

1111114 1 8 

56 2 B 

Control 
No.2 fI 44 l 4 

No.3 fI 72 。 。

土壌消毒
No.l fI 17 

6688440 1 3 

。

ス ギ Sterilized soil No.2 fI 16 4 

Cryptomeria japonica No.3 fI 21 。

団子ざし
No.l fI 5 20 15 68 

(After 128 days) 

Earth ball cutting No.2 fI 4 24 12 48 

No.3 " 日 32 8 32 

石灰ボルド-j夜塗布
No.l " 17 68 。 。

BoArdpepi lied with 
No.2 " 11 44 2 8 

aux mixture 
No.3 fI 13 52 l 4 

の効果が認められるとはいえないし，またスギにおいてもその効果の認められない場合もあった。なお，

これら以外の樹種について団子ざしを行ない， Control 区と比較した結果でsも，やはり腐敗防止効果の認

められた場合のほうがいくぶん多かが，他面かえって腐敗率を高くした場合も決して少なくなかった。

このように，団子ざしが腐敗防止上効果的な場合も認められるが，その効果は，さし床土壌および因子

に用いる赤土の種類によっても当然異なるほか，樹種によって異なり，また同一樹種でもさし木の条件に

よって異なるのではないかと考えられる。

すなわち，スギの穏木のように蒸散量の多いものや，採取時期，さし穏作成法等に関連し萎凋しやすい

条件のものをさし穂に用いる場合，また乾燥しやすい条件のところにさし付ける場合には，水分不足によ

り穂、木の正常な生理活動が害され，このため穂木の発根力が低下するだけでなく，穂、木の抵抗力，ひいて

は腐敗率も影響を受けやすし、。このような場合，団子ざしによる水分供給という意味から，結果的に腐敗
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防止効果のあがることも考えられる。

また，比較的腐敗しやすい樹種，あるいは同一樹種でも比較的腐敗しやすい条件のさし穏や，その他腐敗

しやすいさし木条件でさし木を行なうときほど因子ざしの効果があらわれやすいのではなし、かと考えられ

る。

ii. Pitch 塗布による方法

(a) 試験方法

供試樹穫は青島トゲナシニセアカシア，イタチハギ，ヤマナラシ， グワ(種類ーロソウ)， ネグンドカ

エデとし，岡山分場の壌土からなる 11号首畑に，幅 1m，高さ約 10cm の平床を設け，各樹種とも当年生

の比較的充実した新枝を用い Table 58 の条件のもとに節直下を楕円形切返し法によって穂作りし，さ

し付け深さは穂長の2/3とし，つぎのような松根 Pitch 塗布区，および無処理の Control 区を設けて，

そのさし木の腐敗防止効果について比較試験を行なった。なお，ヤマナラシ，グワは塗布処理にさきだっ

て， �-naphthalene sodium acetate 0.029G液により，前者は12時間，後者は24時間，それぞれ発根増

進のための浸j責処理を行なった。

結f 種

Species 

青島トゲナシニセアカシア
Robinia pseudoacacia 
var. bessoniana 

イ タ チハギ
Amoゆha fruticosa 

ヤ 司< ナ フ シ

POρulus Sieboldii 

グ ワ

Morω Lhou 

ネグンドカエデ
Acer Negundo 

Table 58. 供試材料

Materials of the experiment. 

親A木ge年of齢 さし穂、直径
Diameter of 

parent tree cuttings 

10 6~8 mm  

2 6~8 

10 4~6 

? 8~10 

10 6~8 

Lさeしng穂th長oさf 供N試o.本of数
cuttings cuttings 

100 

15 100 

15 100 

20 50 

20 50 

すなわち，松楳 pitch 塗布区は，松根乾留の際得られた Tar を 200~2400C で処理し，残ったいわゆ

る Pitch に石灰を約1/3混合したものを加熱溶解しながらさし穂の下部切口からそれぞれ約 1cm の範囲

内に塗布し，他方 Control 区は無処理のままとし，青島トゲナシニセアカシア-9 月 9 日， イタチハギ

-9 月 12日，ヤマナラシ-9 月 14日，グワ(種類一戸ソウ)-9 月 16日，ネグシドカエデ-9 月 16日，にそ

れぞれ採取およびさし付けを行ない，乾燥を防ぐためよしず 1 枚で日おいをし，また床面が乾燥のため白

くならないよう適宜潅水した。

lb) 結果ならびに考察

さし付け後， 30 日， 40 日， 50日にそれぞれ発芽状態および新芽の萎凋の有無からさし木成績を比較調査

した結果は Table 59，またさし付け後50日目に掘り取り，精密調査を行ない， これを取りまとめた結果

は Table60のとおりである。
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発芽したものに関する調査結果

Effect of the preservation with application of the pitch on lower end of the cuttings. No. 1 

Result, indicated by the growth of new sprout. 

その 1Table 59. 

川
明
「u
オ
h
q濁
簿
作
内
δ

ヨ
』
汁
仙
叫
』
H
q
困
臨
時
(
地
割
1
3

ー
ロ

H
|

供試本数 After 30 days After 40 days After 50 days 新芽の伸長
移j 種 試験区

No.of 
萎凋 健全 計 計 萎潟[健全 i 計

Growth of 
Species Plot cuttings new 

Droop Survival Total Droop I Survival Total Droop I Survival I Total sprout 

青島トゲナシニセアカシア
% 9百 % % % % % % % 

Control 100 6 74 80 31 49 80 47 33 80 Good 
Robinia pseudoacacia 

var. bessoniana Pitchi塗ed布 I
100 73 74 16 58 74 28 46 74 

wAith pppl itch Poor 

イ タチハギ Control 100 9 85 94 29 65 94 38 59 97 

Amorρha jruticosa Pitch 塗ied布 I
wAith pppl itch 

100 3 93 96 16 80 96 24 72 96 poor 

ヤマナラ γ Control 100 48 41 89 84 5 89 84 6 90 

POρulus Sieboldil Pitchp塗lid布 I
witAh P pitch 

100 34 60 94 64 30 94 81 13 94 Good 

グ ワ(ロソウ〉 Control 50 14 74 88 28 60 88 36 52 88 Good 

M抑制 Lhou Pitch 塗ied布 I
Appl 50 4 76 80 18 62 80 28 54 82 Not very 

with p pitch satisfactory 

ネグシドカエデ Control 50 2 22 24 4 20 24 4 20 24 Excellence 

Acer Negundo Pitch 塗ied布 I
I 20 I wAith pppl itch 

50 。 20 20 2 18 2 18 20 Poor 
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さし穂切断面の Pitch 塗布による腐敗防止効果

腐敗ならびに発根に関する調査結果 (50 日後〉

Effect of the pres巴rvation with application of the pitch on lower end of cuttings. No. 2 

Result, obtained by th巴 comparison of rotting and rooting ( after 50 days). 

その 2Table 60. 

骨
骨
川
祢
刊
丹
柵
滞
緬
割
当
哨
閃
醤
神
崎

灘
区
切
l
叩

供試本数 腐 ~j( 健 全 腐敗部 d位 発Pa根rt r部oot位ed 
H鋹 干重 試験区

Rotted Survival Part rott巴

No. of 
未発根 発根後 計 下端部 下E端x部ce以pt外 完全腐敗 下Lo端w部巴r 下E端x部ce以pt外Species Plot cuttings 計 Rotted Un- Lower 
rooted Rooted Total rooted I Rooted Total end 

for low巴r com・ end for lower 
end pletely end 

% % % % % % % % % % % 
青島トグナシニセアカシア Control 

100 61 。 61 38 39 2 。 59 38 。

Robinia ρ'seudoacacia 
var. bessoniana 

wPAiittcph hppl塗iietdc布: 1 100 44 。 44 25 31 56 20 。 24 31 。

イ タチハギ Control 38 。 38 21 41 62 6 6 26 24 17 

AmorPha fruticosa Pitch i塗巴d布 I 
lied I 100 24 。 24 28 48 76 。 12 12 44 4 

wAitph p pitch 

ヤマナラシ Control 94 。 94 5 l 6 10 。 84 。

POρulus Sieboldii Pitchi塗ed布 I
Aoolied I 100 87 。 87 12 13 18 l 68 。

witph p pitch 

グ ワ(ロソウ〉 Control 50 36 。 36 22 42 64 10 。 26 18 24 

Morus Lhou Pitch 塗i巴d布 I
wAitph ppl itch 

50 24 2 26 26 48 74 2 18 8 29 21 

ネグンドカエデ Control 50 14 20 34 6 60 66 28 。 6 42 38 

Acer Negund Pitchl塗ed布 I
wAitph ppl itch 

50 2 。 2 32 66 98 。 。 2 66 。
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乾燥がさし穂萎凋の直接の原因とならないようその管理に注意したが，塗布剤として水分および空気を

も全く透過させない Pitch を用いた関係上， Pitch 塗布区ではさし穂の生理活動が少なからず限害され，

再生九ひいては病原菌に対する抵抗力がある程度低下するのではないかと考えられた。しかし直接乾燥

で枯死したと認められるものは全くなく，また枯死の唯一の原因と考えられた腐敗についても，各樹種と

も Pitch 塗布区のほうが腐敗率が低い。

新芽の伸長力についてみると， Table 59 のとおりヤマナラシを除き各樹種とも明らかに Control 区よ

り Pitch 塗布区のほうが劣っているが，発芽率におかては30日後 40日後 50日後の調査結果でもわか

るとおり，各樹種をli1lじて両区間にはほとんど差が認められない。またさらに，各樹稜とも， Control 区

より Pitch 塗布区が下部切口閉鎖のため水分補給の条件が悪いと考えられるにもかかわらず， 発芽後萎

凋したものがかえって少なく， ここにおいても Pitch 塗布は腐敗防止上効果があるものと認められた。

そしてこの新芽萎凋が Fusarium によるものでなく，またさし穂の地上部のいずれの部分の病徴よりも

さきだってあらわれている状態から，下部腐敗による第 2 次的な萎凋とみうけられた。また，この50日後

の腐敗ならびに発根に関する Table 60 の結果では， Pitch 塗布区は各樹種とも健全率が高く，イタチハ

ギ，ネグシドカエデ，クワでは Control 区にくらべて Pitch 塗布区の発根率も高いが， しかし一般に健

全率が高いにもかからず， そのわりに発根率は高くなく， 青島トゲナシニセアカシアでは， その発根率

は Control 区の 38% に対し， Pitch 塗布区はまだ31%しか発根せずかえって低い。しかし未発根ながら

健全を保っているものは， この青島トゲナシニセアカシアでは Control 区 1%に対して， Pitch 塗布区

259百ではるかに多く，その他各樹種とも Control 区より Pitch 塗布区に多いことからみれば，青島トゲナ

シニセアカシアにおいても， Pitch 塗布区では 50 日後以降なお発根率の向上が Control 区以上に期待で

き， Control 区よりかえって高い発根率に達することも想像されないことはなく，その他の樹種について

も Pitch 塗布区の発根率はさらに向上するのではないかともかんがえられる。

このように Pitch 塗布区は健全数が多いにもかかわらず，発恨率がそれほど高くなかのは，新芽の伸

長が Control 区より遅れていることからもうかがえるように， Pitch 塗布によって再生力がある程度お

さえられているためではなし、かと考えられる。

ただ，発根部位について調査した結果では， Control 区にくらべて Pitch 塗布区のほうが下部切口か

らの腐敗が少ないだけでなく， Pitch をつき破り下部切口函から発恨してし、る率が多く，下端部以外だけ

から発根したものの率がかえって少なくなってし、ることは興味深し、。

これは Pitch 塗ずliによって，切口面からの水分あるいは円安素等を遮断するため，さし穂全体からみれ

ば再生力がある程度目11害されるかもしれないが，最も発根能力の強か下部切口面は，乾害とまではし、かな

いまでもたえず土壌からうける不安定な条件の影響，あるし、は腐敗とまでいかなかまでも切口面に対する

腐敗菌の侵犯等による発根阻害から保護されたためでないかと考えられる。

この試験結果は，水分および酸素をも全く透過させない Pitch を塗布剤として用いて行なったもので

あるため，そのさし木成績は必ずしもよし、とはいえないが，以上の結果からみると， Pitch 塗布の病原菌

の侵入を阻止する力は，これが及ぼすさし穏生理活動に対する阻害を十分補うほどのものであり，またさ

し穂の生理活動を阻害するとはいえ，発根上重要なしかも腐敗しやすい下部切口を不利な条件から保護し，

この部分からの発根をかえって良好にする効果もある程度期待することができょう。

したがって，もし病原菌の透過だけを防ぎ，水分および酸素の透過等が可能で，さし穂の生理活動を阻



-114- 林業試験場研究報告第 165 号

害することなく，しかもさし床中においても効果を失なわなし、安定な塗布物質を究明するととができれば，

これをさし穂の切口部分あるいは全面に塗布することによって，腐敗を効果的に防ぎ，発根成績を著しく

向上させることができるのではないかと考えられる。

B. 殺菌剤による塗布消毒

i. 石灰ボルドー液による塗布消毒

(伺試験方法

試験は，樹種その他やや異なった条件のもとで，下記のとおり前後 3 回にわたって行なった。

第 l 試験

青島トゲナシニセアカシア，フサアカシア，イタチハギ，アキグき， グリ(シパグリ)， アペマキにつ

いて行ない，親木年齢，採穂、時期は Table 61 のとおりとし，穂木はさし付け時期まで 15'C土30C の穴

蔵内に貯蔵した。

さし穂は，いずれも前年生枝を長さ 10cmに穂作りし， a-naphthalen巴 sodium acetate 0.02961-夜で24

時間浸i責処理〈フサアカシアだけは無処理〉をした後，石灰ボルドー液塗布区と Control 区を設け， 1 区

50本あてとし 5 月 27 日岡山分場内の赤土のさし床に間隔 4cmx10cm，秘長の約 2/3の深さにさし付け

た。また，さし付け後は，よしず 1 枚で日おいをし，床面が乾燥のため白くならない程度に適宜J濯水した。

なお，石灰ボルドー液は硫酸銅4.5g，生石灰9.0g，水520ccのほかコロイドカルシウム1. 0gを加えた配

合とし，これにさし穂を30秒間浸潰した後 1 時間陰干し，他方 Control 区もこれに準じ水道水に浸漬後

陰千を行なった。

Table 61. 供 [j;t 材 料

Materials of the experiment. 

桔f 種 親Age木年齢 採取時期 さし穂直径
of par巴nt Diameter of 

Species tree Date slipped cuttings 

青島トゲナシニセアカシア
Robinia ρ'seudoacacia 14 Feb. 4~6 mm  

var. bessoniana 

フサアカシア 11 Apr. 11 4~8 
Acacia dealbata 

イ タ チ ノ、 ギ 2 Mar. 9 4~6 
AmorPha fruticosa 

ア キ グ 7 ワ Apr. 10 4~8 Elaeagnus crispa 

グ リ(シパグリ〕 12 甲 Apr. 11 4~8 
Castanea crenata 

ア J、、 ーマ キ ]an. 25 4~8 
Quercus variabilis 10 

第2 試験

ヤマハギについて行なったもので 2 月 13日に 3~4 年生の親木から直径 5~7mmの前年生枝を採取

し，長さ 10cmに穂作りした後，直ちに石灰ボルドー液塗布を行なうとともに，他方 Control 区を設け，

1 区50本あてとし，木箱内の土壌水分約5096の赤土に間隔2.5cmx5cm，穂長の約3/4の深さで同日中にさ
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し付けた。また，さし付け後は温度17'C:t3・Cの定温ガラス室内に入れ，毎日秤量法により土壌水分を50%

に調整した。なお，石灰ボルド-)夜の配合は，硫酸銅 4.5g，生石灰9.0g，水360cc，コロイドカルシウム

3.0g としたが，その他処理区， Control 区とも第 1 試験に準じて行なった。

第 3 試験

この試験は青島トゲナシニセアカシアの根ざしについて行なったもので， 12月中句 1 年生さし木首から

直径4~6mmおよび 6~8mmの種根を採寂し，屋外赤土中に埋蔵貯蔵したものを 4 月 8 日にとり出

し，いずれも長さ 8cmに調製した後直ちに石灰ボルドー液塗布を行なうとともに，他方 Control 区を設

け， 1 区50本あてさしつけた。さし床は岡山分場の埴壌土からなる畑土とし，間隔 4 cmx10cm，種根の

上端0.5cmを露出させるよう同日中にさし付け，さし付け後はよしず 1 枚で日おいをし，床面が乾燥のた

め白くならない程度に適宜濯水を行なった。

なお，石灰ボルドー液の配合は硫酸銅4.5g，生石灰9.0g，水360cc とし， これに10分間浸漬後12時間陰

干を行ない， Control 区は水道水を用し、てこれと同じ操作を行なった。

(b) 結果ならびに考察

第 1 ，第 2 ，第 3 の各試験結果はそれぞれ Table 62, Table 63, Table 64 のとおりであるが，この

ほか団子ざしおよび土壌消毒との比較に関する試験結果は， Table 57 に前述したとおりである。

Table 62. 石灰ボルド一被によるさし穂の塗布消毒の効果 その 1

第 1 試験の結果

Effect of th巴 application of Bordeaux mixture for the disinfection of cuttings. No. 1 
Result of the 1st experiment. 

供試本数
After 15 days After 30 days 

桔f 種 試験区 発建|腐敗|発品 乏nat莞日-1 腐Rott敗ed|| R発oot根ed No. of GElaEtremd l-Rotted Roo 
Species Plot cuttings 

No.1 % INo.1 % INo.1 % No.1 % INo.1 % INo.1 % 

ァ ンニア Control 1 50 1 ヤ 1-1-1-1-1-1-1~1%ln 卜4
Robinia pseudoacac� 

主at!d 1 " 1 43 1 86 1-1- 卜卜卜卜卜5130 135170 
var. bessoniana 

フサアカシア Con凶

Acacia dealbata 

之aA品 1 " Iレ1 1卜21い3鈴十61十|卜7十 卜 |卜1/卜2/十巾判川卜ト川川5戸ペ刊吋?刊十十巾|卜トいlω100∞O 卜 卜
イタチハギ Control 1 "ト01叶 -1-1十o 卜01ω01214145/90
Amoゆha fruticosa 

之a品 1 " 150 1 100 卜卜 140 180 150 1 100 トトド
アキグミ CωO叩n此t凶

l 
庁 卜21卜ト2μ41卜28巾判|卜ド川5臼イ6イ1-1 卜21卜2μ4十41十l卜4ωペ十01十l卜8十O

Elaeagnus crispa 

えa~d 1 " 1 31 61 35 1 70 卜卜ト 1 12 1 45 卜01- 卜
ωょう二;LFicontrollH 卜4 卜81 9/18/-/ ドイ 70./34/ 十一
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Table 62. (つづき) (Continued) 

After 15 days After 30 days 

桔I 種 試験区 供試本数

乏nEUJ吋T1|R腐ott敗ed |l R発oot根ed 1n1Eはv芽吋. |1 R腐ott敗ed || R発oot根巴dNo. of 
Species Plot cuttings 

N叶% [No.[ % [No.[ % ~% jNO.[ % [No.[ % 

Quercus variabilis 

1品 1 11 卜5 卜01 91 18 トト|市卜~トト
Icontrol 1 庁ト5130 1 17 1 34 1-1 イ 18 1 36 卜81 76 1-1-
Aat~d 1 11 ト61 臼 1 24 1 十卜 123146144\ 十卜

アペマキ

Table 63. 石灰ボルドー液によるさし穂の塗布消毒の効果 その 2

ヤマハギのさし木に関する結果

Effect of the application with Bordeaux mixture for the disinﾍEiction of cuttings. No. 2 
Result of the experiment on Lespedeza bicolor var. ja.ρonica cutting. 
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After 30 days 
試験区 供試本数

塗布消毒
Treated 50 

LLia 

1 8 ¥16 

司 60

Plot No. of 
cuttings 

Table 64. 石灰ボルドー液によるさし穂の塗布消毒の効果 その 3

青島トゲナシニセアカシアの根ざしに関する結果

Effect of the application with Bordeaux mixture for the disinfection on cuttings. No. 3 

Result of the experiment on Robinia pseudoacacia var. bessoniana root cutting. 

t叶 A山\!山| After 4 months 
種根の直径 試験区 供試本数

month I months I months 

Diameter Plot No. of えUUH2U「 || え'-..11，;...1.骨w子r- I え~~<互m1-1 ~乏LAJAAAfA || R腐otte敗ã I~芝日豆uu:Bu吋uLU:U 
of roots cuttings nated I nated I nated I nated I nv..~~ I and rotted 

No. [ % [No. [ % [No. [ % j No. [ % [No. [ % [ No. [ % 

50 6¥ 13¥ 261 14¥ 28\ イ 361 32 1 ペ 18 1 36 
2~4 mm  

T塗r布ea消te毒~I 11 6112\ ペペペペベ 50 \ぉ 1 50 ¥ 25 1 50 

11 7¥ 141 221 441 ペペベペペペ 19 1 38 
4~6 mm  

11 71141 24 1 ペペ 42 1 イ 441 281 561 22 I 24 Treated 
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硫酸銅，生石灰を 3 対 1 の割合で配合作成した石灰ボルドー液は， Table 41 に前述したとおり，メルグ

ロン液とともにさし秘に対して比較的薬害少なく，腐敗防止効果のあるものと認められたが，ここでは塗

布剤として用いるため，塗布に使利なよう第 1~第 2 試験では，硫酸銅，生石灰を 1 対 2 の割合，また団

子ざしおよび土壌消毒との比較に関する試験では，それぞれ 1 対 1 の割合で配合したものを用いて試験を

行なった。

Table 57 の結果によれば，石灰ボルドー液塗布区は，青島トゲナシニセアカシアの場合，腐敗率は対

照区よりわずかに多く，発根率はわずかに低く，その効果は認められず，またスギについても，腐敗率，

発根率の点からみてやはり効果あるものとは認められない。

また， Table 62 の試験結果についてみれば， 腐敗率は，青島トゲナシニセアカシアがさし付け後30 日

目の調査において，対照区46%に対し塗布消毒区が30%，またフサアカシアがさし付け後15日目に，対照、

区88%に対し塗布消毒区が72%で，塗布消毒区の腐敗率のほうが低い。しかし，イタチハギ，グリ(シパ

グリ〉では， 15日後対照区と塗布消毒区の腐敗率はし、ずれも同率で， 30日後の腐敗率その他発根率も，対

照区と塗布消毒区の両試験区間にはほとんど差がなく，さらにアキグミおよびアペマキでは，塗布消毒区

の腐敗率はわずかながらかえって高くなっている。

なお発摂率についてみると，アキグミは15日後で対照区24%，塗布消毒区6% ， 30 日後にそれぞ、れ24%，

129五で劣っているが，他の樹種では対照区と塗布消毒区との聞にはほとんど差がみとめられない。

つぎに，ヤマハギについて行なった Table 63 の試験結果をみると，その30日後の腐敗率は対照区849五

に対して塗布消毒区は40%ではるかに少なく，他方 8 日後， 15 日後， 30日後の発芽率には大差なく， 30 日

後に健全を保ち Callus を形成していたものは対照区の16%に対して，塗布消毒区は60%であることから，

薬害を及ぼすことなく腐敗を防ぐ効果があったものとみとめられる。

つぎに Tabl巴 64 の青島トゲナシニセアカシアの根ざしに対する石灰ボルドー液による塗布消毒の効果

についてみると，種恨さし付け後 4 か月目の腐敗率は，種根直径の 2~4mm ものが，対照区649百に対し

て塗布消毒区509五， 4~6mmのものでは対照区629百に対し塗布消毒区569百，活着率は種根直径2~4mm

のものが，対照区369百に対して塗布消毒区509五， 4~6mmのものでは，対照区 389百に対して塗布消毒区

44%で，また種根直径 2~4mm，および同 4~6mmのさし付け後 1 か月目， 2 か月目 3 か月目の発

芽生存率は， 4~6mmのものが 1 か月後の両区とも 14%という結果を除けば，いずれも塗布消毒区のほ

うが高いことからみて，やはり薬害を及ぼすことなく腐敗を防ぎ，ある程度活着率を向上させる効果があ

ったものとみらt1る。

以上の各試験結果のうち，ヤマハギの枝ざし，青島トゲナシニセアカシアの枝ざしおよび根ざしでは，

石灰ボルドー液による塗布消毒の腐敗防止効果がみとめられたが，他方向じような塗布消毒を行なっても

全くその効果の認められない樹種や，またアキグミ，アペマキのように腐敗率がわずかではあるが高いも

のがあり，このうちとくにアキグミでは発芽率も少なく，かえって悪い結果を示した樹種もあった。

このように樹種によって差異があるだけでなく，他方青島トゲナシニセアカシアの枝ざしについて，団

子ざしおよび土壌消毒との比較のため行なった塗布消毒の結果では，その効果が全く認められなかったこ

とからみて，同じ樹種でも同様な効果が期待できるものとは考えられない。

石灰ボルドーi夜は，その調製法，さし床土壌の種類，あるいは温度条件によっても異なるが，土壌も接

触することによって，やはりメルグロンや Streptomycin にも認められたように，その殺菌力が比較的早
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く消失することが心配されるし，またその調製法，温度によって大きく左右される薬害の危険性も無視す

ることはできず，さらに個々の樹種については塗布消毒によって比較的薬害をうけやすいもののあること

も推察できる。

以上の各試験結果のうち，発芽率の低下あるいは腐敗率の増加が認められたものもあるが，これはある

程度薬害にその原因があったのではないかとも考えられる。しかし，さらに発芽率が対照区とほとんど差

なく薬害が認められなかったものにおいても，なお腐敗防止効果の認められないものが少なからずあった

ことからみると，この石灰ボルドー液による塗布消毒は，普遍的な存在性をもった病原菌によるさし木の腐

敗を防いでいくだけの持続的な防菌効果があるとは考えられない。青島トゲナシニセアカシアの枝ざしお

よび根ざし，ヤマハギの校ざしにおいて，ある程度の腐敗防止効果が認められたのは，むしろその穂木あ

るいは種根に付着し，あるいは傷口に病巣を作っていた病原菌に対する一時的な消毒という意味でその効

果が発揮されたのではないかと考えられる。

キリの根ざしについて，小野 118) は石灰ボルドー液による消毒が効果的であることを認め，この試験で

も，青島トゲナシニセアカシアの根ざしにおいて石灰ボルドー液の塗布消毒の効果のあることが認められ

たが，とれは種根を用いる場合，その掘取りなどのときに生じた傷口等から，すでに少なからず病原菌の

侵入をうけ，直ちに腐敗活動をおこしうるような病巣をもっているものが多く，これがためさし付け時の

種根の消毒は腐敗を防ぐためにある程度の効果があるものと考えられる。

また，ヤマハギは寒地，暖地によって異なるが，比較的暖かし、ところにおいても秋末より冬にかけて枝

端部は少なからず枯れこむもので，秋末ごろより枝端部の枯死と同時，あるいは枯死に先だってその部分

が病菌の侵犯をうけ，これから採取した穂木はかなり病菌に汚染されているものが多い。したがって，石

灰ボルドー液による塗布消毒の場合も，これを塗布した時のたんなる一時的な消毒によってある程度の腐

敗防止効果があらわれたのではないかと考えられる。

ii. 抗菌物質の軟膏塗布の効果

(剖試験方法

Penicillin 軟膏，および Penicillin， Streptomycin を含んだ Lanolin 軟膏であるマイシリン軟膏の

両塗布剤をさし木に用いた場合の腐敗防止効果について調べるため，それぞれ Table 65 の供試材料を用

い別個に試験を行なった。

Penicillin 軟膏塗布に関する試験は， Penicillin 10, 0001-'/ cc を含む Lanolin 軟膏〈万有製薬製〉をさ

し穂全面に薄く塗布した区と無処理の Control 区をもうけて行なった。 穂木は当年生の緑枝を，採穂し

た翌日 IC長さ 10cm，葉は全部落とし，下部切口は節直下を楕円形切返し法により穂作りしてから塗布処理

を行ない， 1 区40本とし，間隔3.5cmx5cm，穂長の約3/4の深さでさし付けた。なお場所は岡山分場，さ

し床は赤土 4 ，畑土 1 の割合で混合したpH5.3の土壌とし，これを室内の木箱に入れて用い，さし付け後

は合水率を秤量法により 60%に調節した。

また，マイシリシ軟膏塗布に関する試験では， Penicillin 50, 000μ/cc， Streptornycin 50， OOOy/cc を含

む Lanolin 軟膏(明治製薬製〉を， スギでは床面下に入る部分，その他の樹種ではさし穂全面に薄く塗

布し，他方それぞれ無処理の Control 区をもうけた。穂木は，スギでは前年生の枝から，その他の樹種

は当年生の枝から採夜し，スギは長さ約 15cm とし下方1/3の側枝を除去，その他の樹種は長さ約 10cm と

し棄は全部落とし，いずれも下部切口は節直下を楕円形切返し法により穏作りしてから塗布処理を行ない，
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Table 65. 供試材料.

Mat巴rials of the experiment 

樹種
Species |A255巴t I 採取時期 i 5" u. l'a."HL 1 Date sliooed 

青島トゲナシニセアカシア|
Robinia ρseudoacacia 
var. bessoniana 
ヤマハギ|

Leゆedeza bicolor 
var. Jaρonzca 

グズ l
Pueraria hirsuta 

ヤマハンノキ i 
Alnus tinctoria var. 
obtusiloba 
アキグミ 1

Elaeagnus cァispa
コウゾ|
Broussonetia kazinoki 
青島トゲナシニセアカシア l
Roゆinia βseudoacacia
var. bessonia担a

イタチハギ | 
AmorPha fruticosa 

ノ、ンノキ|

Alnus jゆ0別ca

スギ|
Cryptomeria ;ap哩nica

サグラ(ソメイヨシノ)
Prunus yedoe出is

14 

εF 

守

ワ

8 

10 

3 

5 

13 

20 

Aug. 27 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

E在ay 27 

May 23 

島1ay 27 

May 29 

May 23 

Table 66. Penicil1in 軟膏塗布に関する試験結果
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さし穂直径
Diameter 
of cuttings 

6 へ， 11 mm  

5 ~ 7 

6 ~ 1O 

5 ~ 8 

4 ~ 10 

5 ~ 9 

6 ~ il 

5 ~ 11 

4 ~ 10 

3 ~ 6 

4 ~ 10 

Result of the experiment on the application of Penicillin ointment. 

樹種
Species 

青島トゲナシニセアカシア
Robi招ia ρ'seudoacacia
var. bessoniana 

ヤ ーマ ノ、 ギ
Lespedeza bicolor 
var. ja，ρo時ica

グ ズ
Pueraria hirsuta 
(Kudzu b巴an)

ヤマハシノキ

Al弛叫s t;初ctoria
var. obtusiloba 

ア キ グ 、、、

Elaeagnus cris，ρa 

コ ウ 、F

Broussonetia Kazinok, 

|試Aj惚マ|官E 期 IN~ι革dldZA
cuttings I observed cuttings I rotted cuttings 

Control 40 After 8 days 12 30.0 

塗布処理
Treated 

11 1/ 4 10.0 

11 1/ 40 100.0 

塗布処理
Treated 

11 1/ 36 ヲ0.0

1/ 11 38 95.0 

塗布処理
Treated 

11 1/ 28 70.0 

Control 11 11 40 100. 。

塗布処理
Treated 

11 11 37 92.5 

白血trol 1 11 11 18 45.0 

塗布a処te理d 1/ 11 31 77.5 Tre 

Control I 1/ 1/ 33 82.5 

塗布処理!
Treated 

1/ 1/ 30 75.0 
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1 区50本とし，間隔3.5cmx5cm，穂長の約3/4の深さでさし付けた。なお，さし床は関西支場構内のpH

5.5の苗畑とし，スギ，イタチハギは採穏、当日，他の樹種は採穂した翌日にさし付けた.

(b) 結果ならびに考察

調査結果はそれぞれ Table 66, Table 67 のとおりである。

Table 67. マイシリン軟膏塗布に関する試験結果

Result of the experiment on the application of Mycillin ointment. 

樹 1歪 試P験lot区 l~供Nu試tod.本riAk数f 
さしd付d期at 調D査at 期 I 腐敗 f数 P腐er敗Sl率(%)

Species 
Planted date e No. 0 sEd enctuagttei of 
of cuttings observed Irotted cuttings rotted cuttings 

青島トゲナシニセ 50 Oct. 28 
1 Feb ペ 40 80 

アカシア

Robinia pseudoacacia 
var. bessoniana Treated 

11 11 11 43 86 

イタチノ\ギ 11 Oct. 23 
1 Feb ペ 2 

AmorPha fruticosa 

Treat巴d
11 11 11 。 。

ノ、ンノ キ 11 Oct. 28 1 Dec. 41 42 84 

Alnus .ia.ρonica 

Treated 
11 11 11 29 58 

ギ
11 Oct. 29 

1 Feb ぺ 14 28 
ス

CyGrIyPoIうntozcmaeyia 
11 11 11 40 80 

Treated 

サ グ フ
11 Oct. 24 1 Dec. 151 33 66 

(ソメイヨシノ〉
Pγ叫叫叫:s yedoensis 

11 11 11 37 74 
Treated 

Table 66 の Penicillin 軟膏塗布試験のさし付け後10日目に調査した結果をみると，その腐敗率は，ア

キグミで対照区の45%に対し，塗布区は77. 5%でかえって多くなっているが，他の 5 樹種はすべて塗布区

の腐敗率が低く，いくぶんかは腐敗防止の効果があったものとみうけられる。

他方， Table 67 の Penicillin 5 万 μ および Streptomycin 5 万 7 を Lanolin 1 cc 中に含有するマイ

シリン軟膏塗布試験の調査結果をみると，その腐敗率は，スギで対照区28%に対し塗布区は809五と逆に非常

に多くなっており，その他ハンノキ，イタチハギの腐敗率は塗布区のほうが少ないが，サグラ(品種ーソ

メイヨシノ)，青島トゲナシニセアカシアはやはりわずかながら塗布区の腐敗率がかえって高く， マイシ

リン軟膏塗布がさし木の腐敗防止上効果があったものとは認められない。このうち，スギに対してマイシ

リン軟膏を塗布したものの腐敗率が著しく高くなっているのは，塗布により吸水しにくくなっているにも

かかわらず，そのさし穂が樹種の特性上着葉のまま穂作りされているため，水分のパランスの面で生理的

な障害を与え，さし穂、の抵抗力を低下させたためではないかと考えられる。なお高単位の Penicillin お

よび Str巴ptomycin を含み， Fusarium に対しては無効とはし、ぇ， Tabl巴 42 および Table 43 からみて，
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その各代表菌株に対して十分な抗菌作用をもっと推定されるにもかかわらず，腐敗防止の効果が認められ

ないことからみれば，さし付け後早く抗菌力が消失するものと考えられる.

Penicillin 軟膏塗布，マイシリン軟膏塗布の両者とも，薬害に関する試験で用いたよりはるか高単位の

P巴nicillin および Streptomycin を含んでいる関係上，さし穂がこれらの薬害の影響を全くうけていなし、

とは断言できなし、が，し、ずれの場合もよく腐敗し，さし木病原菌が分離されていることから抗菌作用が消

失しやすいというところに問題が残されているものといえよう。

なお Penicillin 軟膏塗布に関しては，マイシリン軟膏の場合と同様， Fusarium に対して有効に作

用しないほか， Tabl巴 42 の結果からみて， さらに Bac. aroideae の 1 系統あるいは変種とみなされる

T2 1409 に対し， 625 1-' /cc でなお殺菌効果が認められず，また塗布試験の結果，腐敗したさし糖、からも，

T2 1409 と菌体および Colony の型等において，差異の認められない細菌や Fusarium がことによく分

敵されており，その他含有単位等の点もあわせ考えれば，マイシリン軟膏より抗菌力の点ではるかに劣っ

てし、ると考えられるが，それにもかかわらずわずかながら腐敗防止効果が認められる。

防菌効果のあったことについては，ある程度病原菌に対する Lanolin 軟膏の機械的侵入防止効果とい

うことを無視することはできなし、かもしれないが，むしろこれはきわめて腐敗しやすい時期にさしホし，

さし付け後わずか 8 日目に掘り取って調査したため，塗布直後の抗菌作用が腐敗率をわずかながら低下さ

せるうえに効果があったのではなし、かと考えられる.

しかし， "、ずれにしてもさし付け後のさし隠を病原菌の侵犯から防ぐうえに十分効果的なものとは考え

られない。

3. 結 ー言

従来，一般に用いられていた殺菌剤のうちメルクロン，石灰ボルドー液は，さし木において，比較的薬

害少なく，また抗菌物質の Dihydrostreptomycin は ， Fusarium 等に対しては無効とはし、ぇ，さし木の

病原細菌に対しては十分な抗菌力をもちながら薬害の心配がほとんどないという，長所をもっていること

が明らかになった。

さし床の消毒や，メルグロン等の殺菌剤によるさし付け時期の一時的なさし穂消毒は，さし穂あるいは

さし床が健全な独立個体をも容易に侵犯する強力な病原菌によって汚染されている場合，あるいは穏木に

存在する傷口等にすでにさし木の腐敗病原菌による病巣がある場合には必要であろう。しかし，これら消

毒は，最も普通におこりやすく，常にみうけられるような，普遍的存在性をもった病原菌によるさし穂の

腐敗を防ぐという面においては，大きな効果の認められる場合もないとはいえないものの，さし付け後こ

れらの病菌は空中あるし、はさし床を通じて容易に侵入するため，一時的な消毒ではし、つでも安全確実に，

また効果的に腐敗率を低下させることは困難で，その効果がほとんど認められない場合も多いし，さし床

中の菌の掠抗状態を破り，その後病原菌の侵入および活動にむしろ都合のよい条件になる場合もあるため

かかえって著しい腐敗をおこさせる結果となる場合も少なくない。

殺菌によって常に確実に腐敗防止の効果をあげるためには，さし付け後も菌の侵入を防ぐ方法について

考える必要がある。このうち，さし床に殺菌力を付与する方法として，比較的薬害の少なし、メルグロンを

さし床に施用する場合は，さし床と反応して殺菌効果が早く，消滅しやすく，その失効の程度はさし床の



-122ー 林業試験場研究報告第 165 号

種類その他の条件によって大きな相違があるため，さし木に薬害を与えない範囲内で失効していく殺菌カ

を補い，十分効果的に腐敗防止の目的を達することはきわめて困難なことが明らかとなった。また， Dihyｭ

drostr巴ptomycin Sulfate を用いる場合には薬害の心配はきわめて少ないが，他面さし床との反応などに

よって著しく失効しやすく，普通の方法では効果の認められないことも明らかになった。このような殺菌

剤を用いる方法によって，さし木の腐敗防止を十分効果的に行なうためには，安定性高く，失効しにくい

薬剤を究明することも重要であるが，殺菌力をながく低下させないような置換容量のきわめて少ない特殊

なさし床を用しりさらに殺菌力の低下に対する補力を薬害が生じないように行なう方法を究明しないかぎ

りその目的が遥せられるとは思われない。

このような意味から，水耕法あるいはとれに近い方法は，以上の目的達成のためには好適と考えられる

ので，他方これらの方法による場合おちしのやすい発根力低下を防ぐこともあわせて究明されるならば，

さし木成績を飛ゃく的に向上させることができるだけでなく，これがその他合理的な各種条件をあたえる

ための取扱い，管理が容易にできる方法として一層その効果が発揮されるようになるのではないかとも考

えられる。

他方，さし床の種類に大きな制限をうけることのなし、，すなわちさし床に土壌を選ばず十分な腐敗防止

効果をあげる方法として，さし穂の切口あるいは傷口からの菌の侵入を機械的に阻止する方法が考えられ

る。

従来から一般に行なわれている因子ざしは，さし穂に対して水分の供給をよくするほか，腐敗を防ぐうi

えに効果があると考えられていたが，これは後述するとおり，有機質少なく腐敗活動が行なわれにくし、，

しかも粒子間隔の狭い粘土を多く含んだ土をさらに団子状にこねて用いるため，これによって病原菌の通

過侵入を機械的に阻止することはある程度期待できる。

しかし，因子ざしは他面酸素の補給をさまたげる欠点があるためか，必ずしも腐敗防止上効果的である

とばかりはいえない。すなわち，スギなど樹種によってはかなり効果的な場合もあるが，他面同じスギで

も効果の全く認められない場合もあり，その効果は樹種のほかさし床，その他の条件によって異なるもの

と考えられる。

また，しゃ断物の意味をかねた殺菌剤lを含む塗布物質，とくに石灰ボルドー液による塗布消毒は，青島

トゲナシニセアカシアの根ざし， ヤマハギの枝ざしにおいて効果が認められたほか， またキリの根伏せ

においても効果的であることが発表されている。しかし，根ざしに用いる種根の掘り取り，採取において

は根が傷つきゃすし種根そのものが多くの病巣右ともち，病菌に汚染されている場合が多いし，またヤマ

ノ、ギは病菌によりかなり汚染されている場合が多いので，むしろさし付け時これらの殺菌による一時的な

消毒効果が現われたにすぎないものと思われる。さし付け後の殺菌力の永続性については，これがメルグ

戸ンに関して前述したと同様に失効しやすいことから，一般のさし木においては，その効果はあまり期待

できないが，また抗菌物質の軟膏塗布による場合も，とれと同様にその効果はあまり期待できない。

このほか，菌の通過を完全に遮断することのできるものとして，松根 Pitch を用い， これを病原菌の

主要な侵入門戸である切口に塗布しさし付けた結果をみれば，これが切口面からの水分吸収および酸素補

給の阻止等生理作用を阻害する不利な条件が懸念されるにもかかわらず，樹種によって異なるとしても，

蒸発量のとくに多いかたちのさし穂を用いる場合等を除けば，水分管理をおろそかにしないかぎり乾燥に

よって枯死することは少なし、し，また切口そのものを害することもなく病菌の侵入その他の悪条件からも
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切口をまもる効果が認められる。すなわち，無塗布のさし穂がよく病原菌の侵入をうけ，このためかえって

第 2次的な萎凋枯死をおこすものが多いときでも，この塗布によって比較的確実に腐敗が少なくなること

がわかった。なお，本試験の範囲内では，これが水分その他を完全に遮断する松根 Pitch を用いたため，

新芽の伸長ならびに発根がおくれ，腐敗率が少なくなったにもかかわらず発根率を十分効果的に向上させ

ることはできなかったが，今後水分，養分，酸素等の通過をゆるし，菌に侵されることなく，菌の通過をは

ばむことができる安定な塗布物質を見い出すことができれば，これを下部切口だけでなく，その他傷口な

どをも十分保護するよう塗布することによって，さし穂の発根活動を抑制することなく，腐敗を十分効果

的に防ぎ，さし木成績を著しく向上させることもできょう。またこれにより，後述のとおりさし床の種類

によって腐敗による著しい活着率の低下がおこる心配もなくなり，極乾地，通気不良地等の極端なところ

を除く多くのところがさし木適地として活用できるのではないかとも考えられる。
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V さし木の条件と腐敗および腐敗回避

1. さし穂自体の条件と腐敗および腐敗回避

A. 樹種および品種と腐敗

植物は，その種類によってさし木の難易の程度に大きな差があり，いままでの技術では活着が全く期待

できないものから， 1009百に近い活着率が容易に得られるものまである。またスギ，グワ，チヤ，パラ等

同一種類でも，品種によって難易の程度にかなり大きな差がある場合も少なくなし、が，一般にヤナギ属，

グワ科，パラ科，ツゲ科，グミ科，キグ科等のものにはさし木容易なものが多く，マツ属，プナ属，グリ

属，グルミ科，カキ科等のものには，さし木困難なものが多いというように，ある程度類縁関係によって

さし木難易の目安がたつ。

これらさし木困難なものについては，その原因にいろいろ見方もあるが，つぎのことが考えられる。

①品種改良でも行なわないかぎり抜本的な解決が期待できないほど純遺伝的な発根能力のきわめて低い

こと，②植物成長ホルモンの不足していること，①自体内の発根阻害物質の作用が著しいこと附則的制

117) 118) 119) 120), ④さし fi!!.tJ~腐りやすいこと， ⑤さし総が乾燥しやすいこと， またこのほか筆者は，①さ

し穏の切断にともない酸化酵素の活動が著しくなるためか，穂木の早急な酸化による枯損の現象が少なか

らずおこっている場合があると考えているが，これらをその大きな原因としてあげることができょう。い

ま，さし木に関して種々の試験を行なってきたもののうち，数制種について考察してみると，たとえばマ

ツ属の多くは③のほか，②，④，⑤についてもかなり考慮しなければならず，ヤマモモは③，ニセアカシ

アは②，④，フサアカシアは③，④，③，①，クリは③?④，①，キリ，グズは④の影響が大きいと推察

されるほか，マツ属，ヤマモモ，フサアカシア，グリ等では，なお①の原因についてもこれを見のがすわ

けにいかないと考えられる。このように，さし木の難易について，どの原因がどれほど作用しているか究

明することは，各樹種のさし木成績を向上させていくための 1 つの大きな指針をきめるうえにきわめて重

要と考えられる。

さし木の腐敗が採箱、時期，さし床の種類等によって大いに異なることについては後述することとし，こ

こでは休眠期に相当する同一時期に，ほぼ同じような条件でさし木した場合の樹種による腐敗の難易につ

いての差異，またさし木不成功のー原因として，さし穂の腐敗をどれほど重要視しなければならないかと

レうことについて調べるため，代表的な樹種26種を選んで行なった樹種別腐敗率比較試験についてのぺる。

(司試験方法

試験を行なった樹種およびさし穂の条件はつぎのとおりである。

樹種 親木年齢
(推定を含む)

イチョウ (Ginkgo biloba) 

スギ (Cry.ρtomeria ja.ρonica) 

ヒノキ (Chamaecy'ρaris obtusa) 

アカマツ (pznus densiflora) 

ヤマナラシ (POρulus Sieboldii) 

40年

80 

16 

10 

10 

直径

6~8mm 

8~10 

8~10 

6~8 

8~10 



さし木の腐敗とその防止および回避(森下〉

ヤマモモ (Myrica r叫ra)

オオパヤシヤプシ (Al仇n仰z叫u附4目s Sieめboldia持削a吋>

グリ (Castanea c 

アベマキ (Quercus Vaグriabi凶iliゐ5)

コノルレ夕ガシ (Quer何cus suberの>

アラカシ (Quercus glauca) 

グワ(ロソウ ) (Morus Lhou) 

コウゾ (Broussonetia Kazinoki) 

グス (Cinnm叩omum CamPhora) 

オオシマザグラ (Prunus serrulata f. speciosa) 

フサアカシア (Acacia dealbata) 

青島トゲナシニセアカシア

5

0

5

3

0

5

0

5

3

3

4
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守
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(Robinia pseudoacacia var. bessoniana) 14 

5 

1 萌芽枝

? 

14 

5 

11 

イタチハギ (Amoゆha fruticosa) 

ヤマハギ (Lespedeza bicolor var. japonica) 

グズ (Pueraria hirsuta) 

シナアプラギリ (Aleurites Fordii) 

ナンキンハゼ (Sapium sebiferum) 

ヅパキ (Ca仰llia jaρonica var. hortensis) 

ミツマタ (Edgew01幼ia papyrifera) 

アキグミ (Elaeagn附 crisρa)

3 萌芽枝

8 
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5~7 

6~8 

8~10 

8~10 

4~6 

6~7 

8 ~1() 

6~8 

6~8 

6~8 

8 ~1() 

8~10 

8~10 

8~10 

4~6 

10~12 

6~8 

4~6 

6~8 

6~8 

キリ (Paulownia tomentosa) 8 10~12 

さし穂は全部当年生の枝から採集し， 長さ 10cm ， 下部切口は節の直下で楕円形切返しを行なった。採

穂時期は，ほとんどの樹種が落葉し，休眠期にはいった12月 1 日で，常緑樹もスギ，ヒノキ，アカマツの

ほかは全部葉を切り除き，さし穂は特別な前処理は行なわず，同日にさし付けを終わった。

さし付けは 25 0 C:!::3 0 C の定温室内とし，さし床は，最大容水量 52%， pH6.4の壌土を 16cmX16cmX

21cmの木箱内にいれ，土壌水分を555杉とし 1 箱 3 樹種，各樹種とも供試本数50本を穏長の3/4のi奈さに

さし付け，土壌水分は毎日秤量法により消失した水分量だけ補給した。

(b) 結果ならびに考察

調査はさし付け後15 日目， 30日目の 2 固にわたって行なった。

試験結果は Table 68 のとおり落葉樹と常緑樹に分けて記載した。本試験では，休眠期にはいった12月

1 日にさし付けを行ない，常緑樹もスギ，ヒノキ，アカマツを除き，一応葉を除去した条件のもとで 1 回

の比較試験を行なったにすぎないので，腐敗の難易の程度が常にこのような関係にあるとはいえないが，

腐敗がさし木に対していかに脅威を与えてかるかという一端がうかがわれると同時に，第 1 回，第 2 回の

両調査結果とも，樹種により腐敗率は 0%から 1009五と，腐敗病原菌の侵入に対する抵抗力にはきわめて

著しい差のあることが認められる。

腐敗率は後述の採穂時期別試験の結果からもわかるとおり，採穂、時期によって大きな差があるだけでな
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Table 68. 持[J種の腐敗に関する比較試験の結果

Result of the comparative experiment in rot on various 

kinds of tre巴 species.

腐 目文 健

Rot 

原Ori疋品ina状l ||| CcE laaalltlliuuoss n 形fo成~I 発Rooted根I Total 原Origina状1* I 
stat巴 E state 

問団 叩司吋21Af凶iAf Z!Af加15 , 30 , 15 , 30 , 15 , 30 , 15 , 30 , 15 , 30 
days 1 days 1 days 1 days 1 days 1 days 1 days 1 days I days I days 

薬開樹 I / I I / / I / I / 

a ウ/ 1 2 1 / 1 1 1 0 1 2 / 10 / 8 

二ムムシ 1 88 / 98 / / 1 1 1 88 1 98 1 12 1 

ぞヤふんJ シ 1 18 1 84 1 1 1 / I 18 / 84 / 82 1 1 よ
仰リ 1 84 1 1∞ / / 1 1 1 84 /1∞ 1 16 1 

ア…一ilis キ L40 1 84 1 1 1 -1 1 40 1 84 1 60 1 16 

oJLhr ソウ) 1_ 1 28 1 1 36 1 1 36 1 0 1100 卜00 1 

Broussonetia Kazﾎnoki ゾ/ 26 1 38 1 / / 1 / 26 1 38 1 54 1 

グラ 1212111112/2161Prunus serrulata f. speciosa 

/ 80 1 1 20 1 1 8 卜∞ I 92 1 ia ρ'seudoacacia var. , 8 , 80' '20 
bessoniana 

イムph;ff…ギ 1_ 1-8 1 1 1. I .I ~1_8 卜o 1 60 

マ ztrJ

rsuta ズ/ 1 76 / 1 1 / 20 1 0 1 96 / 84( 

t ム7 リ 1 60 1 90 1 1 -,. , 1 60 1 90 , 40 '10 

ンキムムゼ 1 8 1 12 1 1 1 1 1 8 1 12 / 92 , 88 
んムrifera~ 1 1 1 1 1 1_1 0 1 0 卜∞|

らa ミ 1 1 1 1 1 1 I 0 1 0 110 1 

キ Paulownia tomentosa リ 1 48 / 88 1 1 1 1-1 48 1 88 I 52 1 
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全

Surviva! 
Callus 形成 I "" +8 I 
Callus for-| 発根 Tota!
Ination Rooted I 
i¥fterli¥fterl i¥fterli¥fterli¥fterl i¥fter 
15 I 30 I 15 I 30 I 15 I 30 

daysldaysl daysldaysリ daysldays

く，樹種によってその型がし、くぶん異なるが，とくに落葉

樹と常緑樹とでは時期別腐敗曲線の型にかなりの差があ

る。また，これとは別個に，梅雨期に相当する 6 月 21 日に

緑枝ざししたアカマツ，ヤマモモ，アベマキ，青島トゲナ

シニセアカシア，コルグガシ，グリ各80本について腐敗率

を調査した結果によると， 10 日後にアカマツの全部および

ヤマモモの約 3 割を残し，あと全部枯損， 20日後にはアカ

マツの約 6 害1Jを残しあと全部が枯損しており，アカマツは

Table 68 の結果とは異なり，梅雨期に採穂した場合，他

の樹種にくらべはるかに腐敗しにくいことを示しているこ

とからみて特異な樹種といえよう。このように12月が落葉

樹ではさし穏として採取するには好適な休眠期にあるにし

ても，他方常緑樹では一般に採穂の時期として好ましいと

ばかりもいえないので，さらに両者それぞれ別個に比較考

察してみる必要がある。

本試験におけるさし付け後 1 か月目の調査結果からみる

と，落葉樹でグリ，グワ，青島トゲナシニセアカシアの腐敗

率は 100%， ヤマナラシ989五，グズ96%，シナアプラギリ

90%，キリ 889百，ヤシャプシ，アベマキ84~杉，コウゾ38% ，

ヤマハギ，ナンキンハゼ12%，イタチハギ 89百，イチョウ，

オオシマザタラ 2%，アキグミ，ミツマタ 0%の順となり，

また常緑樹では，ヒノキ，アカマツ，ヤマモモ，コルクガ

シ，アラカシ，グス，フサアカシアはすべて 1009杉でいち

ばん高く，スギ369百，ツパキ 0%の結果があらわれてし、

る。

なお，青島トゲナシニセアカシア，イタチハギ，ヤマハ

ギ，フサアカシア，グズ，オオパヤシャプシ，アキグミ，

ヤマモモ，グリ，アベマキ，ヤマナラシ，コルクガシ，ヒ

メヤシャフ.シ，アメリカフウ等については，さらに保穏，

さし付け時期によって腐敗率がどのように変化するか調査

したので時期別試験の項でのべるが，その結果から，同時

にその樹種が年聞を通じて，病原菌の侵入に対してどのく

らいの抵抗力があるかうかがし、知ることができょう。すな

わち，その結果は Fig. 3 ~ Fig. 76 のとおりで，やは

りイタチハギはとくに抵抗力が強く，フサアカシア等は非

常に抵抗力の弱いものとみうけられる。
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Tabl巴 68. (つづき) (Continued) 

rよ trees 樹 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

Cryptomeria ia，ρonica 
ギ 1 4 1 36 1 1 1 1 1 4 1 36 1 90 1 64 

Chamaecyparis obtusa キ 1 84 1100 1 1 1 1 1 84 1100 1 16 1 

Jom ツ 1 98 1100 1 1 1 1 1 98 1100 1 1 

モ a モ 1 60 1100 1 1 1 1 1 60 1100 1 40 1 

f シ 19011001 1 1 1 19011001101 

a シ 1 98 1 1∞ 1 1 1 1 1 98 1100 1 2 1 

ス 1 70 卜∞ 1 1 1 1 1 70 卜00 1 30 1 

カシアト田卜∞ I 1 1 1 1 1∞卜田 I I Acacia dealbata 

ツ e悦:ij;avar キ 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 1 1∞ 1 10 
B. さし木時期と寓敗および腐敗回避

従来さし木の時期は，植物の種類によって異なるが，冬期温室内でさし付ける特殊なものを除けば，実

用的には春ざし，すなわち休眠枝ざし (Dormant wood cutting)，あるいは梅雨ざし，すなわち緑枝ざー

し (Green cutting) が普通行なわれている。 VEKHOV, N. K.151) は 117 属 599 種のものを夏ざしし，そー

の91. 5%が活着したことから，落葉性の大部分のものが夏ざし可能ともいっているが，一般に常緑性のも

のは緑枝ざしがよく，落葉性のものには休日民枝ざしがよいものと緑枝ざしがよいものとがあるといわれて

いるし，またし、ままで行なわれた数多くの試験結果をみても，時期によって活着率に非常に大きな差のあー

るものが多い。

l時期によってさし木の活着成絡が左右される原因は，時期によるさし秘自体の条件と，時期による環境:

条件の差異とに 2 大別して考えることができる。前者すなわち，さし問、自体の条件に関しては，従来休眠

期は校条がよく充実し，とくに落葉直後は養分の合有量が最も多く，理論的にみてもよいとか，梅雨期も

新枝がある程度充実してくるからよいとし、われており，また秋期は枝条はかなり充実しているが，たとえ屯

活着がよくても年内の生育期聞が短いため，実用的には敬遠されがちである。このほかとくに秋11月ごろ

は，休眠との関係でー待発根しにくい状態になるともいわれているが，このことについては，著者もかな

り多くの樹種について， 10月下匂~11月下句ごろにとったさし穂が発芽，発根しにくい条件を内在してい

ることを認めた。

後者すなわち時期による環境条件の差異に関しては，冬期は気候寒冷で発根活動が抑えられるし，また，

たとえ冬期温暖でも，わが国では非常に乾燥しやすいから，やはり春をまってさし木するのがよかとし、ゎ

れているが，春期温度が上昇してくればさし木に好適となる樹種も多い。また常緑性のもののさし木では， -

さらに高温が必要ということから， 緑枝ざし， すなわち梅雨ざしが常識となってし、るが， この時期は高
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温と同時に， この梅雨期の連日の細雨はさし穂がしおれる

のを防ぐので活渚に好都合で，露地で多量にさし本を行な

う場合は，まずこの梅雨期は最良の時期といわれている。

他方，時期とさし穂腐敗との関係についても相当注意が

はらわれるようになったが，梅雨期から盛夏にかけての高

温過湿時にさし穂が腐敗しやすし、ことがとりあげられてい

るにすぎない。

以上のとおり，一般にさし穂の採取は休眠期とくに落葉

直後行なえば校条中の養分の合有量が多いからよく，他方

さし付けは発根活動の面からみて少なくとも春暖くなって

行なうことが望ましいということから，穂木の採取はなる

ベく早くし， これを貯蔵するのがよいとされてし、るが， ま

た穂木を早目に録取することは，その発芽を抑制するうえ

にも必要と解釈されている。

さし木時期の問題を究明していくには，各種条件による

総合結果である活着率そのものについて検討を加えるだけ

でなく， さし穂自体の発根能力，乾燥に対する抵抗力，腐

敗に対する抵抗力，発恨に及ぼすさし付け邦lの環境条件，乾燥に及ぼす環境条件，腐敗に及ぼす環境条件

等のうち，時期によってどれがどの程度活着を低下さす原因として働いているか，その実態をつかむこと

によって， はじめてさし木の活着率を確実に向上させていく指針をみいだすことができると考えられる。

なお， このことは単にさし木の場合だけにかぎらず，接木においても，その活着は接着部の癒合によって

成立し，発恨を必要としないという差はあるにせよ，その活着率向上のための 1 つの解決}~，をみいだすに

役立つものと思われる。

a. さし木時期と腐敗との関係

さし木時期がその腐敗ときわめて密接な関係にあると考え， まず 8 樹種につき，屋外の自然状態下にお

いて時期別腐敗試験(その 1) を行ない，時期によってどのくらいさし穏が腐敗のために枯死するものか

調査したが， さし穂の腐敗は， さし付け時の環境条件の影響もうけるほか，採穂時期のさし穏の生理状態

ときわめて密度な関係があると思われたので， さらに11樹種について，屋外の自然状態下における時期別

腐敗試験(その 2) を行なうと同時に，他方環境条件を一定にした定温室内における採穏時期別さし木腐

敗試験を行ない，両者の比較をした。またさらに青島トゲナシニセアカシアについては，休眠期に温室内

で休眠中の親木から採集した穂木と，人為的に出芽させた親木から採取した穂木および貯蔵枝を同様な方

法で出芽さしたものとの間で，穂、木の生理活動状態、別腐敗試験を行ない， これに検討を加えた。その結果

さし穂の腐敗率が，採取時期すなわち，さし穂、の内的条件によってどのくらい左右されるか，また腐敗の

面からみた採穏適期はいつごろであるかということについて，多少究明することができた。

1. 屋外における時期別腐敗試験 その 1

(a) 試験方法

供試樹種および穂木は Tab!e 69 のとおりで，さし床は畑土(壌土，最大容水量52%， pH 6.2) と，
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Table 69. 供 試 材 料 その 1

Materials of the experiment. No.1 

枯f

Species 

種 親木年齢

Age of parent tree 

青島トゲナシニセアカシア

Robinia ρseudoacacia var. bessoniana 

フサアカシア

Acacia dealbata 

ヒメヤシャプシ

Alnus pendula 

ヤマモモ

At!yrica rubra 

グリ

Castanea crenata 

アペマキ

Quercus variabi,lis 

コルグガシ

Quercus suber 

アメリカフウ

Liquidat押bar styraciflua 

赤土(埴壌土で心土，最大容水量38%， pH 6.0) の 2 区とした。

11 

12 

13 

9 

9 

9 

6 

12 

6 ~ 10 mm  

6~ B 

4 < d 8 

4~ B 

8 ~ 10 

6 ~ 10 
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採穏期は年聞を通じて毎月 16日，ただし青島トゲナシニセアカシアだけは毎月 1 日， 16 日の 2 回 (1 月

1 白， 3 月 1 日は欠〉とし，採穂直後にさし付けを行なった。なお， さし秘は各樹種ともそれぞれ年間を

通じその太さを一定にするほか，親木年齢，採取部位等が同一条件となるよう厳選採穂した。また，さし

穂の長さは 10cm，下部切口は節直下楕円形切返し， さし付け深さは穂長の 2/3 とし， 毎回 1 区 20 本を

Phot. 11 のさし床へ垂直にさし付けた。 さし付け後は， よしず 1 枚で日おいをし，青島トゲナシニセア

カシアは15 日ごと，その他の樹種は301'1ごとに腐敗調査を行なった。なお，毎日地下 10cm の地温と降水

量を測定した。

(b) 結 果

調査結果は Fig. 3 ~ Fig. 19 のとおりであるが，地温ならびに降雨量は便宜上それぞれ 5 日間の平均

および 5 日間の合計に整理し表示した。
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Fig. 19 試験中の地温と降雨量
Earth temperature and precipitation during the experiment. 

その 2屋外における時期別腐敗試験11. 

試験方法(a) 

さし床は赤土(埴壌土で心土，最大容水量38%， pH 6.0) .. 

採穂時期は年聞を通じて毎月 1 日， 16日とし，採穂直後にさし付けを行なった。

供試樹種および穂木はTable 70のとおりで，



さし木の腐敗とその防止および回避(森下〉 -133 

Table 70. 供試材料 その 2

Materials of the experiment. No. 2 

結1 種 親木の年齢|さし穏の直径
Species Age of parent tree I Diameter of cuttings 

青島トゲナシニセアカシア
12 6 ~ 10 mm  

Robinia pseudoacacia var. bessoniana 

11 (根ざし〉
1~2 4 ~ 6 

(Root-cutting) 

イタチノ、ギ
2 ~ 3 6 ~ 10 

Amorρha jruticosa 

ヤマハギ
5 ? 4 ~ 8 

Lesρedeza bicolor var. ia.ρonica 

フサアカシア
13 6 ~ 8 

Acacia dealbata 

グ スキ
3 ~ 4 8 ~ 12 

Pueraria hirsuta 

オオパヤシャプシ
10 6 ~ 8 

Alnus Sieboldiana 

アキグミ
10 6 ~ 8 

Elaeag耳us cγisp日

ヤマモモ
10 4 ~ 8 

Myrica rubra 

グ リ
10 8 ~ 10 

Castanea crenata 

アペマキ
10 6 ~ 10 

Q悦γC也S 叩γiabilis

ヤマナラシ
8 6 ~ 8 

POρulus sieboldii 

なお，本試験でで‘も各樹種ともそれぞ

同一条件になるよう 8 月までは前年生枝から，また新枝の十分固まる 9 月からは当年生枝を厳選採穂した

が， 8 月カら 9 月にかけての腐敗率にかなり著しい変動があらわれたので，その翌年さらに当年生の新生

枝および前年生枝の両者を用い 6 月 15 日から 10月 1 日にわたって追試検討を行なった。

さし穂、の長さは 10cm とし，青島トゲナシニセアカシアの根ざしを除き，枝ざしではすべて下部切口を

節直下とし，楕円形切返しそ行ない， さし付け深さは穂、長の 2/3 となるよう毎回 1 区50本を Phot.ll の

さし床へ垂直にさし付けた。さし付け後は，よしず 1 枚で日おいをし， 15 日， 30 日， 60 日， 90日目に腐敗

一調査を行なうと同時に，毎日地下 10cm の地温と降雨量を測定した。

(b) 結果

調査結果は Fig. 20~Fig. 43 のとおりで， 地温ならびに降雨量も便宜上それそ‘れ 5 日間の平均および

:5 日間の合計として整理し表示した。
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Earth temperature and precipitation during the experiment. 
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iii. 定温条件下における時期別腐敗試験

(刻試験方法

木試験は，採穂、時期を異にする場合，そのさし穂の時期による内的条件の差異によって，腐敗に対する

主li抗力にどのような変化があるか知ることを目的として行なったもので，このため，さし床の地温，土壌

水分等，環境条件は，年聞を通じて常に一定に保つよう心がけたが，他方 rii. 屋外における時期別腐敗

試験ーその 2J の結果と比較検討できるよう，供試樹種および穂木，さし床，採穏ならびにさし付け期，

穂作り方法，さし付け深さ，供試本数等はすべてこれと同じ条件とし，同時に試験を行なった。ただし，

さし床には大きさ 15cmX 15cm X 25cm の木箱を用い， Phot. 12 の電気定温ガラス室内で 25 0C士30C に

調節し，土壊水分も最大容水量の 50%土2.5% に維持するよう秤量法によって蒸発水分量だけを補給し調

節したが，冷房設備がなかったため，夏期は Fig.77のとおり， 25 0 C 以上の温度上昇はこれを抑えること

ができなかったので，その温度を参考のために記録した。

腐敗に関する調査はさし付け後15 日， 30 日， 45日目に行なったが，各樹種について，採総時期における

親木の生育活動状態とさし付け後の腐敗率との関係を知るため，その親木の冬芽をそれぞれ10個体ずつ任

意に選び，発芽期，新芽出芽後の伸長量，および直径成長量，その他開花期，落葉期についても調査した。

(b) 結果

さし穂の腐敗率ならびに採111時の親木の生育活動状態にっし、ての調査結果は Fig. 44~Fig. 76 のとおり

。であるが，荷崩却iにおけるさし木温度は，便宜上 5 日間の平均値とし， Fig.77 に表示した。
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Fig.44 さし木の採穂時期別腐敗率
定温室内での結果

Relation between the slipped time 
and the rotted rate of cuttings. 
The cuttings were planted in the 

thermostat. 
青島トゲナシニセアカシア
Robinia ρ'seudoacacia var. bessoniana 

440 十 日町"<=:~~__.. /' 

330[ // /古戸./ r 
I 落整担

220f I 刷出0"

試l j . 1 
~註品n. FI也 tI,ar. ApT 陥y Ju札 Jul. k�. 匂p. Oct. N皿 Dι 

Fig.46 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of parent 
trees which slips were taken. 
青島トゲナシニセアカシア
Robinia ρseudoacacia var. besso河iana

100F 胸信仰I町三欲 求?フ、
80'1 一一 却 出助事 of tTe ω!!!\\':こ・6升ーヨ
|一一 目 J Ie11t問、伊柑\\ /\弘

叫一一胸45時前年w.. • ¥¥ / _l_ ~\\ 
I -・ 却同也可，"臨 l叫\\ /,--n;\i 

4d - 15 J岡山 ¥V/ ¥¥¥¥:¥ 
20ト， ,; \〆

C必n. Feb. f1ar. 伸耐 Jun. Jul. A叫句。乙L ~，以

Fig.45 Ditto 

100, 
80f i .......・"・、/・-........
I ;'正 . ._/ .". ~∞~~ 

もす '.~. ... 九九...... 
40 f _._ After拓郎 八

l 羽 J 、

サ -JL二三三伐さ.ç;~..-../ へ
v Ja:!1. Feb. Mo.'伸r. ~y J皿 Jul 何拘<U. N削除

Fig.47 さし木の採穏時期別腐敗率
定温室内での結果

Relation betw伐n the slipped time 
and the rotted rat巴 of cuttinlls 
The cuttings wer巴 plant巴d in the 

thermosta t. 
イタチハギ Amoゅha fruticosa 



-138ー 林業試験場研究報告第 165 号

?明

20 

l∞ rY. 
/'.""... アア.目寸て.......................---一\\\::二二;二:耐2ア崎

戸， f\\JJ

制 / JJ/iff /、川ぺ ¥ 、

却 lハノ， r__,.i __) ¥ 八._-.... ¥/ 
r ,,/ ./ にベ， ¥.._ .¥ 

O~ ベ版物陶 J肌 Jul. 均・ 3部 Oc.l恥弘

Fig.50 さし木の係穂時期別腐敗率
定温室内での結果

Relation between the slipped time 
and the rotted rate of cutings. 

The cutings were planted in the 
thermostat. 

ヤマハギ

Lesρ唱deza bicolor var. japonica 

80 

ω 

間飢にJII

5 50 

44D 

3 JC 
司 円15L〆F一一 t一一千

2 20~ ,/'__/ 閉花刷1r晴醐
I (' /""Leñ唱帥 円問噌剛lia.tJ on

1 10 ト J ノ 1

藷|〆一↓↓
[~J，出. Feb. Mo.r. Apr. ~町 Jun J,1. "唱 S早仇t. No机 Ooc

Fig.52 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of 
parent trees which slips wer巴 taken.

ヤマハギ
Lespedeza bicolor var. ja.ρonica 

100作 一 ιJ 一一ー"'-<...":""í------::;，

4 三官加知山師t \\,// 
叫 --Af.Æ.T拓崎川崎 ¥ / 

1 ---- 30 Iw断時 of 簡色侃st ¥ / 
o~ - 15 J 剛志抑tl1 V 

20 

0A札向b. 101m. Apr・陶 J肌 Jul. fw由 50俳句ー 玩下正.

Fig.54 Ditto 

40 
Dil.1.meter ，.....シ/↑

/f-4 品主払

y l 
他地， Ap，陶.y J肌 Jul.拘5ep. 0仇 N伽 E且

Fig.49 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of 
parent trees which slips w巴re taken. 
イタチハギ Amoゆha fruticosa. 
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Fig.53 さし木の採穂時期~IJ腐敗率
定温室内での結果

Relation b巴tween the slipped time 
and the rotted rate of cuttings. 

The cuttings were planted in the 
thermostat. 

フサアカシア Acacia dealbata 
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Fig.55 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of parent 
trees which slips were taken. 
フサアカシア Acacia dealbata 
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Fig.56 さし木の採穂時期別腐敗率
定温室内での結果

Relation between the slipped time 
and the rotted rate of cuttings. 

The cuttings were planted in the 
thermostat. 
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Fig.58 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of 
parent trees which slips were taken. 
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Fig.62 さし木の採穂時期別腐敗率
定温室内での結果

Relation between the slipped time 
and the rotted rate of cuttings. 
The cuttings were planted in the 

thermostat. 
アキグミ Elaeagnus crispa 
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Fig.59 さし木の採穂時期別腐敗率
定温室内での結果

Relation between the slipped time 
and the rotted rate of cuttings. 

The cuttings were plant疋d in the 
thermostat. 

オオパヤシャプシ Alnus Sieboldiana 
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Fig.61 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of 
parent trees which slips were taken. 
オオパヤシャプシ Alnus Sieboldiana 
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Fig.65 さし木の採穂時期別腐敗率
定温室内での結果

Relation between the slipped tim巴
and the rotted rate of cuttings. 

The cuttings were planted in the 
thermostat. 
Myrica rubra 

林業試験場研究報告

8C 

Ðiæn成町 "._-' 

￡ー/
11ar.目 Apl. M.y Ju札 Júl ， AU2' Sep. 0<.1, Nou 

Fig.64 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of 
par巴nt trees which slips wer巴 taken.
アキグミ Elaeagnus crispa 
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Fig.67 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of 
parent trees which slips were taken. 
ヤマモモ Myrica rubra 
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Fig.68 さし木の採穏時期別腐敗率
定温室内での結果

Relation between the slipped time 
and the rotted rate of cuttings. 

The cuttings were plant巴d in the 
thermostat. 
Castanea crenata 
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Fig.71 さし木の採穏時期別腐敗率
定温室内での結果
Relation between th巴 slipped time 

and the rotted rate of cuttings. 
The cuttings were planted in the 

therm�tat. 
Quercus 1Jariabilis アペマキ
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Fig.70 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of 
parent trees which slips were taken. 
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Fig.73 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of 
parent trees which slips were taken. 
アベマキ Quercus variabilis 
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定温室内での結果

Relation b巴tween the slipped time 
and the rotted rate of cuttings. 

The cuttings were planted in the 
thermostat. 

ヤマナラシ Populus Sieboldii 
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Fig.77 試験中の温度
Temperature during the experiments. 
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Fig.76 親木の新生枝の生育
Growth of the new shoots of 
parent trees which slips were taken. 
ヤマナラシ Populus Sieboldii 

穂木の生理活動状態別腐敗試験Vl. 

穂、木の生理活動状態とさし木の腐敗率との関係を，青島トゲナシニセアカシアについてさらに検討する

ため，休眠期に温室中で出芽させた親木 (Phot.13) から採取したさし穏，休眠枝を採取後温室中で出芽

および休眠枝を用いて作成したさし穏との聞で，同時さし付けによる簡させたものから作成したさし穏，

単な比較試験をつぎの方法で前後2 固にわたって行なった。

試験方法(a) 

青島トゲナシニセアカシア

1 年生さし木苦

8cm 

種

親木の年齢

さし穂の長さ

樹
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同 太さ 6~8mmで，各区とも大小平等に配分， tこだし新生枝は 2.5~3.5mm

下部切口

さし床

場所

さし付け時期

供試本数

節直下楕円形切り返し

直径 12cm の Pot 内の同一合水率の埴壌土

温度 25・ C士 30 C，湿度 90~95% の定温ガラス室内

第 1 試験は 3 月 25 日，第 2 試験は 3 月 30 日

1 区20本

なお，試験区として，秘木の種類により，つぎの 4 区を設けて行なった。

第 1 区 対照区として，常温下で放置した親木からとった前年生の休眠枝

第 2 区 2 月 11 日に親木のまま 250 C士 3 0 Cの定温室に入れ，第 1 試験では新芽1O~20cm，

第 2 試験では新芽 12~20cm に出芽さしたものの前年生枝

第 3 区 同上の新生枝

第 4 区 2 月 11 日採取し，上記の定温室内で新芽2~5cmに出芽さしたものの前年生枝

(b) 結果

さし付け後，第 l 試験では10 日，第 2 試験では 10 日， 30 日に調査したが，その結果はそれぞれ Table

71 および 72 のとおりである。

Table 71. 穂木の種類に関する試験結果 その 1

Result of experiment on the kind of cuttings, No. 1. 

供試本数 下部切口からの腐敗した長さ

穂木の種類 Rotting length from the lower end of cuttings. 

No. of 
。 j j b 完全腐敗1
5jt  

20.1 25.1130.1135.1140.1145.11 Rotted 平均
Kind of cuttings cuttings 5.0 

10l.15l .0 0 
1 I 1 I 1 I 1 Icompletelyl Mean 

mm  25.0 30l .035.40.45.0 0(80.P0ImEtmel]y value 

休 日民 枝
20 18 2 

Dormant twigs 

活動中の前年生枝

Actitnhg e twigs dginroE wn up " 7 4 5 2 21 

ln tne preceolng year 

活動中の新生枝

" 20 
Acting new sprouts 

Pm貯Trwh蔵ecia後egtdse出idng芽graofさywteeせnr ar たsutap前onr年idin n 生th枝E " 2 3 8 4 3 14 ger-
ng 

すなわち，出芽活動のはじまった穂、木を用いたものは，いずれも休眠枝を用いたさし穂、にくらべてかな

り腐敗しやすくなっており，とくに出芽後の親木から採取したさし穂の腐敗率は著しく高いが，その新生

校をさし木したものは，さし穂も貧弱であったためか最もよく腐敗してかる。

v. 考察

まず Fig. 3 ~ Fig. 42 の露地で行なった時期別さし木試験の結果によれば，イタチハギをを除き各樹種

とも，その腐敗率は時期によってきわめて大きな差があることがわかる。

すなわち，腐敗曲線をみると，さし木時期によってはさし付けたものの15 日目あるいは 1 か月目の腐敗
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Table 72. 穂木の種類に関する試験結果 その 2

Result of experiment on the kind of cuttings, No. 2 

穏木の種類 !…拡|腐敗率仰
No. of I Rotting percentages Note 

kind of cuttings ....，，++;… A加 10 I A加 30
days I days 

休 目民 30日後の活着率 100%
20 。 。

Rooted loo PdaErw cent Dormant twigs after 30 days 

活動中の前年生枝|
Actitnhg e tpwreigces dgin rown up " 100 100 

ln tne precedlng year 

" 100 100 
Acting new sprouts 

貯Tw蔵ig後s 出芽さした t前he年生枝
grown up In tne pre-

" 70 100 
CEding year and rgIenr1 minated 

after storing 

率 0%を示す時期が認められるにもかかわらず，他方異なったさし木時期においては，同一樹種でしかも

同一親木から採取したものが，さし付け後これと同じ期間経過した15日目あるいは 1 か月日で腐敗率 100

%を示す時期が出現することが各樹種ともにみうけられる。

一般的な傾向として，供試樹種である青島トゲナシニセアカシア(根ざしを含む) .イタチハギ，ヤマ

ハギ，フサアカシア，クズ，オオパヤシャプシ，ヒメヤシャプシ，アキグミ，ヤマモモ，グリ，アペマキ，

ヤマナラシ，コルグガシ，アメリカフウとも，すべて11月ごろから翌年 3 月ごろ，すなわち冬期から初春

の聞に探穂し，さし付けた場合の腐敗率は低く. 4 月以降暖かくなるにしたがってその時期に採穂し，さ

し付けたものの腐敗率が順次著しく高くなり，その多くのものは 5~8 月ごろに採穂し，さし付けたもの

の腐敗率が最も高くなっている。

梅雨ざしは従来さし木時期として重要視されているが，ちょうどこの腐敗率のきわめて高い時期に相当

し，供試樹種中多くのものがさし付け後15日目，おそくとも30日目ぐらいまでにそのほとんどが腐敗して

いることからみて，梅雨ざしの場合はさし稽の腐敗の問題を特に慎重に考えなければならない。

その後，ふたたび温度が低くなるにしたがって腐敗率も低くなるが，このようにさし木時期によって腐

敗率にきわめて大きな差が生じる原因として温度および降雨量の問題が当然考えられる。

試験実施中の深さ 10cmの地中温度および降雨量は Fig. 19.43 のとおりであるが，さきにものべたとお

り，地中温度が 10 0 C 以下の時期に腐敗率が低く，夏期地中温度が 20~250C あるいはそれ以上の高温期

にいたるにしたがって腐敗率が著しく高くなっている。これは前述の病原菌の発育と温度との関係および

後述の温度と腐敗の項における試験調査の結果からも明らかなように，温度の上昇そのものが病原菌の侵

犯に好条件を与える 1 つの大きな原因になっているためといえよう。

とくにイタチハギを除き， 5~6 月から 8 月にいたる期間に採穂さし付けしたものは， 15日目あるいは

1 か月目ぐらいまでの短期間に 100% あるいはこれに近いほどの腐敗率を示し，活着を期待することのき

わめて困難なことがうかがわれる。

一般に腐敗率の低し、ことはもちろん大切なことであるが，温度は同時に発根成績ともきわめて密接な関
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係があり，発根の面からみれば，樹種によって異なるとしても. 100 C 以下ではほとんど発根活動を期{寺

することができないか，あるいはきわめて緩慢なため，さし付け後→定期間内の腐敗E容が少なくても良好

な活着成績は期待できないのに対して，他方少なくとも 20~250 C ぐらいまでは，温度が高いほどさし木

の発根活動が旺盛な樹種が多い。

したがって，さし木の好適温度ということになれば，腐敗および発根の両面から総合考察する必要があ.

るが，これについては別途試験考察を行なったので後述する。

なお，ここでのべる露地で行なった時期別試験の結果では，全般的に深さ 10cm の地温曲線 (Fig.19.

Fig. 43) がほぼ等差級数的な傾向を保って上昇しているのに対して， 青島トゲナシニセアカシアの枝ざ

し (Fig. 3. 4. 20) その他において. 4~5 月ごろ腐敗曲線の急上昇しているものが多く，混度以外の条

件をあわせ考えねばその説明がつきかねる。また 8~10 月ごろの期間には青島トゲナシニセアカシア

(Fig. 3. 4. 20). オオパヤシャプシ (Fig. 31). アキグミ (Fig. 33). クリ (Fig. 37). アペマキ (Fig.

39). ヤマナラシ (Fig. 41)等のように，その曲線がみだれ，一時的に腐敗率が低くなっているものも多

い。このうちには. .9 月 1 日を境として試験の都合上採穂を前年生枝から当年生枝に切りかえたことがそ

の原因になっていないとはいえないので，さらにこれを検討するため，この期間にその切りかえを行なわ・

ず，それぞれさし穏に前年生枝，および当年生枝を用いた両区を設けて試験を行なったが，その試験結果

をみてもやはり曲線の乱れが認められるし，またこれが必ずしも 9 月 1 日だけでないことから，やはり湿

度以外の条件が原因しているものと考えられる。

つぎに温度以外の条件として，採穂時期のさし穂の状態とさし付け後の腐敗率との聞に重要な関係がb

ると推定し，定温条件で採穂時期別腐敗試験を行なった結果は Fig.44~Fig.77 のとおりである。

設備不完全なため，夏期の高温時に室温を25・ C ::i:3 0 C に調節することができず，その聞の温度は Fig.

77のようになったので，この期間の腐敗率はいくぶん割引きして考える必要があると思うが，本試験は前回

記 íïi.屋外における時期別腐敗試験ーその 2J と同時に実行し， さし穂の条件も同じとし，結果につい

てもこれと比較検討できるように調査し，同時に親木の生育状態を時期jJlJに調査した。

これについて，各樹種の腐敗曲線をみると，腐敗病原菌が十分旺盛な活動を行ないうる 25 0 C::i:30 C の・

定温条件下であるにもかかわらず，やはり冬期11月~翌年2 月ごろ採穂さし付けしたものは一般に腐敗率

がきわめて低く，その後順次暖かし、時期になるにしたがって腐敗率が増加していくことから，採穂時期す

なわち穂木の生理状態によってさし付け後の腐敗率がいかに著しし、影響をうけ，ひいてはその活着率もい

かに大きな影響をうけるものであるかということがうかがわれる。

これを親木の生育状態と比較検討してみると，各樹種とも生育休止期に採取したさし穂は腐敗しにくく

親木の新芽開じよ期ごろから腐敗曲線が急に著しく上昇しているが，新芽開じよ期の 1~2 か月前ごろかh

らすでに腐敗しやすい状態へ順次進行している。

さきにのべたとおり，さし穂が腐敗病原菌の侵入をうける場合，形成層付近の細胞が個々ばらばらに分

離しているのがよくみうけられるが. Bac. carotovorus が読菜類の Pectin 質の多い細胞中間膜を侵して

ばらばらにする 161)と同様，新芽の伸長期は分裂に分裂を重ねた若い未熟な細胞が著しく多く，さし穂f乍

成後もこの未熟な細胞に養分が費されるほか，細胞膜質物中に， 病原菌に侵されやすい Pectin 質等の多

いことが腐敗菌の活動に好条件を与えているのではないかと考えられる。

この新芽伸長期の腐敗の問題に関しては，とくに青島トゲナシニセアカシアのさし木について，さきに
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ひいては活着不能期の大きな原因となっ生理的条件(とくに母樹の生育活動が最も旺盛な則n日)が腐敗，

ていることにつかてのベた叫附が，他方，坂口・山路 123) もニセアカシア類のさし穂は，やはり 4 月まで

さし穂の養分|基!係の面から検討し，ニセアカシア知のさ(東京地方〉に係取する必要のあることを認め，

CN 率がおよそ 100 以上のときがさし木困難の時期であし木についても窒素含有量の多いことが必要で，

この窒素含有率の少なし、ことが再生能力低下の原

因となり，またその能力の低下が多かれ少な泊ゐれさ

し穏を腐りやすくしていることも考えられないでも

したがって，このような意味から，この期間

に採穂しさし付ける場合，腐敗防止の方法をこうず

るだけでは必ずしもよい発根成績が得られるとばか

りはいえないかもしれない。

しかし， STEGLICH, DEGENKOLF, BARTH135) , REIｭ

CHELT122) , BUTLER, SMITH , CURRy8)，富樫 (1933) ，

なく，
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菊池，井口，井東 (1937) に菊池，井口 (1934)，

よると，一般にし、ずれの成分も分裂旺盛な若い組織

に含有量が高く， BUTLER, SMITH , CURRY が 7 年生

のリンゴ樹で各時期に各年齢の枝等について別査し

1 年生枝，た結果では，休眠期である 12月 3 日には，

5 年生枝の乾物に対する窒素の百分率は3 年生校，

0.399百で， 年齢が古いそれぞれ 0.80%， 0.429百，

これが最大成長終期である 7 月 12日にほど少なく，

0.239百と半減ある0.279仇は，それぞれ 0.409百，

さらに同年の落葉期でかはこれに近いほど、減少し，

それぞれ0.57%， 0.37%, 0.25 ある 10月 12 日には，

%で，他方緑校である当年のが[生校では 7 月 12 日に
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とくに新生されたらみて若い枝ほど窒素分が多く，

緑校は，休Il氏其Ijにおける 1 年生枝より劣るとし、って

5 年生枝より明らかに多く，またTft葉

期である 10月 1211 には 1 年生枝よりもむしろ窒素が

も 3 年生枝，
14 
Jul. 

Robinia属さし聞の月別CN率変化曲線
(坂口・山路)
Curve of monthly change of CN 
ratio in Robinia spp. cuttings. 
CBy K. SAKAGUCHI and K. YAMAJl) 
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多いという結果が示されている。このような例から

みれば，若い枝とくに新生された紙技"!jiを用いる場

合， i舌着が困難なほど窒素不足がその原因として働

いているかどうかとし、うことにつし、てはさらに試験しないかぎりきわめてJ疑問に思われる。また青島トゲ

ナシニセアカシアに限らず一般論として一応充実された夏の緑枝を用いる場合においては，これが若い組

織でil~iiJたされているだけでなく，さし問自体に含まれる発根阻害物質が少なし、ようにみうけられる 118)1叫
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こともあわせ考えると，発根能力そのものについてはむしろ休眠校以上に期待をかけてよし、場合も少なく

ないのではないかと考えられる。以上し、ずれにせよ，さし付けて15日後までには完全に腐るというよう

に，きわめて腐敗しやすいことが活着不能におとしいれる大きな原因になっているといえよう。

つぎに梅雨期ごろは，各樹種の親木の生育状態を示した図表のとおり，採取される穏木もある程度充実

してくる時期で，従来さし木時期として重要視されているが，本試験では，この時期に 25 0 C士30 C の定

温条件を確保することができなかったとはいえ，まださし穂が腐敗病原菌に対して十分な抵抗力をもつま

でに至っているとはみうけられない。また細雨が乾燥を防ぎ活清に好適であるといわれていることについ

ては，これもさし穂に葉をつける必要のある樹種あるいは草本等の軟弱な植物のさし木に対しては十分考

えられるが，後述のとおり，さし穂は適当なさし付け法を実行し，それ相応の管理を怠らないかぎり，活

着を大きく左右するほどの水分不足，また始末におえないほどの水分不足におちいるものではなしむし

ろ土壌水分の多過ぎること，すなわち降雨量が多いことはさし木をかなり腐敗しやすくする心配がある。

梅雨ざしはむしろ穂木の発根能力がある程度大きくなってし、ることと，適当な温度条件をそなえているこ

とに大きな長所をもっていると考えられる。

なお，親木の生育状態の推移は樹種によってかなりな差があるので，さし木の腐敗率が最低となる採穂

の時期もそれぞれ多少異なってくるが，その時期は，一般に落葉樹で落葉直後の1l~1 月ごろ，秋期落葉

しない常緑樹では11~2 月となる樹種が多いといえよう。ただ常緑樹はこの間腐敗率の低下も緩慢で，と

くに冬芽を形成せず秋遅くまで成長をつづけるフサアカシアは 2 月の厳寒期となってはじめて最低となり，

このほかヤマモモは 4 月が最低となっているが，フサアカシアと性状のきわめて類似してし、るモリシマア

カシアのさし木でも，佐藤および千葉 128) の報告によると 3 月ざしと 5 月ざしの活着率はそれぞれ30.9百

: 1%となっている。なお本時期別試験には供試しなかったが， 12月に採穂し，さし付けした Table 68 

の結果ではアカマツがよく腐敗しているのに対し 6 月 21 日に緑枝ざしした結果では， 10日後アペマキ，

青島トゲナシニセアカシア， コノレグガシ，グリが完全に腐敗し，ヤマモモも一部を除き腐敗したにもかか

わらず，アカマツだけが全く健全を保ち， 20日後アカマツだけが約 6 割健全を保っていた。これはアカマ

ツの冬~春に採穂した徳木が，さし付け後下部切口の発根活動に先だって新芽が著しく徒長するのに対し

て 6 月 21日すなわち新芽の伸長が一応終わったころに採取した穂木では，新芽の徒長による含有養分の

消耗あるいはこれにともなう腐敗に対する抵抗力の低下がおこらないためと考えられる。事実大山 119) 120) 

はアカマツを 8 月に採穂，さし付けし，すぐれた活着成績をあげている。このように，とくに常緑樹には

かなり趣を異にした樹種もあるが，やはり新芽の伸長と腐敗とは密綾な関係があるととを示すものといえ

ょう。

すなわち，休眠期あるいは成長休止期も過ぎ，新たな成長をするための新芽の活動がすすんだ親木から

採取した穂木は，採取によりすでに親木からの養分の供給を断たれているにもかかわらず，さし付け後そ

の養分が新芽の消費成長のほうにかたよって費され，これがため発根活動がおろそかになるだけでなく，

病原菌に対する抵抗力が低下するものと考えられる。

なお，さし木にかぎらず，接木においてもやはり腐敗が失敗の大きな原因になると考えられるが，ヤマ

モモは山桜の花の咲くころ，あるいは藤の花の咲くころ (4 月中下旬〉に接ぐのがコツであるといわれて

いることも，図表の結果と同様，穂木が腐敗しにくい時期であることとよく一致している。

また，落葉樹のうちでも腐敗しにくいイタチハギでは， Fig. 47 によると，最も腐りやすい時期に探穂
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したものでも，その腐敗率はさし付け後45 日目で 40% しかなく， 相当な活着率を示しているのに対し，

他方非常に腐りやすいクズでは， Fig. 56 によると休眠期に採取しさし付けたものが最高 100% まで活着

しているにもかかわらず 7 月ごろに採取さし付けたものは腐敗のため 1本も活着していない。

また後述のとおり，青島トゲナシニセアカシアでは 6 月に嫁取直後のさし穏をさし木すると，腐敗の

ため 1 本も活着しないのに，休眠期に採取，貯蔵した穂木を用いて92.5%活着していること，また接木で

もグリは休眠枝の貯蔵穂木を用いるのがコツであるとし、うことは，図表の結果からもみられるとおり，穏

木の採取時期がその活着成績を決定づける 1 つのきわめて重要な原因として働いているからだと考えられ

る。

なお，落葉樹中新芽の閉じよ期の早いオオパヤシャプシ (3 月中旬〉やアキグミ (3 月中句〉等では，

一般の樹種より早い時期に採穂することを忘れてはならない。

以上のように，採穂時期によってさし穂の腐敗率がきわめて大きく左右されるのは，採穂、時のさし穂、の

生理状態に起因すると考えられるが，生理活動状態別の腐敗比較試験として青島トゲナシニセアカシアに

ついて 3 月 25日採穏さし付けを行なった第 1 回試験の結果は Table 71 のとおりで，採穏期として腐敗し

にくい時期に，屋外に放置しておいた未閉じよの l 年生首より採穂、したさし穂は，さし付け後 5 日で下部

切口から平均4mm腐敗しているのに対して，温室内で出芽促進を行ない，新芽が約1O~20cm のびた成

長活動旺盛な苗木から保穂したもののうち，その前年生校をさし穏としたものは，さし付け後 5 日目に下

部切口から平均 21mm も腐り，またその新生枝の直径 2.5~3.5mm のものをさし穂としたものは完全に

腐敗し健全部分は全く認められず，他方 2 月 11 日に採穂し同温室内で出芽促進しておいた穂木から穂作り

したものでは，下部切口から14mm腐っている。また 3 月 30 日さし付けの第 2 回目の試験では，対照区の

腐敗率が30日後でまだ 0%であるのに対して， 2 月 11日に採取し温室内で 2~5cm に出芽さした穂木を

用いてさし木したものの10日目の腐敗率は 70% で，その他の区は全部 10 日目の腐敗率が 1009五となって

いる。これらの結果から，さし木の腐敗率が採取時の生理状態によってきわめて大きく左右されるという

ことがさらに確認づけられたといえよう。

b. さし穂の貯蔵による腐敗回避

前項で，採穂時期によってさし木の腐敗率が大きく左右され，常緑樹と落葉樹またその他樹種によって

も差はあるが，とくに落葉樹では休眠期に採取したさし穂はきわめて腐りにくく，また活着率も高いとい

うことについてのべたように，これら好適な条件をそなえた休眠期はさし穂の係攻上きわめて望ましい時

期といえる。

さし木におし、て，採穏と同時にさし付けを行なう場合も多いが，青島トゲナシニセアカシアのさし付け

時期と発根時期との関係について調査した Fig. 107 の例をみてもわかるとおり，これら休眠期は一般に

温度が低すぎ，すぐさし付けても発根までの不安定な期間を長い間さし床に放置する結果になるので，と

くに温度設備を行なう場合を除き，発根に必要な十分な温度となるまで穏木を休眠の状態で安全に貯蔵し

ておくことが合理的と考えられる。

穂木の貯蔵は，従来，養分の充実したさし穂、の確保および発芽の抑制という意味で考えられてきたが，

ここでは，その腐敗回避効果を究明するため，青島トゲナシニセアカシアほか11樹種について試験を行な

い，また青島トゲナシニセアカシアについては，ひきつづきさらに新芽関じよ期である 5 月 1 日およぴ新.

梢の約 40cm にのびた 6 月 16日をさし付け時期とした貯蔵効果比較試験をしたほか， )j IJ途はげ山で貯蔵穏
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木と採取直後の穏木の時期別比較試験を行なった。なおこのうち，はげ山における貯蔵効果比較に関する

試験については別途後述する。

i. 貯蔵の腐敗回避効果に関する試験 その 1

本試験では Table 73に示す青島トゲナシニセアカシア等計 11 樹種について 4 月 2 日 ~6 月 13日にそ

れぞれ貯蔵枝および採取直後の枝を用いてさし付け，貯蔵枝利用による腐敗回避の効果についての究明を一

行なった。

Table 73. 供 試 キオ 料

Materials of the experiment. 

意i 種
さし帯E の親木年齢 さし穏年齢太 さ長 さ採穂時期 さし付時期種類 Age of 

Species Kind of parent Age of Diameter Length Date slipped Planted date 
cuttings tree cuttings of cuttings 

青島トゲナシニセ Control 14 l 5~12mm 10cm May 19, 1952 May 19, 1952 
アカシア

Robinia pseudo-
貯蔵校acaぽia var. bes- 11 " 7~ 1O 11 乱1ar. 3 11 11 

sontana Stores 

フサアカシア Control 1 14 11 4~ 8 " IMay 1ω511May 1ω51 
Acacia dealbatal 貯蔵枝|Stores 

11 11 11 11 !Apr 叫 11 1 " 
イタチノ、ギ Control ! 3 11 5~11 11 IMay 29， 1吋May 29, 1951 

Amoゆha jruti- 貯蔵枝| 11 11 " 11 IFeb. 28 11 1 11 
cosa Stores 

ヤ て才 ノ、 ギ C叩01 I 5 " 4~ 8 1/ !Jun. 1山中un. 13, 1952 

Lesρedeza bico・
11 " " " IFeb 礼 11 1 " lor var. ja，ρonica Stores 

ヤ 司'< モ モ Control ! 8 " 4~ 8 11 IMay 18 , 1 

Myrica rubra 貯蔵枝|Stores 
11 11 1/ 11 IFeb 札 11 1 11 

ア キ グ 、、町 Control 1 7 11 4~ 7 1/ !Jun リ叩n. 4, 1951 

Elaeagnus crispa 貯蔵枝|Stores " 
1/ 11 11 IFeb 礼庁| 11 

グ つ人‘ Control ! 3 ~ 5 1 " 5~ 9 11 !May 19, 19521May 19, 195 

Pueraria hirsuta 貯蔵枝|Stores 
1/ 11 7~12 11 IFeb 以 11 ! 11 

オオパヤシャプシ Control 1 B 11 4~ 8 11 IApr 仰咋pr. 2, 1952 

Alnus Siebol- 貯蔵枝| 11 11 11 11 IMay 4，庁| 11 
diana Stor巴s

ヤマナラシ Control 1 8 11 4~ 8 11 IAPr. 18, 19咋pr. 18, 1951 

Populus Siebol-
11 11 11 11 IFeb 札 1/ 1 11 

dii Stores 

ク リ Control B 11 4~ 8 11 May 刊521May リ52

Castanea crenata 貯蔵枝|Stores 
11 11 11 11 IFeb 玖 "1 11 

ア J、‘、F てず キ C叫01 1 8 11 4~ 8 11 IApr.lω叫pr. 18, 1951 

Quercus varia- 貯蔵枝| 11 11 11 11 IFeb 札庁| 11 
bilis Stores 



さし木の腐敗とその防止および回避(森下〉 -149-

(副試験方法

:場 所 岡山分場 3 号さし床(岡山市〉

さし総採取地 岡山分場付近， tこだしヤマモモ，オオパヤシャプシは岡山市操山。

さし秘の年齢 前年生

樹、長 10cm

残 禁 度 ヤマモモだけ頂部 3 枚，その他無葉。

切 断 法 楕円形切り返し。

さし組前処理 無処理

さし床土壌 赤土， pH6.2 

さし付け深さ 穂長の2/3

さし付け間隔 3cm 

日 おい よしず 1 枚

さし付後の管理 乾燥のため地表部が部分的に白くなった時は適宜濯水。

供試本数 1 区50本

その他の条件は Table73 のとおりであるが，穂木の貯蔵は湿度100%に近いコングリート張り穴蔵(貯

蔵中の最高ill~l度目。 C) の砂中(土壌水分40~60%) とし，秘長の約3/4をこれに埋め込んだ。

(b) 結果

調査時期および試験結果は Table 74のとおりである。

各枯I種について，さし付け後22~30日にわたってさし穂の腐敗率を調査した結果，常緑樹であるフサア

カシアだけは，採取直後の枝を総木に用し、た場合，貯蔵枝を穏木に用いた場合とも 1009五腐日文していたが

他の樹穏のさし1寸け直前に採穏した区と貯蔵枝をさしつけた区の各腐敗率は，青島トゲナシニセアカシア

529百: 0%，イタチハギ689五: 8%，ヤマハギ100%: 66%，ヤマモモ(常緑樹) 34%: 89百，アキグき 96

% : 269弘グ7-'68% : 4 %，オオパヤシャプシ669杉: 50%，ヤマナラシ100%: 68%，グリ 1009百: 46%, 

アベマキ 100% : 329五で， 10 樹種とも貯蔵枝を用いたものの腐敗率のほうが著しく低い。なお，本試験と

は別途にヤマモモ，グリ等について同様な貯蔵効果比較に関する試験を繰り返し行なったが，やはり，し、

ず、れも貯蔵材、木の腐敗率がはるかに低かった。また本試験では，発根増進処理を行なわなかったので発根

率は全般に(lJ;v、が，それでもさし付け直前に採穏した区と貯蔵穂木を用いた区の発根率はそれぞれイタチ

ノ、ギ12%: 36%，ヤマパギ 0%: 8%，グズ 29百: 22%で，発根の認められた樹種で、はいずれも貯蔵称、木

を用いた区の発恨率がはるかに高い。このような結果から，さし穂の貯蔵ということは腐敗回避上きわめ

て重要であることがわかる。

ii. 貯蔵の腐敗回避効果に関する試験 その 2

本試験では青島トゲナシニセアカシアについて， 5 月 1 日の新芽が開く時期および 6 月 16日の新梢約40

-cm伸長期の 2 回にわたり，それぞ、れ貯蔵および採穏直後の枝を用いて焔士(壌土)，赤土(埴壌土〕にさ

し付け，貯蔵枝利用による腐敗回避の効果について調べた。

(司試験方法

さし床には赤土(埴壌土， pH6.2) と畑土(壌士， pH6.4) の計 2 区を設け，貯蔵穏木は 2 月中に採取

1..- 5 月 1 日ざしのものは水排けのよい屋外の赤土中に埋蔵貯蔵 6 月 16日ざしのものは電気冷蔵庫を用い
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Table 74. 穂木の貯蔵とさし木の腐敗との関係 その 1

Effect of storing for evasion from rot. No. 1 

腐 敗 健 全

さし穂の
Rotted Survival 

移せ 種 調査期
種類 下部 lcm 下部 lcm 原状のま Callus形

以下 Un- 以上 Ab- ま 成C 発根der lcmlov巴 1cm Total Or1aigl i-a11115 Total Species Kind of Time from. lo~ If_ro.m .10: I I ~a~ . I f~;~~d I Rooted wer endlw巴r 巴ndl I state 
cuttings observed No・ 1 % INo・ 1 % INO・ 1 % INO・ 1 % INo.1 % INO・ 1 % INo.1 % 

青島トゲナシーセ 12~加| 1 26 I 52 1 26 1 52 1 5 110 119 1 38 1 124148 アカシア Robinia
Control123 U d';;ys 

ρseudoacacia 貯Sto蔵re枝~I 11 1 0 1 01 150 1 1∞| 150 1 1∞ var. bessoniana 

フサアカシア Con凶 1 01 0 
Acacia dealbata 貯Sto蔵r'.!枝~I 11 1 50 1100 150 1100 1 1 01 0 
イタチハギ |After| Controll 3Ö'd~;s 1 34168 1341681 81161 2 1 41 6 112 11613; 
Amor�ha fruti-貯St蔵ore枝~I 11 1 1 1 2 1 3 1 6 1 4 1 8 I 26 1 52 1 2 1 4 118 1 36 1 46 1 92 cosa 

ヤマハギ lAf町|Controll 2'9ud~;s 150 1100 150 1100 1 1 01 0 
Les�edeza bico・ 貯Sto蔵re枝~I 11 1 6 112 1 27 1 54 133 1 66 112 124 1 1 1 2 1 4 1 8 117 1 3~ lor var.la，ρonica 

ヤマモモ Controll 抑制 10 120 1 7 114117 134133 1 661 133166 
Myrica 仰bra 貯Sto蔵re枝~I 11 1 3 1 6 1 1 1 2 1 4 1 8 I 42 1 84 1 4 1 8 1 146192 
アキグミ Contr叶 3~fJ:~S1 1 1 2 1 47 1 94 148 1 96 1 2 1 4 1 
Elaeagnus crisρa 貯蔵校|Stores 11 113 1 26113126136 1 721 1 1 21 137174 
ク ズ ControI121fJ:~sl 11 21331661341681151301 1 1 1 2116132 
P百8γaγia hirs叫t品 Stores 11 1 2 1 4 1 2 1 4 1 23 1 46 114 1 28 111 1 22 1 48 1 96 
オオパヤシャプシ Cont刈 3~fJ:~S1 8 116 1 25 1 50 1 33 1 66 117 1 34 1 117134 
Alnus Siebol' 貯蔵枝| 11 1 7 114118136125 150 125150 1 125150 diana Stores 
ヤマナラシ |After| Controll 3'Ò'd~;s 1 50 1100 1 50 1100 1 1 0 I 0 
Po�ulus Sieboldii 貯St蔵ore枝~I 11 1 41 8130 1 60 1341681 31 6113 1261 116132 
グ 121加|リ Controll 2'2ud~;s |叫00 1 50 卜001 I 0 1 0 
Castanea crenata 貯Sto蔵res枝 I 11 123146123146114128113 126 1 127 154 
アベマキ ControlI21fJ:~sl 9118141 182150 1100 1 1 01 0 
Q叫記γC叫S 世品:ria- 貯St蔵ore枝~I 11 1 2 1 4 114 1 28 116 1 32 1 32 1 64 1 2 1 4 1 1 34 1 臼bilis 

0~50Cで貯蔵し，また供試本数は 1 区20本としたほかはすべて前記 i の試験方法に準じて行なった。

(b) 結果

調査時期ならびに試験結果は Tabl巴 75 のとおりである。

すなわち畑土，赤土を問わず，新芽が開きはじめたころに行なった 5 月 1 日ざしにくらべ，梅雨期で華iI[

精もかなり充実したころに行なった 6 月 16日ざしのほうが，採取直後の穂木を用いた場合の腐敗率は著し
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Table 75. 穏木の貯蔵とさし木の腐敗との関係 その 2

Effect of storing for evasion from rot. No. 2 

青島トゲナシニセアカシア Robinia ρseudoacacia var. bessoniana 

腐 自主 率 C%) 
さし付期 E事 木 Rotted percentage 

備 考

Planted Kind of Cuttings in nursery soil I Cuttings in red soil Note 
date of cuttings 

After 1十 al~叶AいI~加 ~I山 2cuttings days I month I months I days I month I months 

5 25 50 。 。 新芽開じよ期

Parent tre巴May 1 土(5~中15埋。C蔵) had ubd eguan t R'�' 蔵 。 25 。 。

o I 'stor~d i~ to b 
Stores 

th巴 soil
this time. 

Control 100 100 
新伸梢長約の時40期cm 

New sprouts 

]un. 16 0~50C で貯
of the phaard ent 
tree 

R宇 蔵 。 65 蔵 Stored on abgorn own up 
Stores condition of t 40cm 

0~50C at this time. 

く高くなっている。これに対し，貯蔵穂木を用いた場合の腐敗率は，屋外の赤土中に埋蔵!!?蔵したものを

用いた 5 月 1 日ざしでも，その腐敗率は採取直後のものよりある程度低く，さらに 6 月 16日ざしで電気冷

蔵庫貯蔵( 0 ~50 C) の穂木を用u、たものは採取直後の穂木を用いた場合にくらべはるかに低い値を示し

ている。

iii.考察

Table 74 ， 75 の試験結果から，少なくとも落葉樹のさし木では，一般に休眠期に採取貯蔵した穂木を用

いることが腐敗を回避するうえにきわめて効果的であるといえよう。他方常緑樹では，冬期採穂しでも，

その着業したままの総木が落葉樹の場合ほど十分な休眠状態にあるとはいえず，その貯蔵がいくぶんやっ

かいで弱りやすし、心配もあり，樹種あるいは貯蔵法によっては効果的な腐敗回避の期待できない場合も考

慮される。

穂木の貯蔵にあたっては，穏木を害さない範囲内で，その活動をなるべく抑制するよウ，温度その他湿

度等の貯蔵条件について考慮しなければならない。

別途後述する青島トゲナシニセアカシアの貯蔵穂木と採取直後の穂木をはげ山において順次時期別にジ

カざし，比較調査した Fig.l06 の結果によると，夏季 25 0 C近くに達する穴蔵に貯蔵したものは，貯蔵温

度が上がるにつれて呼吸作用にともなう養分の消耗が行なわれ，徐々に新芽も活動するに及んでしだいに

腐敗しやすい状態となり 6 月 29日に採取直後の穂木を用いてさし付けたものが腐敗率 1009百のとき，穴

蔵に貯蔵したものを用いたさし木では腐敗率50%でなお効果が認められるが， 8 月 1 日ごろまで貯蔵した

ものでは，その時期の採穂直後の穂木と変わりなし、ぐらい腐りやすい状態にまでなっている。これに対し

て，電気冷蔵庫を用い 0~50Cの低温で貯蔵した穂木を，同じく 6 月 29日に同じはげ山にジカざししたも

のでは，腐敗したものがほとんどなく，活着率は92.5%を示している。この結果から，電気冷蔵庫等によ
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り o ~50Cあるいはこれに近い低温条件下で貯蔵すれば，さし秘を長く健全に保たせておくことができ，

さし付け時期lはかなり白 rhに調節できるものと考えられる。

2. 環境条件とさし木の腐敗および腐敗回避

A. 土壌の種類および水分

従来さし床の土壌は一般に排水通気がよく，保水力も適当で，温度変化の少なし、土壌が重んぜられ，な

お清潔で病菌が少ないことが必要条件とされている。

また，さし木の好適用土は植物の種類によっても異なるが，排水通気のよし、.':.ï，、で、は川砂で・もとくに花尚

岩の風化してできた Silver sand やココ郎子の粗皮等，排水通気が十分で、適当な保水力もある点、では関

東 loam といわれる軽い火山灰質の赤土，鹿沼土および荒木田土， Peat 等， また排水通気および保水力

がとくに5TIlv 、)~，~、で・は水苔等が賞用され， わが国の有名な苗木生産地の安行は|共l束 loam，兵庫県の伊丹市

および宝塚市の長尾は天神川の川砂，広島県の己斐も川砂，久留米市付近は火山灰を含む軽い運積土，と

いうように好適土壌の得やすいところによく発達している。

なお他方，一応的菌のおそれを少なくするとし、う見方で，アメリカでは蜂引を焼成したノミーミキュライ

ト (Vermiculite) や Peat もよく用いられているし，また砂等も水でよく洗し、，赤土は心土を用い，ま

た土壌は長期の反復使用をさけ，病菌のおそれのある一般の土や使し、古しの土壌を使用する場合は土壌消

毒を行なうことが望ましし、といわれてし、る。

さきにのべたとおり，いままでは Pythium， Phytoρhthora， Rhizoctonia, Botrythis, Fusarium 等，

園芸値物とくに軟弱な草花類等を高温多湿な温室内等のむしろ特殊な条件下でさし木する場合によく発生

まんえんし，発根後の健全な独立個体までを侵すようなものが，さし木の腐敗をおこす病原菌として重視

され，その多くは消毒によってかなり効果的に防げると考えられてきたが，事実このような病原菌に対し

ては消毒が効果的な場令も多いと思われる。しかし筆者は，不完全個体である抵抗力の弱いさし穂の弱み

につけこみ， たえずこれに脅威を与えている病原菌はきわめて普通的な存主性をもっ Bacillus その他

Fusarium で，これらの閣に対して土壌消毒その他殺菌等積極的な方法で確実な腐敗防止効果をあげるこ

とは現在のところきわめてむずかしいことについてのべた。

このことから，さし付け時に病原菌が少なし、ことももちろん必要ではあるが，病原菌の繁殖しにくい，

あるいは腐敗活動がおこりにくいさし床を求めることが大切で，とくに林業ではその対象が大きいだ、けに

実行にさきだって，さし{寸け場所のこれらに対する適性を検定しておくことがきわめて重要と思われる。

土壌は，基岩の相違，種々異なった気象条件等のもとにいろいろなかたちで・行なわれる風化作用，また

その他環境条件あるいは人為のもとに行なわれる有機質や肥料等の添加とその分解等，その生成条件ある

いは管理条件の差異によって，化学的あるいは物理的の諸成分，諸性質はそれぞれきわめて多種多様にわ

たるので，これら広範囲の土壌をそれぞれさし床とした場合について，広くさし木の腐敗の難易との関係

を究明することは困難である。しかし，これらのうちとくに腐敗菌の主要な栄養源左なる有機物の多少，

あるいは作物等の遺体にともなう土壌の病原菌による汚染の程度，排水の程度等はさし木の腐敗ととくに

深い関係があるものと推定される。このような見地から，その代表的と思われる Table 76 の各土壌をそ

れぞれ供試土壌として選び，これら土壌の種類あるいはその土壌水分によって，さし木の腐敗率がどの程
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Tabl巴 76. 供試土壌一覧表

Synthetical table of the soils for experiments. 

まfj JjIJ 
成 因 な ら び 性 1犬 産 士血

Origin and property 
Kind of Common 成 因 l i lm水量soils 土性 pH IMax. water Locality 

nam巴 Origin Soil class I 1 capacity 

耕土 畑土 10年以上耕作の行なわ 壌土 I 6.41 52 岡山分場(岡山市〕

れた土壌
Clay loam Forest Exp. Sta. 

Moulds Nursery Okayama Sub-

soils 
Cultivated over ten 52 branch Sta. 

years. Clay loam (Okayama city) 

壌土 I 6.21 47 関西支場(京都市〉

Clay loam Forest Exbpr .Sta-

!Ofb草ta類in一ed fr ら採取
1 

70
1 

Kansai branch 
腐 Ni 土 om accu-

70 Sta. 
HummmulahEPlaceof the! (Ky�o city) 
soil wild grasses. 

酸性腐植壌に771 県おんじ土

1 5., 1 

O岡k山ay県a林ma業試Pr験ef場ec-
んだ土 壌 tural Forestry 
Soils afflu-Ando soil , Exp. Sta. 
.ent in acid black 

1 5.51 
鈴S鹿UZ苗uk畑a (鈴鹿市)

humus 78 
(Suzuk-na ucristeyr]y 

未耕の鉱物 赤土 硬砂岩を基岩とする心拍壌土 I 6.0 1 45 岡山分場(岡山市〉

質土壌 Forest ExpS .Sta-
Red soil 

壌土 1 6.0 1 
Okayama Sub-

6.0 38 branch Sta. 

Mineral 
Clay loam (Okayama city) 

花尚土岩of壌をtを基岩とするは砂壌土 I 鉾立H(試験地(岡山県〉
virgin soils けまlH 52 36 okotate Exp. 

Soil hebaremom-l Area E(feOckt ayama t;t~ i~ '~.;-a;ïti~ .;;;~.. I Sandy loam prefecture) 

砂 土 )11 砂 i 砂土 I 6.41 20 旭 川(岡山市〉

Asahi-river 
Sands Riverain sands |砂土 1 6.41 

(Okayama city) 
22 

l 砂土 I 5.81 
20 

Sand 

砂土 I 7.0 I 34 京都市

Sand Ky�o city 

鹿沼土 I 5.21 152 栃木県

Tochigi 
Kanuma-

1 5.21 
prefecture 

soils 157 

I 4.0 I 152 

土壌以外 事居 屑
アカマツ，スギの鋸屑で
10日間浸水処理 岡山市

Other Sawdust The sawdust was 

material made from Akamatsu 460 Okayama city 

ρ(SdPoe11招digniiwcuas(i)Ct,h dyeaywnnρsd atioftmewlr oeamFfs i E )and a 1a-
exu-

or ten 
days. 
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度影響をうけるか比較調査した。

なお，土壌水分については，従来乾燥による萎凋の問題と水はけの問題とが重要視され，土壌の好適合

水率は土壌の種類のほか植物の種類によっても異なるが， 50"-'605杉を適量とするものが最も多し、とされて

いる。筆者は草花類および軟弱なものあるいは着菜室の多いさし穂，その他特殊な種類のものを除けば，

ただ乾燥だけの原因で枯死する場合は意外に少なし、と思、われたので，土壌水分とさし穂の枯死との関係等

をあわせて明らかにするため，それぞれ試験を行なった。

つぎに，各試験ごとにその結果を掲げ，最後に総合考察を加えたい。

i. 土壌種別腐敗試験 その 1

(伺試験方法

本試験はTable 77 の各種土壌をさし床とした場合の腐敗率の多少について比較検討するため， Table 

78の各樹種，時期およびその他各条件のもとで行なった。

なお，下部切口は節直下を楕円形切返し法によ

り穂作りし，ヤマモモは 2 枚残葉，他の樹種は無

楽のさし穂を用い，さし床は屋外に各土壌を深さ

約 20cm に客土し，間隔 2. 5cm X 4. 5cm，さし付

け深さはグズのほかはすべて約 10cm (穂長の

3/4)，供試本数は 1 区50本とし， Table 78 の時

期にさし付け，ドl おい 1 枚をし，川砂区の表面が

白くならなし、程度に保つため乾燥時には適宜各区

間量の濯水をした。

腐敗調査をさし付け後15 日目， 30 日目， 45 日目

60 日目に行なったほか，同期間の日おい下におけ

る地温(深さ 10cm) を測定し，また各土壌の含

水率の変化状況について比較検討するため，乾燥

Table 78. 

Table 77. 供試土壌

Soils for the experiment. 

u
m
n一
土
問
一
砂
叫
一

川
一
九
也
壌
糾
一
一
一

一
樹
仙
E

一
塙α
一
川
町
一

同
一
ω
一
M
-
M

一

量
民
Y
一
一
一
一

一
水
同
公
一
5
一
2

一
o
j

一

E容
、
引
一
4

一
5

一
2

一
日

大
丸
町
一
一
一
一

最
陥c
一
一
一
一

類
.
則
一
土l
一
土y

一
土
一
土
L
r

種

h
一
.
則
一
ぽ
l

一

d

一
日
l

の

ω

一

h
一
四
.
m一
叩
一
沼
山
d

壌
吋
一
凶
一

h
j
S

一
紅

土
町
一
赤E一
畑P

砂
鹿

K

鋸屑 1 10日間浸水処理を
6.21行なった Exuded

Iwith water for 
|竺旦旦笠主

Sawdust 

Materials for the experiment. 

供試材料

桔I 種 |親 AEも叩 iEAf 齢|太さ (mm) I 長さ (cm) I 採取期|高aぷJ32
Species I p岨rent tree I cuttings I Diameter I Length IDat疋 slippedl of cuttings 

青島トゲナシニセアカ I I I I I 
シア I ， ~I ~ ，~ 'A  I ~..___ A I 

I 12 I 1 5~13 10 I May 9 I May 10 Robinia �seudoacacial .~ I • V - OU  OV  I .'.~y / I 
var. bessoniana 1 1 

(根ざし) 1 1 1 

[ Root cutting)1 I 

イタチハギ 2 I 
Amorρha jruticosa I I 
ヤマ ρ ギ 1
Lesρedeza bicolor I 1 ~ 2 I 
var. ia.ρo目ica

ブサアカシア 13 I 
Acacia dealbata I I 

3~10 Feb. May 11 10 

5~ 9 Mar. May 4 10 

3~ 8 Jan. 25 Apr. 28 10 

May 8 5~11 May 6 10 
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Table 78 (つづき) (Continued) 

樹 種|親AETf 齢|穏 4etf 齢l 太さ (mm)1 長さ (cm) I 採取期国aふJLE
Species I parent tree I cuttings I Diameter I Length IDate slippedl of cuttings 

クズI? 2 I 5-12 I 9-28 I Jan. 23 I May 6 
p'ueγaria hirsuta I I I I 

オオパヤシャプシ 5- 7 I 1 I 4-11 I 10 I Feb. 3 I May 4 
Aln叫s Sieboldiana I I 

ア〉Eムs らλρa ~ Iミ~I 一 I 1十| い I 1叩o I A卸戸川 Apr. 21 

マ三;ムふムa モ|卜7…-8川I 1 I い I 1叩o I同Feb白b. 3 I川A勾卸p戸r. 2幻7 

グ二}}Cωωω制t仰仰……ω即…a c町Y陀…e
アペマキ 1("\ j ... 0 I , f"¥ T...._ "lt:: I 10 I 1 4-8 I 10 I Jan. 25 I Apr. 27 
Q'uercus variabilis I I I I  I 

ヤ…
Tabl巴 79 供試土壌の水分変化

Variation of the water contents in various soils for the experiment. 

調書 F 日|赤土|思土|砂土|黒沼土|鋸屑uate 1" ~ I r苅 urs巴ry I .., ~ I !¥.anuma-I 
observed I Red soil I soil Sand I soil I Sawdust 
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52% 

53 

50mm濯水後
After 50mm sprinkling 
0.5mm 降雨後
After O. 5mm pr配ipitation
1mm降雨後
After lmm precipitation 55 

48 

40 0.3mm降雨後
After 0.3mm precipitation 

48 

55 

48 2mm潅水後
After 2mm sprinkling 

47 

46 

36 
9.4mm降雨後
Aft巴r 9. 4mm precipitation 
34.8mm降雨後
After 34.8mm precipitation 

51 

53 

53 

48 

しやすい条件下にあった 8 月 9 日 -8 月 23日にわたって，地下 5 -10cmの土壌を毎日採取し調査した。

(b) 結果
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試験実行中のi奈さ 10cm の地温は便宜上 5 日間の平均値として Fig. 43 に示した。

また，各土壌区とも乾燥時には単位面積あたりほぼ同一量の水分を補給したが，その理学性に起因する

含水率の変化範囲を比較調査した結果は Table 79 のとおり赤土区で55~77%，知l土区は54~86%，砂土

l区18~439百，鹿沼土区49~759五，鋸屑区36~55%であった。

屋外と屋内とでは蒸散量に差があるので，屋内で行なった Fig. 93 の結以と比較するのは必ずしも好ま

しいとは思わないが，本試験で，砂土区は土壌水分18%の時期があったにもかかわらず，これは Fig. 93 

の場合のように長期にわたって同一合水率に調節したものと異なり，一時的な現象であったためか，直接

乾燥によって枯死したと思われるものも認められなかったほか，他の区におし、ては乾燥枯死の心配は全く

なかった。他面各試験区間の含水率の多少により腐敗率がある程度影響をうけているとも考えられるが，

これは当然土壌そのものの性質に起因するものであり，したがってこの腐敗調査の結果は比較的適当な水

分管理を行なった場合の土壌の種類による腐敗率の差をあらわしてし、るものと考えられる。その調査結果

は Fig. 80~Fig. 92 のとおりである。
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Mean rotting percentage of the 

test species. 

ii. 土壌種別腐敗試験その 2

(叫試験方法ー

黒おんじ土壌をさし床とした場合の腐敗率に関しては，土壌碕別腐敗試験その 3 および後述の青島トゲー

ナシニセアカシアのさし床土壌による腐敗の難易と活着率の関係について行なった試験においても調査し

たが，ここでは青島トゲナシニセアカシア等 5 樹種のさし木にっし、て行なった試験につし、てのべる。
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Table 80. 供試材料

Materials of the experiment. 

結IspJ|詰切さ窓T5151ametJILtんむipzJ盟礎
青島トゲナシニセア州 I I I I I 
シア 1 • ~ 1 1 , • • ..1 • ~ _ 1 r. _, ~~ _I 10 I 1 I 6~11mml 10cm I Oct.27 I Oct.28 Robinia pseudoa巴acial .LV I L I u'-J..luJ.uJ.1 J. V \,.. U .L I '-''-'L.''''( I 

イタチハギ1 3 1 1 1 5~11 1 10 1 23 1 23 
Amoゆha jruticosa I I I I I I 
ンノキ 1 1 1 1 1 

Alnus japonica var.1 5 I 1 I 4~10 I 10 I 27 I 28 
genuzna 1 1 1 1 1 

サクラ(ソメイヨシノ )1 20 I 1 I 4~lO I 10 I 23 I 24 
prun附 yedoensis I I I I I I 
スギ I 1 1 I 

Cryptomeria I 13 I 2 I 3~ 6 I 15 I 29 I 29 

黒おんじ土壌は三重県鈴鹿市産の pH5.5 の壌土，対照区には関西支場構内の pH6.2 の埴壌土である

畑土を用い， Table 80 の各樹種，時期およびその他各条件のもとで 1954年に試験を行なった。なお，下

部切口は節直下を楕円形切返し法により穂作りを行なし、，スギは下部 1/3 の枝葉を除去し，その他の樹種

は葉を全部除いて，穂長の 1/3 の深さに 1 区50本あてさし付け，日おい 1 枚を用い，さらに床上の表面が

乾燥のため白くならないよう適宜潜水を行なった。

(b) 結果

各樹種および各試験区とも直接乾燥萎凋のため枯死したものは全く認められなかったが，青島トゲナシ

ニセアカシア，イタチハギ，およびスギは翌年 2 月 24日，ハンノキはさし付けと同年の12月 4 日，サグラ

(ソメイヨシノ〉はさし付けと同年の12月 15日にそれぞれさし穂、の腐敗について調査した結果は Table 81 

のとおりで，とくに青島トゲナシニセアカシア，スギにおいては，現地苗畑土壌を用いた Control 区と黒

おんじ土壌区との聞にはきわめて大きな差が認められた。

iii. 土壌種別腐敗試験その 3

(司試験方法

木試験は Table 82 の各種土壊をさし床とした場合の腐敗の難易について比較検討するために行なった

もので，供試樹種として青島トゲナシニセアカシアおよびスギ(品種一一ミネヤマヅロ)を用いた。

各区とも苗畑の表土をとった上に木わくをもうけ，これに 20cm の厚さの客土をし，青島トゲナシニセ

アカシアは貯蔵した 1 年生枝，スギはさし付け前日に採取した穂、木を用い，下部切口は節直下を楕円形切

返し法により穏作りし，青島トグ十シニセアカシアは穂、長 10cm ，径6~12mm，スギは穏長 15~25cm，

径 3~8mmのものを， また青島トゲナシニセアカシアは ι-naphthalene sodium acetate 0-02 %液に

23時間浸漬の発根促進処理を行なった後，穂長の 2/3 のi奈さで1955年 4 月 17日に，またスギは無処理のま

ま穂、長の 1/2 の深さで同年 5 月 6 日に，それぞれ 1 区50本ずっさし付けた。なお，さし付け後は，よしず

1 枚で日おいをし，乾燥で床面が白くならないよう適宜各区同量の潜水を行なった。

同結果

青島トゲナシニセアカシアはさし付け後2 週間目，スギはさし付け後 3_ 5 か月日に掘り取り調査を行な
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Table 81. 試験結果

Result of the experiment. 

Species 
|試験区|…数sl 腐 敗|腐敗率

Plot I No. of cuttin!.!:s I No. ?!.rotten I P~.rcenta~~ of 
"'~ I cuttings I rotten cuttings 

種樹

50 40 80% 
Nursery soil 

IA 黒おんじ土壌 | 50 7 14 
ndo soil , black 

50 2 
イ タ チ ノ、 ギ Nurs巴ry soil 

Amoγ'pha fruticosa 50 。 。

Ando soil , black 

50 42 84 
ノ、 ン ノ キ Nursery soil 

AI即時 japonica var. genuia 50 40 80 
Ando soil , black 

50 33 66 
サク ラ(ソメイヨシノ〉 N ursery soil 

Prunus yedoensis 50 24 48 
Ando soil , black 

50 14 28 
ス ギ Nursery soil 

Cryptomeria ;aponica 50 2 4 
Ando soil , black 

Table 82. 供試土壌

Soils for the experiment. 

l最大容水量|土壌の種類 Max. water pH Note 
Kind of soil I capacity 

47 6.2 |10制上耕向山た土壌
Nursery soil Cultivated over ten years 

腐 I~野b動tainte堆d 積fr叫or ら採取70 7.0 om accumulative place 
Humus soil of the wild grasses 

78 5.5 |鈴鹿献鈴鹿市〉産
Ando soil , black From Suzuka nursery(Suzuka city) 

砂 32 7.0 lM 京都市産
Sand Riverain sand (Ky�o city) 

鹿 i召 157 5.2 
Kanuma-soil 

ったが，その結果は Table 83 のとおりである。

すなわち，青島トゲナシニセアカシア，スギとも砂土区の腐敗率が最も高いのに対して，黒おんじ土壌

区の腐敗率は最も低く，青島トゲナシニセアカシアでは最高の発根率を示し，またスギでは鹿沼土区につ

ぎ第 2 位の発根率を示している。
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Table 83. 試験結果

Result of the experiment. 

fM 種 土壌の種類

Species Kind of soi! 

青島トゲナシニセアカシア 土 l

Nursery soi! 

腐植土|

Humus soil I 

黒おんじ土壌 1

Ando so i!, black I 

土|

Sand 
鹿沼土l

Kanuma-soil 
土|

Nursery soil I 

腐植土|

知|

Robinia ρ'seudoacacia 

var. besso河iana

砂

ス ギ(ミネヤマジロ〉 知|

Cryptomeria japonica 
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砂

:bite{lhivj l I 
5o I 33 I 66 I 17 I 34 I 16 I 32 

5o I 27 I 54 I 23 I 46 I 22 I 44 

5o I 17 I 34 I 33 I 66 I 33 I 66 

5o I 38 I 76 I 12 I 24 I 9 I 18 

印 I 38 I 76 1 12 1 24 18 116 

5o I 25 I 50 I 25 I 50 I 6 I 12 

5o I 32 I 64 I 18 I 36 I 1 I 2 

5o I 8 I 16 I 42 I 84 I 17 I 34 

5o I 49 I 98 I 1 I 2I 0 I 0 

5o 1 9 I 18 I 41 I 82 I 35 I 70 

なお鹿沼土区は，育。|ゐトゲナシニセアカシアでは砂土区と|百i様最も腐敗率の高い fü立を示しているのに対

して，スギでは黒おんじ土壌区とほぼ同線腐敗率はきわめて{尽く，発根率は最も高い。

また， ~UJ土区，腐植土区はやはり黒おんじ土壌区にくらべはるかに高炉腐敗率を示している。

iv. 土壌の穐紅iおよび合水率とさし木の腐敗および乾燥に関する試験 その 1

(同試験方法

本試験は， Table 84 の各種土壌を用い， 各土壌とも最大容水量に対する含水率を 15， 30, 45 , 60, 

75 , 90%の 6 区計 24区を設け，土壌の種紅!および含水率とさし穂の乾燥および腐敗との関係について調査

したものである。

供試樹種は青島トゲナシニセアカシアで， 13年生の親木から当年生の技を 9 月 12 日に採取し，直径 6~

10mmのものを長さ 10cmとし，下部切口は楕円形切り返しにより穂作りし，翌日日長さの 2/3の深さに 1

区50本としてさし付けた。

さし床は 15cmX 15cm X 25cm の木箱に所定の含水率の土壌を入れ， 毎日:秤量法によって蒸発水分量を

調査し，上部濯水および下部浸透濯水によってこれを補正したので，合水率は最大容水量に対して::!:2.5 
%以内の誤差に保つことができた。

なお場所は室内とし， 10月 13 日 ~10月 23日は便宜上温室内とした。

(b) 結果
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さし付け後45日目に調査を行ない，腐敗

した形跡なく，表皮が萎縮し，乾燥による

枯死と認められたものを Fig. 93 に，また

青島トゲナシニセアカシアはほぼ下部切口

からだけしか発根しえないので，この下部

切口より lmm以上腐敗がすすみ発根不可

能と思われたものを Fig. 94, 乾燥枯死お

よび腐敗したものの合計を Fig. 95 にとり

まとめた。

なお，試験中の楓度は Fig. 96 のとおり

である。
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Fig.93 さし床土壌とさし木の乾燥枯死との関係
Relation between kinds of cutting 
media and death of cuttings by the 

drought. 

Fig.94 さし床土壌とさし木の腐敗との関係
Relation between kinds of cutting 
media and rotted rate of cuttings. 
青島トゲナシニセアカシア

青島トゲナシニセアカシア
Robinia ρ'seudoacacia var. bessoniana 
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青島トゲナシニセアカシア
Robinia ρ'seudoacacia var. bessoniana 

Robinia pseudoacacia var. bessoniana 

ι釦|ん~勺ミ;iJ)
:~:;l~九明じr八一\
10 20 

。 13
SeP 血L

13 23 

Fig.96 試験中の温度と湿度
Temperature and humidity during 

the experiment. 

v. 土壌の種類および含水率とさし木の腐敗および乾燥に関する試験 その 2

(a) 試験方法

本試験は Tabl巴 85 の各種土壌ごとに，その最大容水量に対する含水率を15 ， 30, 45 , 60 , 75, 909G とし

た 6 区を設け，試験その 1 と同様，合水率とさし穂、の乾燥および腐敗との関係について調査したものであ

る。
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Table 85. 供試土壌

Soils for the experiment. 

pH Note 
Kind of soil I Max. water capacity 

赤 459五 6.0 
Red soil Clay loam , Subsoil 

52 6.2 
Nursery soil Clay loam 

砂 20 5.8 
Sand Riverain sand 

152 4.0 
Kanuma-soil 

o花il 尚岩質はげ山土壌 1 |鉾Soil of the bare moun- 36 5.2 
tain in granitic area From Hokotate Exp. Area 

鋸 |アカマツおよ日 10日間浸
460 6.2 水処理 Exuded with water 

Sawdust for ten days 

供試樹種は青島トゲナシニセアカシアで， 13年生の親木から 1 年生枝を 3 月 2 日に採取し，穴蔵貯蔵し

たものを 5 月 24日に取り出し，直径 5~14mm のものを長さ 10cmとし，楕円形切り返し法により穂作

りし，翌日穂長の 2/3 の深さに 1 区50本としてさし付けたが，各種土壌にわたってさし穂の太さその他，

さし総条件を統一することができなかったので，土壌の種類による比較には役だたすことができなかった。

なお，場所は室内とし， さし床は 15cmX 15cm X 25cm の木箱に所定の含水率の土壌を入れ，毎日秤量

法によって蒸発水分量を調査し，上部濯水および下部浸透濯水によってこれを補正したが，その含水率の

誤差は最大容水量に対して士2.5%以内に保つことができた。

(b) 結果

さし付け後45 日目に調査し，各土壌ごとに土壌水分とさし穂の乾燥枯死および腐敗との関係を Fig. 97 

から Fig. 102 までに取りまとめたが，各土壌とも 759五区および 90%区では約20 日後からさし穂の地上部

分に Fusarium がよくまんえんしているのが認められた。

なお，試験中の温度ならびに湿度は Fig. 103 のとおりである。
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Fig.98 畑土におけるさし木の乾燥と腐敗による
枯死
Death of cuttings by rot and 

drought in nursery soil. 
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Death of cuttings by rot and 

drought in sand. 
青島トゲナシニセアカシア
Robi持iana ρseudoacacia var. bessoniana 

100 ,% 

前 -機関鍋時
bO 

40 百~
dr 20 

Fig.l01 花樹岩質はげ山土壌におけるさし木の乾
燥と腐敗による枯死
Death of cuttings by rot and 
drought in granitic virgin soil. 
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Fig.102 鋸屑におけるさし木の乾燥と腐敗による
枯死
Death of cuttings by rot and 

drought in sawdust. 
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Fig.103 試験中の温度と湿度
Temp巴rature and humidity during 

the experiment. 

vi. 土壌の含水率と根ざしの腐敗に関する試験

(剣試験方法

本試験は，根ざしの場合の土壌水分がその腐敗および活着に及ぼす影響について究明することを目的と

して行なったもので，土壌は最大容水量52%， pH6.4の埴壌士である畑土，供試樹種は青島トゲナシニセ

アカシアとし，前後 2 回にわたって試験を行なった。第 1 試験では，最大容水量に対する含水率をそれぞ

れ46 ， 55, 64, 73, 82, 919五とした試験区を設け，腐敗しやすい生理状態にある 7 月 14日に種根を採取し

a-naphthalen巴 sodium acetate 0.02 %液に12時間下部浸漬処理を行なって常温の室内に，また第 2 試

験では，土壌水分 30 ， 45, 60 , 75, 9096の試験区を設け 1 月 24日に無処理のまま温度 180 C:t30 C の温

室内に，それぞれさし付けた。
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両試験とも 1 年生さし木首の直径 3~4mmの根を採取し，長さ 8cmに切り， 1 区50本とし，上部 I.

cmが露出するよう大きさ 15cmx 15cm X 20cmの木箱に垂直にさしつけ，なお土壌水分は，毎日秤量法に

よって蒸発水分量を調査し，上部構水および下部浸透濯水によってこれを補正したので，含水率の誤差は;

最大容水量に対して士2.5%以内に保つことができた。

(b) 結果

第 1試験では，さし付け後15 日固に腐敗， 45日目には腐敗および活着率についてそれぞれの調査を行なー

い， Fig. 104 にとりまとめ，また第 2 試験では，さし付け後 10 日目， 20 日目， 30 日目に腐敗， さらに4Óo

日目には腐敗および活着率についてそれぞれ調査を行なヤ， Fig.105, Phot.14 にとりまとめた。
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Fig.104 土壌水分と青島トゲナlシニセアカシアの
根ざしの腐敗および活着その 1
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the soil and rooting of the cuttings 
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Fig.105 土壌水分と青島トグナシニセアカシアのl
根ざしの腐敗および活着率 その 2
Relation between water content of 
the soil and rooting of the cuttinKs. 
of Robinia pseudoacacia var. 
bessoniana root cutting. N 0.2 

土壌水分と乾燥枯死との関係についての試験結果は Fig.93 および Fig.97~Fig.102 のとおりであるv

すなわち， Fig.93 は土壌の種類別，水分別にさし付け後 45 日目の乾燥枯死率を表わしたもので，この場ー

合供試土壌のうち，鹿沼土だけは土壌水分45%のとき約 69百乾燥枯死したと認められたが，赤土，畑土，

砂土とも土壌水分45%区は乾燥枯死したものは認められず，また土壌水分15%での枯損率は，砂土18% ，

赤土74%，畑土809百，鹿沼土100%と順次高い値を示すことが認められた。

なお， v の試験におけるさし付け後45日目の乾燥枯死率は Fig. 97~Fig.102のとおりで，各土壌とも土‘

壌水分30%のときは，乾燥だけの原因で枯死したと認められるものは 1 本もなく，他方自然状態下の屋外

でさし木し，砂土の床面が乾燥により白くならない範囲で比較的粗放な水分管理を行なった場合でも，そ

の地下 5 ~10cm の場所の土壌水分は Table 79 の例のとおりで，土壌水分が最大容水量の40%以下に下

る場合は，砂土や緊密な埴土その他特殊な土壌あるいは極端な気象条件の場合を除けば，比較的少なし、と

考えられるし，さらに花儲岩質のはげ山土壌をさし床とした場合の結果は Fig.101 のとおりで，最大容

水量に対する土壌水分309五区では，乾燥だけの原因で枯死したと認められるものは全くなく，土壌水分15.:

%ではじめて乾燥枯死したもの 2%が認められたにすぎない。

また，これとは別に筆者および岩水崎 99) 100) 101)がさし穂の乾燥に対する抵抗力を知るため，スギ，ヒ

ノキ等の常緑針葉樹も含めた19樹種について，さし付け前の穂、木の水分消失量とそのさし付け後の乾燥枯

死との関係について調べた結果によると，ユーカリ属やアカシア属等の特殊なものを除き，スギその他多

くの樹種は，かなり高し、安全率を見込んでも 4 月ごろでは，相当乾燥の強い日に日陰で連続 1~2 日ぐ



さし木の腐敗とその防止および回避(森下〕 -165 一

らい，また強い日光の直射下なら連続2~4時間ぐらい，乾燥のそれほど強くない日なら日陰で連続 2 日

闇，日向では 1 日中これを拡げて放置する程度なら，その含水率カ!30%~405杉以上も消失することはまれ

で，この程度の乾燥に一度陥らしただけで枯れる樹種は少ないし，また枯死寸前まで強く乾燥さす場合を

除けば，一度ぐらい強く乾燥したからとし、って発根力そのものが弱くなる心配もあまりいらないように思

われた。

なお，さし付け後さし床の強い乾燥が長い間つづく場合には，発根力そのものが害されることが考えら

オもるし，スギ，ヒノキその他常緑広葉樹等水分要求量の多いものやその他葉をつけた穂、木を用いてさし木

する場合等水分要求量の多い穂木では，水分管理をおろそかにすると，乾燥のため枯損し，活着成績が著

しく低下することになるが，一般に落葉広葉樹等の休眠枝ざしにおける穏木の乾燥に対する抵抗力は案外

号車いようである。 守

すなわち，軟弱なさし穂を用いる場合，枝葉を多くつけるとか，その他蒸散量のきわめて多し、かたちの

さし穏を用いる場合，あるいは砂土，緊密な埴土その他きわめて乾きこみやすい土壌をさし床とする場合

等よほど極端な条件の場合でないかぎり，乾燥そのものの原因だけで枯死する心配はあまりいらないと考

えられるし，またたとえより強い乾燥条件のもとでも，地下 5 ~10cm の土壌が風乾状態にまでなってい

ないかぎり，その部分の関係湿度はなお 100%近くあるので，より深くさしつけ，地上部付近からの蒸散

を制限することによって乾燥枯死を防ぐことも可能と考えられる。

換言すれば，さし穂枯損の直接の原因としては，腐敗がきわめて大きく働いているということができよ

つ。

この腐敗の難易は Fig. 3 ~Fig.18， Fig. 80~Fig. 92 , Fig.94, Table 83, Table 104 のとおり，土

壌の種類にきわめて大きな差がある。

すなわち， i fこのべた屋外で行なった試験の結果についてみると，心土で腐植を含まない赤土では， 11

の供試樹種中グズ (Fig.85)，イタチハギ (Fig.82)，オオパヤシャプシ (Fig.86)，アキグミ (Fig.87) ，

アベマキ (Fig.90) の 5 樹種が，さし付け後調査打ち切りの60日後まで，畑土およびその他の土壌にさし

付けたものに比較して常に最低の腐敗率を維持し， また青島トゲナシニセアカシアの枝ざし (Fig. 80) 

および根ざし (Fig.81)，ヤマハギ (Fig.83)，グリ (Fig.89)，ヤマナラシ (Fig.91)もさし付け期間中

の大半は供試土壌中最低の腐敗率を維持しており，残りのフサアカシア (Fig.84)，ヤマモモ (Fig. 88) 

も少なし、腐敗率を維持している。

また iv の屋内で行なった試験の結果をみても，赤土区は他の土壌区にくらべてきわめて腐敗しにくく，

土壌水分609五のとき畑土区の腐敗率34%に対して赤土区はわずか 2%ときわめて大きな差があり，さらに

Fig. 3 ~Fig. 18 の時期別土壌別試験の結果をみても，年間を通じて各樹種とも，赤土区は，畑土区にく

らべて腐敗率の非常に低いことが認められる。そして，それぞれ樹種によっても異なるが，一般にさし付

け後初期の30日間において，赤土区と畑土その他の土壌区との腐敗率の聞にはきわめて大きな差があらわ

れていることからみると，かりにさし穂がかなりな発根能力をもっているとしても，腐敗させやすい土壌

にさし付けた場合には，腐敗のためその活着成績が大きく低下するものと思われる。

つぎに，この畑土は，もともと赤土区の土壌とほとんど同じものが，永年耕作等の結果変化してできた

もので，この場合その土壌水分の変化状態等も， Tabl巴 79 にみられるとおり，なお赤土区と大差がなか

ったにもかかわらず，赤土区にくらべて明らかに高い腐敗率を示していることから，土壌中の有機質が腐
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敗に大きな影響を与えるものではないかと考えられる。 しかし， liii の野草類を刈り取り堆積し， 1~2 

年後にその跡地からえられた腐植土を用いた区は，きわめて多量の腐植を含んでいるにもかかわらず，ス

ギに対しては畑土区よりも腐敗率が高いとはいえ，青島トゲナシニセアカシアに対しては畑土区よりも腐

敗率がむしろ低くなっていることからみて，さし床中の腐植の量そのものだけでなく，その含まれる腐植

の種類その他土壌成分， 土壌微生物の措抗関係等によってもかなり影響されるのではないかと推察され

る。また競菜等の耕作によっておこる Bac. aroideae, Bac. carotovorus 等さし木と共通な病原菌そのも

のによる土壌の汚染がさし木の腐敗率を高める大きな原因になることを忘れてはならない。

なお，腐植のうちでも酸性腐植を多く含んだ黒おんじ土壌をさし床に用いた場合のさし木の腐敗率につ

いては， ii , iii のほか，後述する青島トゲナシニセアカシアの項においてものべるが， Table 83 の結果

では，青島トゲナシニセアカシアおよびスギの両樹種とも畑土区，腐植土区，砂土区，鹿沼土区に比べて

腐敗率は最も低く，また Table 81 においても， 青島トゲナシニセアカシア，イタチハギ，ハンノキ，サ

グラ(ソメイヨシノ)，スギのいずれも畑土区より黒おんじ土壌区の腐敗率が低い。 さらにまた，青島ト

ゲナシニセアカシアのさし木につし、て調査した Table 104 の結果におかでも， 黒おんじ土壌区の腐敗率

ははるかに低く，さし木の腐敗回避という意味で，とのような黒おんじ土壌はきわめてすぐれたさし木用

土と考えられる。黒おんじ土壌では事業的にもきわめてすぐれたさし木成績の得られる例も多いが，これ

はその腐植が病菌の栄養源として効果的に利用される形のものでなく，腐植の分解が進みにくいという黒

おんじ土壌の本質からみて，これをさし床とした場合のさし木の腐敗率がかえって低いことも当然と考え

られる。

つぎに鹿沼土についてみると， Table 83 のスギにつし、て行なった試験結果において腐敗率はきわめて

低く，発機率も高いが，同表の青島トゲナシニセアカシアについての試験結果のほか i の試験結果では最

も腐敗率が高く，また iv の試験結果においても Fig.94 のようにその腐敗率は必ずしも低くなし、。すなわ

ち，土壌水分609出のとき畑土区が34，9百でいちばん多く，赤土区が 2%でいちばん低く，鹿沼土，砂土はと

もに20，9五で前 2 者の中間に位している。

この i の試験結果で鹿沼土区の腐敗率がきわめて高いのは，より透水性の恵、い畑土の上にこの土壌を客

土して試験を行なったため，降雨時等にこの大きな土壌間隙を通し，下方および側方の畑土の影響および

確病したさし施、からの病原薗の伝播等の影響を強くうけ，鹿沼土が汚煩され，かえって腐敗病原菌のよい

活躍場所となったことによるのではなし、かと考えられる。

また，砂土をさし床とした場合においても， Table 83 の結果のとおり， きわめて腐敗率の高い場合が

少なくないが，この砂土区での腐敗率が高いことについても，鹿沼土の場合と同様なことがし、えるほか，

さらに直接乾燥そのものでは枯死しなかったとはいえ， Tabl巴 79 でもわかるように，乾燥によってある

程度はさし穂が弱り腐敗しやすい状態にあったのも原因と考えられる。すなわち，砂土，鹿沼土のような

孔隙量の多い土壌は，酸素の供給がよいという発根活動上有利な条件を具えているとか，またもともと新

鮮なものであったとしても，他方水分停滞の際に腐敗がひろがりやすいだけでなく，汚損した場合にはか

えって腐敗をおこさせやすく，また砂土等では乾燥の影響も強くうけやすいので， pot 等を用いて周到な

管理を行なわないかぎりかえって悪い結果に終わることも少なくないと考えられる。

なお，病原菌の栄養源となる有機物質等の少ないさし床であることは，さし木を腐敗から守り良い活着

成績をうるための重要な条件と考えられるが，他面さし穂が発根することによって完全独立個体となり，
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不定性病害に対して一応十分な抵抗力ができた後は，これとは逆に肥培のため肥料分は欠くことのできな

いものとなる。したがって，このように肥料成分の少ない，あるいは欠乏しやすいさし床を用いた場合は

発根後さし床に十分な施肥を行なうか，あるいは発根後これをあまり害しない範囲内でなるべく早期に肥

えた土地に移植し，これを肥培することが好ましい。

ただ，さし水の腐敗しにくい樹種で，しかも腐敗しにくい時期その他の条件のもとにさし木を行なう場

合には，わずかの腐敗による活着率の低下を覚悟のもとに，ある程度肥えたさし床を採用し，発根後の生

育を有利に導くほうが実際上かえって得策と考えられる場合も少なくない。すなわち，さし木養苗を行な

う場合の実用上の最適なさし床土壌は，そのさし穂、の腐敗および発根の難易性によってある程度異なうて

くると考えられる。

土壌水分と腐敗との関係については， Fig. 93~ Fig. 96 および Fig.97 ~Fig. 103 に青島トゲナシニセア

カシアの枝ざしを用いて行なった結果を， また Fig.104， Fig.105 に青島トゲナシニセアカシアの根ざし

についての紡*をとりまとめた。

これによると鹿沼土，花儲岩質のはげ山の土壌等をさし床とした場合，わずかの例外はあるが，供試土

壌のほとんどが，土壌水分75%まで、は水分が高いほど腐敗率が順次高くなる傾向を示してし、る。しかし，

土壌水分のさらに高い90%区では，腐敗率が土壌水分759百区より高くなっているものと，かえって腐敗率

が少なくなっているものとがみうけられる。この現象を Fig.94， Fig.97~102 の結果ならびにFig.104~

105 の結果について比較すると， 土壌の種類によって必ずしも一定の傾向があるとも考えられず，同一土

壌でもより腐敗率が向くなる場合とより i尽くなる場合とがあり，土壌水分のきわめて高し、場合はその腐敗

は非常に不安定なものとなる。

これは土壌がある程度以上水分で間隙がふさがると，さし穂に対する酸素の供給も少なくなるが，他面

Fusarium について認められているように，好気性の病原菌がかえって活動しにくくなることや，また自

体内に生理活動を害する阻害物質を多く含むさし秘においては，それが水分中に拡散されることなどもあ

り，腐敗率がかえって{尽くなることがあるのも，これらにその原因があると思われる。

以上乾燥枯死と腐敗による枯死とに分けてそれぞ、れ土壌水分との関係についてのべたが，両者を合した

総枯死率と t 壌水分との|場係を示した Fig.95 およびFig.97~102 によると，花樹岩質はげ山土壌 (Fig.

101)および!如何土 (Fig.100) では乾燥枯死の影響が少なく，土壌水分 15% の場合総枯損率が最低であ

ったのを除き，その他各土壌とも土壌水分30~45%のとき，さし付け後一定期間でのさし胞の枯死率は最

も少なし、。

すなわち，第 2 試験の亦土 (Fig.97)，知u土 (Fig. 98) では土壌水分309百のとき枯死率が最も低く，砂

土 (Fig.9のでは，土壌水分309五のとき枯死率が 8%であるのに対して，土壌水分459百のときは枯死率が

6%とさらに低くなっており，鋸屑 (Fig. 102) で、は，水分 30%のとき枯死率 4%で低く，水分75%まで

はこれが高いほど枯死率が高し、のに対し，水分90%区では逆に枯死率 0%となっている。

以上の結果を総合してみると，例外はあるが，全般的に土壌水分が30~45%以下では，乾燥が直接の原

因となり枯死率を増す危険性が生じまた30~459百以上土壌水分が増せば増すほど腐敗が直接の原因とな

り枯死率が増える傾向がみうけられるので，結局枯死率の点からだけ考えれば，土壌水分は平穏な気象条

件でほぼ45%ぐらいが適当な場合が多いのではなし、かと考えられる。

しかし，さし木では枯死させないだけでなく，同時に発根しやすし、条件を与えることを考慮しなければ
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ならない。

従来さし木の萎凋を防止し発根を促がすにはほぼ50~609五がよし、とし、われていることからみて，発根活

動に適当な土壌の合水率は枯死率の最も少ない含水率よりかなり高しイ直のところにあると考えられるが，

発芽および発根の比較的容易な青島トゲナシニセアカシアの恨ざしにつし、て，畑土をさし床とし 2 回に

わたって試験を行なった結果では， Fig.104および Fig.105 のとおり，それぞれ土壌水分は 46%および45

%までは低し、ほど腐敗による枯死率が順次著しく少なくなり，第 1 回試験でのさし付け後45 日目の活着率

は，土壌水分64%のとき 8%であるのに対して，土壊水分559百で・12%，土壌水分46%では369五，また第 2

回試験でのさし付け後45日目の活着率は，土壌水分60%のとき 8%であるのに対して，土壌水分455杉で84

%，土壌水分30%で、は94%といずれも土壌水分の少なし、さし床においてよしJ古着成績がえられている。

このように，発根活動と枯死の両面からみたさし床土壌の最適水分は，樹種あるいはその他さし木条件

によってかなり差があり，土壌水分によって，発根活動のほうが鋭敏な影響をうけるか，あるいは枯死率

が鋭敏な影響をうけるかによって，その値がきまってくるものと思われる。

B. さし:木の pHと廃敗

さし木の用土に関して SMITH は pH 6.5 が多くの植物に過してし、るとのぺ HITCHCOCK ， A. E. 29) は86

種の植物についてさし木の発線率を調べた結果， Peat を混入した微酸性の用土において発根のよいもの

が比較的多し、ことを認めており，また CHARDWICK ， L. C. はアメリカヤマボウシ等酸性でよく発根するもの

のあることをのべているほか，ツツジ類等のさし木は用土が酸性状態にある場合発根成績がよし、といわれ

ている。しかし，さし床の pH と腐敗の難易との関係についてはこれまであまり明らかにされていない。

さし床の腐敗病原菌と pH との関係については，病原菌の形状ならびに性質のところに前述したとおり

分離菌のうちの各代表菌株について試験を行ない，その結果を Tab!e 29 に示し，これらの菌は，一般に

発育しうる pH値の範囲がきわめて広く，とくに強いアルカリ性側においてもよく生育するほか，酸性側

でも Fusarium の 2 菌株は非常に強く，また Bacteria の各菌株につし、ても，多くの高等植物の生育の対

象となる pH 値ではまず十分発育できることをのべたが，さらに，さし木の腐敗回避あるいは防止という

問題に関して，さし床の pH がどの程度の重要性をもってし、るか，その概111告を知るために試験を行なった

のでここにのベる。

(a) 試験方法

さし床には岡山分場産の硬砂岩を基岩とする赤土と旭川(岡山市〉産の砂土を等量混じた pH 6.2, 最

大容水量389五の土壌を用か，これを pH の調整によって pHf直を異にする 12の試験区を設定し，前後 2 固

にわたって試験を行なった。

pH の調整には S.Z.K. pH 比色計を用い， 0.1 N. NaOH および O.IN. HC! により土壌の緩衝曲線

を求めた後，これにしたがって pH 3.5~9.0 にわたる試験区を調整設定し， Tab!e 87 および 88 のとお

り，その pH 値のほぼ安定した10日後の 8 月 21日および 10月初日の 2 回にわたって， Tab!e 86 の各樹種

および各条件の材料を 1 樹種 1 区25本，総計 2， 700 本とし，それぞれ 30cmX 30cm X 12cm の木箱内の調

整された pH 値をもっ土壌水分60%， ì奈さ 10cm の赤土にさし木し，その pHf直別の腐敗に関して比較調

査すると同時に発根についても調査した。

なお，さし穏は青島トゲナシニセアカシアの根ざしを除き，すべて節の直下を斜めに切断し，切り返し

を行ない，穂長の 2/3 の深さにさし付け，明るい室内に置き，土壌水分は隔日に秤量法により消失量だけ
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Tabl巴 86. 供試材料

Materials of the experiment. 

樹 種|丸事tF|穂木年齢|直 径!長 さ|採穏期作品AF1 さし穂の前処理
|PZZt1252hZ|DM批rI Length I Sl~品Llttiぷ |TrJ22t to 

青島トゲナシニ E
セアカシア
Robinia pseuｭ
.doacacia var. 

bessonia珂a

11 (根ざし)1

くRoot cutting)1 

イタチハギ|

Amorpha 1 3 
fruticosa 
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・
・
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川
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A
V

仏m
d

ヤ

μ
J
ω
タ

E
U

ヤ

Alnus Siebolｭ
diana 

アキグミ

Elaeagnus 
crispa 

グ

Castanea 
crenata 

ヤマナラシ

a:-naphthalene 
Sodium acetate 
0.01%, 12hr. 

4~ 8 1 Oct. 291 Oct. 30 I 無処理
|None  treatment 

I a:-naphthalene 
Aug. 21 I Aug. 21 I sodium acetate 

|10.01%, 14hr. 

I I Hot wat疋r(36匂，
I I 6hr. + a:-naoh-

Oct. 29 I Oct. 30 I thal巴n巴 sodium
I I acetate 0.02%, 
1I  10hr. 

lilrna…e Aug. 21 I Aug. 21 I sodium acetate 
I I 0.01%, 14hr. 

11 

6~11 11 

11 

3 

:ιl 
11 ¥ Aug. 20 ¥ Aug. 21 ¥ ~~~…ne Aug. 20 I Aug. 21 I sodium acetat巴

I 10.01%, 14hr. 

Hot water(36 0 C), 
6hr. + a:-naphｭ
thalene sodium 
acetate 0.02%, 

10hr. 
Hot wat疋r(36 0C) ，
6hr. + a:-naphｭ
thalene sodium 
acetate O. 02%, 

lOhr. 

6~ 9 11 

Hot water(36 0 c) , 
6hr. +a:-naphｭ
thalene sodium 
acetate 0.02% , 

10hr. 

4~12 

6 5~ 1O 

8 
前年生

4~ 9 11 

A year old 

前年生
10 

A year old 

を補給した。

(b) 結果ならびに考察

調査時期，試験中のさし床 pH の変化，ならびに腐敗および発根についての調査結果は Tabl巴 87，胞

のとおりである。

調整された pHf直は，それぞれ36日後および34日後の調査結果のとおり，さし付け後相当な変化をまぬ

がれなかったし，またさし床土壌の種類が異なれば，同一 pH 値であってもその内容が異なるので， 1 土

壌につし、て行なったこの試験だけで結論づけることはできない。しかし，本試験では土壌水分をほぼ60%

に調節し，室内で管理している関係上， rA. 土壌の種類と水分」の項に前述した結果ならびに考察と照

合しでも，乾燥が原因となって枯死したものとは考えられず，その枯死はもっぱら腐敗に原因するものと

考えられるので，さし床の pH がさし穏の腐敗に及ぼす影響についてある程度検討することができょう。

調査結果をみると，全樹種ともアルカリ性側では，それぞれ pH 9.0~8.8 および pH 9.0~8.0 まで強
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pH 

さし付時 36日後

At After 
first 36 days 

9.0 ~ 8.8 

8.6 ~ 8.8 

7.8 ~ 7.6 

7.6 ~ 7.2 

7.0 ~ 7.0 

6.6 ~ 7.2 

6.2 ~ 6.6 

5.6 ~ 6.4 

5.2 ~ 6.2 

4.4 ~ 5.6 

4.0 ~ 5.0 

3.6 ~ 4.2 

pH 

さし付時 34日後

At After 
first 34 days 

9.0 ~ 8.0 

8.5 ~ 8.4 

8.0 ~ 8.2 

7.6 ~ 7.8 

7.0 ~ 6.8 

6.4 ~ 6.8 

6.0 ~ 6.4 

5.5 ~ 5.6 

5.0 ~ 5.4 

4.6 ~ 5.4 

4.2 ~ 5.0 

3.5 ~ 4.2 
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Tabl巴 87. さし床の pH に関する試験結果 その 1

Result of the experiment on hydrogen-ion concentration 

。f the cutting medium. No. 1 

R青ob島inトiaゲpナ'seシud，ニo セアカシアacacza var. イ タチハギ

bessoniana Amorρha fruticosa 

After 11 days j A伽 28 days Af町 17 days j After 28 days 

腐敗 l 発根 l 腐敗|発根|腐敗 l 発根|腐敗|発根
Rotted I Rooted I Rotted I Rooted I Rotted I Rooted I Rotted I Rooted 

NO.j % INo.1 % jNo.j % INo.j % INo.j % INo.1 % jNo._l_% jNo.j % 

21 84 25 100 25 100 25 100 

21 84 24 96 20 80 22 88 

19 76 25 100 9 36 18 72 

19 76 25 100 3 12 l 4 7 I 28 l 

15 60 l 4124 961 1 4 l 4 2 8 3 12 2 

17 68 24 961 1 4 2 8 5 20 6 24 5 

20 80 2 8 1 23 92 2 8 2 8 3 12 3 12 3 

17 68 4 1 23 921 1 4 

16 64 3 1 12 21 841 3 12 4 4 3 12 2 

18 72 23 921 2 B 2 8 8 1 32 l 

20 80 9 1 36 

25 100 25 1 100 25 100 25 100 

Table 88. さし床の pH に関する試験結果 その 2

Result of the experiment on hydrogen喝ion concentration 

of the cutting medium. No. 2 

青島トゲナシーセ
アカシア(根ざdしo〕-ヤ ーマ ノ、 ギ ヤマハンノキ グ
Robinia ρseu 
acacia var. besso-Lesρedeza bzcolor Alnus Siebol-

4 

B 

20 

12 

B 

4 

リ

叫za担a var. .1aρo叩zca diana Castanea crenata 
(Root cutting) 

A加 42 days I A加 33 days I A加 33 days I A加 22 days 

腐敗 l 発根 l 腐敗|発根|腐敗|発根|腐敗|発根
Rott巴d I Rooted I Rotted I Rooted I Rott巴d I Rooted I Rotted I Rooted 

No.j % INo.[ % INo.1 % [NO.[ % jNo.j % [No・ 1% INo・ 1% [No.j % 

2 8 5 20 1 25 l∞i 25 100 25 

2 8 12 48 1 25 100 25 100 25 

4 1 25 100 25 100 25 

2 B 15 60 25 100 24 96 25 

4 1 22 88 25 100 12 48 4 1 25 

3 1 12 10 40 24 96 14 56 25 100 

2 8 1 16 64 20 80 6 241 3 12 25 100 

2 B 14 56 9 36 10 40 24 96 

20 80 18 72 7 28 25 100 

19 76 23 92 2 B 25 100 

4 7 1 28 11 44 15 60 4 1 24 96! 

2 8 8 1 32 18 72
1 

25 100 15 
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い調整区になるほど腐敗率もきわめて高くなる傾向が認め

られるだけでなく，他方酸性側でも. Table 29 の結果から，

病原菌のうちとくに Bacteria のほぼ生育限界と考えられ

るそれぞれ pH 3. 6~4. 2. pH 3. 5~4. 2 の強い調整区に

おいて，腐敗率は低下しないばかりか，グリを除き，より

酸性の弱し、区にくらべて著しく腐敗率が高くなっている。

すなわち，これら強いアルカリ性側，あるいは強い酸性側

のさし床は，病原菌の活動をおさえる以上にさし穂の生理

活動を害する働きが強く，かえって腐敗率を高めるものと

考えられる。

pH 4.0~5.0 および pH 4.2~5.0 の比較的低い区にお

いて，イタチハギ，グズ，青島トゲナシニセアカシア(根

ざし) .ヤマハギ，ヤマナラシ等かなり低い腐敗率の認め

られた樹種もあるが， 腐敗の面からみたさし床の好適 pH

は一般に少なくともほぼ pH4. O~7. 5 の範囲にあること

が必要といえそうである。

また他方発根については， Table 87. 88 のとおり，青

島トゲナシニセアカシアの根ざしにおし、て，その発芽，発

根がさし床の pH 値にあまり鋭敏には作用されないという

特異な結果もみうけられるが， イタチハギ， グズ等の結果からみて. pH 5.6 

~6.4 から pH 4.0~5.0 の比較的強い酸性側において， 腐敗E容が低いにもか

グ ズ|アキグ

Pueraria hirsuta I El僻agn時s cris抑

A伽 11 days I After 11 days 

腐敗|発根|腐敗|発根

Rotted I Rooted I Rotted I Rooted 

No.1 % INo.1 % INo.1 % INO.I % 

25 100 25 100 

25 100 23 92 

25 100 4 17 68 

25 100 9 1 36 9 36 

24 961 5 20 13 52 

25 100 12 48 5 1 20 

25 100' 10 40 9 36 

24 
:61 ~ I _ ~ 11~ 40 

23 92
1 

3 112 1 9 36 

23 32 

21 841 1 1 4 1 15 60 

24 100 

ヤマナラシ

Populus Sieboldil 

After 25 days 

腐敗|発根

Rotted I Rooted 

No.1 % INo.1 % 

6

8

8

4

6

2

8

0

4

0

2

8

 

9
B
8
8
9
q

〆

8
8
8
8
3
8

4
e

今
A

勺
A
-
l
A
T
q
u

勺
A
n
u
-
A

ハ
υ

ロ
U

勺
4

《J
Q

勺
A
n

ノ
血
勺
4

勺
4

勺
L

司
4

勺
L

今
4

っ
，u

弓
4

かわらず発根率が低く，発根のためには好ましくないことがうかがわれる。従

来，一般にさし木には微酸性が好適で，樹種によってはよりいくぶん強い酸性

を好むものがあるといわれているが，本試験においてもこのような pH 値にお

いてほぼ発根率が高く，比較的強い酸性側を除けば，その発根に好適な pH 値

は同時に低い腐敗率を保つに好適な pH 値とほぼ一致した傾向が認められる。

そして青島トゲナシニセアカシアの根ざしのような特殊なものを除き，一般に

さし床 pH の差異はさし穂の腐敗率よりもむしろ発根率のほうに鋭敏に作用す

るのではないかと考えられる。

普通みうけられる土壌は，そのほとんどがほぼ pH 4.0~7.0 の範囲にある

から，一般に土壌 pH の値そのものが腐敗率に特に大きな影響を及ぼす危険性

があるとも考えられないし，また pHj直を調整することによって効果的に腐敗

を防ぐこともほとんど期待できないものと考えられる。したがって，さし床の

pH 値はむしろより説敏にその影響をうけると考えられる発根の面を重要視し

て選定するのが妥当と思われる。

C. 温度と鷹敗

温室，温床におけるさし木やまた夏期の畑ざしのように高温過湿な条件に陥
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。やすい場合の繁殖床におし、ては， Pythium, Phytoρhthora， Rhizoctonia, Botrytis, Fusarium 等に

より立枯病に侵される危険性が強いと考えられているが，その反面常緑樹のさし木等は高温と連日の細雨

が活着に好都合であるともいわれてし、る。

すなわち，さし木の好適温度はさし穂の発根と腐敗との両面から検討する必要がある。各個々の樹種，

あるいはJlj種等によっても異なるが，一般にさし木の発根には 20・ C 内外あるいはそれ以上の温度を好適

とする樹種は比較的多く，常緑樹は落葉樹よりも発根にはある程度高温を要すると考えられてし、る。他方

腐敗に関しては， Pythium 等前記 5 属の立枯病の病原菌につし、て，高温ではその侵犯をうけやすいとい

われているだけでなく，常に多かれ少なかれさし木を腐敗させている最も普遍的な病原細菌である Bac.

aroideae , Bac. carotovorus およびその他 Fusarium 等について，死滅温度ならびに温度とその生育に

関して調査した結果は Table 27, Table 28 のとおりで，温度調整の方法では，さし穏を害せず，これら

病原菌だけを効果的に殺菌することができなし、ことを明らかにしたほか， 33~360C までは高温になるほ

どその生育が旺盛なことについてのべた。

ただし，このうち Bac. aroideae について，木場開〉が議菜類の軟化腐敗病の代表的な病原菌としてそ

の侵犯力と温度との関係について調査した例によれば，その侵犯力は菌の発育状態とは必ずしも一致せず，

Pectinase 生産力との関係に接近してし、るが，やはり WC よりほぼ 350 C まで温度が高くなるほど順次

旺盛になることを明らかにしている。

なお，さきの屋外における時期別さし木試験の項で，温度の高い時期にさし木をしたものの腐敗が著し

いという結果に関しては，さし穂の採取時の親木の生理状態がきわめて大きな原因となっていることを明

らかにし，さらに採取時の親木の生理状態とさし付け後の腐敗との関係について究明するにとどめたが，

ここでは青島トゲナシニセアカシアを含む計14樹種を供試樹種とし，好適な温度条件を与えるためにどの

ような関心をはらうべきかということについて知るため，温度とさし穂の腐敗との関係を明らかにすると

同時に，温度と発根との関係をも調査し考察を加えた。

(a) 試験方法

10, 15, 20, 25 , 30, 350 C の温度区を設け，供試樹種は青島トゲナシニセアカシア，イタチノ、ギ，ヤ

マハギ，フサアカシア，グズ，オオパヤシャプシ，アキグミ，ヤマモモ，グリ，ヤマナラシ，アメリカヤ

マナラシ， ミツマタ，ツパキ，スギの計14樹種とし，設備の都合上前後 2 回に分けてさし木し，腐敗ならび

に発根について調査した。いずれも 100 C の温度区を除く各定温室は底面 75cmx75cm，高さ 75cm のわ

くを作り，これにビニール布を張り，床面には厚さ 0.5cm のコンクリートを敷き， 100V ， 1A の電熱を

入れるほか， 15 0 C 区にはさらに電気冷蔵庫から低温の空気を導き， それぞれ自動温度調節器によって温

度変化を:t20 C の範囲内にとどめ，また 10 0 Cの低温区には電気冷蔵庫の扉を聞き，扉のかわりにピニー

ル布を張って光線を入れ，電気冷蔵庫自体の温度調節装置による10 0 C の定温目盛に切りかえて用いた。

なお，さし床には赤土 7 ，細破 3 の割合の混合土壌を 25 cmX25cmx15 cmの木箱に入れて用い，各区

とも土壌水分在50%に調整し，さし付け後は隔日に秤量法によって消失した土壌水分だけを追注し，これ

を補正した。

また， さし穂は Table 89 の条件のものを節の直下で斜めに切断し切り返しを行ない， さし付けi奈さ

7cm, 1 樹種 1 区50本として 1 箱に 2 樹種ずつを，第 1 回試験は 3 月 24日，第2 回試験は 4 月 26臼にさ

し付けた。



さし木の腐敗とその防止および回避(森下)

Table 89. 供試材料

Materials of the experiments. 

粘i 径 (mm)種

Diameter 

|親木年齢|穂木年齢|直
Age of Age of Species |parent tree I cuttings 

第 l 試験 I I I 

lst experiment I I  I 

雪号トゲナシニセアカ前年生枝

Ro2111;dzria l 15l  A Y即 old
..\-~ I I 前年生繭芽枝|イタチハギ| 11J h | ., I 3 I A vear old I Amorρha fruticosa Vι/| 

|(Shoot)  
ヤマハギ I I I 
Lesρedeza bicolor ? I ソ|
var. .iaponica I I I 

フサアカシア I , I 前年生枝|
Acacia deal旬ta I I • " I | I  A year old I 

グズI C) I 一 l
h:eraria hirsuta : " 

オオパヤシャプシ I 1..  
1λ， 

Alnus Sieboldiana ム I

アキグミ
Elaeagnus cris.ρa 

アメリカヤマナラシ
Pop叫lus nigra 

I 7 I 前叩芽枝7 I A year old 
!(Shoot) 

I 15 I /1 I 
第 2 回試験 I I 
2nd experiment I I I 

ヤ マモ

Myrica rubra 
モ I 4 前年生枝|

グリ
Castanea crenata 

I A  year old I 

|2(同|
(After grafted)1 

ヤマナラ シ n I 前年生繭芽枝|
8 I A year old I h'pulus Si伽ldii u I .~(Sh~~t).~ I 

ツマタ 1 _ ~ ., <~ 1 
:; , 1 年生枝|Edgeworthia ρaρ'yri- 4 I ﾚ ..,_. = v<' I 

feグa I ITwo years oldl 

もamellぷム!ponicadf-I 25 I 前年生枝|
var. hortensis I I A year old I 

ス ギ|河 I 2 年生枝|
Cγyptomeria .ia.ρ明間ica I ω I'T'..._ ..____ _"'! 

I ITwo years oldi 

(b) 結果ならびに考察

8~10 

/1 

6~ 8 

4~ 6 

8~10 

4~ 6 

6~ 8 

日~10

4~ 6 

6~ 8 

/1 

/1 

4~ 6 

/1 

長

Length 

10 

/1 

/1 

15 

10 

/1 

/1 

" 

15 

10 

/1 

/1 

15 

/1 

腐敗と発根ならびに発芽に関する調査は各樹種ともさし付け後 1 か月自に行なったが，

Table 90 のとおりである。

-173-

恥'Iar. 11 

24 

/1 

" 

Mar. 11 

12 

11 

Apr. 25 

Mar. 11 

/1 

Apr. 25 

/1 

/1 

その結果は

表中さし付け本数に対する腐敗率として掲げた数値は，発根したものを含めた総さし付け数に対する数

値であって，必ずしもその温度における腐敗作用の強さの程度をそのまま表わすものとはいえなか。すな

わち，クズ等のように発根後もよく腐敗するものもあるが，一般に発根後腐敗に対する抵抗力が順次強く
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Table 90. 温度に関する試験結果

Resu!ts of the experiments on temperature. 

腐 敗 健 全
未発線数に対す健全数に対する

温度 Rotted Surviva! 

未 キ艮 未 発 』良 発 ネ良
る腐敗率 発恨率

格i 種 発 根 発
Unrooted Rooted Unrooted Rooted 

Tem-
未発芽発芽 未発芽発芽

Tota! 
未発芽発芽 未発芽発芽

Tota! PercentaIgE1 e PErcentalgn e 
Species rotted rooted 

pera-
IrJHn1g1・p 

Ger- Tota! 1rInEglle--Ger- Tota! Unge- Ger- Tota! 
UrnIng1f ・ G巴r" Tota! unrooted surviva! 

ture mma- mma- rml・ mlna- mlna- cuttings cuttings 
nated ted nated ted nated ted nated ted 

C % % % % % % % 9百 % % % % % % % % 
10。 。 。 。 。 。 。 。 88 12 100 。 。 。 100 。 。

青島トゲナシニセアカ 15 。 。 。 。 。 。 。 。 100 100 。 。 。 100 。 。

シア
20 。 。 。 。 。 。 。 。 60 60 。 40 40 100 。 40 

Robinia ρ'seudoacacia 25 。 。 。 。 。 。 。 。 26 26 。 74 74 100 。 74 
var. bessoniana 30 。 。 。 。 。 。 。 。 44 44 。 56 56 100 。 56 

35 。 90 90 。 。 。 90 。 。 。 。 10 10 10 100 100 

10 。 。 。 。 。 。 。 100 。 100 。 。 。 100 。 。

イ タ チ ギ
15 。 。 。 。 。 。 。 20 52 72 10 18 28 100 。 28 

ノ、

20 。 。 。 。 。 。 。 6 26 32 6 62 68 100 。 68 

AmorPha fruticosa 
25 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 100 100 100 。 100 

30 。 。 。 。 。 。 。 。 14 14 。 86 86 100 。 86 

35 。 12 12 。 6 6 18 。 24 24 。 58 58 82 33 71 

10 。 。 。 。 。 。 。 90 10 100 。 。 。 100 。 。

ギ
15 。 。 。 。 。 。 。 4 96 100 。 。 。 100 。 。

ヤ ~ ノ、

20 。 4 4 。 。 。 4 20 58 78 。 18 18 96 5 19 
LιS1う'edeza bicolor 25 。 44 44 。 B 8 52 。 38 38 。 10 10 48 54 21 
var. japontca 30 。 54 54 。 4 4 58 。 34 34 。 8 8 42 61 19 

35 4 92 96 。 4 4 100 。 。 。 。 。 。 。 100 

0 

0 

。

。

∞
∞
 

0 

0 
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∞
 

0 
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15 
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Acacia dealbata 20 16 4 20 。 。 。 20 32 48 80 。 。 。 80 20 。

25 60 B 68 。 。 。 68 20 8 28 。 4 4 32 71 13 

30 24 16 40 。 。 。 40 36 24 60 。 。 。 60 40 。

35 80 20 100 。 。 。 100 。 。 。 。 。 。 。 100 

10 。 。 。 。 。 。 。 100 。 100 。 。 。 100 。 。

15 。 。 。 。 。 。 。 。 72 72 。 28 28 100 。 28 

グ ヌ7
20 。 。 。 。 。 。 。 。 16 16 。 84 84 100 。 84 

Pueraria hirsuta 25 。 26 26 。 8 8 34 。 12 12 。 54 54 66 68 82 

30 。 22 22 。 64 64 86 。 4 4 。 10 10 14 85 71 

35 。 58 58 。 42 42 100 。 。 。 。 。 。 。 100 

10 。 。 。 。 。 。 。 。 100 100 。 。 。 100 。 。

15 。 。 。 。 。 。 。 。 100 100 。 。 。 100 。 。

オオパヤシャプシ
20 。 84 84 。 。 。 84 。 12 12 。 4 4 16 87 25 

Alnus Sieboldiana 25 。 100 100 。 。 。 100 。 。 。 。 。 。 。 100 

30 。 100 100 。 。 。 100 。 。 。 。 。 。 。 100 

35 。 100 100 。 。 。 100 。 。 。 。 。 。 。 100 

10 。 。 。 。 。 。 。 76 24 100 。 。 。 100 。 。

15 。 。 。 。 。 。 。 18 82 100 。 。 。 100 。 。

ア キ グ
、、

20 4 6 10 。 。 。 10 34 54 88 2 。 2 90 10 2 

Elaeagnus cris，ρa 25 18 44 62 。 。 。 62 6 32 38 。 。 。 38 62 。

30 26 60 86 。 。 。 86 。 14 14 。 。 。 14 86 。

35 52 48 100 。 。 。 100 。 。 。 。 。 。 。 100 

10 。 。 。 。 。 。 。 100 。 100 。 。 。 100 。 。

ヤ ずーr 二E モ 15 。 。 。 。 。 。 。 76 24 100 。 。 。 100 。 。

Myrica rubγa 20 。 。 。 。 。 。 。 4 96 100 。 。 。 100 。 。

25 20 8 28 。 。 。 28 12 60 72 。 。 。 72 28 。

30 。 。 。 。 。 。 。 8 92 100 。 。 。 100 。 。

35 36 。 36 。 。 。 36 8 56 64 。 。 。 64 36 。
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Tab!e 90. (つづき) (Continued) 

腐 敗 健 全 未発根数に対す健全数に対する
f昆度 Rotted Surviva! る腐敗率 発根率

樹 種 未 発 根 発 根 未 発 根 発 争良

Unrooted Root巴d Unrooted Rooted PErcentaIgI1 e Percentage 
Tem-

未発茅発芽 未発芽発芽
Tota! 

未発芽発芽 未発芽発芽
Tota! rotted rooted in Species unrooted surviva! perat-Unge-Ger-Tota! Unge- Ger-Tota! Unge-Ger-Tota! Unge-Ger-Tota! cuttings cuttings 

ure rmm-mlna- rml-mlna- rml・ mlna- rml・ mm-
ated ted nated ted nated ted nated at巴d

10 2 。 2 。 。 。 2 。 98 98 。 。 。 98 2 。

グ リ 15 10 60 70 。 。 。 70 10 20 30 。 。 。 30 70 。

Castanea crenata 20 80 14 94 。 。 。 94 4 2 6 。 。 。 6 94 。

25 10 90 100 。 。 。 100 。 。 。 。 。 。 。 100 。

30 18 82 100 。 。 。 100 。 。 。 。 。 。 。 100 。

35 。 100 100 。 。 。 100 。 。 。 。 。 。 。 100 。

10 。 。 。 。 。 。 。 。 100 100 。 。 。 100 。 。

ヤマナラシ 15 B 。 B 。 。 。 8 20 72 92 。 。 。 92 B 。

Populus Sieboldii 20 6 16 22 。 。 。 22 34 44 78 。 。 。 78 22 。

25 16 30 46 。 。 。 46 24 30 54 。 。 。 54 46 。

30 10 86 96 。 。 。 96 。 4 4 。 。 。 4 96 。

35 26 74 100 。 。 。 100 。 。 。 。 。 。 。 100 。

10 。 。 。 。 。 。 。 36 32 68 20 12 32 100 。 32 

15 。 。 。 。 。 。 。 。 2 2 。 98 98 100 。 98 
アメリカヤマナラシ 20 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 100 100 100 100 

POρ四lus nigra 25 62 。 62 。 。 。 62 。 。 。 。 38 38 38 100 100 

30 96 。 96 。 。 。 96 。 。 。 。 4 4 4 100 100 

35 100 。 100 。 。 。 100 。 。 。 。 。 。 。 100 

10 。 。 。 。 。 。 。 100 。 100 。 。 。 100 。 。

、、‘ ソ、 てマ タ 15 。 。 。 。 。 。 。 12 88 100 。 。 。 100 。 。

20 。 。 。 。 。 。 。 22 78 100 。 。 。 100 。 。
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25 4 26 30 。 。 。 30 14 56 70 。 。 。 70 30 。

Edgeworthia 30 46 14 60 。 。 。 60 B 32 40 。 。 。 40 60 。

ρaρ'yrifera 
35 56 20 76 。 。 。 76 16 B 24 。 。 。 24 76 。

10 。 。 。 。 。 。 。 90 10 100 。 。 。 100 。 。

ツ ノ、, キ
15 。 。 。 。 。 。 。 58 42 100 。 。 。 100 。 。

20 4 。 4 。 。 。 4 42 54 96 。 。 。 96 4 。

Ca例ellia laρonica 
25 12 。 12 。 。 12 42 46 88 。 。 。 88 12 。

var. hortensis 
30 30 14 44 。 。 44 38 18 56 。 。 。 56 44 。

35 。 42 42 。 。 42 22 36 58 。 。 。 58 42 。

10 。 。 。 。 。 。 。 20 80 100 。 。 。 100 。 。

ス ギ
15 。 。 。 。 。 。 。 4 96 100 。 。 。 100 。 。

20 。 2 2 。 。 。 2 。 98 98 。 。 。 98 2 。

Cryptomeria 
25 16 。 16 。 。 。 16 。 84 84 。 。 。 84 16 。

.fa.ρonica 
30 日 。 8 。 。 。 B 。 86 86 。 6 6 92 9 7 

35 。 36 36 。 。 。 36 。 64 64 。 。 。 64 36 。
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なり，腐敗の影響をうけにくくなるため，発根率の高い区ほど比較的低し、腐敗率となってあらわれる可能

性が強く，したがって，この腐敗率はむしろ腐敗作用の強さが少なくともこの程度以上あるとし、うことを意

味するものと考えられる。

なお，発根したものを除外し，未発根のものだけについて調査した腐敗率は，発根による腐敗に対する

抵抗力の増加という因子がはいらないため，腐敗の強さをある程度分析的に示してし、るものと考えられる

が，しかしさし秘の腐敗に対する抵抗力とその発根力との聞に，ある程度jl::の相|羽々係があると考えるな

らば，その発根率の高い区ほど腐敗に対する低抗力の強いさし秘が発根{1M体としてより多く腐敗率の算定

より除外される危険性があるため，その数値はむしろ，腐敗作用は強くみつもってもこの程度以下である

ということを意味するものと考えるのが無難と思う。

したがって，さし木が発根により順次各条件によく耐えうるような，完全独立個体への第一歩をふみだ

すまでの不安定な期間における温度と腐敗の難易との関係を究明するためには，さし付け本数に対する腐

敗率についてだけでなく，未発根のものに対する腐敗率の面からも検討を加える必要がある。

本試験の結果は Table 90 のとおりで，さし付け数に対する腐敗率および未発根数に対する腐敗率につ

いてみれば，青島トゲナシニセアカシアでは 300C まで腐敗したものが認められなかったが， Table 91に

後述した温度と腐敗に|刻する簡易な試験の結果によれば， 15 0C より 23.5 0C まで温度の上昇にともないさ

し穂の腐敗開始時期が著しく短縮している。また，その他本試験におし、て，イタチハギは 30 0 C まで，グ

ズ，ヤマモモ，アメリカヤマナラシ， ミツマタは 200 C まで，またヤマハギ，フサアカシア，オオパヤシ

ャプシ，アキグミ，ツパキ，スギは15 0 C まで、はなお腐敗したものが認められず，さらにまたタリも 10 0 C 

区で腐敗率は 2%にすぎなかったほか，フサアカシア，ヤマモモ，スギの各 25 0 C 区よりも 300 C 区の腐

敗率が低く，またツパキの 300 C 区より 35 0 C の腐敗率が低し、とし、う例外を除けば， fM種によって差異は

あるが，それぞれ 35 0 C までの範問内において，より高楓区になるにしたがって著しく高し、腐敗率を示し

ているものが多く，さし木の腐敗率の多少は温度の高低によって大きな影響をうけやすいことが明らかに

されているものと思われる。

なお，温度と発恨との|長]係について， Table 90 中さし付け本数に対する発根率として示される数値は，

腐敗による影響を強くうけやすいものであって，腐敗しやすい条件下で行なうさし木であるか，あるいは

比較的腐敗しにくい条nで行なうさし木であるか等，その程度によって大きな変動を生じる数値であるた

め，そのまま温度と発根の難易との関係を示すものとはし、えなく，むしろ少なくともこの程度以上の発根

能力をもっているということを意味するものと考えられる。そして，とくに高温区ほど腐敗率が高いこと

を考慮に入れると，それぞれの発根力が同じ場合でも，その発根率として示される数値は，高温区になる

ほどより低しイ直となってあらわれやすいものと考えられる。

なお，腐敗したものを除外し，健全なものだけについて調査した発根率は，その温度における発根力の

強さをある程度分析的に示しているものと考えられるが，しかしこれも発根と腐敗に対する抵抗力との聞

に，ある程度の正の相関々係があると考えるならば，腐敗率の高い高温度区ほど発根カの弱いさし穏が腐

敗個体としてより多く発様率の算定より除外される危険性があるため，この健全数に対する発根率の数値

は，むしろ発根率は強くみた場合で、もこの程度以下であるとし、うことを意味するものと考えられる。

したがって，さし木が各温度に応じてどの程度の発根カをもっているかというととについて究明するた

めには，さし付け総数に対する発根率についてだけでなく，健全なものだけにつし、ての発根率の函からも
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検討を加える必要がある。

供試枯I種にはヤマモモ，クリ，ヤマナラシのように発根の困難なもののほか， ミツマタ，ツパキなど，

この調査i時期においてまだ発根の認められなかったものもあるが，さし付け本数に対する発根率にっし、て

みると，最高の発根率を示した温度区は青島トゲナシニセアカシアが 25 0 C 区で74%，イタチハギは 25。

C 区で発根率 100%，ヤマハギは 200 C 区で 18%，フサアカシアは 250 C 区で 49百，クズは 200 C 区で 84

9百，オオパヤシャプシは，グズと同じく 200 C 区で 4%，アメリカヤマナラシも200 C 区で 1009百，スギは

300 C 区で 6%で，その 1也し、ずれの樹種も 20・ C 区あるいは 25 0 C 区において最高の発根率を示している。

しかし高温度ほど腐敗率の影響を強くうけると考えるならば，最も旺盛な発根活動が期待できる最適温度

は，ほぼこれらさし付け本数に対して最高の発根率を示した温度，あるいはより高温であると考えられる。

なお，このうちスギは 300 C 区だけに発根がみられるが，阿部・今井・島田2) もスギ老齢樹のさし木で，

地中温度の平均値 30.4 0 C (温度範囲 26.0 0 C ~34. 40 C) の区において最もよい発根率を得てし、ることか

らみて注目すべきことと思う。

つぎに，健全なものだけについての発根率に関しては，同じく Table 90 中に記載したとおり，イタチ

ノ、ギ，ヤマノ、ギ，フサアカシアは 250 C ，またグズ，アキグミは200 C ，スギは 30 0 C においてそれぞれ最

高の値を示しているが，発根が認められた樹種について，さし付け本数に対する発恨率および健全数に対

する発根率として得られた両数値をもとに検討を加えると，さし木の発根活動に最適な温度は，ヤマハギ

およびグズはほぼ 20-25 0 C ， フサアカシヤはほぼ 25 0 C , イタチハギはほぼ 250 C あるいはよりわずか

高温のところ，スギはほぼ 300 C ではなしの、と考えられる。また，青島トゲナシニセアカシアについては

350 C におし、て健全数に対する発恨率は 100% で最高値を示しているが，他方 250 C では 74%で 200 C の

40% , 300 C の569五の発根率よりはるかに高い値がみとめられる。そしてなお， 10~300 C の各区において

腐敗したものがまだ全く認められていないにもかかわらず， 350 C 区においては腐敗率 909百で，発根率と

しての数値は，この腐敗個体をその発根率の算定より除外した影響をかなり強くうけていると考えられる

し，またそのさし付け本数に対する発恨率は， 35 0 C 区において10%であるのに対して， 250 C 区は749百で

あることも考慮、に入れると， 250 C ぐらいでほぼ発恨活動には最適に近い効果があらわれるのではないか

とも考えられる。また，オオパヤシャプシの発根活動に最適な温度は，さし付け数に対する発根率からみ

て，ほぼ200 C 以上と推定されるが， 250 C 区以上の高温度区におし、て健全なものがなく，またアメリカヤ

マナラシは，かなり低温である 100 C 区におし、ても， 1 か月後329杉の発根率を示してし、るが，その発根活

動に最適なi温度にっし、ては，さし付け数に対する発根率からみて，ほぼ 200 C 以上であると推定される。

しかし，これも健全数に対する発根率が， 20~300 C におかてすべて1009杉を示していることカらみて，と

もにこれらによって発根活動に最適な温度について十分検討することができない。

これらの結果についてみると，アメリカヤマナラシのように，低い温度でも比較的旺盛な発根活動の認

められたものがあるほか，スギのように， 30 0 C の高温が発根活動に好ましいと認められたものもあり，

さらにまた，佐藤・植村・斎藤127) によれば，モリニフェラヤマナラシでは発根最適温度は 30 0 C 内外，

あるいはそれ以上， という結果がえられているし， このほかコウゾについて外山・山路 144) は， 230 C 

が発根最適温度であるとのべていることなどからみても，樹種によって発根最適温度には大きな差異があ

るといえよう。しかし，やはり 250 C 内外あるいはそれよりわずか高温のところを発根活動に最適な温度

とする樹種が比較的多く， 10-150 Cから20-250 C までは温度の上昇にともない発根活動も順次著しく活
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発になるものが多いようにみうけられる。

また， 300C , 35 0 C の高温区は， 200 C あるいは 250 C 区等に比較して，健全数に対する発根率におい

て，青島トゲナシニセアカシアが 250 C 区で 749五であるのに対して， 30 0 C 区 56% ， 35 0 C 区 100%，イ

タチハギは 25 0 C 区 1009百であるのに対して， 30 0 C 区 869百 35 0 C 区 71%，ヤマノ'''f 25 0 C 区 2H杉に対

して， 30'C 区 19%，グズ 20 0 C 区 84% であるのに対して， 300 C 区719五，アメリカヤマナラシは200 C 区，

25 0 C 区， 30 0 C 区だけがともに 100%，スギが 300 C 区だけ 7%などのように， 30 0 C の高温においては比較

的高い数値を示しているものが少なくない。また， 青島トゲナシニセアカシアにつし、ては， さらに Fig.

107 の適当な発様促進処理を行なったさし穏を用いた時期別試験結果からみても，ほぼ11月~翌年 3 月の

低温期間においては発根活動はほとんど認められないが 4 月以降平均地中温度引11良次 300 C 近くの高温

期に至るも発根が遅延しないことや，また前述の佐藤ら127) により認められたモリニフェラヤマナラシのa

発根最適温度そのものが 300 C 内外あるいはそれ以上であることなども考慮すれば，高温条件下において

もなおかなり強い発根活動を示しうる能力をもった樹種も少なくないといえよう。

樹種によって差異はあるが，一般に高温条件下においてさし木成績がきわめて低下しやすいことが認b

られており，また Table 90 の結果でも，発根能力の旺盛なアメリカヤマナラシ，グズ等も高温区におし、

ては活着率が著しく低下し，またきわめて発根能力が旺盛なうえ比較的腐敗しにくいイタチハギでさえ，

250 C 区の活着率 100% に対して 300 C 区86%， 35 0 C 区58%と活着率が低下していることについては，前

述のとおりある程度以上の高い温度においては発根活動がそれ以上あまり強くならないか，かえって弱く

なるのに対して，腐敗活動は一般にほぼ 10~35' C まで高温になるにしたがって著しく旺盛になるという

ところに，その大きな原因があると思われる。

したがって，さし木に最適な温度は発根活動に最適な温度より低い範囲内にあり，腐敗の難易と発根カー

とに関する条件の相互関係によって種々異なるものであるといえよう。そして腐敗しやすい条件でさし木;

するときほど活着成績が低下しやすくなるから，発根力の強い穂木の採用，あるいは穂、木の発根力増進処

理を行なうとか，その他発根活動に都合のよい条件を与えることにより，発根活動に好適な温度の範囲を

拡げ，さし木はなるべくひかえ自の低い温度で行なうよう考えることも必要と思われる。

青島トゲナシニセアカシヤの発根能力促進処理を行なった Fig. 109, Phot. 16, Table 94 の結果でー

は，発根までの期間が著しく短縮され，また発根成績もきわめてよいが，さらに時期別にさし木を行なっ

た Fig. 107 の結果と， Fig. 108 のその時期別地温曲線とをみると，無処理の場合の発根最適温度よりは

るか低温，すなわち地下 10cm の地温平均 15'C 以下において，より高温の場合と全く変わらなし、ほど十

分に発根能力が発揮されていると思われる。このように発根能力増進処理は発根適温の範囲を大幅に拡げ匂

る効果もあり，より腐敗しにくい低温で，しかもさし付け後短期間にすぐれた発根成績が得られているこ

とから，腐敗回避という意味においても一層重要視する必要があると忠、われる。なお時期として梅雨期点』

ら 9 月ごろに至る高温期間は Fig.108 の岡山分場内(岡山市〕における調査例からみても， さし床のI也

下 10cm の地温が20~250 C以上に達し，腐敗による活着率の低下の危険性はきわめて大きいものといえ

よう。
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3. 結言

さし穂の腐敗に対する抵抗力は樹種あるいは品種によって大きな差があり，またその採穂時期によって

驚くほど大きな違いがあることを十分心得ておかねばならない。

一般に発根力の弱いものほど腐敗の危険にさらされる期聞が長くなるから，秘木が腐敗により活着活動

が低下しやすいかどうかということについては，病原菌に対する抵抗力だけでなく，発根能力も考慮に入

れて考えねばならないが，腐敗活動は条件さえゆるせばさし付け後すぐにでもはじまる可能性があり，し

たがって比較的発根能力の強いものにおいても，発根に先立ち腐敗だけのために決定的な被害をうける場

-1?;が少なくない。

さし木において，腐敗による活着成績の低下を抑えることについては，前述のとおり，病原菌の穂木へ

の到達を徹底的に防ぐ方法についての究明という課題が残されているが，多かれ少なかれ病原菌の存在下

でさし木を行なわなければならない現状においては，その侵犯をうけにくい穏木を用いると同時に，腐り

にくい環境条件を与えながら発根能力を増進発揮し，早く根づかせ，腐敗をできるだけ回避するようここ

ろがける必要がある。

穏木の腐敗に対する抵抗力と密接な関係のある採穂時期と，さし付け後の腐敗活動に大きな影響を及ぼ

すさし床土壌の種類の選定は腐敗による枯損，ひいては活着の成否をきめる大きな要因として働き，その

〕室定を誤るだけでさし木が全く失敗に終わる場合は少なくないと思われる。

この採穏時期として良いか悪いかということについては，その時期における総木の発根能力ということ

からも考える必要はあろうが，腐敗の面から考慮することがきわめて重要であることを忘れてはならない。

これに対して，さし 1寸けの時期については，高温による腐敗ということ等も考慮しないわけにはし、かな

いが，こればむしろ発根に好適な温度，その他環境条件の面から考えればよく，採穂、不適期にさし付けを行

ないたい場合には穂、木の貯蔵を考えればよい。

さし木において乾燥が問題にされやすいが，この乾燥による枯損は管理をそれ相応に注意して行なうこ

とによって防ぐことが困難とはいえない。これに対して腐敗を積極的な方法で確実に防ぐことはきわめて

困難で，常秘ある管政を行なっていても発根までに枯損してしまう原因の多くが腐敗にあると考えられる

坊に穏木の腐敗はさし床土壌の種類によって大きな差があり，有機質がほとんど認められない排水のよい

新鮮な赤土，あるし、は新鮮な花儲岩の風化土壌や黒おんじ土壌等さし穂の腐敗しにくいさし床の選定とし、

うことは保秘時期の選定とともにさし木腐敗回避上絶対におろそかにできないことである。

ただ，排水のよし、新鮮な赤土，あるいは新鮮な花崩岩の風化土壌とか黒おんじ土壊等を除く一般の土壌

で，これをさし床とした場合さし穂、を腐敗させにくし、かどうかということは，土壌中の菌の捻抗関係その

イ也複雑な条件が重なりあっているため，一見して判別することは困難な場合が多いし，また事業実行とも

なれば，事実このようなところでさし床をみつけなければならないことが多い。このようなときには，青

島トゲナシニセアカシアのさし木の項にものべるように，本格的なさし木を行なうに先だって，あら泊‘じ

め腐敗しやすい樹種の穂木を用いて簡易なさし木を行なし、，その腐敗率を見て比較選定することが好まし

ヤ。なおさし床の水分については，乾燥による枯損が生じない範囲においては，比較的低い含水率におい

て一般に腐敗が少ないといえるが，他方さし床の pH についてはさし木の腐敗というよりもむしろ発根の

難易ということに主体をおいて検討されるべきであろう。
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また温度については，ある程度まで温度が高くなるにしたがって発根活動だけでなく，腐敗活動も旺盛

になる。

発根活動に最適な温度は樹種によって異なり， 25・ C内外あるいはそれより高温の比較的高い温度でよ

いものも少なくないが， 30~35・ C までは順次高温になるにしたがって発根活動よりむしろ腐敗活動が順

次より旺盛になる傾向がある。したがって，さし木に最適な温度は発根活動に最適な温度より低い範囲内

にあり，腐敗の難易と発根カとに関する条件の相互関係によってある程度異なるものといえようが，発根

能力増進処理等により発根適混の範囲を拡げ，腐敗のおとりにくい比較的低温において，しかもさし付け

後短期間によい活着成績があげられるようにすることは，腐敗回避という意味において，きわめて好まし

い方法と思う.
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日 さし木の腐敗防止および回避による実用的発展

さし木の樹種あるし、は品種による活着の難易は，そのさし秘の腐敗に対する抵抗性のほか，育種的な取

扱い以外に抜本的な解決が期待できなし、ような純i宣伝的な発根基礎能力や，さらに植物成長ホルモン，あ

るいは筆者ならびに大山町〉加山口7) 118} 119) 120) が確認し別途究明中の自体内の発根阻害物質の作用，お

よびその他さし総条件等によっても強い影響をうけるもので，それぞれいかなる原因が活着成績にどれほ

ど作用するかということについて究明することは，そのさし木成絡を向上させていくための大きな指針を

きめるうえにきわめて重要である。

ここに一部例外を除き，比較的さし木困難とされてし、た重要樹種につかて，腐敗の防止および回避にと

どまらず，さらに発恨に好適な条f'I:を備えたさし稿、の確保，植物成長ホルモンによる処理および発根阻害

作用の除去に関する処m等発恨増進の面からも総合的検討を加え，さし木成績の飛雌的な向上ならびにそ

の実用化をはかるための合理的なさし木法について究明するとともに，さらに腐敗回避上きわめて合理的

であるとの結論に達したはげ山における養苗，およびジカざしによるはげ山の緑化について試験を行なっ

たので，とりまとめ報告する。

1.樹種別各論

A. 青島卜ゲナシニセアカシアのさし木

ニセアカシア (Robinia ρseudoacacia) は根粒をもっマメ利のいわゆる飼肥料木で， せき感地あるい

は治山用の植栽樹種として重要であるが， とくにその無刺種である高木性の青島トゲナシニセアカシア

(Robinia pseudoacacia var. bessoniana = R. bessoniana) , 辛高木性の英国トゲナシニセアカシア

(R. pseudoacacia var. umbraculifera) は肥料用，飼料用その他採草地の肥培用等として，差是・畜の

面からの利用 {òli!1直も高いにもかかわらず，これが不稔性であるため，そのさし木増殖が強く要望されてい

た。

このうち，英国トゲナシニセアカシアのさし木については，佐藤・植村・斎藤127) が時期別試験および

栂度に関する試験を行なし、， 359五内外の活着率をえ，なお，良好なさし木季節は冬から早春で発根適温は

15~200C，また春治、ら夏にわたって，ある期間さし木の活着が非常に悪い場合があるとのべてし、る。

これに対し，青島トゲナシニセアカシアのさし木につし、ては，柳凶157) は20本さし付け， 35%の活着率

がえられたことを記載しでかるが，一般にさし木は困難とされ，熱心な悶芸家の聞においても，さし木に

よる養苗は不可能とさえし、われてし、た。したがって，この増殖はニセアカシアを台木とした接木により行

なわれたが，旺盛な根萌芽によって有刺のニセアカシアが増殖繁茂しやすいため，もっぱら街路樹用とし

てわずか養苗されるにすぎなかった。

筆者は，主にこの青島トゲナシニセアカシアを対象とし， 1947~1948年(昭和22~23年〉にわたって，

各種さし木条件に関して比較試験を行なった結果， 100%に近い活着率も容易にえられるようになり 51)52)

紛幼，さらに，さし木によってえられた白根苗をもととし，その根ざしによる増殖も容易となったが紛崎

町)，これに呼応して，後述のとおり，各地におし、てそのさし木養苗が着手され，その数量は急激に著しく

増加する傾向をたどった。

a. さし木法の要点
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i. 採徳ならびにさし付けの時期と貯蔵

青島トゲナシニセアカシアは， Table 68 の休眠期における腐敗率比較試験の結果からみると，さし付

け後15日目の腐敗率は 8%でかならずしも高いとはいえないが， 30日目の腐敗率は 100%に達し，さらに

年間を通じて行なった時期別敗腐率比較試験の結果から，時期によってはなお著しく腐敗しやすいことが

認められる。

すなわち，岡山分場において，前後 2 か年にわたって半月ごとに採秘したものをただちに屋外の自然条

件下(ただし，乾燥時には濯水を行なった〉にさし付け，時期別の腐敗率比較試験を行なった結果は，

Fig.3 , 4 および Fig.20， 21 のとおりで， このうち Fig.3 の結果では，さし付け後 1 か月あるし、はそ

れ以上経過した時期の腐敗率において 3 月中旬にさし木したものは 1~2 月にさし木したものに比ぺそ

の腐敗率が低くなっているが， Fig. 20 ではとくにこの傾向は認められず，また 3 月ごろから順次腐敗し

やすい状態へと移行していることがうかがえる。これらどの調査結果におし、ても 4 月中旬までに採穂さ

し付けを行なったものは，さし付け後15 日目でなお腐敗したものが全く認められなし)

しかし 4 月下句をさかいとし，その後係穂し，さし付けたものは急激に腐敗率が高くなり，また 8 月

~9 月をさかし、にふたたび急速に腐敗率が低下し，その後12月に至るまでの腐敗曲線は， Fig. 3 , 4 では

かなり乱れはあるが，そのさし付け後15 日目の短期間における腐敗率および Fig. 20, 21 の結果について

みれば，比較的腐敗しにくし、ことがうかがえる。

腐敗病原閣の発育と温度との関係については Table 27，またさし木の腐敗と温度との関係にっし、ては

Table 90 にそれぞれ試験結果を掲げ，すでに検討を行なったが，さらに 8 月 1 日に前年生校より採取し

た長さ 15cmのさし穂 1 区 5 本ずつを，ほぽ 15， 17, 19, 21, 23.50 Cに調節した水中に基音11約 5cmをさ

し付け，腐敗開始時期について簡易な比絞試験を行なった結果は Table91 のとおりで，やはり温度が高

くなるほど早くなっている。

Tabl巴 91. 青島トゲナシニセアカシアのさし木における温度と腐敗との関係

Effect of temperature on rot of Robinia pseudoacacia var. bessoniana cut.tings. 

温度

Temperature 

腐敗開始期

Beginning of rot 
lA伽 7 由ysI After 5 days I A加 4 days I After 3 白内 I After 2 白ys

これらの結果からみて，温度上昇にともない腐敗活動が盛んになることについては疑う余地はないが，

他方，比較的高温の 250 C ::t 30 C の定温条件下で行なった採穂時期別の腐敗率比較試験における青島ト

ゲ、ナシニセアカシアの結果は Fig.44， 45 , また休眠期に人為的に発芽活動をおこさせた穂、木について腐

敗性を比較した青島トゲナシニセアカシアにつし、ての試験結果は Table 71 , 72 のとおりで，それぞれの

項のところで検討を行なったように，時期による腐敗の難易は.温度というよりはむしろさし付け時期に

おけるその穏木の腐敗に対する抵抗力に大きく影響されることが明らかになった。そして，これらの結果

からみて，とくに青島トグナシニセアカシアでは採取時のさし穂の生理的条件と腐敗性との聞にはきわめ

て密接な関係があり，出芽開始後成長i活動の旺盛な時期に採取した穂木で良好なさし木成績をあげること

は，この腐敗の面だけからみても大きな無理があるものと考えられる。
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なお，根ざしについては，屋外の自然条件下(ただし，乾燥時には濯水を行なった〉だけで時期別の腐

敗率比較試験を行なったが， その調査結果は Fig. 22 のとおりで，校ざしの場合と同様に発芽前 2 か月

ごろ，すなわち親木の根が活動をはじめかけるころからわずかながら腐敗しやすい状態へと移行し 4 月

下匂ごろの出芽開始時期前後にはかなり腐敗しやすい状態へと移行している。しかし，出芽開始期をさか

いに枝ざしの場合ほどは急激に腐敗しやすい状態におちいっていくとはみうけられず，他方新芽の成長が

一応休止するころふたたび急速に腐敗しにくい状態へと移行していくのは，ほぽ枝ざしの場合と同様で、あ

る。

以上のとおり，出芽開始前のうち，とくに早期に深夜した穂木がきわめて腐敗しにくいことから，さら

に出芽開始前に採秘し，穴蔵あるいは土中に貯蔵し，発芽抑制したものを 5 月および 6 月にとり出し，出

芽開始後の親木から採取した穂木とさし付け後の腐敗率について比較試験を行ない，さし穏の貯蔵による

腐敗回避の項でその検討を行なった。これによると 3 月 3 日に採取貯蔵したものを 5 月 19日に採取直

後の穂木と同時にさし付け， 23日後比較調査した結果は Table 74 のとおりで，その腐敗率は採取直後に

さし付けたものが 52%であるのに対して， 貯蔵したものでは腐敗したものが全くなく，また 2 月に採取

し，土中埋蔵，および 0~5 oc の電気冷蔵庫に貯蔵したものを，それぞれ 5 月 1 日〈新芽閉じよ期)，

および 6 月 16日(新梢約 40cm 伸長期〉の 2 回にわたって，採取直後の穂木と同時にさし付け，腐敗率に

ついて比較調査した結果は Table 75 のとおりで，貯蔵したものの腐敗率はいずれもきわめて低いことを

示している。

つぎに，さし木時期別の活着成績について比較試験を行なうと同時に，出芽開始期以降においては，採

取直後のさし穏だけでなく，休眠期である 2 月中句に採取し穴蔵内に貯蔵した穂木から作成したさし穂も

順次さし付けし，さらにまた 6 月 29日には電気冷蔵庫内に貯蔵した穏木から作成したさし穏をさし付け，

それぞれの活着成績について比較を行なった。ここに，その試験方法および結果についてのベ，検討を加

えたい。

(同試験方法

年間を通じて，各月とも 10 日， 20 日および月の末日あるし、は翌月 1 日のほぼ10日ごとに，順次さし穏を

採取すると同時に，下記の方法によって20本あてきし木を行ない 4 月 20日以降 8 月 20日まで，採取直後

のさし穏をさし付けると同時に， 2 月下匂に採集し穴蔵に貯蔵した穂木から作成したさし穂20本あて，さ

らにこの間の 6 月 29 日には 2 月中句採取後 0~5 oc の電気冷蔵庫内に貯蔵した穂木から作成したさし

穂25本，をそれぞれ同様な方法でさし木し 5 日ごとに腐敗および発根状態を調査した。

さし付け場所は石英組面岩を母岩とするほとんど腐植を含まない最大容水量 30.4% の赤土(埴壌土)

よりなる排水のよいはげ山とし， 8 年生の親木から径 8~12mm，長さ 12cm の穂木を採取し，節直下

で楕円形切返し法によってさし穏を作成したが，後述のとおり，良好な活着成績をあげるには植物成長ホ

ルモンによる処理が絶対に必要であるため， a:-naphthalene sodium acetate 0.01% 液に24時間浸i責処

理を行なったのち，下部切口が深さ 5cm，上部切口が 2cm の深さになるよう 1 区20本あてさし付けた。

なお，さし付け後は干害の心配がなかったため濯水は行なわなかった。

(同結果ならびに考察

活着率，発根までに要した日数，および深さ 10cm の地温，気温，穴蔵内の温度，降雨量について調査

した結果は，それぞれ Fig. 106, 107, 108 のとおりである。
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Fig. 106 青島トゲナシニセアカシアのさし木時期日1)活着成績

Relation between planted date of Robi抑ia pseudoacacia var. bessoniana 
cuttings and root巴d rate. 
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Fig. 107 青島トゲナシニセアカシアのさし木におけるさし付時期と発根時期との関係

Relation between planted date of Robi珂ia pseudoacacia var. 
bessoniana cuttings and rooted date. 
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Fig.106 から採秘時期別の活着率をみると 1 月中句までに採穂し，さし木したものの活着率は低い

が. 2 月以降親木の出芽開始期にあたる 4 月下旬までの聞に採穏しさし木したものは80%内外あるいはそ

れ以上に達し，その後採穂しさし付けたものの活着率は急激に低下し 5 月 10 日以降新梢の成長がまだ終

わらない 8 月 20 日までに採取したものは 1 本も活着したものがなかった。また，その後再三 5~8 月の期

間内において，採f，iJî.直後のものをさし木したが，新芽の出芽開始したばかりの 5 月上旬ごろにさし木した

ものにおいて，発根のみられたものがわずかあった程度で，これらも発根をはじめるころに腐敗のため死

滅したものが少なくなかった。

すなわち，採穂時期からみれば，瀬戸内海沿岸地帯あるいはより暖地において. 5~8 月は活着不能期

とみなしでもさしっかえないものと思われる。

その後，新柏、の成長が一応終わった 9 月 20 日に採総し，さし木したものはふたたび活着率 90% と急上

昇し. 9 月 20 日. 10月 1 日に採穂し，さし木したものは活着率 100%にも達しているが，落葉期をさかい

として，活着率は急激に低下し.11月 1 日以降は活着率10~0%となっている。

以上のように，落葉期から冬の極寒期に至るまでの時期を除けば，年間各時期における青島トゲナシニ

セアカシアのさし木の活着率は，それぞれその採穏期のさし穂、の腐敗の難易ときわめて密接な関係がある

ことがわかる。

5~8 月の活着不能WJについては，坂口・山路12~) によって CN率の変化からさらに検討が加えられた

ことをさし木時期と腐敗および腐敗回避の考察の項にのべた。この時期に採寂された穂木は，分裂に分裂

を重ねつつある若い未熟な細胞を多く含んでし、ることからみても，これが十分発根することができるだけ

の能力を内在しているかどうかということについて疑問があるが，その内在する発根能力にかかわらず，

これらさし秘がほとんどの場合さし付け後15 日間の短期間のうちに，全く腐敗しているいままで、のベた多

くの試験結果からみれば，この時期に採取されるさし穂はきわめて腐敗しやすし、ということ記けでも，こ

れがj舌着不可能期をかたちづくる十分な原因となっているものと考えられる。

つぎに，休眠期に採穂し，穴蔵に貯蔵したものについてみると，これを貯蔵した穴蔵が緩傾斜の北面の

山腹に横穴として設けられたコングリートを側壁とした小室であるため，十分低温に保つことができず，

その温度は Fig. 108 のとおり順次上昇してレる。このため，貯蔵中も呼吸作用により順次養分も消費さ

れ，とくに 5 月下匂以降は，親木が出芽を開始する 4 月下句の平均温度である 160 C 以上に温度が上昇

し，これら貯蔵中の穂木も順次出芽を開始している。したがって，貯蔵法としては完全とはいえず 4 月

30日以降この貯蔵穂木を用いて行なったさし木の活着率も， Fig. 106 のとおり順次低下はしているが，

採穂直後にさし木したものでは全く活着しなし、いわゆる活着不能期においても，なおかなりな活着率を示

している。

あらかじめ探取し，貯蔵した総木は， Table 71 および 72 にも示したとおり，十分な水分と温度を与え

て出芽させたのち，穂、作りしてさし付けても，同様な温度条件を与えて出芽させた親木から，採穂後ただ

ちに穂作りしてさし付けたものほど急激に腐敗率は上昇しないが， Fig.106 に示された貯蔵穂木を月3いた

時期別の活着率においても，貯蔵中出芽してくるとはいえ，急激に腐敗しやすくなることがないためか，

順次低下するにとどまっている。

他方，採穂後電気冷蔵庫を用いて，穂、木の活動を十分抑制するよう. 0~50Cの低温条件下に貯蔵し

たものは，採穂直後のさし穏を用し、てさし木する場合の最も腐敗しやすい時期に相当する 6 月 29日にさし
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木し， 92.5%のきわめて高い活着率がえられている。

なお，各時期にさし木したもののさし付け時期と発根時期との関係について調査した結果を Fig. 107 

に示したが，このうち 5 月 1 日 ~7 月 20日の期間は貯蔵穂木を用いて行なったさし木について調査したも

のである。

年によってわずかのずれがあるほか，さし木条件によってある程度の差を生じてくると思われるが，後

i遣のとおり青島トゲナシニセアカシアで，良好なさし木成績をあげるため欠くことのできない植物成長ホ

ルモン処理を効果的に行なう場合は，腐敗しにくし、比較的低温で十分な発根活動を期待することができ，

この場合瀬戸内海沿岸地帯を対象とするなら，調査結果からみて 4 月中旬ごろがさし付け時期として最適

な温度条件が整ってくるものとし、えよう。そして11月以後 3 月末ごろまでは，し、くら早くさし付けても 4

月中旬ごろより早く発根することなく，また 4 月中旬以後，地下10cmの10 日間の平均地温が約140 C 以上

Jまし、くら暖かくなっても，さし付け後発根までに要する期間はまず短縮されないことが明らかとなった。

親木が出芽を開始する直前の 4 月中旬ごろに採取した穏木および 4 月上句ごろに採取した穏木は，冬期

4こ採取した穂l木にくらぺ，すでにわずかは腐敗しやすい状態へと移行しているとはいえ，腐敗による活着

率の低下という点ではまだほとんど心配がいらないだけでなく，その発根までに要する期間はこの聞にも

っとも短い時期に達している。しかし，さらにその後親木の出芽開始時期となるため，採取直後のさし穏

を用し、たのでは全く活着が期待できない時期に急転する。

これらのことからみて， 4 月上旬~中旬は採取直後の穂木を用いるかあるし、は貯蔵穂木を用いるかとい

うことにかかわらず，さし付けには最適の時期といえよう。

また， Fig.l06 の試験結果によると， 2~3 月に採穂さし付けしたものがかなり高い活着率を示してい

るが， 3 月末ごろより早くさし付けることは， Fig.l07 からもみられるとおり，発恨時期を早める点にお

いてはほとんど無意味で，早くさし付けるほど，発根するまでの抵抗力の弱し、さし穏をさし床に無為に長

く放置することとなり，除草等その管理に余計な労力経費をつかうばかりでなく，植物成長ホルモン処理

効果の低減するおそれがあるほか，気象関係その他種々の悪条件の影響をうける機会も多く，活着率低下

の原因ともなると考えられる。

また，休眠期に採取した穂木は腐敗しにくいにもかかわらず， Fig.l06 に示されたとおり， 11月， 12月

に採穂さし付けたものの活着率がきわめて悪く 1 月に採穂、さし付けたものの活着率が低いのも，未発根

のままの抵抗力の弱いさし穂が 4 月中旬の発根開始時期までの長か期間，種々の悪影響をうけるためと考

えられる。

以上のべたことから，さし木の数量が比較的少なく，しかも他に支障がなければ 4 月上旬~中旬の聞

に係穂、し，さし付ければよく，また 3 月中，下旬ごろから採穏さし付けを行なってもさしっかえはないと

考えるが，さし木事業として比較的多数のさし木を行なう場合や，また作付けの関係あるいはその他仕事

の都合上 4 月中句ごろにさし木を終わることが困難なときは，むしろ穂木をなるべく早く採取し，貯蔵し

ておくことが好ましい。とくに 0~50Cの低温で穂木を貯蔵しておけば 6 月 29 日さし付けたものが92.5

%の活着率を示した例からもわかるとおり，夏期にこれを用いてさし木し，かなり高し、活着率をあげるこ

とができると思われる。

また 9 月にはいれば，ふたたび採取直後のさし穂をさし付け，これを活着させることができるようにな

勺 4 月中句と同様に，さし付け後短期間に発根をはじめてし、るが，採取穂、木の腐敗に対する十分な抵抗
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力ができてくる時期は年によって異なり 9 月中旬にさし木しても，腐敗のため不成績に終わる例がある

ので，安全確実なよい活着率をえるためには 9 月下句までまつのがよいと思われる。この時期に採穂しさ

し付けると， Fig.106 に示した活着率 100%の例にもみられるよう，きわめて高い活着率が容易にえられ

るが， 10月にはいって採穂し，さし付けたものは順次発根までに長い期間を要し， 10月中句ごろにさし付

けたものは年内にかろうじて発根できる程度で，その後に採穂さし付けたものは，年内に発根することがー

できず，翌春発根するものがあるとしても，その活着率は10%以下と急激に低下している。なお 9 月下旬

に採穂しさし付けたものの活着率はきわめて高いが，発根後短期間のうちに冬をむかえるため，その年内

成長量は微々たるものである。また落葉期前後の親木は，休眠にはいるための特殊な生理状態にあるため

か，この時期に採穏し，たとえ好適な温度条件のもとにさし付けても，発根および発芽はなかなか行なわ、

れないので，採穂時期としても好ましくないと考えられる。

ii. 発根増進処理

さし砲は，さし付け後発根までの抵抗力の弱い期間，これを腐敗，乾燥等からまもると同時に，他方さ

し付け後できるだけ短期間のうちに十分旺盛な発根が行なえるような条件を与える必要がある。短期間のJ

うちに旺盛な発根を行なわせるには，好適な条件をそなえたさし穏を採取作成し，また発根に都合のよい

条件下でさし木する必要があるが，なおこれだけでは目的の達せられない場合も少なくない。

すなわち，種あるいは品種等によって，その発根能力にそれぞれ一応限度があり，また一般に親木の年

齢が古いほど発根しにくくなるが，とくにさし木困難といわれる種類には，この固有の発根能力のきわめ

て貧弱かあるいは不十分なものが少なくない。

今後は，発根能力そのものを高めるための育種が要求される場合も少なくなかろうが，とのような方法

はさておき，さし付け前各種の人為的な処理によって，その発根能力を増進させる方法が試みられ，かな

りその効果の認められるもののあることが報告されている。そのうち著しい効果が認められたものに，

COOPER , W. C. のをはじめ， その他多くの人によって試みられてきた植物成長ホルモンによる処理があ，

り，その植物成長ホルモンの種類も数多く見いだされ， また場合によっては Vitamin B1 あるいは糖類

等との併用処理が効果的である場合も認められてきた。

このような方法で発根増進効果の認められるものは少なくなし、が，しかし発根困難なものの発根そのも，

のをうながすという点では，なおあまり期待できない場合も多いといわれている。

このほか，過マンガン酸カリ，二酸化マシガン，硫酸マンガン，塩化アルミニウム，塩化第二鉄，硫酸

第一鉄，棚酸， リン酸等による処理について CURTIS， O. F.ll) らが各種の植物に対して，またアルコール

による処理について SCHWARZ， L. がシャグナゲ科のもの，エーテル・アルコール混液について SCHWARZ ， L. 

および BRUNNER ， U. がシャクナゲ科およびパラ類，エチレン，アセチレシ，プロピレンの Gas 処理につ

いて CROCKER ， W. , HITCHCOCK, A. E., ZIMMERMAN, P. W. ~のが多数の植物，水素 gas 処理について尚卦下が

リンゴ，ポプラというように，それぞれ発根促進効果を認め，また MOLISCH ， H. 86) が休眠校の催芽を温

湯処理により行なってから，さし木にも温湯処理の効果が認められ， SCHWARZ , L. は温湯浸法により，休

眠枝では， PO仰lus canadensis, Salix alba, Philadelρhus coronaris, Viburnum opulus, Deutziu 

crenata， 緑枝に対しては，シャクナゲ科の Azalea indica, Azalea pontica 等において効果的であるこ

とを認めているし，その他真空処理が効果的なものも認められているようである。

また，有機塩である糖液とくにショ糖， プドウ糖による浸漬処理について KRAUS， E. J., KRAYBILL. 
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H.R. らがその効果を認めており，なお尿素の葉面散布をさし付け後のさし木に行なうことが，スギでは

品種によって，またとくに高齢木から採穂した場合効果のあることが大山 117) 1叫によって認められた。

以上のべたもののうちには，植物成長ホルモンあるいは養分の補給，分子|尚呼吸の促進による再生活動

の促進，という意味において行なわれる処理法のほか，刺激的効果という名称、のもとにかたづけられてい

るものも少なくない。

筆者および大山町田〉的は，鋸屑によっては，さし木の発根，発芽を著しく阻害する物質を含んでいる

ことから，さし穂自体にもこれを含有し，その発根，発芽がきわめて阻害されている場合のあることを認

め，その阻害作用を除去することによって，活着成績がきわめてよくなることも明らかにした。さらに従

来刺激的効果という解釈のもとに行なわれた過マンガン阪カリ，アルコーノレ，アルコール+エーテル等に

よる処理および温湯処理等は，この阻害作用を除去し，発根をよくするという意味においての効果があ

り，また硝酸銀処理もこの阻害物質の強く作用するさし秘に対して著しい効果の認められる場合のあるこ

とも明らかになった。そして阻害作用のある場合は，これらの処理を行なった後，さらに植物成長ホノレモ

ン処理をすることによって発根が著しく増進されることが少なくないことも認められた。

fこだ，さし木するにあたって，どの処理法が発根増進上効果があるかとし、うことは，その種あるし、は品

種のほか採取穂木の条件等によって異なるもので，青島トゲナシニセアカシアでは，さし徳自体がとくに

問題になるほどの阻害物質を含んでいるとは認められず，つぎにのベる前後 6 回行なった各種の試験結果

のほか，別途後述する処盟条件を含めた種々の総合試験の結果から，その発根能力の低いひとつの大きな

原因が植物成長ホルモンの不足にあり，この植物成長ホルモン処理はよし、活着成績そあげるために欠くこ

とができないことが明らかになり，この処理によってきわめて旺盛な発根が期待できるようになった。な

お根ざしに対する高温処測による Curing の活着促進および腐敗阻止効果についても試験を行なったの

であわせてのベる。

第 1 試験では，おもに植物成長ホルモンとして最も普通に用いられてきた æ-naphthalen巴 sodium

acetate 処理を主体とし， [昆湯処理および Ethylalcohol， Glucose，根のしぼり汁等による処理効果，

第 2 試験では，さらに各種植物成長ホルモン等の発根増進効果の比較，第 3 試験では，根ざしを行なう場

合の植物成長ホルモンその他ショ糖 Vitamin 類等の発芽，発根に及ぼす影響，第 4 試験および第 5 試

験では，根ざしに対する高温処理による Curing の活清促進および腐敗防止効果についてそれぞれ試験

した。

くA) 処理の種類に関する試験

(吋試験方法

この試験では，好適な発根増進処理方法を究明するため， Table 92, 93 の各種薬品および処理法につ

いて， Table 94 にしたがって計48の組合せ処理区を設け，その他後記のさし木条件のもとに比較試験を

行なった。なお処理は，さし穂作成後下部 3cm の浸i責処理とし， Phot. 15 のさし床にさし付けた。

親木の年齢 7 年生

さし穂の年齢

採秘のl時期

さし付け時期

さし秘の大きさ

前年生枝

1947年 4 月 11 日

同年同月 16U

直径 4~12mm 
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Table 92. 処理の種類

Kinds of treatments for the exp巴riment.

|濃 度(%〉|処理I時間Time 
Concentrations I treated 

従来52められた効来
Effect, hither-to 

known 

æ-naph山e sod叶。一1 0021 acetate 1-' ---, _. _., 12hr. 植物成長ホルモン

Growth hormon巴

刺激的効果

-191-

Note 

さし秘の下
部 3cm を浸漬

Ethylalcohol 

親木の根の絞り汁 i
Sap, extracted from 
roots of parent tree 

1.0 

20.0 

6 

12 

Stim山ive effec_t -1 Immersed lower 

part ( 3 cm) of 

cuttings in the 

Glucos巴 4.0 6 養分補給

Supply of nutrient 

solution. 

i且 i易

Hot water 
(35. C) 6 

| 分子問呼吸の促進
Promotion of intraｭ

molecular respiration. 

Table 93. 処理の組合せ

Combinations of treatments for the experiment. 

第 l 回処斑

First treatment 

・ Control として常温水 (13.C) に
6hr. 
Control; water of natural 
temperature (13.C) , 6hr. 

.Ethylalcohol 1 %液に 6 hr. 
One percentage solution of 
ethylalcohol , 6 hr. 

・温i劫 (35.C) に 6 hr. 
Hot water (35.C) , 6 hr. 

・ 35.C の Ethylalcohol 1 %液に
6hr. 

Hot (35.C) 1 % solution of 
ethylalcohol , 6 hr. 

第 2 回処理

Second treatment 

.Control として常温水 (13.C) に 12hr.
Control; water of natural temperature 
(13.C), 6 hr. 

・親木の恨の絞り汁20%討をに 12hr.
20% solution of the sap extracted 
from root of p喝rent tree, 12hr. 

.�-naphthalene sodium acetate 
0.05払 12hr.

11 0.01%, 11 

・ æ-naphthalene sodium acetate 0.01% 
+税木の根の絞り汁20%液に 12hr.
20% solution of th巴 sap extracted 
from root of parent tree, 12hr. 

さしゃiJ!.切断r1ミ

さし床

長さ 14cm 

楕円形切返し

フォルマリン消毒した埴壌土の赤土，心土

さし付け角度 約 70。

管理方法 さし床は板わくで囲し、，よしず 1 枚で被覆，適宜濯水

供試本数 1 区10本， 48区，計 480 本

(同結果ならびに考察

|第四処理
Third treatment 

・ Control として常温
水 (13.C) に 6 hr. 
Control; water of 
natural temperaｭ
ture (13.C), 6hr. 

.Glucose 4 %ì夜に
6 hr. 
Four percent 
solution of gluｭ
cose, 6 hr. 

さし付け後は，適宜時期をみはからって全区に十分な濯水を行ない，さし床をやわらかくしたのち，代

表的な区につし、て 4~5 本あて恨極部を傷っけないよう掘り取り，その再生活動状態の推移について概略

調査を行なか，またさし付け後55 日目の 6 月 10日に全区掘り取り調査を行なった結果はそれぞれ Fig.

109, Phot. 16, Table 94 ~ 96のとおりである。
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Fig. 109 青島トゲナシニセアカシアのさし木の発線経過

Rooted progress of Robi悶ia pseudoacacia var. bessoniana cuttings. 

Table 94. 発 F良 率

Percentages of rooted Robinia pseudoacacia var. besso問ia河a cuttings. 

2Mtreatment 52語り汁 a-naphthalene sodium 根の絞り汁峨を含む
~~-;;t~i~ -----..-la~n.aI?ht~a!~~~，-，:;odium 

20% solu-1 -----<:- lacetate 0.01%液
Water 1 -:v:t'o so 

tion of the I I I la-naphthalene sodium 

~~.?~_， 1 0.005%1 0.01% 1 0.02% 1 ~.:~~.a::e_ 0.:21弘 in 20% 1st3rcl Extracted 0.0050.01%0.029/ solution of thE sap 
treatment" treatment from root 1 1 1 1 extracted from root 

BWa回 I 20 1 0 I 曲|叩 1 田|
;:12;| 1 0 1 4 0 1 9  

3 吉 ZQ Water I 10 I 10 I 80 I I0o I I0o I 

妥当 c:議:|川 10 I 401~0o I I∞ l 
i Wa ter I 40 I 20 1 I∞ I 100I I0o I 

E 且g ω ロ Glumn|l|!||温 i蕩 E 則;zin|301301100|l∞ |100|100

gk Wa加 I 10 I 10 I 1∞ I 1∞ I 90 I 

困者。::窓: I 10 I 10 I 1田 I 1叩|で|

発根率，平均発根数， 平均総根長等については， それぞれ Table 94~96 および Phot. 16 のとお

り， a-naphthalene sodium acetate の処理を行なわなし試験区に比較し， 第 1 回処理として温湯処理

を行なわなかった a-naphthalene sodium acetat巴 0.005%処理区を除く， すべての a-naphthalene

sodium acetate 処理区は活着成績が著しくすぐれている。 Fig. 109 は， これらの試験区をそれそ

照区および適処理区とし，その両者の発根経過の概略を比較図示したものである。
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Table 95. 平均発恨数

Number of roots per cuttings. 

恨の絞り11-
20%ì夜， a-naphthalene sodium 

ac巴tate

Water 20% solu-

t…eI 0. 005%1 
sap 
~~tracted 1 0.005%1 0.01 % 1 0.02% 
from root 

0.0 5.8 111.8 1 

0.7 4.7 114.9 I 

0.1 1.8111.4 1 21.01 

0.1 

0.2 1 11. 2 1 17. 1 1 23.1 1 

1. 1 1 18.0 1 22.6 1 25.0 1 

0.1 1 13.7 I 山 1 25.9 1 

0.2 114.5 I 28.1 1 29.6 1 
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根の絞り汁20%を含む
a-naphthalene sodium 
acetate 0.01%液

a-naphthalene sodium 
acetat巴 0.01t9h6e, in 2096 
solution of the sap 
extracted frorn root 

4.5 

6.0 

3.0 

5.3 

26.0 

25.9 

28.6 

26.5 

すなわち，本試験においては，腐敗の影響を少なくするため，採穂時期に注意するとともに，さし床に

は新鮮な赤土の心士をさらに殺菌して用い，また濯水，日おいも十分に注意して行なったため，抑，取り調

査の際枯死したものは 1 本もみあたらなかったが a-naphthalene sodium acetate による処理を行な

わなかった各区の発根率は，さし付けてから55 日経過後もなお Table 94 のとおり全般的にきわめて低い

のに対して，迎処理[ぎは，ほぼ 1 か月後に旺盛な発恨をはじめ， 55日後の掘り取り調査時期lには発様率的

~1009五で，そのほとんどの区が発根率 1009五を示していた。

またそのさし lili 1 本あたりの平均恨数および平均総根長におし、ても， Table 95, Table 96，あるいは

Phot. 16 のとおり，し、ずれも a-naphthalene sodium acetate 処理が驚異的な発根増進効果のあるこ

とを示してかる。

また，とくに O.Ol%ì夜および 0.02%液は，これによる単独処理だけで十分な発根増進効果の期待で・き

る好適処理限度とかえよう。

その他， Ethylalcohol l%ì夜， Glucose 4%ì夜，および恨のしぼり汁 209百液等による処理の効果は認

められないのに対して， 35 0 C の温湯処理は， ",-naphthalene sodium acetate 処理と併用する場合に

かぎって，さらにその発根を一層増進させる効果のあることが認められた。

すなわち， a-naphthalene sodiurn acetate の低濃度 0.005%液では， Table 94 あるいは Phot. 16 

のとおり，単独処理だけで十分な発根増進効果を発揮することがで、きないが，温湯処理を併用することに

よって発根率そのものをさらに増進させ，また Ta.ble 95, Table 96，あるいは Phot. 16 にみられるよ
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Table 96. 平均総根長 Ccm)

Total length of the roots per cuttings. 

根の絞り汁
a:-naphthalene sodium 根の絞り汁20%を含む

20%液
a:-naphthalene sodium acetate 

20% Solu- acetate 0.01%液

tion of the 

0 時|。附 1 0 回%
a:-naphthalene sodium 

sap acetate O.Ol% , in 20% 
extracted solution of the sap 
from roots extracted from root 

常担 皇i ω 国加 水 k1』U 2 
0.0 2.0 I 20.9 I 41. 1 I 21. 5 

7. 0 I 24. 1 I 58. 8 I solu4t96 ion 
1.5 28.6 

13 司~ドロ岡凶 2語90C 6ぞ
0.0 3.7 I 43.4 Iω| 12.5 

。C

、、J

1. 1 I 53. 1 I 24. 8 I solu4t9杉ion 0.1 30.0 

温吉』区 0.1 I 44.4 I 山 I 62.6 I 73.6 

温高 “ E 個M 邑 揚温...... 
I 60.6 IωI 59.7 I solu4t9i五on 0.1 77.9 

(352 自

Sgc dモ
0.1 I 37. 8 I 56. 1 I 65. 8 I 76.3 。C

」ノ J・田岡hコa 
司)

I 47.0 I 83.4 I 81.4 I solu4t9i百on 1.0 72.2 

う， a:-naphthalene sodium acetate のすべての処理区において， 350 C で 6 時間のI品[1場処理の併用は平

均発根数，平均総根長等根量を増大させるうえに著しし、効果のあることが認められた。

CB) 植物成長ホルモンの種類に関する試験

(叫試験方法

この試験では，各種柄物成長ホルモン等の発根増進効果の概要を比較検討するため， Tabl巴 97 のとお

り各種植物成長ホルモンを主体とした各濃度の試験区を設け，その他下記に示したさし木条件のもとに発

根増進効果の比較検討を行なった。なお，溶液による処理では，さし穂作成後下部 3cm を浅漬，粉剤に

よる処理では，湿ったさし穂の下部切口に粉末を塗布した。

親木の年齢 10年生(推定〉

さし穂の年齢

採穂の時期

さし付け期

さし穂の大きさ

さし穂切断法

さし床

さし付けi奈さ

管理方法

前年生枝

1948年 2 月 25 日

同年 4 月 3 日

直径 4~10mm，長さ 10cm

楕円形切返し

第11号音畑の壌土

穂長の 2/3

よしず 1 枚で日おいをし，適宜濯水
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Table 97. 試験に用いた発根促進剤の種類

Kinds of root-inducing substances for the experiment. 

植物ホルモンその{也

Plant hormones and others 
無処理
None treatment 
水浸
Water 

�-naphthalene sodium acetate 

Het巴ro・auxin

沃 素

Yokuso 

3 ・ 4 Dihydro-naphthols邑ure

aHの-o温nta湯spoh液ltuhta(iol3en5n。e sodium acetate C) 
。 (350 C) of �-

naphthalene sodium acetate 

um acetate 

|濃 度|処理時間
Concentrations I Time treated 

|-- I -- I Check plot 
I -- I 12hr. I Check plot 

O. ∞Q5% " 三共製薬 K.K. 製

0.005 " 
0.01 " 
0.02 " 
0.04 " 
0.005 庁 三共製薬 K.K. 製

0.01 " 
0.02 " 
0.04 " 
0.08 " 
0.0025 " 

�-naphthalene potassium 
acetate と vitamin 工B1業をK主.K成.製

0.005 " 分とする，富山化学

0.01 " 
Th巴 chief ingredient of this 
chemical is �-naphthalene 

0.02 " 
pchoteam ssium acetatE, but this 

ical contains vitamin B1・
0.04 11 

0.05 粉末塗布 京粉状ホルモン剤Powder-dip 
都大学で試作したもの

0.5 11 Powdery hormone drug 

1.5 " 
0.005 12hr. 

0.01 " 
0.02 " 0.01払 12hr. は æ-naphtha-

lene sodium acetate につい
0.01 " 

H温nOao湯VpthCm(也〕3a8のt・IeCmT処〕e(理6Fshordc .I 処理後 a→
Bてoのth値“0.01%" and “ 12hr. " 

), 6hr. + �-na- are the values on �-naph phthalene sodium acetate 
-thalene sodium acetate. 

Illuminol R II 

供試本数

(同結果ならびに考察

0.002 2 hr. 感光色素剤，理化学研究所製

0.01 11 Sensitive pigment 

0.05 " 

1 区10本， 27区，計 270 本としたが，ネキリムシにより被害をうけたものは調

査のとき除外し， Table 98 に記載

さし付け後24日目 (4 月 27 日) , 35 日目 (5 月 8 日) , 45 日目 (5 月 18日〕の 3 固にわたり，十分濯水

し，さし床をやわらかくしたのち，根極部を傷っけないよう十分注意しながら掘り寂り調査した結果は

Table 98 のとおりである。
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Table 98. 発根促進剤に関する比較試験の結果

Result of the comparative experiment on root-inducing substances. 

植物ホルモンその他

Plant hormones and 
others 

無処理
None treatment 
水浸
Water. 

a-naphthalene sodium 
acetate 

Hetero-auxin 

沃 素
Yokuso 

3 ・ 4 Dihydro-naphthol-

saure 

Hot solution (35s。oCd〉iuof 
a-naphthalene sodium 

acetate 

Hot -wnaaptEhrth(a3l5e 。C〕， 6hr.
+店 ne

sodium acetate 

III uminol R Il 

6 

7 

9 

9 

0.01 10 

0.02 7 

0.04 9 

10 

0.01 10 

0.02 9 

0.04 10 

0.08 10 

8 

8 

0.01 

0.02 

0.04 

0.05 

0.5 

1.5 

0.01 

0.02 

0.01 7 2 。 6 

0.01 

0.05 

。

。

22 

33 

70 

100 

100 

100 

100 

100 

80 

50 

13 

13 

22 

38 

100 

13 

70 

89 

67 

67 

60 

7 100 

13 

。

。
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供試本数は少なし、が，無処理の Control 区および水浸区は 45 日後になお全く発根が認められず，また

:I11uminol R II による処理では0.002%区で発根したものわずか 1 本が認められたのに対し，植物成長ホ

ノLモン斉IJの処理につし、ては， a-naphthalene sodium acetate の 0.02%， 0.04%, Hetero-auxinの

'0.005%, 0.01弘 0.02%，また沃素仏 naphthalene potassium ac巴tate + Vitamin B1) の 0.04%，

の各区が45 日後に 1 本残らず発根し，また 3・ 4 Dihydro-naphtholsäur巴の1. 5%区も 9 本のうち 8本ま

で発恨し，いずれも著しし、発根増進効果のあることが認められた。

出-naphthalene sodium acetate では 0.02% ， 0.04% , また同系統の値物成長ホルモン剤である

.a-naphthalene potassium acetate を主剤とした沃素では 0.04% の比較的高濃度区が高い発根率を示

した。このことについては，第 1 試験およびその他数多く行なったさし木において， 0.01% , 0.02%の処

理できわめて高い発恨率を示し， 0.04%の処理で、は薬害のため多くはこれより発根率が低下していること

ーからみて多少疑問がある。 なお Hetero-auxin における好適処理濃度は a-naphthalene acetic acid 

系のものの好適処理濃度のほぼ2 倍の濃度が必要で，他方薬害は後者にくらべて少ないものと考えられて

いるにもかかわらず，本試験結果では比較的低濃度の 0.005%においてすでに十分な効果が認められ， 45 

日後には全部発恨し0.04%区および0.08%区で‘は薬害のため順次発根率が低下したようにみうけられる。

また沃素には Vitamin B1 も含まれているが， a-naphthal巴ne sodium acetate の各区とそれぞれ比

ピ較すると，この場合 Vitamin B1 の効果はみとめられない。

つぎに， 3 ・ 4 Dihydro-naphtholsäure の粉剤による処理では 100% の発根率はえられなかったが， 45 

日後1. 5%区で 9 本中 8 本が旺盛な発根をしていたことからみて，やはりその発根増進効果は大きいもの

と考えられる。このような粉剤を用いる方法は，処理に時間がかからない点できわめて好都合な場合があ

ると考えられる。

さきにのべた処理の種類に関する試験の結果で、は， a-naphthal巴n巴 sodium acetat巴の処理に先だっ

て温湯 (35 0C ， 6 hr. )による前処理を行なったものも，これが休眠枝であるため， 腐敗による活着率の

低下をおこすことなく，むじろ発根増進の補足的効果の大きいことがみとめられた。この試験でもこれと

同じ併用処理を行なったものの発根率が 1009百であるのに対して， a-naphthalene sodium acetate 溶

液そのものを 35 0 C として12時間処理した場合，同じ45 日後の発根率は0.005%区， 0.01%区とも 67%，

0.02%区は609五で，処理液そのものを高温にすることは好ましくないことがわかった。

(C) 根ざしに対する活着促進斉IJに関する各試験

(司試験方法

この試験では， 根ざしに対する植物成長ホルモン処理の発芽， 発根に及ぼす効果を検討するため， a-

naphthalene sodium acetate の 0.005， 0.01, 0.02, 0.05 , 0.1 , 0.2 , 0.5 , 1 , 2 %の溶液濃度によ

る処理区のほか，水道水を用いた無処理の対照区を設け，それぞれ種根の下部2~3cm を，液混120Cで

ご24時間の浸i責処理するほか，下記のさし木条件のもとに比較試験を行なった。

親木の年齢 1 年生さし木苗

採取時期 1949年12月 8 日採取後土中埋蔵

さし付け時期

種根作成法

種根の大きさ

1950年 1 月 12 日

勢定鋲で切断

直径 3~5 mm，長さ 8cm
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種根作成後メルグロン 0.19百液に 1 時間浸漬種根の消毒

さし付け場所

さし床材料

温度 170 C::!: 4 0 C の定温ガラス室内の 15cm x 15cm 高さ 25cm の木箱

最大容水量に対する含水率 50%の埴壌土の赤土

さし付け法

管理方法

垂直ざしとし，上部 1cm を露出

土壌水分を 50%に保つため毎日秤量法により蒸発量だけ水分補給

供試本数 1 区50本， 10区計 500 本

(b) 結果ならびに考察

さし付け後20 日目 (2 月 1 日) , 25 日目 (2 月 6 日) , 30 日目 (2 月 11 日) , 40 日目 (2 月 21 日〉に発

芽について調査し，また50日後 (3 月 3 日〉に全区掘り取り，発芽，発様状態および腐敗との関係につい

て調査した結果は Table 99, 100および Phot. 17ーのとおりである。

Table 99. 青島トゲナシニセアカシアの根ざしにおける a-naphthalene sodium 

acetate 処理の効果 その 1

Effect of a-naphthalene sodium acetate treatment on root cutting of 

Robinia pseudoacacia var. bessoniana. No. 1 

濃度 供試本数 発Germinated芽 IJ発oot根ed|1R腐ott敗ed 
% No. of A- Note 

Concent-Cuttings 20 I 25 I 30 I 40 I 50 I 50 I 50 
ration days I days I days I days I days I days I days 

I 22 I 33 I 47 I 48 I (~~) I 
発腐敗したものには

50 根のあとがみら ( ); 
れない

腐敗したも

2 118 1 27 
Rotted cuttings のも含めた

0.005 λア 34 7 exhibited no 本数
traces of rooting. 

3 I 18 I 28 I 32 I 判(;;〉|
lnclude 

0.01 11 4 腐敗したものもほ the rotted 
とんど発根のあと cuttings 
がみとめられた

0.02 11 I 10 I 25 I 3~~0__j引必| 6 Most rotted cut-
thine gs Exhibited 

9 I 19 I 21 I 23 I d~) I 
the traces of 

0.05 11 22 rooting. 

0.1 11 ~ふ| 23 

11 ほとんどのものが

0.2 11 。 。 4 4 4 39 発M根後腐敗した
(?) 

ost cuttings rot-
ted after rooting. 

発根開始のcau時がtttt多にIhrie腐いgs 敗be-3 したも
0.5 11 1 l 1 1 47 

Mroattney d (?) 
ginning of rooting. 

1. 11 50 発根前に腐敗

2. 11 50 Cuttings rotted 
before rooting. 
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Table 100. 青島トゲナシニセアカシアの根ざしにおける æ-naphthalene

sodium acetate 処理の効果 その 2

Effect of �-naphthalene sodium acetate treatment on root cutting 

of Robinia pseudoacacia var. bessoniana. No. 2 

i牒 度
種of根r17本あたりoのot発ed根r数00 Number of roots per rooted root-cutting M平ean va均lue 

く%) Note 
2 5 6 9< No. of I Length Concentration roots I of root 

Control [ 9[15 [14 [ 3 [ 1 [ 2.3 9.9 

o ∞5 [10 [16 1141 2.1 11. 3 

0.01 

0.02 

0.05 

0.1 

0.2 

0.5 

2. 

[ 41 9 115 1 4[ 4 1 5 1 

I 3 [ 8 [12 1 5 [10 [ 1 1 .3 I 2 I 
4 ヒヒl

1 21 4[ 

[ 1 1 

[ 1 [ 

1 1 1 

I 1 1 

u 

H 

2[ 41 三l
吐斗斗

卜十イ

3.1 

3.8 

5.8 

8.5 

6.1 

6.2 

2.9 I 最多発根数ー12
|Largest No. of roots 

2.1 I 最多発根数ー17
|Largest No. of roots 

調査困難

No easy to make 
investigation 

Table 99 についてみると，発芽したものの本数は，各調査時期にわたって無処理の Control 区が最

も多いのに対して， 0.02% 区を除き，ほぼ 0.005% 区から 29五区まで濃度が高い区ほど少なく，とくに

0.05% 以上では，濃度が高くなるにしたがって著しく減少している。

これに反して発根したものは，無処理の Control 区の42本に対して， 0.059五区， 0.1% 区は50本と全

部発根し，この間濃度が高くなるにしたがって発根が増進されている。また Table 100 では，種根 1 本

あたりの発根数も，無処理区の平均 2.3 本に対して， 0.1%区は著しく多く，平均 8.5 本で， この間処理

濃度が高くなるにしたがって順次増加している。

BOYSEN JENSEN, P.7) によれば，根の成長素に対する感受性は茎よりも著しく強く，たとえばきわめて

低い濃度の成長素は成長を促進するが，普通用いられる濃度の成長素では，根の最適濃度をはるかにこえ

たものであるため，抑制的に働くといい，また AMLONG ， H. U. 8) と FIEDLER， H.14) の実験により，根に

はごく微量の成長素しか存在せず，その成長は非常に低い濃度の成長素によってわずかながら促進される

とのべている。すなわち，茎では成長素のかなり高い濃度においてのみ成長抑制がみられるが，根では非

常に低い濃度でないかぎり成長が抑制されると考えられている。この試験においては，むしろこれと逆の

結果がえられている点に注目すべきであると考えられるが， LEFANU, B.70) はインドール酢酸の希薄溶液

をエンドウの茎片の基部に与えた場合，たとえ同濃度の Auxin 軟膏でも，これが頂部に塗布されると成

長は促進されるのに対して，このように基部に与えられると伸長の抑制されることを認めているし，また

F A.BER, E. R. 13) および THIMANN， K. V. 143) も処理部分によって成長素の影響は異なり，それが正常の極性

にしたがって移動するか，極性に反して移動するかによって定まることを認めていることからみれば，こ

の試験の場合も，下端部の浸漬処理を行なったため，これらの場合と同様な機構によって出芽が抑制され
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たもののように解釈される。他方腐敗数についてみると，無処理の Control 区に比べ， 処理区はその濃

度が高くなるにしたがって，ある程度まで発根は増進されるが，過度の細胞分裂が生じて腐敗するものが

111良次多くなり，とくに 0.05% より処理濃度の高い区において著しし、。そのため発根後も健全を保ってい

る数量は，無処理区の42本に対して， 0.05% 区で28本， 0.1%区で27本，さらに 0.2%区ではほとんどの

ものが発根したにもかかわらず，そのうち腐敗せず健全を保っていたものは11本， 0.5% 区は発根開始と

同時に腐敗し，発恨後健全を保ってし、たものは 3 本， 15百区および 29百区は発根前に全部腐敗している。

なおこの試験のほか，積恨の長さと a-naphthalene sodiu111 acetate の処理濃度に関する組合せ試験

を行ない，種根の太さ，長さと活着率の項の第2 試験として後述したが，その結果も Fig. 113, 114 に

もみられるよう，高濃度処理ではやはり発根が旺盛になるが，発芽したものは全く認められなかった。

以上の結果から，ある松度の年齢を経過した親木等から採取した発根力の劣った種根を用し、る場合に

は， 0.02% ぐらいまでの低濃度で処理することによって， 発根を増進し，活着成績を向上させる効果が

期待できるかもしれないが，根ざしにおいては，枝ざしの場合と異なり，早く出芽さすことがきわめて重

要で，この点からみれば a-naphthalene sodiu111 acetat巴の処理は必ずしも効果的とは考えられない。

(D) 根ざしに対する高温による Curing 処理に関する試験 その 1

(幼試験方法

この試験は，さつまいも等におし、て腐敗防止効果の認められている Curing 処理問の方法を用い， こ

れが種根の腐敗防止と，さらに催芽による活着増進に及ぼす効果を明らかにするため，青島トゲナシニセ

アカシアの直径 3 ~5. 9 111. 111，および 6 ~10 111111 のそれぞれの種根について比較試験したものである。

すなわち，根ざしは下記の条件にしたがって定温ガラス室内で行なし、，処理区はデシケーターを用い，

種根を 33~350C ，湿度90%以上の条件で 8 時間処理後，ただちに十分換気して，再び温度 33~350 C , 

湿度 85~959百を保ちながら 5 日間放置し切口に形成された Callus をある程度硬化させてからさし付

けfこ。

親木年齢

採取時期

さし付け時期

種恨作成法

種根の大きさ

さし付け場所

さし床材料

さし付け法

管理方法

2 年生さし木苗

1949'年11月 17 日

同年11月 25 日

現定鋲で切断

直径 3 ~5. 9111111，および 6 ~10m111 

長さ 10C111

温度 17 0 C士 30 C ，湿度 90~959百の定温ガラス室の木箱

最大容水量に対する含水率 70% の埴壌土の赤土

垂直ざしとし，上部 2 C111 を露出

土壌水分を 709五に保つため，毎日秤量法により蒸発震だけ水分補給

供試本教 1 区25本 4 区計 100 木

(b) 結果ならびに考察

さし付け後20 日目 (12月 15 日) , 30 日目(12月 25 日) , 40 日目 (1 月 4 日〉に，それぞれ種根からの発

芽だけについて調査し， 50日後 (1 月 14日〉には全区掘り取り，発芽のほか発根および腐敗について謂査

したが，その結果は Tabl巴 101 のとおりである。
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Table 101. 青島トゲナシニセアカシアの根ざしにおける Curing 処理の効果 その 1

種根直径|処
(mm) 

Diameter of 
root-cu tt匤gs 

3.0~ 5.9 

6. O~10. 0 

Effect of the curing treatment on root cutting of 

Robinia ρ'seudoacacia var. bessonia河a. No.1 

25 。 l4 16 18 13 

25 6 13 16 18 18 

25 。 6 B 16 9 

25 4 13 14 17 16 

13 2 

18 。

7 2 

l3 。

すなわち，発芽したものの本数は，さし付け後50 日目には各区ともほとんど差が認められなくなるタ，

直径 3.0~5.9mmのものでは， 20日後 Control 区の O に対して処理区の 6 ，また種根の直径 6.0~10.0

mm のものでは， 20 日後 Control 区の O に対して処理区の 4. 30 日後 Control 区の 6 に対して処理区

の13，また40日後においては Control 区の 8 に対して処成区の14になっており， 処理したものは初期に

おいて発芽が促進されるものと考えられる。

また，発根したものの本数について50日後に調査した結果は，種恨直径 3.0~5.9mm のもので， Conｭ

trol 区の13に対し処理区が 18，種根直径 6.0~10.0 mm のもので、は， Control 区 9 に対して処廻区 16，

といずれも発根噌進の効果がみとめられ，さらに発芽，発根とも行なわれた個体数は，種根直径3.0~5.9

.mmのもので， Control 区13に対し処理区18，種根直径 6.0~10.0mm のものでは ControI 区の 7 に対

して処理区13と地加している。

なお，本試験においては Curing 処理区で腐敗したものはなかったが， 赤土を用いた比較的腐敗しに

くい条件で根ざしを行なったためか， Control 区においても 2 本しか腐敗しなかった。

くE) 根ざしに対する高温による Curing 処理に関する試験 その 2

(叫試験方法

この試験は，第 4 試験と同様 Curing 処理の青島トゲナシニセアカシアの根ざしに対する腐敗防止効

果，ならびに活着憎進効果について比較試験したものである。

すなわち，下記の条件にしたがい，処理区はデシケーターを用い， 35~40oC の定樋ガラス室内で，湿

度909五以上として48時間(途中24時間目に換気を行なう)処理後，ヲ|きつづき 30~350 C で34時間処理

し，他方無処理の対照区を設けた。なお高温処理後も湿度85~95%のデシケーターに入れたまま 5~150C

の室内に12日間放置し，その Callus の部分をある程度木栓化させてからさし付けた。

親木の年齢 1 年生さし木首

採取時期 1949年12月 8 日，採取後土中埋蔵

さし付け時期

種根作成法

1950年 3 月 25 日

勢定鉄で切断
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直径2~3mm， 長さ 8cm種根の大きさ

さし付け場所 温度 170 C::!:: 4 0 C の定温ガラス室内の 15cmX15cm，高さ 25cm の木箱を用

い，土壌は水分70%の埴壌土

さし付け法

管理方法

供試本教

(b) 結果ならびに考察

垂直ざしとし，上部 1cm を露出

土壌水分を50%に保つため，毎日秤量法により，蒸発量だけ水分補給

1 区 100 本

さし付け後10 日目 (4 月 4 日)， 15 日目 (4 月 9 日〉に.それぞれ種根からの発芽だけについて調査し，

20 日後 (4 月 14日〉には，全区掘り取り，発芽のほか発根および腐敗につし、て調査した結果は Table 102 

のとおりである。

Table 102. 青島トゲナシニセアカシアの根ざしにおける Curing 処理の効果 その 2

Effect of the curing treatment on root cutting of Robinia 

pseudoacacia var. bessoniana. No. 2 

処 理|供試本数|
No. of I After I After I After 

Treatment I root:~~tti~gS I'ïo~days l'ï5~days 1'20~days 

腐敗

Rotted 

100 。 10 55 36 34 27 

Curing 100 36 48 88 80 77 4 

すなわち， Curing 処理区は Control 区にくらべ発芽数がはるかに多く， とくにさし付け後10日目の

調査では， Control 区の O に対しておの数値を示し，発芽がきわめて促進されていることが認められる。

また発根したものの本数は. 20日後 Control 区のおに対して処理区は80. さらに発芽，発根とも行なわ

れた個体数も同じく 20日後において Control 区の34に対して， 処理区は77ときわめて大きな差が認めら

れる。

以上のように，この試験において Control 区，処理区をとわず，前試験の場合より発芽，発根が早く

行なわれ，また処理による発芽，発根促進効果も一層強くあらわれているが，これは第 4 試験のさし付け

時期が休眠期にはいったばかりの11月 25日であるのに対して，この試験では 3 月 11 日にさし付けたもので

あることから，休眠のi奈さに原因しているものではないかと考えられる。

他方，腐敗防止効果についてみると，この試験では埴壌土からなる苗畑土壌を用いたため，さし付け後

20 日目に Control 区ですでに27本腐敗しているのに対して， 処理区では腐敗数4 本で，かなり効果があ

るようにみうけられる。

青島トゲナシニセアカシアの根ざしは， Fig. 22, 81 等からもみられるとおり，一般にその枝ざしより

腐敗しにくく，また種根から発芽，発根する力も弱くないので，有機質をほとんど含まない赤土の心土，

その他比較的さし穂の腐敗しにくいさし床等の条件のもとでは， Fig. 112 のように無処理のままさし付

けを行なっても十分よい活着がえられる。したがって，ことさらに Curing 処理まで行なう必要はなく，

また普通の苗畑土壌においても，無処理のままでさし付けを行ない十分よい活着率がえられることも少な

くないが，やはり腐敗しやすい条件のもとでこの根ざしを行なう場合，できうれば風呂の温度等を利用
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し，これに準じて Curing 処理を行ない， 発芽，発根も促進し，直接， 間接に腐敗による活着率の低下

を防ぐ効果を期待するのが望ましいと考えられる。ただし， この Curing 処理は，清潔な条件のもとで

行なわなければ，処理中に病原菌が活動し，かえって種根を害する結果におちいる場合もある。とくに種

根の採取あるいは貯蔵の過程において傷つき，腐敗菌による病巣等をもっている種根においては，これが

ひどく活着率を低下させた例(簡略〕もあるので，このような種根に対しては処理前にこれを消毒するこ

とを考えねばならない。

なお，さし木における Curing 処理については， これまで検討されたことがなく， 今後その処理方法

と腐敗防止効果についてさらに究明してみる必要があると思う。

iii. さし穂の大きさと作成法

一般に，さし穂はその親木の年齢が古いほど活着能力が低下するが， また筆者がさきに Quercus 属の

ものについて調べた例では，親木年齢が同じでも，穂木の太さが同じであれば，年数の古い枝の部分を用

いた場合，枯t員率が高くなっている。

青島トゲナシニセアカシアのさし木において， 1 年生さし木苗から採取した穂木は， 10年生内外の親木

から採穂したものよりやはり活着能力が強いようにみうけられるし，また直径 6~8mmの同じ太さの 1

年生枝と 2 年生枝について，わずか20本ではあるが，これを a-naphthalene sodium acetate の処理を

行なって 4 月 3 日にさし付けた簡単な試験の結果では， 45日目の発根率がそれぞれ 70% (14本)， 60% 

(12本〉で 1 年生校を用いたさし穂のほうがし、くぶん活着能力が強いようにも考えられる。しかし10~

20年生の親木から採取した穂、木で十分満足できるだけの活着成績をあげることもでき，また 2 年生枝を穂

木に用いた場合でも，活着率は 1 年生枝の穂木にくらべてさほど劣るとも考えられない。

一般にある程度太いさし穏を得ょうと思えば，採取部分の年齢が古くなり，逆に若い枝から採穂しよう

とすれば，さし穏は細いものとなりやすいが，青島トゲナシニセアカシアでは，若い新生枝あるいは 1 年

生枝で十分な太さに達するものが多いので，これら新生枝あるいは 1 年生枝が採穂の対象となる場合が多

い。しかし，青島トゲナシニセアカシアのさし木成績を飛躍的に向上させることができることを発表する

に及んで，従来接木によって仕立てられたわずかの親木をもとにした早急大量なさし木養首が要望される

に至り，非常に細いさし穏や根までを繁殖材料として効果的に利用するだけでなく，その長さも節約し，

得苗数をできるだけ増す必要にせまられたので， 1 年生の枝から採穂、した穏木を対象として，太さ，長さ

と活着成績との関係について試験し，また根ざしに関しでも，種根の太さ，長さと活着成績との関係につ

いて試験を行なった。

なお，さし穂は同じ太さ，長さといっても穂ごしらえの方法によって活着が左右される。さし穂の下端

部からしか発根しない青島トゲナシニセアカシアでは，取扱い中下部切口部分を乾燥させないことがとく

に重要であることを前にものべたが，さし穏は根極部の切断位置によって活着成績が左右されることにつ

いて C宜ADWICK ，' L. C. 等によって指摘されており，穂ごしらえの方法として，重要視しなければならない

ものと考えたので，これについても試験を行なった。

くA) さし穂、の太さ，長さと活着率

(紛試験方法

第 1 試験として，さし穂の太さ，長さ，第2 試験として， さし穏の太さ，長さおよび a-naphthalene

sodium acetate 処理の濃度の活着率に及ぼす影響について組合せ試験を行なった。なお， ζ のほかさし
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穏の長さと下部匂J口の切断法の組合せ試験を行なったが，その詳細につし、ては根極音rsの切断位置に関する

項にゆずる。

第 1 試験では，さし穂、の直径1. 25~3. 75mm, 3. 75~6. 25mm, 6. 25~8. 75mm , 8. 75~11. 25mm, 

11. 25~13. 75mm，長さ 2.5， 5.0, 7.5, 10.0, 12.5, 15.0 cm とした計 30の組合せ試験区を設け， 10年

生の親木から 1 年生枝を穂木として1948年 4 月 25 日に採取し 5 月 29日に下部切口を節直下で楕円形切返

しを行ない， n1'11:易 (35 0 C) 6時間処理後， a:-naphthalene sodium acetate 0.01% 溶液に24時間浸i責処

理し，岡山分場〈岡山市)11号苗畑(埴壊土)にそれぞれ20本(l ~2 本欠除した区もある〕をさし付け

た。

なお，乾燥その他による影響を少なくするため，さし付けは，上部 1cm が地上部にあらわれるように

し，長さ 7.5cm 以上のものは， 下部切口が床面から約 5cm の深さになるよう斜めざしを，また長さ

5cm 以下のものは垂直ざしを行ない，稲わらを用いでほぼ 1 本並べに敷わらをし，雨天のとき以外には

毎日濯水を行なった。

第2 試験では，さし穂の直径 3 ~ 5 mm , 5.1~7.0mm，および 7.1~10. Omm, 長さ 2.5， 5 , 10 

'Cffi，またa:-naphthalene sodium acetate の処理濃度を 0 ， 0.01, 0.05% とした計 27 の組合せ試験区

を設け， 10年生の親木から 1949年 1 月 11 日に採取した 1 年生枝を穂木とし，同日に下部切口を節直下で

・楕円形に切り返して穂作りを行ない， a:-naphthalene sodium acetate 溶液で 12 時間処理を行なったの

ち 1 月 13 日にさし付・けた。なお，さし付け場所は 20~250C (ただし 1 月 18 日 ~2 月 7 日の聞は定温

器故障のため室温 8 0C の穴蔵に保管〉の定温ガラス室内とし， 15 cm X 15 cm X 20 cm の大きさの埴

壌土の赤土を入れた木箱内に， 1 区それぞれ10本として， U自に 3 区，計30本あてさし付けたが，また土

壌水分は秤量法による補正を行なし、ほぽ 60% に保った。

第 l 試験では，さし付け後25 日目の 5 月 24日に未発恨のまま腐敗するものも出はじめたので，掘り取り

調査を行ない，また第 2 試験では，さし付け後72日目の 3 月 26日に掘り取り調査を行なったが，その結果

はそれぞれ Fig. 110 および Fig. 111 のとおりである。

Fig.110 によると，さし穂直径1. 25~3. 75mm のごく細いものの発根能力はいくぶん劣り，長さ 7.5

，cm でγ苦着率 55% に対し，長さ 10.0， 12.5, 15.0 cm のものも活着率はそれぞれ 45 ， 55, 459援で少し

も向上してし、ないが，より太いものについては，さし穏の長いものほど発根能力が大きくなる傾向を示

し， 12.5 cm および 15.0cm の長さのものでは，ほぼ 80% 以上のよい活着率を示している。

また，前述のa:-naphthalene sodium acetate 処理，温湯処理， Ethylalcohol , Glucose，および根

のしぼり汁による処理等の効果に関する試験の結果は Tabk 94~96，および Fig. 109, Phot. 16 のと

おりで，適正処理を行ない，その他好適条件のもとにさし木した場合，直径 4~12mm のものなら，さ

し穂の長さが 14cm もあれば，ほとんど 100% に近いきわめてすぐれた活着率が期待できるほか，青島

トゲナシニセアカシアのさし木に関する多くの試験結果をみても， さし穏の長さはほぼ 14~15 cm あれ

ば十分にすぐれた活着成績がえられると考えられる。

他方，後述する下端部の切断位置に関して行なった試験の結果は Fig. 115 のとおりで，さし穏を 12.5

.cm および 15.0 cm と長くしたものでは活着率がかえって低い。これは，さし穂の長さが 2.5cm および

5cm のきわめて短いものでは下部切口部分の深さを 5cm，それ以上長いものは長さの 1/3 を露出させて

箱ざししたものであって，試験期間中ある程度乾燥したため，さし穂が長く露出部分の多いものは水分蒸
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Fig. 110 青島トゲナシニセアカシアのさし穂の大きさと活着との関係 その 1

Relation between size of cuttings and rooted rate on Rob初旬

pseudoacacia var. bessoniana cutting. No. 1 
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Fig. 111 青島トゲナシニセアカシアのさし秘の大きさと活着との l:Yij係 その 2

Relation between size of cuttings and rooted rate on Rob初旬

ρseudoacacia var. bessoniana cutting. No. 2 

散量が多く，短いものよりかえって発根が遅れたためと考えられる。すなわち，さし穂の長さは 15cm ま

での範囲内でも必ずしも長いほうがよいとはいえない。また，長いさし穏を用いる場合，地上部の露出を

少なくし，しかも下部切口部分が床面深くなりすぎないようにするには，さし穂が長いほどさし付け角度

を傾斜させなければならないが，穂木のさし付け角度がひどく斜めになると，活着はよくても，さし木首

の形がきわめて悪くなるのでよくない。

なお，さし穏を短くすれば，発根能力がおちるといっても， Fig. 111 や，その他青島トゲナシニセア
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カシアに関する試験結果からみれば，長さ 10cm ぐらし、で 100% に近し、すぐれた活着成績のえられる場

合も少なくなく，また長さ 5cm で・は， Fig. 110, 111, 115 等の結果からみてほぼ 50% 内外，また長さ

2.5cm でもある程度の活着率がえられている。

すなわち，直径1. 25~3. 75 mm のごく細いさし穏であれば 10~15cm に長くしても活着率の向上

は望めないが，これ以上の普通の太さのさし穂では，ほぼ 12~15 cm の長さが好適と考えられる。 しか

し，青島トゲナシニセアカシアは成長がきわめて早く，小さいさし穏でも，活着すれば年内に苗木として

十分な大きさに育成できるから，制限された童の穂木を用い大量のさし木苗をえようとする場合，十分好

適な条件の下でさし木を行なうのであれば，長さを 10~5cmに節約し，それだけさし穂の数をふやすほ

うが得策とも考えられる。

(B) 種根の太さ，長さと活業率

(剖試験方法

第 1 試験として，種根の太さ，長さ，第 2 試験として長さ， a-naphthalene sodium acetate の各濃

度による処理，のそれぞれ活着率に及ぼす影響について組合せ試験を行なった。

第 1 試験では，直径2~3mm， 5~6mm， 8~10mm，長さ 1 ， 2 ， 4 ， 8cm とした各組合せ区

のほか，直径 8~10mm のものだけはさらに長さ 16cm の区を作り，計 13 の試験区とした。 種根はい

ずれも 1 年生さし木苗から 1948年 3 月 20 日に採取し 4 月 1 日に勢定欽を用いて調整し，岡山分場の11

号苗焔(埴壌土)に 1 区10本あて，深さ 3cm として水平にさし付け，日おいを行なった。

また第2 試験では，直径 2 ~ 3mm の細し、根について，長さを 2 ， 4 ， 6 ， 8cm とし，それぞれ

a-naphthalene sodium acetate の 0.05% ， 0.1% の各12時間処理のほか，対照としての無処理の各組

合せ計12の試験区を設けた。種根は 1 年生さし木首から1949年 2 月 26日に採取し，小刀で調整し，処理を

行なった後，翌27 日に内径 20cm の大型シャーレ内の水を吸わせたガーゼ上に 1 区30本あて並べ， 20~ 

25 0C の定温ガラス室内に入れた。

(b) 結果ならびに考察

第 1 試験のさし付け後初日目の活着率， 第 2 試験の20 日目の発根率と 45 日目の活着率をそれぞれ Fig.

112, 113 および 114 に示した。
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Fig. 112 青島トゲナシニセアカシアの種根の大きさと活着との関係 第 1 試験

Relation between size of root cuttings and both rooting and germination 
on Robinia ρseudoacacia var. bessoniana root cutting. Experiment 1 
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第 1 試験では腐砲を含んだ普通の苗

畑土壊，第 2 試験ではシャーレ内の水

を吸わせたガーゼをさし床に用いたた

め，ともに腐敗の影響をうけ，その活

着成績は著しく低下し，またとくに第

2 試験の 0.05% 区では Fusarium

がはびこり，ほとんど腐敗したので，

これを除外して調査を行なったが，種

根の太さ，長さがその活着能力に及ぼ

す影響をある程度みきわめることはで

きると思う。

青島トゲナシニセアカシアは根ざし

に対する植物成長ホルモン処理に関す

る試験の項に，好適な条件のもとでは

種根直径 3~5mm，長さ 8cm のも

のですぐれた活着成績の得られること
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Fig. 113 青島トゲナ、ンニセアカシアの種根の大きさと発

根との関係 第2 試験
Relation b巴tween size of root cuttings and rooting 
on Robinia pseudoacacia var. bessoniana root cutｭ
ting. Experiment 2 

100r% 

をのべたが. Fig. 112 につし、てみる 80 

と ， i舌着能力は種恨直径 8~10mm区

までは太いほど，また種根の長さは少

なくとも 8cm までは長いほど活着率

が高いようである。他方第 2 試験の発

根率をしめす Fig. 113 についてみる

と，直径2~3mmの種根では，長さ

6cm ぐらし、までは長いほど発根率が

よいが，発芽，発根したものを活着と

みなした Fig. 114 の無処理区の活着

率についてみると，長さ 2cm のもの

に比べて長さ 4cm のものの活着率は
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Fig. 114 青島トゲナシニセアカシアの種根の大きさと活

着との関係 第 2 試験
Relation between size of root cuttings and both 
rooting and germination on Robinia pseudoacacia 
var. bessoniana root cutting. Experiment 2 

急上昇し，長さ 6 ， 8cm のものとほぼ同様な活着率を示している。なお，これらの結果から直径2~3

mm のきわめて細し、ものでも活着能力をもち，また種根直径が少なくとも 8~10mm あれば， 長さ 2

cmでも活着能力のあることがわかるが，いずれも長さ 2cm程度に短くすると活着能力は大きく低下し，

少なくとも 8cm まで長くすることによって活着能力は順次大きくなるものと考えられる。

�-naphthalene sodium acetat巴処理は，前述のとおり，発根促進の効果はみうけられるが，種根の

長さとの聞には特別な関係はなく，なお根ざしの活着という意味においてとくに重要な発芽率の点からみ

ると，植物成長ホルモン処理の項においてものべたとおり，処理によって発芽が著しく抑制されるため

か，発芽したものは全く認められなかった。

(C) 基部の切断位置と活着率
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(剖試験方法

長さ 2.5 ， 5 , 7.5, 10.0, 12.5, 15.0cm のそれぞれのさし穏について， Fig. 115 に図示したように

下部切口を節直下とし， 裏側から 450 の角度に切り，その先端部を切返したもの，同じく節直下を下部

切口とし， 表例lから 45。の角度に切り，その先端を切返したもの， 節部から 45。の角度で切り下し，

その先端を切返ししたもの， 節と節の中間の部分を 45。の角度で切り， 切返ししたものの各試験区を設

けて比較試験を行なった。

椋木は1948年 2 月採取，貯蔵した10年生の親木の直径 6~8mm の 1 年生校を用い 3 月 22日にそれー

ぞれ穂作りし， 35' C の温湯で 6 時間処理後， a-naphta!ene sodium acetate 0.01%液に12時間浸潰処一

理を行なったのちさし付・けた。さし床はガラス室内の深さ 20cm の鹿沼土を入れた縦 100 cm，横 50cm，

深さ 30cm の木箱とし， 長さ 2.5cm および 5.0cm のものは下部切口部分の深さを 5cm，それ以上

長いものは長さの 1/3 が露出するよう 1 区10本ずっさし付けた。

濃水は適宜これを行なったが，試験中ある程度の乾燥状態におちいった時期もあった。

(b) 結果ならびに考察

さし付け後53日目に掘り寂り調査した結果は Fig. 115 のとおりである。

下部切断部の位置と活着成績との関l
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Fig. 115 青島トゲナシニセアカシアのさし木の基部切断

位置と活着率との関係
Re!ation between method of preparation to basa! 
part of cuttings and root巴d rat巴 of cuttings on 
Robi珂ia ρseudoacacia var. bessoniana cutting. 

係を Fig. 115 についてみると，節直

下を下部切口とし， 裏側から 45。の

角度に切り，その先端を切返したもの

の活着率が最も高く，節直下を下部切・

口とし，表側から 45。の角度に切り，

その先端を切返したものは，さし穂のー

長さ 15cm のもので活着率 40% と低

下してし、るが，前者についで活着率が

高い。これに反して，節と節との中間'

の部分を 450 の角度で切り， その先ー

端を切返したものおよび節部から 450 .

たものの活着率は，節直下を下部切口

とし，裏1ft1];?，ら切り，その先端を切返ー

したものにくらべて，そのほぼ 1/2 内ー

外に低下している。

CHADWICK, L. C. が86種の植物について試験した結果，このうち節のすぐ下を切口としたとき活着率の・

最もよくなる種類が多かったことについては前述したが，青島トゲナシニセアカシアは節直下を下部切口

とすることがとくに必要で，また節の裏側から切り下げるのがよいと考えられる。すなわち，一般に葉あ

るいは芽は発根との関係が深く，その着生部分から発根しやすいものが多いだけでなく，とれが下部切口

部分とはなれているいないをとわず，その付着している側から発根しやすいことが認められているが，青

島トゲナシニセアカシアは下部切断部を唯一の発根場所とするため，その切断位置の活着成績に及ぼす影
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響はこのようにとくに大きい。 また同じ節直下を下部切口にするとしても， Fig. 115 のあり果にみられる

ように節の裏側から切り下した場合の活着成績がよいのは，切断面のうち最も発根能力の強い下端部が節

と同じ側に位置するためと考えられる。

iv. 根ざし法の利点と事1]の関係

増殖の必要性がさけばれながら，これが不稔性のため実生による養首が期待できず，そのさし木も困難

とされ，ニセアカシアを台木とした接木により街路樹用等としてわずか養成されるにすぎなかった青島ト

ゲナシニセアカシアも，さし木で容易にすく'れた活着成績があげられることを発表してから，早急に大量

の増殖が要望されるようになった。

最初，さしあたって規木として利用できたのは接木により仕立てられていたわずかのものにすぎず，こ

れが全国的に探索され，親木として十分活用されたが，その需要を満たすにはあまりにも少なすぎた。し

かし，さし木により白根首が得られ，その掘り取りあるいは勢定の際，長し、根が比較的多量にえられるよ

うになったので，これを続根として用し、る根ざし法は大量増殖法としてきわめて好都合なものとなった。

なお，根ざしでは， Fig.20 と 22，および Fig.80 と 81の比較からもわかるとおり，各種条件のさし

床において，その腐敗率は一般に枝ざしよりはるかに少なく，また時期による腐敗率の上昇も校ざしほど

極端にあらわれなし、。さらに，この根ざしにおいては，種根からの不定芽の発生は比較的容易で，枝ざし

の場合と異なり発根部位が下端部に限定されないため，任意の場所を下部切口とすることができ，勢定鋲

で切断するだけでよく，必ずしも前処理を必要としなし、し，また直径 5mmの車郎、種根でもきわめてすぐ

れた活着が期待できることが明らかになった。

さし木苗から採取できる種根の量は，苗木の大きさによって異なるが，地上部の大きさとは必ずしも密

接な関係があるとはいえない。その根量は養苗間隔と密接な関係があると思われたので，ここに参考のた

め 1 例として単位面積あたりの養首本数と，その採取可能な隠線数との関係について比較調査したとこ

ろ Table 103 の結果がえられた。

いずれも岡山分場の11号苗畑でさし木を行ない，そのうち80%以上の活着率を示したところに標準地を

設けて調査したもので， 調査にあたっては， 根元から 15cm だけの根は苗木として必要なため採取で-き

ないものとして算定から除外した。ただ，さし付け材料は一定でなく，また50本区のさし付け時期は 6 月

1 日と 2 か月近くおそいので，必ずしも比較検討するうえにおし、て十分妥当な数値をあらわしているとは

いえないが，この調査例から養苗本数と採取可能な種根数との関係についてある程度その傾向を知ること

tJ;できると思、う。

以上のように根ざし法はきわめてすくeれた長所をもっているが，刺がでてくることに問題がある。

本らい刺のある種類の植物に無刺の品種ができているとき，根ざしにより全くの有料種に逆もどりする

場合がある。すなわち枝変わりで無刺種のものができる場合，その成長点の原表皮，原皮層，原中心柱の

3 層のうち，原皮層等だけが偶発的な原因で突然変異をおこしてできたものはキメラ性のものと考えられ

る。そしてこの場合，その枝変わりした枝から養成されたさし木苗の根を用いて根ざしを行なっても，根

そのものはいちばん内側の原中心柱の分化によってできているため，これから生じた芽は先祖返りし，有

束11のものに逆もどりするのは当然のことと考えられる。

しかし， 青島トゲナシニセアカシアの根ざし苗に発現する刺は有刺種であるニセアカシア (Robinia

ρ'seudoacacia) の刺に比較して明らかな差があり， また倉田64) は， 葉柄基部によって包まれている芽の
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Table 103. 1 年生さし木苗か

査

Number of root cuttings obtained from 

pseudoacacia var. bessoniana) grown 

苗
Saplings investigated 

類 さし付時期 本 数 根元直径 高
Planted Diameter 

さ

Space Kind of date of No. of the base Hight 
Planted cutting cuttings ロ1m cm 

cm 「|15 x 10 枝ざし Apr. 7 10 8.1 38 
Stem cutting 

20 x 10 l 根ざし I Jun 23 11. 0 81 
Root cutting 

25 x 20 |根ざし|卸 6 30 10.1 64 
Root cutting 

45 x 25 15 14.0 78 
Stem cutting 

100 X 50 |枝ざし|卸 7 10 21. 0 111 
Stem cutting 

毛を調査し，有刺種のニセアカシアはその毛の下部が 5 個ぐらいの細胞に，他方青島トゲナシニセアカシ

アでは 9 個ぐらいの細胞にしきられており，刺の有無だけでなく，これによって遺伝的に正しい系統をし

るととができるとのべてし、ることからみても，単なるキメラによる校変わりで生じた品種とは認められな

u、。

また，根ざし後 3 年以内で枝ざしにより増婚したものと，ほとんどみわけがつかないほど刺が小さくな

り，さらにこれから枝をとってきし木しても，根ざしの場合のような刺の発生が認められないこと，この

根ざしにおいて発現する刺の大きさが，さし床その他根ざしの条件いかんによって差異のあること，その

他有刺種であるニセアカシアでも，年齢その他生理状態等によって刺の大きさに大きな差が生じいきお

かのよい萌芽枝等ではきわめて巨大な刺を発生すること，あるいはまたニセアカシアの無刺品種である英

国トゲナシニセアカシア (R. ρseudoacacia var. umbracul~γ'era) やノ、ナエンジュ (R. his.ρida) 等を

接木した場合においても，活着直後旺盛な生育が行なわれるのにともない顕著な刺の発生が認められるこ

となども考えると，根ざしによって刺が発現する原因は遺伝的な変化によるものとは考えられない。すな

わち，この根ざしによって活着したものは，地上部の生育に先だって根の成長がきわめて旺盛に行なわ

れ，この充実した根系を基盤として，つぎに急速に地上部の旺盛な成長が行なわれるもので，との点技ざ

しの場合の生育経過とくらべて著しい差があり，むしろ，これにともなうその特殊な生理状態が根ざしに

おいて刺の発現する原因になっているものと考えられる。

根ざしを行なうにあたっては，刺の発現しにくい系統のものもあるので，これを親木に用いるにこした

ことはないが，ある程度の刺が出たとしても，根ざし後 3年内外で本らャの無刺種のかたちにもどり，そ

の開発現した刺も肥大成長にともない脱落するので，考え方によってはむしろ幼木の保護として役立つも

のといえよう。したがって，一時的な刺の発現を理由に大きな長所をもっ根ざしによる増殖法を敬遠する

必要はないと思われる。
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らとれる種根の数量

a one year o!d sapling (Robinia 

up from a cutting. 

a採l 取g可th 能of な根の長さ
Tota! !ength of the roots obtained 採 o取f 1roo11t cEuttiE 言f根霊in長e No. of root cuttings obtained 

直 径 (mm) 直 径 (mm)

Diameter Tota! Diameter I Tota! 

2~3 13.1~5.015.1~7.017.1く 2~3 13.1~5.015.1~7.017・ 1

38 14 61 l 4 2 。 7 

20 24 35 。 79 2 4 7 。 13 

52 86 16 。 154 6 14 3 。 23 

47 44 17 28 136 6 7 3 5 21 

96 60 63 17 236 12 10 12 3 27 

守. さし床土壌の選定

さし床土壌の種類および合水率とさし木の腐敗との関係についてはさきにのべた。すなわち，さし木の

活着には，一般に最大容水量に対してほぼ 50~609百が好適土壌水分となる場合が多く，より含水率が高

くなると， Fig. 94, 97, 102, 104, 105 のとおり，他の各樹種と同様腐敗しやすくなり，とくに根ざし

においては腐敗のため活着率がかなり低下するようである。

また他方，含水率の低い場合は発根が遅れやすいが， Fig. 93, 97~102 の結果にもみられるように，

乾燥には割合に強く，後述のとおり.乾燥の強し、はげ山におけるジカざしできわめてすぐれた活着成績も

えられるし，またある程度合水率の低いことは，腐敗による枯損を防ぐうえではかえって好ましいことも

あり，乾燥が活着成績に決定的な悪影響を及ぼす心配は割合に少ないといえよう。

これに対して，さし床土壌の種類の活着成績に及ぼす影響については，まず腐敗との関係を重視しなけ

ればならない。先述のとおり，さし穏を枯らす直接の原因として大きく働く腐敗は，一般に普遍的な存在

性をもった病原菌によるもので，常にこれが伝矯侵入の機会をうかがっているため，殺菌その他積極的な

方法で確実な腐敗防止を期待することは現在のところ非常にむずかしい。しかし，さし床土壌の種類を選

択することによって腐敗から回避させることは，すぐれた活着成績をあげるうえにきわめて重要で，とく

に腐敗菌のもっとも侵犯しやすい下部切断面を唯一の発根部位とし，腐敗による活着率の低下の危険性の

多い青島トゲナシニセアカシアのさし木では，採穂時期の選択，樋物成長ホノレモン処理とともに絶対にゆ

るがせにできない。

すなわち 2.A. にのベた試験結果からみれば，有機質をほとんど含まない排水のよい赤土，花尚岩の風

化によってできた Si!ver sand，あるいは腐植の分解も行なわれにくい黒おんじ土壌等は，さし床として

腐敗の発生が少なく，きわめて好ましい土壌と考えられる (Phot. 18)。

そのほか鹿沼士，砂土は使い方あるいは管理方法いかんによっては，かえって腐敗率が高くなり，活着
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成績がおちることもあるので，青島トゲナシニセアカシアのさし木におかでは好ましいものとはいえない

が，このほか永年耕作されてきた畑土等では，病原菌の生息密度が高く，また有機質の蓄積のため腐敗活

動が行なわれやすいし， なおカガンボ属， コメツキムシ属， コガネ類 Nematoda 等の害虫あるいは

微小動物等の多いところでは，食害により発根が直接害されるほか，食害のため腐敗活動が一層助長され

る。とくに読菜等の耕作が行なわれてし、た土壌は， Bac. aroideae , Bac. carotovo仰S 等の病原菌による

汚染がひどく，このような土壌をさし床に用いた場合は，その他のさし木条件がし、かに好適なものであっ

ても，腐敗のため全く失敗に終わることも少なくなし、

さし木を実行するにあたっては，以上の観点から土壌の純類を選定する必要があるが，しかし理想的な

土壌をさし床として用いることが，事業的にみて困難な場合も少なくなく，さし床の選定に迷うことも多

い。このようなことで，やむをえず既耕作地等の好適性に疑問のもたれる土壌を用し、る場合においては，

単なる有機質の多少，連作の経過，排水の良否等を分析的にしらべたとしてもその好適性を比較判定する

ことは容易でなく，また一見して互いに差異のみとめられない土壌であっても，これをさし床として同様

な条件のもとにさし木した場合，その腐敗率にはかなり大きな差が生じる場合が少なくないようである。

各地で事業的に青島トゲナシニセアカシアのさし木が開始されるにあたり，あらかじめ，それぞれその、

さし床に用いた土壌を 25cmx25cm，高さ 12cm の木箱に深さ 10cm 採取し，含水率を 55~609杉とし

て 2 月 1 日， 25 0C 土 30C の定温ガラス室内で同じ青島トゲナシニセアカシアを 100 本ずっさし付け，

その 20 日後の腐敗率と現地における活着成績とを比較調査したが， その結果は Table 104 のとおりで

ある。

これによると，あらかじめ比較調査したそれぞれの土壌における腐敗率と現地における実際の活着率と

の問には強い負の相関関係があり，とくに腐敗率 82， 94, 100%を示した土壌をさし床に使用したものに

おいては，その活着率はそれぞれ 37 ， 25 , 30% とその成績がきわめて不良であった。

すなわち，この結果から各種さし木条1tl:のうち，さし床土壌の種類はさし木失敗の大きな原因となりや

すいものとして，とくに慎重に選定しなければならないことがわかる。したがって事業実行にさきだっ

て，あらかじめそれぞれわずかずつ候補地の土壌を採取し，同一条件下で青島トゲナシニセアカシアその

もの，あるいは他の腐敗しやすい樹種を10~25本ずつでもさし木しておけば，比較的短期間にその腐敗率

の程度から比較検討できるので，この結果にもとづいて選定することが望ましいと思う。

b. さし木増殖の推移

青島トゲナシニセアカシアのさし木については，柳田157) が20本さし付け， 35%の活着率をえている

が，そのさし木はきわめて困難と考えられていた。また，英国トゲナシニセアカシアのさし木については

先述のとおり，佐藤・植村・斎藤四りが時期別試験および温度に関する試験を行ない， 35%内外の活着率

をえ，なお，良好なさし木季節は冬から早春，発根適温は 15~200Cで，春から夏にわたって，ある期間

さし木の活着が非常に悪いことを認めてし、る。

筆者はすでにのべたとおり，おもに青島トゲナシニセアカシアを対象とし， 1947~1948年にわたって試a

験を行なった結果，容易にすぐれた活着成績があがるようになったので，早急な大量増殖を行なっていく

ために必要な各種条件に関する試験も引きつづき行なった。これらさし木法の要点については，文献51)-56)

等に順次公表したが，これと同時に青島トゲナシニセアカシアならびにこれと同様のさし木法で，良好な

活着成績のえられる英国トゲナシニセアカシアの各親木が広く探索され，各地でそれらのさし木養首が急
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Table 104. 各種土壌についてあらかじめ比較検定したさし木の腐敗率と現地

におけるさし木成績との関係 青島トゲナシニセアカシア

Relation between rotting percentages of cuttings in the comparative 

experiment on various soils for cutting medium and results of cutｭ
tings at the actual fields of them. 

(Robinia pseudoacacia var. bessonia持a)

腐敗率比結較試
現地におけるさし木

供試土壌の産地 最大容水量粗腐値含量 成績
験の果

RESUIt of ucaul ttfiinEgId s 
島1ax. Rough Result of the at the act 

Locality of soil 
water humus camparative さし付本of数活着率

experimented capacity incJuded experiment No. of I Percent-

in the soil on rotting cu,lattnItnegd s age 
percentage planted I root巴d

岡げ山山市，岡山分場内のは % % % % 

Bare mountain in Forest 36.5 l. 37 14 140 95 
Exp. Sta. Okayama Sub-
branch , Okayama city 

京都府南桑岡部
52.5 2.11 14 1, 000< 80 < 

Minamikuwada district, 
Ky�o prefecture 

間山県林業試験場

Note 

l 号首畑 県おんじ土壌
Okayama Prefectural 118.5 10.08 19 97 
Forestry Exp. Sta., Ando soil , 
Nursery No. 1 black 

玉野市玉原のはげ山 花尚岩地帯
35.1 0.46 23 600 85 

Bare mountain , Tama- In granic 
hara, Tamano city zone 

岡山市東山， [}Iにん地
60.5 3.68 48 20, 000 65 

RecJaimed land, Higa・
shiyama, Okayama city 
岡山県林業試験場

2 号苗畑 赤 土
Okayama Prefectural 73.5 7.15 54 5, 000 80 
Forestry ExNpo.. Sta., Red soil 
Nurs巴ry No. 2 

岡山市，岡山分場

11号Ok苗a畑ya-Forest Exp. Sta. 2.17 82 500 37 
ma Subbranch, Nursery 
No. 11 , Okayama city 

香川県大川郡 事丸 t田
42.5 l. 96 94 25 , 000 25 

ﾕkawa district, Kaga司 Mould 
wa prefecture 

速に事業化されはじめた。 1947年に当時全国的に探索し，報告された親木の数は青島トゲナシニセアカシ

ア 559本，英国トゲナシニセアカシア 212本にのぼり，これら接木によってふやされていた街路樹等を親

木として，急速なさし木養首が行なわれると同時に，さし木苗から努定された摂を用いて，根ざしによる

増殖も盛んに行なわれた。
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年 次

Year 

1948 

1949 

1950 

1951 

1952 

1953 

1954 

Total 

年 次

Year 

1948 

1949 

1950 

1951 

1952 

1953 

1954 

Total 

Table 105. 青島トゲナシニセアカシアのさし木養苗に関する総合実績

Total of the actual result on Rob初旬 ρseudoacacia var. 
bessoniana saplings grown up from cuttings. 

さ し 付 数 4辱 首 数

No. of cuttings planted No. of saplings grown up 
from cuttings 

|校Steざmし I 根R側ざし 1 To凶 ヤし l 日し|tem I Root I Total 
cutting I cutting cutting I cutting 

1 1 ， 3凡吋 570， 8901 1 ， 962 ， 4∞1 1，川刈 仇 11011 ， 488 ， 8101
1 2, 489, 06 m吋 3， 159, 11011，山501 同ロ01 2， 291 ， 170 1
|ω， 7201 1，仇日01 山間01μ山5011 ， 217 ， 4701 3, 830, 1201 

得苗 f率s 
Percentage of sap-
lings grown up 
from cuttings 

枝S ざし I 根Roざo しtem I .Koot 
cutting I cutting 

45.5%1 83.09長

83.1 

82.1 

78.4 

83.0 

81. 0 

81. 4 

17 , 522, 250\2, 964, 180\10, 486, 430\5 , 653, 80012, 415 , 46018 , 069, 2601ω|(Mm 7, 522, 2501 2, 964, 180110, 486, 4301 5, 653, 8001 2, 415 , 4601 8, 069, 2601 value) 1 value) 
74.6 I 81.5 

Table 106. 英国トゲナシニセアカシアのさし木養苗に関する総合実績

Total of the actual result on Robinia pseudoacacia var. umbraculifera 
saplings grown up from cuttings. 

さ し 付 数 得 苗 数 Per得centa首ge of sap-
No. of cuttings planted N0.of sapling tginrE own up ling grown up 

from cuttings from cuttings 

枝Steざm し I 根Roざot し I Total 枝Steざmし I 根Roざot し I Total tem .Koot 
cutt匤g I cutt匤g cutting I cutting cutting I cutting 

10.0%1 % 

46.5 

41. 3 

172, 38 36.9 

1 1，山501 m吋 1 ， 305 ， 5501 39.1 

1 1 似 3601 川 l …01 1 日4， 460\ 1 J , 245 , 1801 (~巴担 |同111 , 3201 J , 245 , 1801 value)1 value) 
79.8 I 38.8 

Table 105 ~ 107 は府県ならびに営林局を通じ 7年間にわたる枝ざしおよび根ざしによる養苗なら

びに山地ジカざしについての実績を調査し，集計したものである。
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Table 107. 青島トゲナシニセアカシアの山地じかざしの施行実績

Total of the actual result on direct slip-planting of 

Robinia pseudoacacia var. bessoniana at the mountain. 

さ し 付 数 | 施行面積
年 次 lNo …ngs pla Area under plantation 

Year 枝ざ ttしlng|i 根ざし I Total ざし gl 根ざし I To凶
Stem cuttingiRoot cutting ;Stem cuttinglRoot cutting 

1948 ha 

1949 0.004 

1950 0.020 

1951 0.830 

1952 2.780 I 3.050 

1953 243 , 933 

1954 30, 000 I 74, 860 

Total 25W41 322, 697 

すなわち， 1947年(昭和22年)には，青島トゲナシニセアカシアおよび英国トゲナシニセアカシアのさ

し木養苗が行なわれていなかったのに対して， 1948年以降は， それぞれ Table 105 および 106 のとお

り，いずれもさし付け数ならびに得苗数が年とともに急激に増加し， 1954年までに，青島トゲナシニセア

カシアは，せき悪林地，はげ山，牧野等を対象とした単なる緑化や林地の肥培だけでなく，飼料用，肥料

用等として，また英国トゲナシニセアカシアは，このうちとくに牧野の肥培，および飼料用，肥料用とす

る目的をもって盛んに植栽が行なわれるようになった。乙の間青島トゲナシニセアカシアは，さし付け数

1, 000万本余，得苗数 800 万本余，英国トゲナシニセアカシアは，さし付け数 170 万本余，得首数 120 万

本余に達してし、るが， かなり多い未報告のものや， またこれらの報告から除外されている民間の種首業

者等によってさし木養首されている数量も加算すれば，これらの数値はなお著しく増加したものと考えら

れる。また 7 年目の1954年の調査では， 1953年にくらべてあいかわらず著しい増加が認められているにも

かかわらず，なお需要を十分満たすことができない状態にあった。

なお， Table 105 および 106 にっし、てみると， "、ずれも初期における枝ざしの得苗率は低い。これは

無理な輸送による孤木の枯損あるし、は活着能力の低下，処理法の誤り等のほか，さし床の選定がなお不十

分であったことにも大きな原因があるものと思われるが， 他方 0.02 ha あたり 12， 500 本と単位面積あ

たりのさし付け本数が極端に多いものが含まれているため，養首中被圧されるものが多く，そのため得首

率が低くなったものと考えられるし，また英国トゲナシニセアカシアでは，親木数がさらに少なく，その

きわめて細い枝まで用いられたため，とくに得苗率が低くなったと考えられる。

しかし， v、ずれも年々これらのさし木条件が改善され， 1954年には得苗率において80%をこえるほど，

いずれもすぐれた成績がえられるようになった。

つぎに，根ざしの得苗率についてみると，青島トゲナシニセアカシアにおいては，枝ざしの場合のよう

に，とくに密なさし付けを行なったものが含まれていないし，またその種根は枝ざしによって得られたさ

し木苗より採取されたものであり，さし穂の場合のような輸送による種恨の枯損，あるいは活着能力の低
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下がほとんどなく，さらに枝ざしにくらべて比較的技術を要しないことも手伝ったためか， 1948年の当初

より得苗率そのものにおいて839五のすぐれた成績を示し，その後も 1951年の78.4%を除き，すべて80%以

上の好成績が示されている。

これに対して，英国トゲナシニセアカシアの根ざしとして報告されたものは， Table 106 のとおり 1951

年からで， 1954年まではいずれも得苗率は50%以下となっている。英国トゲナシニセアカシアは青島トゲ

ナシニセアカシアにくらべて細い種根でもよく発芽，発根する性質をもっているが，それだけに採取でき

る根は一般に細いため，発芽当初]の成長が遅く，わずかな雑草との競合において死滅するものが多い。す

なわち，その得苗率の低かったことについては，さし床の選定になお不十分なものがあったとも考えられ

るが，このような発芽後における雑草との競合による死滅というところにその大きな原因があったのでは

ないかと考えられる。

また，青島トゲナシニセアカシアの枝ざし，あるいは根ざしによる山地ジカざしについては別途後述す

るが，その施行実績を Table 107 についてみると，枝ざしは 1950年，根ざしは 1949年からはじめら

れ， その後必ずしも年とともに増加の傾向を示しているとはいえないが， 1953 年， 1954 年にはある程度

のまとまった面積を対象とした山地ジカざしが行なわれてし、る。しかし，そのさし付け数量は総計40万本

余，対象とした施行面積の総計は 322ha 余，実施報告のあったのは 8府県で，このうち面積 1 ha 以上を

対象として行なわれたのは 4 県にすぎない現状であったが，なおこれらのうち，その対象とするジカざし

場所の明らかにされたものだけについて集計すると，せき悪林地はさし付け数 217， 990 本，面積 6.75ha，

牧野採草地はさし付け数 55 ， 750本，面積 60.2ha，また砂防造林地ではさし付け数 6， 850本，面積1.03 

ha となる。すなわち，せき悪林地や牧野採草地等では，ある程度の雑木草の植生や土壌中の有機質等が

あり，さし木には必ずしも好ましい条件であるとはいえないにもかかわらず，比較的よく実行されており

しかもその活着率は校ざしにおいて一部 50~60% のものもあるが，他方 1009五活着のものもあり，枝ざ

し，根ざしを通じでほぼ 80% の好成績がえられている。

B. イタチハギのきし木

イタチハギ (Amoゆha jruticosa) も根性をもっマメ科の飼肥料木で，土地に対する要求度が低く，は

げ山およびせき悪地の緑化促進と土地肥培ということにとどまらず，さらにこれらの場所を飼，肥料資源

地として活用するため，あるいはまた採草地への混植，果樹園の間作，その他空間地利用としての植栽等，

荒廃防止，土地肥培，飼料用の造成等の目的をもって，その値栽が切望され，大いにこれが活用されるよ

うになった。こIの樹種は，種子により比較的容易に増殖させることもできるが，そのさし木による増殖法

については，先述の各試験結果からみても，さし穂、の腐敗に対する抵抗力が強く，しかもその発根能力が

強し、ことと相まって，実用的価値の高いものとして活用できる場合が少なくなし、ことが明らかになった。

i. 採穏ならびにさし付けの時期

イタチハギは， Table 69 の休日民期における腐敗率比較試験の結果からみると，さし付け後15 日目およ

び30日目の発芽率はそれぞれ 0%， 89五で， 26樹種中低位の値を示している。

また，さらに年閣を通じて屋外の自然条件下(ただし，乾燥時には濯水を行なった〉にさし付け，時期別

腐敗率比較試験を行なった結果は Fig. 23，またさし付け時期にともなう温度および降雨量の影響を除く

ため，屋内で 250 C士 30 Cの定温条件のもとに，年間を通じて半月ごとに採秘，さし付けして，時期別の

さし穂の腐敗性について比較試験を行なった結果は Fig. 47 のとおりで， いずれも他の樹種の場合と同
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卒業，ほぼ 3 月以降温度の上昇にともなし、新芽の活動がはじまり，その成長活動が旺盛になるにしたがって

腐敗率は上昇するが，これらの試験を行なった他のどの樹種にくらべても，その腐敗率は著しく低い。

すなわち，イタチハギは腐敗しにくく，さし木時期を誤ることによっておこる腐敗率の著しい上昇とい

う心配も他の多くの樹種にくらべてはるかに少なし、が，さらにその発根能力が強いことをもあわせ考えれ

ば，このさし木は比較的時期を選ばず，年聞を通じてかなりよい活着成積をあげていくことも困難ではな

いと推定される。

時期tJ lJの活着率にっし、ては，時期別腐敗試験を行なった際，同時にこれを調査したが，他方岡山分場の

閣墾した埴壌土の山腹で時期別ジカざし式験を行なったので簡単にのべる。

(引試験方法

ほぼ 1 か月ごとに，採穂直後押切りを用いてその穂長を約 15cm に男定した，直径約 6~10mmのさ

し穂 100 本ずつを山地ジカざしし，時期別の活着率について比較を行なった。

(b) 結果

20 
1949 

。占11. Feb: M何・ Apr. May JUI1. Jul. AUB. Sep. Oct. Nov. Dec. 

Fig. 116 イタチハギのジカざし時期と活着率との関係

Relation b巴twe巴n planted date and rooted rate on direct 
slip-planting of Amor:ρha fruticosa 

調査した結果は Fig. 116 のとおりで，イタチハギのさし木も，他の多くの落葉樹と同様，新芽の発芽

開始前ほぼ 1 か月間ぐらいが，腐敗率，発根活動面からみてさし木には好適で，すぐれた活着成績がえら

れやすく，また年内の成長量の面からみても，建想的なさし木時期と考えられる。しかし，その他の時期

にっし、てみても， Fig. 116 の結果におし、て，ジカざし地の土壌の理学性が悪かったため，酷暑期に活着

率が 309百ぐらいまでに低下してし、るほかは，活着率の著しい低下は認められない。 なおこの酷暑期のほ

か，冬期霜柱のはなはだしいところでは，晩秋から冬期にわたるさし木を避けねばならないが，その他と

くにさし木に不適当と考えられるほどの時期は存在するものとも思われない。むしろ，そのさし木時期に

ついては，さし付け後秋末までに期待する成長量も考慮のうえ，仕事の都合等によって適宜これを選択し

でもさしっかえないと思う。

ii. 穂作りおよび枝まき法

イタチハギのさし木においては，腐敗による活着率の低下についてあまり心配がし、らず，また発根能力

も強いことについてはすでにのべたとおりであるが，さらに下部切断部以外の側面および阪芽の下部から

よく発根するので，一般に病原菌の最も好都合な侵入門戸であり，また最も発根能力が強し、と考えられる
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さし穂の下部切口部分の調製にあたっても，青島トゲナシニセアカシア等の場合と異なり，必ずしも鋭利

な小刀等でていねいに操作するほどの必要もいらない。

すなわち，秘作りは，事耳定欽，あるいは押切り等によって切断しただけで比較的安全確実に良好な活着

成績がえられるだけでなく，事業的にまとまったさし木を行なう場合におし、ては，むしろこのほうが合理

的とも考えられる。倉田岡は，イタチハギのこのような特性を利用し， さらに高齢、枝を用レ 1 芽が含

まれるよう押切り等により長さ 2~3cm に調製し， これを種まきに準じてばらまき覆土する方法でよく

繁殖できることをのベ，イタチハギの枝まきと呼んでいる。

この方法によると，さし穂の側面からだけでなく，出芽後の新梢の下音防〉らも発根し，また実生苗と異

なり，はじめから丈夫な芽がのび出すので，手入れ管理にも好都合で，その年の成長量も普通のさし木の

場合よりは少なし、が，実生苗にくらべればはるかに大きく，しかも得首成績もきわめてよいとのべてい

る。

以上それぞれのべてきたほか，イタチハギのさし木に対する植物成長ホルモン等によるさし穂の前処理

については，古校をさし穏として用いるとき， a-naphthalene sodium acetate (0.01%液に 12hr.，下

部浸漬)等の植物成長ホルモン処理による発根増進効果の認められることもあったが，普通は無処理のま

まで十分な発根能力をそなえており，前処理を行なうことによってとくに発根成績を向上させる必要があ

るとは考えられない。また，腐敗の大きな原因となりやすいさし床にっし、て，土壌種別腐敗率比較試験を

行なった結果は Fig. 82 のとおりで， イタチハギも，やはりさし床の土壌の種類によって，その腐敗率

に明らかな差が認められ，青島トゲナシニセアカシアその他の樹種の場合と同様，赤土，黒おんじ土壌，

花働岩の風化土壌等は腐敗率が低く，良好な活着成績をあげるための斑想的な土壌であると考えられる。

しかし，イタチハギは前述のとおり，腐敗に対する抵抗力が強く，各種さし床における腐敗率について比

較試験した Table 81 の例をみてもわかるように， 比較的さし穂が腐敗しやすい畑土等をさし床とした

場合℃も，他の樹種のようには容易に腐敗するとともなく，また発根能力が強く，下部切口部分以外から

よく発根するため，病原菌の侵入による活着率低下の心配も少ないので，さし床土壌としては，病原菌に

よる汚染がひどく，その活動の著しい土壌，その他排水のきわめて悪い土壌，虫害の著しい土壌等極端に

悪い条件を備えた土壌を除き，これを自由に選定してさしっかえないものと考えられる。

C. ハンノキ属のきし木

ノ、ンノキ属 (Alnus Gaertn.) の樹種は恨粒をもち，一般に土地に対する要求度低く，せき悪地等にお

いての成長力も強く，さらに土地を肥培するので，砂防用樹種として広く利用されるほか，土地肥培を目

的とした農作物の前作，あるし、は他の樹種の成長促進のための混植にも用かられるが，またその葉は肥料

および飼料としての価値が高いので，その資源用樹種としても重要視されている。

ヤマハンノキ (Alnus tinctoria var. obtusiloba)，ノ、ンノキ (A. .ia.ρonica var. genuina)，オオパ

ヤシャプシ (A. Sieboldiana) , ヤシャプシ (A. firma). ヒメヤシャプシ (A. pendula) 等はわが国

で植栽されている主要な樹種で，これらの増殖は，もっぱら実生法によって行なわれてきたが，その種子

は小さく ， 11 あたりの粒数は，ほぼ15万内外から30万，あるいはそれ以上にも達し，発芽率が低下しや

すく，また発芽後もその初期の成長がおそいので，除草，間引き，その他管理に多くの労力経費を要し，

さらに立枯れにかかりやすいこと等の面からみれば，この実生法が大量養苗に好都合であるとはいえ，良
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好な養首成績をあげることは容易ではない。

このような意味から，さし木増殖の必要性が認められ，奈可山106) はオオパヤシャプシ(ヤシャブシと

してのべられているのはオオパヤシャプシのことと思われる〉とヒメヤシャプシの 1 年生実生苗の梢部切

断部を用いてさし木し，オオパヤシャプシ369五，ヒメヤシャプシ199五の得苗率を得ており，またその調査

結果から，将来得苗率を50%以上にさせることができれば，養苗費は実生苦より少なくてすみ，有利であ

ることをのべている。

i. 樹種によるさし木の難易

さきに代表的な樹種26を選び，樹f重によるさし穂の腐敗の難易にっし、て比較試験を行ない，その結果を

Table 69 にかかげた。

このうち，ハンノキ属のものとしてオオパヤシャプシを供試樹種としたが，腐敗率はさし付け後15 日目

で18% ， 30 日目で84%，とある程度腐敗しやすい樹種であることを示しているし，また Table 46, 47 , 

Fig. 31, 59, Table 74 , Fig. 86, Table 90 等の結果からみても，オオノミヤシャプシはやはりさし穂の

腐敗しやすい樹種であることが認められる。

つぎにヤマノ、ンノキは Table 51, 56, 88，ノ、ンノキは Table 67 , 81，ヒメヤシャプシ Fig. 7 , 8 

等の結果からみて，いずれもさし穂の腐敗しやすい樹種であるといえよう。

このうちハンノキ，ヤマハンノキはさし穂の下端部だけでなく下部側面からも発根するので，下部切口

面だけからしか発根できない青島トゲナシニセアカシアのように，下部切口部分の腐敗のため全く発根不

可能におちいることもないが，やはりさし穂の腐敗しやすいこれら樹種は，腐敗させないよう考慮するこ

とがきわめて必要と思われるし，さらにハンノキ，ヤマハシノキ以外の樹種では，下端部以外からの発根

能力ははるかに弱いので，腐敗させないよう，より一層考慮する必要があるものと考えられる。

ヤマハンノキ，ハンノキ，オオノぞヤシャプシ，ヒメヤシャプシはさし木でよく活着するとは考えられて

いなかった。

ここにヤマハンノキ，ハンノキについての活着率比較試験および後述の各試験の結果から，そのさし木

による活着の難易について簡単な比較検討を行なってみたい。

まずヤマハンノキ，ハンノキについては，ほぼ同様な条件のさし穂を，それぞれ 220 本， 100 本ずつ温

湯 C30~350C) で12時間処理し，さらに æ-naphthalene sodium acetat巴 0.01%液に12時間浸i責処理し

た後 4 月 3 日さし付け，その活着成績について比較調査した結果では，ハンノキの活着数が62本で活着

率289百，ヤマハンノキの活着数が12本で活着率12%，と条件のよくない畑土にさし木した関係もあり，い

ずれも活着成績はよくないが，ハンノキのほうがヤマハンノキより活着率が高い。また後述のハンノキ，

オオパヤシャプシについて各種組合せ試験の調査結果を示した Table 108 からみても，オオパヤシャプ

シよりハンノキのほうがはるかに活着しやすく，さらにヤマハンノキ，ハンノキ，オオパヤシャプシの 2

年生親木から採穂したものについて試験した Table 113 の結果も，ハγ ノキの活着率が最も高く，つい

でヤマハンノキの活着率が高く，オオパヤシャプシはこれらのうち最も活着率が低い。

他方 Table 113 のヤマハンノキ，オオノミヤシャプシ，ヒメヤシャプシの 5 年生親木から採穂したもの

について試験した結果では，オオパヤシャプシの活着率が比較的高く，ついで、ヤマハンノキでヒメヤシャ

フ寺シの活着率がはるかに低いようにみうけられる。

このほか，奈可山106) がほぼ似かよった条件のもとでオオパヤシャプシとヒメヤシャプシについて行な
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った試験結果では，オオパヤシャプシのほうが 2 倍近くの活着率を示してし、る。

これらの結果を総合検討してみると，最も活着しやすかのはハンノキ，ついでヤマハンノキ，オオパヤ

シャプシの11院で，最も活着しにくいのはヒメヤシャプシのようにみうけられる。

ii. 親木および穂、木の年齢

さし木において親木の年齢が若し、ほど活着しやすし、傾向のあることは今村叫，佐藤・江口 129)，宮島85)

らによって認められている。すなわち，さし木養苗が比較的容易な樹種でも，親木年齢が古くなるにした

がって活着率が低下し，他方さし木困難とし、われるほどの制限でも，きわめて若し、年齢の木から採穂し，

相当な活着率を示す場合も知られている。

なお，穂木も同じ太さなら年齢が若し、ほど，また同じ年齢なら太く充実したのがよく，したがって充実

した蘭芽枝等から採取するのがよいと考えられる。

親木の年齢とさし木の活着の難易および普通枝と萌芽校の活着能力との関係についてはハンノキ，また

親木年齢の発根能力の関係だけについてはヤマハンノキ，ヤシャプシをそれぞれ用い，前後2 固にわたっ

てさし穂の処:El!\法との組合せ試験を行なった。

これらの試験方法および結果については，便宜上一括してさし糖、の前処理に関する試験の項に後述する

yj;，このほか大山116)120) が引きつづき台切りして仕立てたノ、ンノキ，ヤマハンノキ，オオノミヤシャプシの

4 年生視木および同じく合切りして蘭芽させたハンノキの15年生親木から得られた秘木について ， i昆湯，

.a:-naphthalene sodium acetate 併用処理区， Control 区を設けてそれぞれ比較試験を行なっている。

これらの試験結果をもとに，親木の年齢ならびに穂木の年齢と活着率との関係について検討してみた

し、。

さし総の前処浬に関する第 2 試験では，ハンノキを供試制極とし，親木年齢については 3 年生と 10年

生の普通校から採取したものの活着能力，秘木については， 10年生親木の普通枝と自然に発生した萌芽校

から採取したものの活着能力について，それぞれ比較試験したものであり，また第 3 試験では，ヤマハン

ノキ，オオパヤシャプシを供試樹種とし，それぞれ 2 年生と 5 年生で年齢差は比較的少ないが，これらの

普通枝から採取したものにつし、て，親木年齢による活着能力を比較試験したもので，調査結果はそれぞれ

Table 112 および Table 113 のとおりである。

第 2 試験においては，ハンノキの 3 年生親木から採取したさし秘がi直径 4~6mmであるのに対して，

10年生親木から採取したさし穂が直径 6~8mm，また第 3 試験では，ヤマハンノキ，オオパヤシャプシ

とも 2 年生親木から採取したさし秘が直径 3~4mmであるのに対して 5 年生親木から探寂したさし穂

が直径 6~8mmで，いずれも太さをそろえることができず，若い親木から採取したさし穂、のほうが細く

なった。 Tabl巴 112 のハンノキについて行なった結果では，若い親木から採取し用いたさし穂のほうが

細く，太さということにおいてはむしろ活着上不利とみうけられたにもかかわらず， 10年生の親木の普通

枝から採取したさし穂、の 3 か月目の発根率がともに 0% であるのに対して， 3 年生の親木の普通枝から

採取したさし穂の 3 か月目の発根率はそれぞれ 65.5% ， 55.2% ではるかに強い活着能力をもっているよ

うにうかがわれる。また10年生の親木の普通枝と蔚芽枝からそれぞれ採取したさし穏の活着能力について

比較すると，普通枝を用いたさし穏ではいずれも活着していないのに対し，前芽枝を用いたさし穂の発根

率はそれぞれ 0% ならびに 5.5% で，その値はなお低いが，普通枝にくらべていくぶん活着能力が強し、

ようにうかがわれる。
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つぎに Table 113 の結架から，ヤマハンノキおよびオオノミヤシャプシの親木年齢と活着成績との関係

を，さし穂作成後水浸だけの区および温湯 a-naphthalene sodium acetate 併用処理を行なった区で

比較検討することができる。この場合，若か親木から採取したさし糖、のほうが細く，太さにおし、てはむし

ろ活着上不利とみられたにもかかわらず，さし付け 6 か月後の最終調査で，ヤマハンノキは 5 年生親木

から採取したものの水浸区および温湯 a-naphthalene sodium acetate 併用処理区の活着率がそれぞ

れ 0%， 9.5% であるのに対して 2 年生親木から採穂したものの活着率はそれぞれ 29.9% ， 51. 0% , 

オオパヤシャプシは 5 年生親木から採糖、したものの活着率がそれそ、れ 7.1% ， 19.0% であるのに対し

て 2 年生親木から採穂したものの活着率はそれぞれ 13.5% ， 18.2% である。すなわち，オオパヤシャ

ブシの温湯， a-naphthalene sodium acetate 併用処理区において，わずかながら逆の数値があらわれ

ているが，一般に若い年倫の親木から採穂したものの活着率がはるかに高い。

親木年齢

Age of 
parent tree 

15 

4 

Table 108. 台切り仕立を行なった親木から係ったさし秘の活着率

Rooting percentages of cuttings which were taken from 

the truncated parent trees. 

樹種

Species 

ノ、ンノキ | 

Alnus .iaponica var. genuina I 

ハンノキ | 

A. japonica var. genuina I 

ヤマハンノキ | 

A. tincto1匂 var. obtusiloba I 

オオパヤシャプシ

A. Sieboldiana 

I晶湯， a-naphthalene sodium acetate 

Control I 偲EJZKtr巴atmmtMthh;tii;teJ
and a-naphthalene sodium acetate 

% 
40 60 

56 100 

32 72 

14 18 

なお引きつづきこれら親木を台切り仕立てし，若い勢のよい蔚芽枝を人為的に養成して，これを穂木に

用い，同様な方法ーできし木した結果は Table 108 のとおりで，発根増進処理を行なったものは， 4 年生

の親木の場合，ハンノキは全部活着し，ヤマハンノキも729五活着し，またノ、ンノキでは15年生の親木の場

合でも60%の活着率を示している。

筆者および大山同町 91) は，多くの樹種について，さし穂自体に，その発根を害する阻害物質が含まれ

ているととを明らかにし，さらに大山117) 118) 119) 120) がスギ， ヤマモモ等について調査をすすめた結果，

この阻害物質は樹齢が高いほど多く，樹齢が低いほど少ないこと，また普通枝より萌芽枝のほうが少ない

ことからみて，一般に採糖、する親木の年齢が高いほど活着しにくいとか，百E芽枝を用いてよい活着成績が

えられることについては，この阻害物質と密接な関係があるものと考えられる。この点ハシノキ属の樹種

がかなりの阻害物質を含んでいると思われることも考えに入れると，普通枝よりは萌芽枝等の若い充実し

た枝から採穂すること，またとくに若い親木から採穂することはよい活着成績をあげるうえにきわめて重

要なことで，このような意味から 1 年生苗木の上半昔日を勢定して山出しする際，その除かれる部分はそ

の首木が貧弱なものでないかぎり活着能力のすぐれた穂木としてこれを大いに活用するだけの価値がある

ものと思われる。
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iii. 穂木採取の時期

一般に，さし木は時期をあやまると活着成績が著しく低下するものが多ヤ。このさし木時期の問題に

関しては，さし付け後発根に必要な温度条件を満足させるよう心がけることも当然重要で，また穂木を採

取する時期によって，採取した穏木の発根能力そのものも多少にかかわらず影響されようが，とくに重要

視しなければならないのは，採取する時期いかんによって，さし付け後さし穂が腐敗のため死滅し，著し

く成績不良におちいりやすく，なお，この腐敗の難易が穂木を採取する時期における親木の生理状態と，

きわめて密接な関係があることについて，すでに「さし木時期と腐敗および腐敗回避」のところでのベた。

事業実行の面から最も採用されやすい春ざしについてみると，一般に穂木を休眠期に採取する場合にく

らべ，親木の新芽の活動が始まる出芽期から新芽伸長旺盛な時期となるまで，採取時期が遅れるにしたが

って，これから採取した穂木は著しく腐敗しやすいものとなる。

採穂、時期と腐敗との関係について調べることを主目的とし，ハンノキ属のものとして，ヒメヤシャプシ

(親木年齢13年生)，オオパヤシャプシ(親木年齢 8 年生および 13年生〉のともにこれら肥料木の採穂用

親木としては年齢が比較的古いものを用い，発根増進処理等も全く行なわず， ヒメヤシャプシについて

は，時期別に採穂しただちに自然の温度条件下にさし付けた場合，またオオノξヤシャプシについては，時

期別に採穏し，ただちに自然の温度条件下にさし付けると同時に，他方定温条件下にさし付けていったも

のについて，それぞれ調査したが，その結果は Fig. 7 , Fig. 8 , Fig. 31, Fig.59 のとおりである。

これらの結果から，ヒメヤシャプシ，オオノξヤシャプシの採穏時期とその穂木の腐敗の難易性の関係を

みると，他の樹種とくらべ春期比較的早い 2 月下旬-3 月上句をさかいとして腐りやすい状態へと移行し

ていることがわかる。

Fig. 61 は岡山分場においてオオパヤシャプシの親木の生育活動状態を調査し示したものであり，同時

に試験した他の多くの樹種にくらべて新芽の活動が 1 か月近く早いが，春期比較的早く腐りやすし、状態へ

と移行する大きな原因は，このように生育活動の早く始まることにあると考えられる。なお，これはオオ

パヤシャプシだけに限らず，これと同様に新芽の活動時期の早いハンノキ，ヤマハンノキ，ヒメヤシャプ

シ等のハンノキ属のものについても同じことがいえるものと思われる。

また Tabl巴 74 には，オオパヤシャプシの 3 月 4 日に採取し貯蔵した穂木と，採取直後の穂木とを 4 月

2 日にさし付けた場合，採取直後のものの腐敗率が 67% のとき，貯蔵穂木を用いたものの腐敗率は 509五

で，貯蔵穂木のほうが腐敗率の少なし、ことが示されているが， Fig. 7 ，ならびに Fig. 8 , 31, 59 等の

調査結果からみれば，瀬戸内海沿岸地帯ではさらに早い時期，すなわちおそくとも 2 月末ごろまでには穂

木を採取し，貯蔵しておくことが望ましく，またさし付けの時期は， Table 90 の結果からみて，青島ト

ゲナシニセアカシアとほぼ同じとろか，わずか早めとするのがよいのではないかと考えられる。

iv. さし穂の前処理

さし穂の発根増進に植物成長ホルモン処理が著しい効果をあらわすことは少なくないし，また温湯処理

については，これが発根増進効果を発揮する場合のあることが認められているが，さし穏中に阻害物質を

多く含んでいるものに対しては，その阻害物質をいくぶんかは除去する効果もあると思われる。

ここでは，ハγ ノキ属のうち，ヤマハンノキ，ハンノキ，オオパヤシャプシ，ヒメヤシャプシを対象と

し，温湯処理および æ-naphthalene sodium acetate を用いた浸漬処理の発根増進効果について，前後

3 固にわたって試験を行なった。
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(剣試験方法

第 1 試験

制種はハンノキで 3 年生実生苗の{l\IJ校(当年生)を12月 18日に採取し，このうち直径4~7mmのも

のを長さ 10cm，下部切口は楕円形切返し法によって穂作りしたものを用いた。

この試験では， ìM湯処理と植物成長ホルモン処理の効果を検討するため，第 1 回処理はさし穂の下部約

3cm を 350 C の温湯に12時間浸漬したものと，対照のため 15 0 C の水に同時間下部約 3cm を浸潰した

もの，第 2 巨l処理は同じく下部約 3cm を a-naphthalene sodium acetate 0.02%1夜に12時間浸潰した

ものと，対照のため 15 0 Cの水に同時間下部約 3cm を浸潰したものとし，これら組合せ処理区計 4 区を

設けた。

さし付け場所は 25 0 C:!:: 3 0 C の恒温ガラス室内の含水率 60%の赤土とし， 1 区あたり 20 本をさし付

け，さし床の土壌水分は毎日秤量法によって消失した水分量だけ補給した。

第 2 試験

樹種は同じくハンノキとし 3 年生の親木からは普通枝を 2 月 12日採穂し，さし付け時期まではこれ

を屋外の地下 30cm の砂中に貯蔵した。

穂木は 4 月 7 日にとり出し，長さ 15cm に穂作りし，第 1 回処理として温湯処理 (30~35・ C の温湯に

12時間下部切口を浸涜)，第 2 回処理として a-naphthalene sodium acetate 処理 (0.01%液に24時間

下部切口を浸漬〉を Table 112 の組合せで行なったのちさし付けた。

また第 1 回，第 2 回処理の Control 区は，し、ずれも 150 C の水に下部切口をそれぞれ同一時間法潰し

た。

さし床は有機質の少ない排水のよい赤土，さし付け深さは 8cm で露地ざしとし，さし付け後は日おい

を 9 月上匂まで用い，とくに乾燥のひどいときだけ濯水した。

なお供試したさし秘の太さおよび本数は Table 109 のとおりである。

Table 109. 供試材料 (第 2 試験〉

Materials of the 2nd experiment. 

樟f 種 親木年齢 さし穂の種類 さし穂の直径

Species Age of parent Kind of cuttings Diameter No. of cuttings tree 

普 通 枝
mm  

ハンノ キ 3 4 ~ 6 29 
Ordinal sh∞ts 

Alnus jaρonica 
金目色 通 枝

var. ge珂utna 6 ~ 8 28 
Ordinal sh∞ts 

10 

萌Adver芽ltitiou枝5 6 ~ 8 36 
sh∞ts 

第 3 試験

ヤマハンノキ，オオパヤシャプシは 2 年生および 5 年生の親木から，またハンノキは 2 年生親木，ヒメ

ヤシャプシは 5 年生の親木から，おのおの 1 年生の普通枝を 3 月 1 日に採取し，穴蔵 (3 月の穴蔵内の平

均温度 130 C) に貯蔵したものを用かた。

貯蔵した穂木は 4 月 2 日にとり出し， 長さ 15cm に穂作りし，温湯処理は 30~350C の温湯に下部切
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口を12時間浸漬 æ-naphthalene sodium acetate 処理は 0.01% 液に下部切口を12時間の浸漬とする

ほか，対照として下部切口部分を水浸する区も加えた Table 113 の組合せ試験区を設けてさし付けた。

なお第 1 回，第 2 回処理の Control 区は， し、ずれも 15'C の水に下部切口をそれぞれ同一時間後潰し

Tこ。

さし床は有機質の少なし、排水のよい赤土，さし付け深さは 10cm で， 垂直ざしとし，さし付け後は日I

おいを用い，とくに乾燥のひどいときだけ濯水した。

なお，供試したさし穂の太さおよび本数は Table 110 のとおりである。

Table 110. 供試材料(第3 試験〉

Materials of the 3rd experiment. 

格t 1重 親木年齢 さし穂直径 供試本数

Species Age of Diameter of No. of cuttings 
parent tree cuttings 

ヤマノ、ンノキ 2 44 

Alnus tinctoria var. 
5 

obtusiloba 
6 ~ 8 42 

ノ\ ン ノ キ 2 4 ~ 6 50 
A. iaponica var. ge開uia

オオパヤシャプシ 2 3 ~ 4 22 

A. Sieboldiana 
5 6 ~ 8 42 

ヒメヤシャプシ 5 5 ~ 7 25 A. pendula 

(b) 結 果

第 1 試験ではさし付け後 1 か月，第 2 試験ではさし付け後 3 か月，また第 3 試験ではさし付け後 6 か月s

に調査した。

各試験結果は Table 111, 112, 113 のとおりである。

Table 111. さし穂の処理に関する第 1 試験の結果

Result of the 1st experiment on treatment for cuttings. 
ノ、ンノキ (Alnus ja，ρonica var. genuina). 

第 l 回処理 第 2 回処理 供試本数 腐敗率 発芽率 発根率 調査時期

1st treatment 2nd treatment No. of Perrocettnetd age Percentage Percentage Time 
cuttings germinated rooted investigated 

Control (%)[ (%) 
20 65 。 Aft巴r 30 

(Water-15'C) 店叫山 so|
days 

dium acetate 0.02 11 95 。 。

%, 12hr. 

Hot water Control 11 65 10 。

h(r3. 5 。 C 〉，
12 æ-naph…「

dium acetat巴 0.02 11 65 15 35 
%, 12hr. 
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Table 112. さし穂処理に関する第 2 試験の結果

Result of the 2nd experiment on treatment for cuttings. 

ノ、ンノキ (Alnus ja.ρonica var. ge開uina)

さし穂の 第 l 回処理 第 2 回処理 2 か月後th 3 か月 t後h 
親木年齢 供試本数 After 2 months After 3 months 

種類 1st treat- 2nd treat-
発芽率(%)ment; ment; 腐P敗er率ce(%> Percent-腐敗率(%)発根率(%)

Age of Kind of Hot water a-ondailplrhr thalene No.of ent- Percenta-Percent-parent (30~350C)， sodium aceta- age age 

tree cuttings 12hr. te 0訓%， 14hr. cuttings rotted egd erminat-ge age 
rotted rooted 

普通枝
処理

Control 29 65.5 

3 Ordinal 
shoots Treated 処 理 29 55.2 

Treated 

普通枝
処理

Control 28 0.0 

Ordinal 
Treated 処 王里sh∞ts 28 0.0 

10 Treated 

爾芽枝
処理

Control 36 0.0 

Adventiti-
Treated 処ous 理 36 5.5 

shoots Treated 

このうち第 1 試験の結果は Table 111 のとおり，恒温ガラス室内で密にさし付けたため，腐敗する

ものが多く，活着もよくないが，それでも温湯ならびにa:-naphthalene sodium acetate の併用処理を

したものは，他のどの区も発根したものがないにもかかわらず，この区だけが発根率359百で，併用処理が

明らかに効果のあることを示している。

また第 2 試験の結果は， Table 112 のとおり 3 年生親木の普通枝を用いたものでは，第 2 回処理とし

てa:-naphthalene sodium acetate 処理をした区の発根率が逆にわずか低いが，しかし，より活着しに

くい10年生の親木を用いたものにおいては，やはり併用処理したものだけがわずかではあるが活着してい

る。

なお，第 3 試験の結果を Table 113 についてみると，ヒメヤシャプシの 5 年生親木を用いたものにお

いて，各処理区とも活着していなし、のに対して，無処理区だけが 8%の活着率を示しているが，他の樹種

においては，すべて無処理区の活着率が悪いのに対して，温湯処理， a:-naphthalene sodium acetate 

処理は，それぞれ単独でー処理するだけでも活着増進効果があり，またさらに，これらの併用処理によって

一層その効果が増すように認められるだけでなく，活着率の向上にともなって，さし穏からの発根数もま

た増加する傾向がみられる。

以上の各結果をみると，ハンノキ，ヤマハンノキでは2~3 年生の若い親木を用いた場合，温湯および

a:-naphthalene sodium ac巴tate による併用処理を行なうことによって，それぞ.れ 76%， 519援の活着率

が得られているが，なおこれに関連して大山 (1953) が台木仕立てしたノ、ンノキ，ヤマハンノキ，オオパ

ヤシャプシの 4 年生親木，およびハシノキの15年生親木の若くて勢いのよい枝を用い，同様な方法で処理

試験を行なった結果でも ， l:量湯ならびにa:-naphthalene sodium acetate の併用処理の効果が大きくあ

らわれ，ハンノキでは 4 年生親木の場合 1009百，ヤマハンノキ 72% の活着率を示し，またノ、ンノキの13
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Table 113. さし穂処理に関する第 3 試験の結果

Result of the 3rd experiment on treatment for cuttings. 

処 理 6 か月 n後th 
4前 種 親木年齢 Treatment 供試本数 After 6 months 

(間第30: l 回処理温湯時 r第ld 2 回処浬 活着率C%) 平均根数~350C)， 12 2nd treatment; 
Species Age of 1st treatme' a-naphthalene No. of 

PerceontEtd agE 
No. of roots 

parent nt; Hot water sodium acetate cuttings per rooted 
tree C30~35・C) ， 12hr. 0.01% , 12hr. ro cutting 

Control Control 44 29.9 3.7 
2 

処 理 処 理E
Treat巴d Treated 44 51. 0 8.3 

ヤマハンノキ
Control 42 0.0 

Alnus tinctoria Control 
処 理 42 14.3 5.2 

var. obtusiloba 5 Treated 

処 理
Control 42 4.8 4.0 

Treated 処Treat巴d理 42 9.5 6.2 

ノ、ンノキ Control Control 50 56.0 9.2 
2 

A. japonica 処 理 処 理 50 76.0 9.8 
var. genul河a Treated Treated 

Control Control 22 13.5 6.3 
2 

処Treated理 処 JJIt 
Treated 22 18.2 11. 3 

オオパヤシャ
Control プシ 42 7.1 7.5 

Control 
A. Sieboldiana 処 理 42 11. 9 6.4 

5 Treated 

処 理
Control 42 19.0 3.4 

Treated 処 理 42 19.0 5.3 Treated 

Control 25 8.0 3.5 
Control 

ヒメヤシャプシ 処 理 25 0.0 
5 Treated 

A. pendula 
処 理

Control 25 0.0 

Treated 処Treated理 25 0.0 

ト;ー年生親木を用いた場合でも，なお 60% の活着率が得られている。

さし穂自体に発根阻害物質を含んでいるものに対して，温湯処理は，その阻害作用を少なくし，活着を

よくする効果をある程度もっているとはいうものの，阻害物質を多く含んでいるもののきし木に対して

は，硝酸銀や過マンガン酸カリ等による処理がはるかに効果的な場合が多いことを大山117) 118) 120) が明ら

かにしている。したがって，温湯処理のかわりにこれらの処理を行ない，なお一層活着成績を向上させる

こともできるのではないかとも考えられるし，また 1 年生山出し苗を努定するとき得られる穂木を用いる

場合には，さらによい活着成績がえられるものと思う。

v. さし床の種類

一般にさし木の腐敗率がさし床土壌の種類によって大きく左右されることにつし、ては，本論ですでにの

べたとおりであり，ハンノキ属の樹種としてはヒメヤシャプシおよびオオパヤシャプシにっし、て試験を行

なったが，ヒメヤシャブシについては，赤土，畑士をさし床とした場合のさし木の腐敗率，オオパヤシャ



さし木の腐敗とその防止および回避(森下〉 ヴ
d

。
，U

9
“ 

プシについては，赤土，畑土，砂土，鹿沼土，鋸屑をさし床とした場合の腐敗率を比較調査し，それぞれ

Fig. 7 , 8 , 86 に掲げた。

この結果によると，腐敗活動の行なわれにくい赤土をさし床とした場合は，畑地として永年使用されて

きた土壌をさし床とした場合にくらべて腐敗率は明らかに少なく，とくにヒメヤシャプシではその差が著

しい。

ノ、ンノキ，ヤマハンノキは下部切口面からだけでなく，そのわずか上位の側面からもよく発根し，オオ

パヤシャプシ等もある程度このような能力をもっているから，下部切断面だけからしか発根しない青島ト

ゲナシニセアカシアのようなものとは異なり，下部切断面のわずかな腐敗のため，発根が全く不可能にな

ることはないが，やはり下部切口部分が主要な発根部位となっているから，さし床としては赤土，黒おん

じ土壌等できるだけ腐敗のおそれのない土壌を用いることが重要と考えられる。

以上の各試験結果を要約してみると，まずノ、ンノキ属のさし木も樹種によって活着の難易に差があり，

そのうちヒメヤシャプシは発根能力になお難点があるが，ハンノキは比較的発根しやすく，またヤマハン

ノキ，オオノ fヤシャプシもさし木増殖を行なっていけるだけの発根が期待できなし、とはいえない。

良好なさし木成績を得るには，比較的腐敗しやすいこれらの樹種のさし木に対しては，さし床の選定と

いうことももちろん大切ではあるが，これらハンノキ属の樹種は，新芽出芽活動が非常に早くはじまるか

ら，穂木の採取を早くすることがとくに必要である。また，できれば苗木の山出しに際して鄭定される部

分等親木年齢のきわめて若いもの，なおこのような材料が得られないとしても，やはり若し、木を親木と

し，しかもなるべく勢のよい蔚芽枝等を用いること，および植物成長ホルモンその他によりさし穂の前処

理を行なうことが絶対に必要な条件と考えられ，このうち植物成長ホルモンとの併用処理にっし、ては，さ

らに検討をすすめることによって，より好適な方法が見いだされるのではないかと思う。

D. ヤマハギのさし木

ヤマハギ (Lespedeza bicolor var. japonica) はマメ科の根粒をもっ低木性の肥料木で土地に対する

要求度低く，せき悪地等においての成長が旺盛で，根張りもよく，土地肥培効果の高い緑化用樹種として

すぐれているだけでなく，飼料用としての価値も高く，採草地，放牧地の草生改良にも適するとされてい

る。

この増殖として実生法が考えられるが，佐藤および小沢126) によると，年により種子の豊凶の差が大き

いだけでなく，硬粒種子を著しく多く含むことがあるといわれており，また立枯れしやすく，実生による

養苗は容易であるとはいえないし，またそのうえヤマハギの実生苗には個体差が大きく，素質の慈し、{固体

も多くでるようである。

このようなことからさし木増殖が重要視されるが，しかし三井 (1949) が緑枝ざしの場合，その活着率

は 309五内外であるとのべているように，そのさし木もむずかしいとされていた。

i. 腐敗の問題

各樹種について，休眠枝のさし木における腐敗率を比較調査した Table 68 の例によると，ヤマハギは

さし付け後 1 か月の腐敗率が 12% で，比較的腐敗しにくいようにみうけられるが，しかし，採穂、時期別

にその腐敗率を調査した結果は Fig. 25 , 26 および Fig. 50, 51 のとおりで，やはり樹液の活動開始時

期以後に採取したさし穏については，順次その腐敗も著しく，一応新芽の伸びきったころに行なう緑枝ざ
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しにおいてもきわめて腐敗しやすい。

6 月 13日に，休眠期に採取し貯蔵したさし穏と採取直後のさし穏について，無処理のままでさしつけたー

場合の腐敗率および発根率を，さし付け後29日目に比較調査した結果は Table 74 のとおりで，採取直後ー

にさし付けたさし穂、が全部腐敗のため枯死し，発根したものも全くないのに対して，貯蔵しておいたさし

穏では，同じ条件でなお 349百が健全を保ち， 8%の発根率を示している。

このような結果からみて，ヤマハギでも採穂時期の選定ということがきわめて重要であるといえる。

このヤマハギは， Table 39 にもみられるとおり，他の多くの樹種と同様に，さし穂、の下端部がとくに一

病原菌の侵犯をうけやすい。ヤマハギではこの下部切断面が最も主要な発根位置となるもので，これ以外ー

にさし付け後伸長した新芽の下昔向、ら発根しないこともなし、が，その他さし秘の側面からはまず発根する

能力をもっていない。したがって，採穂時期のほか，さし床の選定，下部切口の調製等にあたっては，腐ー

敗による活着率の低下ということについてとくに注意を要するものといえよう。

ii. 穂木の育成

ヤマハギは年々冬期には少なからず枝が枯れ込むものであるが，充実していなし、小枝ほど，また寒し寸也

方になるほど地上部の枯れ込みがひどいようである。したがって，小枝を多くつけた古枝からは比較的穂ー

木がとれにくいし，また枝の老衰が比較的早く，活力の旺盛な材料がえられにくい。またヤマハギはさし

穂の浸出液および切口が褐色~黒色化しやすく，阻害物質をある程度含んでいる樹種と思われる点からみー

でも，このような古枝等からえられる材料は穂木として好ましくなく，}jÆ芽校の発生を促し穂木として育ー

成する必要があるのではないかと考えられる。

このようなことから，普通枝と萌芽校の活着成績について比較試験を行なった。

2 月 28臼に，約10年生以上の親木から普通枝および萌芽枝のそれぞれ 1 年生部位の枝を穂木として採取ー

し貯蔵したものを， 4 月 20日に取り出し，いずれも直径 5~7mm， 長さ 15cm，下部切口は楕円形切'

返し法によりさし穂を調製して試験に用いたが，この試験では，Jm芽校と普通枝の活着能力について比較

検討するだけでなく，さらに植物成長ホルモシ処理による発根増進効果についても同時に比較検討するた

め a-naphthalen巴 sodium acetate の 0.01% 溶液による24時間浸潰処理区， Control 区としての24

H寺間水浸区をそれぞれ設け 1 区40本とし翌21日にさし付けた。

なお，さし床は赤土とし， さし付け後は日おいをした。さし付け後 2 か月日に調査した結果は， Table ・

114 のとおりで， 前処理の有無にかかわらず，蘭芽枝を穂木として用いたものでは腐敗も少なく，発根成、

績もよくなってし、る。

このような結果からみれば，ヤマハギにおいても充実した耳目芽校を穂木として用いることが望ましく，

穏木深夜にあたっては，あらかじめ古枝等を刈り取り，若くて充実した蔚芽枝を多く発生させておくことー

が好ましい。

ii し さし穂の前処理

さきにのべたとおり，ヤマハギはさし穏の発根能力が強し、とは考えられなし、ので優良穂木の確保とし、う・

ことのほか，前処理による発根能力の増加ということに期待をかけなければならない。

そこで，発根増進にしばしば大きな効果を発揮する植物成長ホノレモン処理について検討するためy

a-naphthalene sodium acetate 溶液による浸漬処理試験を前後 3 固にわたって行なった。

第 1 試験では， 12月 13日に 3~4 年生の親木の 1 年生枝から直径 4~7m町の穂、木を採取し，長さ 10 ・
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Table 114. ヤマハギの穂木の種類に関する試験結果

Result of the experiment on kinds of cuttings on 
Lespedeza bicolor var. japonica cutting. 

腐 敗 発 根
Rotted Rooted 

処 理 供試本数 平均根数

No. of 
No. of No. % No. % roots per Treatment 
cuttings root巴d

cutting 

Control 40 17 1 42.5 1 6 115.0 1 

a-叫山|
19 1 47.5 1 II 1 27.5 1 sodium acetate 40 

0.01% , 24hr. 

Control 40 9 I 22.5 I 8 1 20.0 I 
rnaphthalene| 

9 1 22.5 1 24 1 60.0 I sodium acetate 40 
0.01払 24hr.
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平均根長
Tota 

length of 
roots epd er 
root 
cUtt匤g 

cm 
3.0 

9.5 

15. 1 

25.1 

..cm，下部切口は楕円形切返し法としてさし穏を調製し， ただちに処理濃度 0.02% 液に24時間浸潰し，

-定温 170 C :t 4 0 C ，湿度 85~95%，土壌水分 50.9百の条件のもとで木箱内の赤土にさし付けた。

なお， Control 区として同時間の水浸区を設け，供試本数はそれぞれ 1 区あたり 50本としたが，さし付

吋後40日目にJ屈取り調査した結果は Table 115 のとおりである。

Table 115. ヤマハギのさし木における処理に関する第 1 試験の結果

Result of the 1st experiment on treatment for Les，ρedeza bicolor var. japonica cutting. 

腐 日文 健Surviva全l 発Rooted根処 理 供試本数 Rotted 

Treatment No. of cuttings. % % No. % 

Control 50 44 88 2 4 

a-naphthalene sodium 
50 22 44 24 52 acetate 0.02% , 24hr. 

また第 2 試験では，ヤマハギの栽培品種といわれるシラハギ(山形分場産〉の 1 年生苦から 3 月 1 日

Jこ直径 4~6mm の穂木を採取し，長さ 10cm， 下部切口は楕円形切返し法により 3 月 19日にさし穏を

調製し，第 1 試験と同様な前処理を行ない，また他のさし木条件も第 1 試験の場合と同様にし，供試本数

を 1 区50本として，処理終了の 3 月初日にさし付けた。

さし付け後15日目に掘取り調査した結果は Table 116 のとおりである。

さらにまた第 3 試験は，植物成長ホルモγ処理による効果だけでなく，普通枝と蘭芽枝との発根能力の

.関係についても同様に検討するため組合せ試験を行なったもので，これについてはすでに穂木の育成の項

にのベた。

Table 114, 115, 116 の各結果からみると，普通枝を用いるときはもちろんのこと，ij)g芽枝を用いる場

ー会においても，無処理の主まさし木する場合，発根率はなおきわめて低く，満足なさし木成績を期待する
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Tabl巴 116. ヤマハギのさし木における処理に関する第 2 試験の結果

Result of the 2nd experiment on treatment for Les�edeza bicolor var. ja.ρonica cutting. 

腐敗 健Surviva全l 発Rooted根処 理 |供試本数 I Roed 

Treatment No. of cuttings I No. I % % % 

Control 50 2 5 

�-naphthalene sodium 50 B 20 
acetate 0.02% , 24hr. 

ことができなし、が，植物成長ホルモン処理を行なうことによって，その発根能力を著しく増進させること

のできることが明らかになった。

以上のべたとおり，ヤマハギのさし木においても，採穂時期およびさし床の選定，上部切口の調製等に

あたって，腐敗による活着率の低下ということについて卜分注意しなければならないほか，充実した萌芽

校を穂、[木として用いることが望ましく，これが得られにくい場合はあらかじめ古枝等を刈り取り，若くて

充実した繭芽枝を多く発生させておくこと，また発根能力を増進させるため，植物成長ホルモン処理を行

なうことは，いずれもぜひ!~、要な条件ということができょう。

第 2 試験では，ヤマハギのうちでも比較的発根能力が低いといわれているシラハギを用い，しかも遠距

離輸送(山形県~岡山市〉をしたさし穏を用いたため，処理区でも発根率は 20%. 第 1 試験では普通枝

をさし穏に用いたため，処理区でも発根率は 52% であまりよくなし、。また第 3 試験では萌芽枝から採寂

したさし穏に前処理を行なった区を設けたが，これも普通枝との比較のため，普通校からとったものと同

ーの太さにそろえるよう，}lli芽枝としては比較的細いものを穂木として用いたものであり，しかも試験の

都合上，さし付け時新芽の活動が相当すすんだ穂木を用いなければならなかったため，その発根率もなお

60%で，いずれもその成績が良好とはいえない。

しかし以上の結果から，充実したしかも新芽の活動のはじまらない繭芽枝を用いることによって，十分

満足できるだけのよい活着成績のあがることも期待できるし，また前述のとおり，穂木自体が阻害物質を

ある程度含んでいると考えられることからみて，今後植物成長ホルモン処理を行なう前，さらにその阻害

作用を少なくする適当な処理を行なうことによって，なお一層すぐれた成績があがるのではないかとも考

えられる。

E. クズのさし木

グズ (Puerm匂 hirsuta) はマメ科に属する多年生木本で，わが国では，立木に巻きっき，その形質を

悪くするので，一般にはきらわれ，むしろこれを絶やすのに苦心されることも多いが，その成長力は旺盛

でよく繁茂し，土地肥培の効果が大きく，その飼料価値もきわめて高く，飼料用値物としては最もすぐれ

たものの 1 つであることが認められ，その栽培も行なわれている。

また米国南部地方では， iKudzu beanJ という名称のもとに. gully その他 erosion 防止用として最

も有望な植物として植栽されているほか，牧野などにも広く植えられている19)。

この増猫には実生法が考えられるが，わが国では，結実量が少ないうえ，硬粒も多く，発根率は10~3(}j

%で低いし，また種苗は立枯病にきわめて弱いので，種子による繁殖も容易ではない。



さし木の腐敗とその防止および回避(森下〉 -231-

i. 保徳ならびに貯蔵とさし付けの時期

各樹種の休眠期に採徳さし付けした場合のさし穂の腐敗率につし、て比較調査した Table 68 の例による

と， 1 か月目のクズの腐敗率は 969五にも達し，これがきわめて腐りやすし、ことを示している。

したがって，腐敗による活着成績の著しい低下ということからみて，さし床土壌の選定等について十分

な注意が必要であることはいうまでもないが，採穂、時期についてはとくに慎重な考慰をはらわなければな

らない。

すなわち，時期別にほ秘し，屋外さし床にさし付けた場合， および同じく時期別に採穂し， 25土3 0Cの

定温室内にさし付けた場令のそれぞれについて， 時期別の腐敗率を調査した結果は Fig. 29, 30 および

Fig. 56, 57 のとおりで， 新芽の伸長のはじまる直前の 3 月中下旬から 4 月ごろにわたって， 念、に著し

く腐敗しやすい状態へと移行し，新芽の伸長活動も終わり，一応充実したさし糖、がえられるようになる 9

月ごろまでの聞は，なおきわめて腐敗しやすい状態にあることを示しているが， Fig.56 の活着成結につ

いて調べた結果をみても， 腐敗のため 3 月中旬から 10 月中旬ごろまでは活着率がきわめて低し、のに対し

て，休眠期に採穂さし付けしたものの活着率は高く，とくに 1 月に採穂さし付けしたものは 80% 以 L

あるいは 9M杉以上にも達している。

このような結果からみて，良好な活着成績をえるためには，秘木の係取を休眠期に行なウことがとくに

重要で，これ以外の時期に比較的良好な活着成績をあげるには，後述のとおり病原菌の侵入が行なわれに

くい波植法によらなければならなし、ものと考えられる。

しかし，他方 Table 90 にもみられるように発根に最適な温度は 20~250C，少なくともほぼ 15 0 C の

温度が必要であり，春期lある程度暖かくなった時期にさし付けるほうが好ましいので，休眠期に早く採取

する場合には貯蔵しておく必要が生じてくる。

このようなことから，休眠期である 2 月 29日に採取貯蔵しておいた穂、木と，採取直後の穏木を，ともに

5 月 19日に同じ条件のもとにさし木し，その成績について比較調査した結果を Table 74 に掲げたが， 23 

日目に調査した結果によると，すでに採穏i直後のものが腐敗率 689百であるのに対して，貯蔵穂木を用い

たものではわずか 4%で著しく少なし、。

採取後のつるは過湿にならないよう貯蔵する必要があるが，クズは腐敗しやすく，とくにつるの中心部

の髄に沿って急速に腐敗がすすみやすし、ので，この貯蔵にあたっては，なるべく長いまま，また傷っけな

いよう愉状に巻し、ておくことが好ましい。

ii. 穂作りならびに前処理とさし付け方法

節の直下を下部切口として穂作りしたものと，節間部を下部切口として穂作りしたものとにつし、て， 4 

月 29日に採取した 2~3 年生のつるを用いそれぞれ供試数30本とし， 170 C:!::3 0 Cの定温室内の赤土をさ

し床として比較試験したが，さし付け後23 日目に調査した結果は Table 117 のとおりである。

すなわち，グズは中心の髄部を通して腐敗が進行しやすく，他の多くの樹種と異なり，発根後腐敗のた

めに枯死する場合も少なくない。

この試験においては，1*穂、時期が 4 月 21 日で，穂、木は相当腐敗しやすし、条件に傾いていたため，いずれ

も腐敗したものが多かが，両者を比較すると，節直下の部分を下部切口としたものの腐敗がいくぶん少な

いようで，また発根総数も，節間部を下部切口としたものにおいて計10本であるのに対して，節直下の部

分を下部切口としたものは18本で，しかもさし穂 1 本あたりの発根本数も 3~25本とはるかに多い。
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Tabl巴 117. グズのさし木における穂木の切口部位についての試験結果

Result of the experiment on places of the Iower end of cuttings 
for Pueグaria hirsuta cutting. 

腐敗 健 全 平均発根数下部切口 | Rotted Survival 
未発根 発 U未n-r発oot根Ed |l 発Roote根d 

No. of roots per 
Lower End of cuttlngs Un-rooted|lRootE根d rooted cutting 

9 10 3 B 3 ~ 25 
Directly under node 

節 間 部 17 6 3 4 3 ~ 4 
Between nodes 

これらの紡架から，節間部よりも節直下の部分のほうが発恨能力が強く，したがって，節直下を下部切

口としたほうが発根しやすく，また中心の髄部を通して腐敗が進行しやすいため，やはり節間部よりも節

直下が下部切断位置としてはるかにすぐれてし、るものと考えられる。

なお，さし木においてはすでにのべたとおり，切口部分から病原菌の侵入がたやすく行なわれ，この切

口のあることがさし徳の腐敗しやすい大きな原因となってし、るが，とくにタズでは，切口の腐敗後髄部を

通して節間音11の腐敗が急速に進みやすいし，また発恨は切口苦11分からだけでなく，各節部からよく行なわ

れることが明らかとなった。このようなことから，つるはなるべく切断せず，また途中を傷つけず，長し、

ままで節昔1Iを土壌中に順次液状に伏せ込む方法が好ましいと考えられるが， 倉田67) はこれをi皮植法と呼

んで実施し (Fig. 117, Phot.19)，よし、成績をあげてし、る。

Fig. 117 グズの波植

なお，この方法によると，たと

え切口部が腐敗しても，節部を越

して 111員次腐敗していくことが少な

いので，適期からいくぶんはずれ

た時またはある程度腐敗菌の活動

しやすい場所に伏せ込んでも，比

較的よい結果がえられている。

つぎに，グズにおいても，よく

充実していれば，比較的年齢の若

いつるが発根能力が高いので好ま

しく， 2~3年生とつるが順次古

くなるほど発根率は一般に低下す

るようである。

Wavy planting on Kudzu 

bean (Pueraria hirsuta) vine. 

植物成長ホルモン処理がさし木

の発根促進上しばしば大きな効果

を発揮するととについてはすでに

のべたが，グズのさし木においても，その前処理の効果にっし、て試験した。すなわち 3 月 18 日に 2~3

年生のつるを採取し， a-naphthalene sodium ac巴tate 0.02% 溶液に12日寺間下部浸漬処理した区と，同

時間水浸した区とを設け，土壌水分50%の赤土を木箱に入れ，これをさし床とし 1 箱それぞれ 5 本ずつ

を 4 箱に繰り返し設定し，おのおの計20本として 3 月 20 日にさし付けた。
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さし付け後28日目に掘り取り調査した結果は Table 118 のとおりである。

Table 118. クズのさし木における処理に関する試験結果

Result of the experiment on treatment for Pueraria hirsuta cutting. 
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a-naphthalene sodium 
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さきに掲げた Table 117 の結果からもみられるとおり， 2~3 年生のつるを用いたものでも， 17"C 

土 3.C の定温室内にさし付けた場合， 23日目にすでに節直下を下部切口としたものが30本中計18本も発

根しており，発根力が弱し、とも思、われないし，またその他さし木を数回行なった結果，充実した 1 年生の

つるでは発根力もより高いようで，これらのさし木にあたっては，必ずしも発根促進処理の必要があると

は思われない。

しかし， 15.C 以下の条件下で行なった Table 118 の 28 日目の結果によると， Control 区ではなお発

銀しているものが全くみられなかったのに対し，処理区では20本中すでに12本発根しており，少なくとも

2~3 年生あるいはそれ以上古いつるを穂、木として用いる場合には， やはり店-naphthalene sodium 

acetate 等による植物成長ホルモン処理が効果的であると思われる。

2. はげ山におけるジカざしと養苗

A. ジカざしによる緑化促進法

乾燥の強い荒地において Populus の埋斡，埋条による緑化法のすぐれている例が佐藤によってのべ

られているが，わが国の治山事業における緑化方法としては，従来植栽を主体とし，これに一部ジカまき

が併用され，ジカざしに類するものとしては編柵や芝どめにヤナギ属が使われてきたにすぎなし、。

すなわち，はげ山の山腹砂防等においては，きわめて強い乾燥にとうてい耐えられなかとし、う観念、が潜

在していたためか，ヅカざしによる緑化ということについてはかえりみられなかったようである。

さし木におし、て良好な成績をあげるためには，まずさし穂を乾燥あるいは腐敗によって枯死させなし、こ

とが必要であるが，このうち乾燥による害は，注意をおこたらず管理していくととによって，これを確実

に防ぐことも困難でないのに対して，腐敗による害は，穂木あるいはさし床等の条件により決定的な影響

をうけることが多く，適当なさし木条件を与えないかぎり，いくら十分な管理を行なっても，とれを防ぐ

ことは非常に困難である。そして，とくにさし床の種類は，この腐敗に決定的な影響を与え，またひいて

は活着成績をも大きく左右する 1 つの主要な条件となることについては，本論でものべたとおりである。

すなわち，さし穂の腐敗を回避し，活着成績の低下を防ぐため，さし床の選定ということは採穂時期の

選定とともに事業実行上慎重を期さなければならない最も重要なことがらで，赤土その他新鮮でしかも水

はけのよい無機質土壌あるし、は黒おんじ土壌等は，さし床として高く評価してよいが，土壌侵蝕が著しく

砂防造林の大きな対象となっている花踊岩地帯のはげ山の風化土壌は，この点さし床としてとくにすぐれ
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ているといえよう。

他方，さし秘の乾燥に対する抵抗性は樹種，品種あるいは採穂、時期，その他穂作りおよびさし付け方法

によっても異なるが，青島トゲナシニセアカシアにっし、て調査した Fig. 93 の結果，および筆者ならび

に岩水95) 99) 100) 101lが多くの樹種の耐乾性にっし、て調査した結果からみても，さし木方法に大きな誤りが

ないかぎり，乾燥だけの原因ではそう簡単に枯損するものとは考えられない。

また，花樹岩地帯のはげ山土壌を用い，青島トゲナシニセアカシアを材料として試験した Fig. 101 の

結果によると，最大容水量に対する土壌水分を常に 15% にした区でも，乾燥により枯死したものはわず

か 2%であるが，他方これを採取した鉾立試験地帯のはげ山のほぼ同じところで，佐藤・小野125) が地下

5~7cm の土壌水分について月別に調査した結果を，最大容水量に対する百分率に換算すると， Tab!e 

120 の結果のとおり， その最低は 23.1%，また瀬戸内海沿岸地帯のうちで最も降雨量の少ない地域に属

する玉野市に設けた緑化試験地で，比較的乾燥の強いと思われる場所および時期 (1952年 5 月 19 日〉に，

筆者が深さ 1 ~ 3 cm , 5 ~10 cm , 1O~15 cm の土壌水分を調査した結果は Tab!e 119 のとおり，地

下 5 ~10cm において 18.0~23.5%である。

調

Tab!e 119. 花儲岩地帯のはげ山における土壌水分 その 1

玉野市におけるジカざし試験地での調査結果

Soi1 moistures at the bare mountain in granitic zon巴・ No.1 

Data of investigation at direct slip-p!anting experimenta! 
area in Tamano city_ 

査 場 FIT 
最大容水量に対する水分率

Note 
P!ace investigated 

cPoenrtceennttaIgn e of moisture 
soi! to max. 

water capacity of it 

地下 1~3cm わら覆なし 16.4 % 1952年 5 月 19 日測定，Un-littered 
At 1 ~3cm depth 4 月 30日に約44mm

in soi1 わら覆あり 31. 4 降雨，以後降雨なし
Littered 

Investigated at May 

Southern aspect, At the 23.4 19, 1954. 
p!anting groove 

No rain after Apr. 30 
u南th面，植 j幕開B 

地下 5 ~ lOcm 
Southern aspect, Bet- 23.4 (44mm rain). 
ween two planting gr-

At 5 ~1O cm depth ooves 

in soi! Northern aspect, At 23.5 
the planting groove 
北面，植溝間

Northern aspect , Bet- 18.0 ween two planting 
grooves 

地下1O~15cm 南 面 41. 1 

At 1O~15 cm depth Southern aspect 

in soil ~t. 面 36.6 
Northern aspect 
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Table 120. 花崩岩地帯のはげ山における土壌水分 その 2

Soil moistures at the bare mountain in granitic zone. No. 2 

地下 5~7cm At 5~7cm d巴pth in soil. 

鉾立試験地(岡山県) At Hokotate Exp. Area (Okayama prefecture). 

調 査 時 期 1941 
Mean 

Date investigated ]an. Feb. Mar. Apr. May ]un. ]ul. Aug. Sep. Oct. Nov. Dec. value 31 25 13 19 28 16 15 19 19 10 16 17 

絶乾重に対する水分率

Percentages of the mo・
isture content of soil to 9.31 11. 41 12.58 10.31 10.19 10.71 10.30 11. 58 11. 03 8.33 10.06 12.49 10. 
absolute dry weight of 
it 
最大容水量369出とした場合
のこれに対する水分th率e 
Percentages of the mo・
isture content of soil to 25.9 31. 7 34.9 28.6 28.3 29.8 28.6 32.2 30.6 23. 1 27.9 34.7 29. 7~ 
max. water capacity 
(36%) of it 

佐藤・小野の調査による Investigated by K. SATO and Y.ONO 

さらにまた，同じ玉野市の臥竜山南東部にある海抜高 140 m のとくに乾燥の強いと思われる丘で，武

田ら 107) が1952年 2 月 7 日から 8 月 13日の連日ほとんど快晴に恵まれた高温乾燥期に，地下 5cm の深さ

の土壌含水量について測定しているが，同じ玉野市のほぼ同一土壌と思われるものについて測定された，

最大容水量34%という値を便宜上これに引用し， 最大容水量に対する土壌水分率として換算した値は

Tabl巴 121 のとおりであり，その最低値でもなお 16.2% を示している。

調 査

Table 121. 花崩岩地帯のはげ山における土壌水分 その 3

Soil moistures at the bare mountain in granitic zone. No. 3 
地下 5 cm At 5 cm depth in soil. 

玉野市臥竜山東南部丘 At the top of southeast in Garyu 
moutain in Tamano city. 

1952 
時 期 Aug.8 13 

Date investigated 11 a.m.f3 p. m 1 a.m.13 p. m.15 a. m.15 a. m.¥5 a. m 

絶乾重に対する水分率 Est A|123|1231 1 11. 2 1 一 1 11. 41 

(%) N北orth s側id巴 1 12.7 1 9.6 1 10.1 1 一 1 12.61 
Percentages of the 

W西est s側ide | | moisture content in 
soil to absolute dry 
weight of it Top 

So南uth s側idE|| 

Mean 

valu巴

8.9 

7. 1 

6.5 

最大容水量34% とした E東ast si側de|l 引uu・“っ 1 引uv・“っ 1 1 32・ 91 1 33. 5 1 28. 2 1 33. 5 
場合のこれに対する水
分率 (%) dthfiE|374|2M|297| 一 1 37.1 1 28.8/ 25.91 31.2 

Percentages of the W西est s側ide || ム叩8.81 23.つつ 81 I 27.6/ 1 25. 91 24. 1 / 26. 2 
moisture content in 
soil to max. water 頂Top上 1 25. 9 1 20. 9 1 1 15.81 capacity (34%) of it 

So南uth s側ide |l1A7z ・ 1 I 1 20.3 1 16.2 1 19.4 1 19. 1 1 16.8 1 19. 1 

武田・岡上・太田・井上・白井による。
Inv巴stigated by TAKEDA, OKAGAMI , OTA , INouE and SHIRAI. 
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すなわち，花樹岩地帯のはげ山は，その土壌がさし穏の腐敗回避上きわめて好適で，また排水通気等の

理学性がよいだけでなく，地表面が真白くなるほど乾燥してし、るときでも，一般に地面下ごく浅いところ

で、土壌の水分連続が断たれるため，第 3 紀層地帯あるいは石英組面岩地帯に多くみられる理学性の悪いせ

き悪地等のように，地下深くまで著しく乾燥する危険性は少ない。

したがって，花崩岩地帯のはげ山は，少なくとも青島トゲナシニセアカシア等の落葉性樹木の休眠枝を

用いるジカざしの場所として，乾燥による枯死の心配は想像されるよりもはるかに少なく，むしろきわめ

てすぐれた天然のさし床ということができる。

はげ山の緑化にヅカざし法が採用できれば，苗木植栽の場合のような養苗のための労力経費をかける必

要がなく，またfJ!j木は苗木にくらべて材料が一般に小さく，根をいためる心配がなし、ため，簡単な取扱

いおよび簡単な地ごしらえによってさし付けることもできるし，他方ジカまきにくらべ，穏木は種子より

大きく，それだけ深くさし付けることができるため，崩落あるいは表土の移動にともなう流亡の心配が少

ないだけでなく，地表面が強く乾燥するときでも，その影響をうけにくいので，これらの点において非常

に好都合と考えられる。

このような観点にたって，筆者および小寺・大山印印刷出) 9目的は岡山分場隣接の緑化試験地，鉾立試

験i也〈岡山県児島郡鉾立村)，玉野緑化試験地(玉野市玉原)，呉市の国営砂防地等において，ジカざしに

ついて順次試験をすすめると同時に，苗木植栽およびジヵまきによる方法を含めた花儲岩地帯の緑化促進

に関する総合試験を行なってきたが，ジカざしが 1 つのすぐれた緑化方法であることが明らかになったの

でここにのベる。

a. 樹種

はげ山では，普通の林地と異なり，樹種によってその成長に著しい差がある。すなわち，筆者が行なっ

た試験結果からもみられるように，普通林地あるいは土壌条件のよし、土地で，一般にすぐれた成長を示す

ことができる樹種でも，このようなはげ山では，その成長がみるかげもないほど貧弱に終わってしまうこ

とが多し、が，しかしマメ科，ハンノキ属等根粒をもっ肥料木は空中窒素を利用できるため，ただちに旺盛

な成長力を発倖し，しかも土地を 11巴惜していく効果も大きいものが少なくない。したがって早期緑化用の

樹種としては，おもにこれらのうち生育あるいは繁茂力の旺盛な樹種を用いる必要があると考えられる。

このような樹種として，高木類ではフサアカシア，モリシマアカシア，ニセアカシア，青島トゲナシニ

セアカシア，ヤマハンノキ等はとくによく，オオパヤシャプシ，ノ、ンノキ等はこれにつぎ，低木類ではヤ

マハギ，イタチハギ等がすぐれており，他方渓床地でも，土砂の移動が少なく排水のよいところならフサ

アカシアやそリシマアカシアもすぐれてし、るが，一般には根張りが早いとか，不定根が発生してとれによ

く耐える樹種が望ましく，花儲岩地帯の排水のよい渓床地ではニセアカシア，青島トゲナシニセアカシ

ア，ハンノキ，低木類ではイタチハギ，エニシダ等が適している。

これら肥料木については，さし木試験の対象樹種としてとりあげ，すでに本論あるいは各論にのべた

が，その結果にもみられるとおり，さし木の発恨力の強し、弱いが樹種によってそれぞれ大きな差がある。

したがって，ジカざしに適する樹種も，ある程度限定されてくるものといえよう。

主として，花尚岩地帯のはげ山において行なった各種ジカざし試験のうち，岡山分場内および隣接の緑

化促進試験地で行なった青島トゲナシニセアカシア〔枝ざし〕およびイタチハギの時期別ジカざし試験に

ついては，樹種別の各論に前述したし，また鉾立試験地で青島トゲナシニセアカシアについて行なったジ
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カざし位置試験(枝ざし〉および施lIE試験(枝ざしおよび根ざし)， 玉野試験地で行なった青島トゲナシ

ニセアカシア(根ざし〉およびイタチハギのジカざしに関する地ごしらえおよび施肥の方法に関する試験

等についても後掲するので，青島トゲナシニセアカシア，イタチハギはこれらによってはげ山におけるジ

カざしの難易について検討することもできるが，さらにこのほか，ジカざしによる緑化ということで事業

化を考慮してもよいと考えられた肥料木のヤマハギ，アキグミ，モグマオウおよび肥料木以外のイヌコリ

ヤナギ，アメリカヤマナラシを含め，鉾立試験地および玉野試験地で，各樹種のジカざしにおける活着率

比較試験を行ない，また，はげ山緑化に関するその他の試験に関連して活着成績の調査を行なったので，

まずこれらの各種試験についてのべたのち各樹種の花嵐岩地帯のはげ山におけるジカざしの難易について

総合的な検討を加えたい。

(司試験方法

供試条件の概要をとりまとめ表示すれば Table 122 のとおりとなる (Phot. 22, 23)。

穂、木はすべて新芽が聞きはじめるまでに前年生の部分から採取し，また発根促進処理の必要が認められ

たもの〈不必要と思われるイタチハギに対して処理を行なった区もある〉についてはa:-naphthalene

sodiurn acetate 0.0196液による12~24時間の処理を行ない，いずれも枝ざしは穂長の約， 1/4 根ざしは

上部約 1 crn が露出するようにさし付けた。

なお肥料としては，鉾立試験地で行なったものには堆肥を ha あたりに換算約 4， 000kg ， 玉野試験地

で行なったものには ha あたりに換算し，稲わら約 8， 000 kg 分の堆肥に硫安，過燐酸石灰を加え， ha あ

たり換算 N-100 kg , P20s-100 kg, K20-50 kg 施肥し，呉国営砂防のものは ha あたりに換算し，

稲わら 3， 000 kg 分の堆肥を使用した。

(b) 結果ならびに考察

調査結果は Fig. 106, 116, Table 123, 124, 127のとおりで，このうちには Table 127 のように，

さし付け直後土砂崩落による埋没のため活着率の低下したものもあるが，青島トゲナシニセアカシア(枝

ざし，根ざしとも) ，イタチハギの活着成績はきわめて良好で，ともに断以上の活着率をう 4 ことは
比絞的容易であり，とくに青島トゲナシニセアカシアの根ざし，およびイタチハギの枝ざしでは，一般に

土壌の崩落による埋没とか，その他特殊な悪条件による影響をうけなし、かぎり， 909百以上のすぐれた活着

成績をあげることも図灘でなし、ことがうかがえる。

また Table 123 の結果にっし、てみると，モグマオウは秘木が貧弱であったことにもよろうが，全く活

着しなかったのに対し，アキグミはほぼ 60~709五，ヤマハギは 62.296 ， 32.396 および 509百の活着率が

得られており，他方アメリカヤマナラシ，イヌコリヤナギはほぼ 70~8096 の活着率を示している。

他方，これらの樹種のジカざし当年の成長量についても調査し，各表に掲げたが，やはり前述したとお

り，高木類では青島トゲナシニセアカシアの成長が早く，低木類ではヤマハギの成長がきわめて旺盛であ

るほか，イタチハギも旺盛な生育を示していることが認められ，なお中腹以下の土壌条件のあまり悪くな

いところでは，肥料木以外のイヌコリヤナギ，アメリカヤマナラシも初期の成長だけはある程度の期待が

もてるようみうけられる。

すなわち，青島トゲナシニセアカシア(とくに根ざし) ，イタチハギは活着成績および成長がともにす

ぐれ，大きな誤りをおかさないかぎり，ジカざしで不成績に終わることは比較的少なく， ζれらジカざし

の事業的価値はきわめて高いものと思うが，これらの樹種はせき悪林地改良のための主要樹種として大き
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Table 122. 供試材料およびその他供試条件

Materials and other conditions of the experiments. 

時さ し付期 本さ し付数
さし穂

密さ し付度 考桔i F竜 調査本数 Cuttings 場 所 官首

No. of 
親木年齢 長さ太さ穂作り ホルモン (ha当たり)

Plant巴d No. of 用具for 処理
Species date of cuttings cuttings AgE of L(ecnmg>th Diame-Tool ロno山r~山one No. of Site Note 

cuttings planted investi- p~rent I (cm) I t,er , 1 p:~par-It;;~t~~~~t cuttinhga s 
gated tree I I (mm) I ation per 

チハギ I Apr. 30 I 3 15 8く|小刀| 。 鉾立試験地，は 直径，深さとも
Amorρhd f;uÚ~osa I Apr. 30 げ山東面 約 30cmの穴に

Knife さし付け

37 I 叩| At the east 
I Lesρedeza. bicolor " " " " 

。
" slope of bare 

Both diameter 

var. iaponica mountain in 
and depth of 

37 I A~~ut I 
Hokotate Exp. 

planting hole 
are about 

Elaeagnus cris，ρa " " " 
。

" Area. 30cm. 

チノギ I Apr. 30 I 3 15 Bく|小刀| 。 鉾立試験地はげ 幅， i~さとも約
Amoゆhd Úuti~osa I Apr. 30 山北面 30cm の溝にさ

Knife し{寸け

間|円ut At the north 
E Lvaersp.edjaeρza 。 bkoloy λ， 

" " " 
。

" slope of bare Both width 
時zca mountain in and depth of 

50 I A~~ut I 
Hokotate Exp. planting groove 

Elaeagnus ctis，ρa " " " 
。

" Area. are 30cm. 

青島トゲナシニセア 小刀 呉市はげ山南面 I と同じ
カシア About 
Robinia pbseessuodnoi aca-

Apr. 300 300 14 15 10< Knife 
。 20, 000 

At the south 
E cza var. oessonzana slope of bare 

Same as 1. 

ロlOuntain in 

Amoグρhafruticosa " 2 " " " ﾗ " Kure city. 

青島トゲナシニセア 小刀
土壌緊密で浅い，

カシア About 玉野緑化試験地 柄 25cm ， ì奈さ
Robinia Pseudoaca- Apr. 25 141 141 15 15 12< Knife 

。 20, 000 20mの溝にさし
cia var. bessoniana At the bare 付け

青島卜内一ァ 1
6< I吋欽|

mountain in Soil is compact 
カシア(根ざし〉 " 2 " ﾗ " 

Tamano Exp. and shollow, 
" (Root cutting) 

く Pruner Area. planting groo-
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last page. 
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Tab!e 123. はげ山におけるジカざし試験の結果

Results of the experiments on direct slip-p!anting at the bare mountain. 

樟f 高 根冗直径th 
Diameter at thE 

Height base 

3か月後 1 秋 末of 
After I End After I End 

, <コーーー ，ーー ー---~コ→
3 monthsl autumn 3 monthsl autumn 

cm 
30.2 

Amoゆha fruticosa 

I Lespedeza bicolor 23 : 
var. iaponica 

アキグミ!
Elaeagnus cris.ρa 

AmorPha fγ叫:ticos白 1. 03 

E 
ヤマハギ l

Lespedeza bicolor 1. 06 
var. iaponica 

Elaeagnus crispa 34 

時ゲナーァ|
182 ! 

カシア 60. 7 20.2 29.6 O. 70 
Robi刊ia pseudoaca-
cia var. bessonia河a

Amorpha fruticosa 258 i 0.86 

i 青島トゲナシニセア l
カシア
Robi持ia ρ'seudoaca-

141 114 80.9 

cia var. bessoniana 
-:.1=.1士官 , ，、、 冒 、

lH(Rootcut叫
イタチハギ 1 

Amorρha frutic百sa 1 
197 138 70.0 0.40 

|ヤマノ、ギ

I Lespedeza bicolor 52 26 50.0 0.54 
N var. .iapon兤a 

アキグ
Ela"agnus crispa 29 I 0.20 

モグマオウ
Casua巾a 叩fÏseti- 1 50 1 

folia 

アメリカヤマナラシ
POρulus nigra 

イヌコリヤナギ
Salix integra 78.6 0.40 

R青カo島シbiア棺トi(aゲ根ρナsざtシuしdニ〕oセacアa- | 
56 I l∞.0 I 45.0 70.8 1.10 

V (Root cutting) 

Amorρha fruticosa O. 70 
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Tab!e 123. (つづき) (Continued) 

村t 車五 調査本数 ?古着本数 活 7音率 私J 0i 根フじ直径th 
Diameter at the 

No. of 
No. of 

Percen- Height base 
Species cInuvtteisntg1・s rooted 

tage of 3か月後 I 秋En 未of 3か月後 I 秋 未of 
cuttings rooted After I End After I End 

gated cuttings 3 monthsl autumn 3 monthsl autumn 

R青カo島シbiアnトi(aゲ根pナsざeシuしニ〕oセacアa-
149 145 97.3 39.9 70.0 0.57 1. 10 

VI 
cia var. bessoniana 
(Root cutting) 

Amorρha fruticosa 0.80 

R青カo島シbiアnトi(aゲ根ρナsざeシuしdニ〉oセacアa-
68 68 100. 。 27.0 60.0 0.45 0.80 

cia var. bessonia抑a
(Root cutting) 

11 1. 30 

vll 
11 1. 20 

AmorPha fグuticosa 0.45 

11 0.75 

11 0.78 

R青カo島シbinアトi(aゲ根pナsざeシuしdニ〉oセacアa-
106 103 97.4 45.0 72.4 0.50 0.98 

cia var. bessoniana 
四 (Root cutting) 

Amoγ'pha fγ叫ticosa
0.80 

POρu/us 悼igra
0.47 

11 0.53 

区

イヌコリヤナギ 0.47 
Salix integra 

11 0.53 

| イタチイ | x I A~oゆha fruticosa 123 I 109 I 88.6 I 21. 5 I 54.0 I 0.45 I 0.62 

青Rカo島シbiアnトi(aゲ根ρナsざeシuしdニ〕oセacアa-I 
5日| 56 I 96.6 I 45.0 I 61. 0 I 0.50 I 0.87 

3Ulcia var.bessontana 
(Root cutting) 

Amorρha fruticosa 73 I 56 I 76.7 I 34.0 I 50.0 I 0.40 I 0.66 
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くとりあげられ，とくに青島トゲナシニセアカシアについては. Table 107 のとおり 1949年以降山地ジ

カざしが各府県で実際に行なわれるようになった。

これに対して，アキグミは活着成績はほぼ60~709五で，若い親木の充実した蘭芽枝を採取し用いれば，

十分な活芳成制をえることもむずカ‘しくないと推定されるが，花崩岩地帯のはげ山に対する適性および成

長量の面からみるとはるかに劣るようにみうけられる。

またヤマハギについて調査した結果では，活着率がよいとはいえなし、し，他の樹種にくらべ不安定な活

着成紛が示されていることからみて，このジカざしはかなり慎重に行なわねばならないといえよう。しか

し，これらの活着成績がよくなかった 1 つの大きな原因は，穂木が，比較的古い親木の条件のよくないも

のからしか採取できなかったことにもあり，若木から取った勢いのよい枝を用いることにより，満足でき

る程度の活着成績をあげることも期待できるほか，穏木に含まれる阻害物質の作用を除く処理法をさらに

考えることにより，活落率の向上が期待できるとも考えられるし，またこのヤマノ、ギは初期の繁茂力も非

常に旺盛であるから，そのジカざしについては今後さらに検討する必要があろう。

他方イヌコリヤナギ，アメリカヤマナラシは比較的活着しやすく，穂木の各部からよく発根する。この

うちとくにイヌコリヤナギは土壌条件のよい渓間部等に，編柵その他谷止めとして利用できょうが，いず

れも肥料木でなく，その後の成長は前記各樹種にくらべてはるかに劣るので多くを期待することはできな

い。ただアメリカヤマナラシの属する Pゆulus のうちには， よりやせ地に耐える樹種あるいは品種もあ

ると考えられてし、るから，今後同属の樹種についても少し検討してみる必要がある。

b. ジカざしの方法

はげ山緑化の一方法としてのジカざしも，養苗のために行なう一般のさし木の場合と各種条件に関する

基本的な考え方に差異はないが，ただジカざしを事業として実行するときには，首畑におけるさし木養首

の場合とは異なり，機宜に則した周到な管理をつづけていくことは望めなく，さし付け時およびその後の

水分条件等は，これを自然にまかさなければならないのが常であるし，また活着後引きつづし、て旺盛な生

育が行なわれていくよう，その方法をさし付け時から考えて実施する必要がある。

ただ、理学性の悪い緊密な土壌で，地面下深くまで強く乾き込むところでは，乾燥そのものによる枯煩あ

るいは発根カの低下のため，活着成績が低下しやすくなるものと思われるが，幸いにもはげ山緑化の大き

な対象と考えられる花崩岩地帯では，しばしばのべたとおり，乾燥による枯損の心配は一般にはるかに少

ないものと考えられる。

i. さし付けのi奈さおよび角度

花儲岩地帯のはげ山は地下深くまでひどく乾き込むことは少なし、が，地表面は乾燥しやすく，またこれ

に援する空気層は晴天時さし穂を乾燥させる条件として強く働くことも少なくない。したがって，さし穂

の露出部を多くし，浅くジカざしすると，乾燥による枯損あるいは発根力低下の心配がある。

ここに，乾燥による害からまもるために必要なさし付け深さ，およびこれに関連した穂木のさし付け角

度と活着成績との関係を知るため，青島トゲナシニセアカシアについて行なった試験についてのベる。

(材試験方法

穂木は 4 月 6 日に前年生枝から太さ 8~10mm のものを採取し，長さ 15cm として下部を楕円形切

返し法により作成し，出-naphthalene sodium acetate の 0.01% 溶液に下部約 3cmを12時間浸i責処理

したものを用し、た。
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ジカざし場所は，鉾立試験地の花樹岩はげ山の最大容水量 36%， pH 5.2 の砂壌土で，ほぼ同ーの場

所と思われるところの地下 5~7cm における土壌水分を調べた結果は Table 120 に掲げた。試験区と

して Fig. 118 の各種埋込み方法の異なった区を設け， 1 区21~25本の穂木を 4 月 8 日に移植ゴテでー

それぞれ埋込みが行なえる程度の穴を掘り，これに埋め込んだ。

Fig. 118 ジカざし試験におけるさしつけ方法

Methods of planting on direct cutting 

experiment. 

なお，このジカざし期間中の降雨量および地下 10cm の地中温度については， 距離的にかくぶんはな

れているが，同時期に同じ岡山市の林業試験場岡山分場において測定した Fig.19 の値を参考に用いた。

(b) 結果ならびに考察

ジカざし後 1 か月目および 2 か月日に調査した結果は Table 124 のとおりで，ジカざし後 1 か月の発一

根率をみると，下部切口が地下 10cm 以上に位置する A ， B , F の各区と，地下 5cm に水平に埋め

込んだE区はいずれも 100% を示しているのに対して，下部切口を地下 5cm，上部切口を地下2cmとな

るよう埋め込んだC区は96%，下部切口を地下2cm，上部切口を地下 5cmとなるよう埋め込んだD区は，

92%とわずかずつ低下しているが，しかしいずれも発根率そのものとしては満足できるだけの値を示して

u、る s

Table 124. ジカざし位置についての試験結果

Result of the experiment on planting position for direct slip-planting. 

青島トゲナシニセアカシア (Robinia ρ'seudoacacia var. bessoniana) 

言式 験 区 供言lt 本数
1 か月 h後
After a mont 

2 か月 n後th 
After 2 months 

No. of 発Roote根d 
出 芽 健 全

Plot Germinated Survival 
cuttings 

Number I % Number I % Num加| % 

A 21 21 100 17 81 20 95 

B 23 23 100 18 78 21 91 

C 24 23 96 11 46 22 92 

D 25 23 92 4 16 6 24 

E 24 24 100 7 29 9 38 

F 22 22 100 6 27 19 86 
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なお地上部への出芽数は，一般に深く埋め込んだものほど少ないが，穂木を横あるいは斜め横にし，上

部切口まで地面下に埋め込んだ C ， D , E , F の各区の出芽数はA区およびB区にくらべてはるかに少

なく，とくに逆位とし，斜め横に埋め込んだD区は，上部切口が比較的浅いところに位置するほか，極性

の閣係においての無埋もあるためか最も低い。

また，ジカざし後活着したものと死滅したものとが判然としてくる 2 か月目に，活着し残存している数

について調査した結果によると， A , B , Cの各区はいずれも 905杉以上を示し F区も 86%で比較的よ

レ成績を示しているのに対して， D , E の両区は非常に悪い。

これらの結果のうち， C区は比較的浅く埋め込んだにもかかわらず発根成績が低下しているとはいえな

い。しかし上部切口が地下 2cmの浅いところに位置していながら， A区および B区にくらべ 1 か月目

の出芽数がかなり少なくなっていることからみて，いくぶん水分不足の影響をうけやすいのではないかと

考えられる。

このようなことから，水分あるいは養分吸収上重要な役割をもっている下部切口は，少なくともほぼ地

下 10cm 以上になるよう埋め込むのが安全と思う。この場合A区のように穏木の上部約 1/4 を地上に露出

させたものでも，なお乾燥による悪影響は認められなかっただけでなく，この試験に限らず，玉野，呉等

におし、て行なったジカざしに関する各種試験においても， A区と同じ方法で埋め込み，乾燥による害をう

けず，むしろ良い活着成績が得られた場合が多い。このようなことは，青島トゲナシニセアカシアの枝を

用いたジカざしに限らず，その根ざしにおいてはもちろん，イタチハギにおいても同様なことが認められ

るし，その他のアキグミ，イヌコリヤナギ，アメリカヤマナラシ，ヤマハギ等の落葉性の各樹種のジカざ

しにおいても，このようなさし付けを行なったため，乾燥によりとくに悪い影響をうけたものは認められ

なかった。

すなわち，ジカざしにおいても，乾燥を心配して穂木全部を地下に埋め込む必要はなく，むしろ地下に

埋め込む場合，上部切口が深くなるほど地上部への出芽がおくれるだけでなく，花崩岩地帯のはげ山で通

気，排水が比較的ょいとはいえ降雨のつづくときには水分停滞によりある程度の腐敗を誘発することがあ

るので好ましいとはいえない。

ii. 施肥と地ごしらえ

鉾立試験地の花儲岩を母岩とする緑化試験地で行なった，さし付け深さおよび角度に関する試験をはじ

め，その他同地区で繰り返しジカざしの活着に関する試験を行なった結果では，青島トゲナシニセアカシ

アの枝ざし，あるいは根ざしおよびその他の樹種のジカざしにおいて，ほとんどの場合活着成績が非常に

よくても，首畑等で行なう場合と異なり， ただ穂木をさし付けただけでは， その後の成長は全く望めな

い。青島トゲナシニセアカシアを例にとれば，さし付け後まず穂木の含有養分にたよって出芽した新芽の

成長はほぼ 10cm 以内にとどまり，以後年内に 2cm も伸びないものが多く， なかには 2cm 以上伸びる

ものがあってもきわめて貧弱で，ふたたびこれが枯れ込み，平均樹高がかえって低くなる場合も少なくな

いし，順次死滅するものができてくる状態にあった。

そのままでは全く成長が期待できない。その原因については水分不足，根粒菌の欠乏により娘粒ができ

にくいこと，および肥料分の欠乏などが考えられたので，これらに関する Pilot 試験を試みたが， この

うち前2 者は少なくともその直接の大きな原因ではなく，肥料分の欠乏が決定的な大きな原因となってい

ることがわかった。



-246 一 林業試験場研究報告第 165 号

またジカざしの場合に限らず，花尚岩地帯のはげ山では，苦木植栽あるいはジカまきの場合も，これと

全く同様に，肥料分の欠乏が決定的な大きな原因として強く働くようにみうけられた。

そこでジカざしにより効果的な緑化をすすめてかくために必要な施肥と成長量との関係を明らかにする

目的をもって，鉾立試験地で青島トゲナシニセアカシアの枝ざし，根ざしについて試験を行ない，さらに

引きつづき玉野の緑化試験地で青島トゲナシニセアカシアの根ざし，イタチハギの枝ざしにつし、て地ごし

らえとの組合せ試験を行なった。

以下これらについてのべるとともに，玉野試験地で同期に行なった緑化用の各樹種の植栽，あるいはジ

カまきについての，施肥に関する総合試験の結果をも考慮に入れて検討を加えたか。

(剖試験方法

鉾立試験地における試験

花樹岩を母岩とする北面のはげ山 (Phot. 20) を選び，青島トゲナシニセアカシアの枝ざしおよび根ざ

しにつき，有機質の投入および土壌水分の調整ということを考慮した堆肥および稲わらのさし付け直前施

用と，他方秘木の腐敗を誘発しやすいこれら有機質肥料の代わりに ， P20S も十分補給できるよう 3 要素

を配合し，その成分の流亡を防ぐため現地付近の粘土分の多い山土を 5 倍量これと混ぜ 1 個約 30g の

大きさの闇型にした肥料のさし付け後 3 か月白の深さ 10cm への施用， のそれぞれ活着成績ならびにそ

の後の成長に及ぼす影響について比較調査するため，無肥料，国型肥料，稲わら+国型肥料，堆肥，堆肥

+国型肥料の計 5 区を設定した。

なお，これら肥料の成分および施用量は Table 125 のとおりである。

Table 125. 肥料設計

Design of fertilizer. 

場所 鉾立試験地 At Hokotate Exp. Area. 

種類
Kind of 
fertiliz巴r

堆 flE I 
Compost 

稲わら|

Rice straw 

施用量 (kgJha)

Amount of fertilizer 

4, 000 

4, 000 

|硫安80，過燐酸石灰200，硫酸カリ 40，粘質|
国型肥料 |な山土lω0， (NH山S04一肌 Ca民êp04~ I 

Solid fertilizer I -200, K2S04-40, Red clay-1600 I 

3 要素量 (kgJha)

Chief ingredients 

N I P20S I K20 

m00 I 10.00 I 20 ∞ 

25 勾 I 4 ∞ I 34 ∞ 
16.64 I 32 ∞ I 19.20 

枝ざしは 3 月 20日，根ざしは前年12月に，それぞれ採取貯蔵した材料を，さし付け 3 日まえの1949年 4

月 27日に取り出し，枝ざしでは，太さ 10~12mm のものを長さ 15cm に穂作りした後， a-naphthalene 

sodium acetate 0.0196液に12時間浸漬による発根増進処理を行なしv また根ざしでは，太さ 8~10mm

のものを長さ 12cm に作成し，処理は行なわなかった。 さし付けに際しては，原状のままの地形のとこ

ろへ直径，深さとも 20cm の穴を ha あたり換算 7， 000 個の割合で水平方向に列状に掘り，枝ざし，根

ざしが 150単位で交互になるよう配列し，それぞ

た根ざしは上部約 1cm が垂直lに乙露出するよう， 4 月 30日にさし付けた。 なお供試本数は Table 127 の

とおりである。
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玉野緑化試験地における肥料，地ごしらえ組合せ試験

花儲岩地帯のはげ山は土壌の理学性が比較的よし、が，しかしさし木の活着にあたっては水はけのよし、こ

とがとくに要求されるので，はげ山斜面に直接首木植栽の場合に準じた穴を掘り，これにさし付けた場

合，降雨の際水がたまり，さし木の活着に悪影響を及ぼすことが予想される。これに対して，水はけを考

え，乾燥しやすし、小尾根に水を導くよう，わずかに傾斜をつけて溝を掘り，これにさし付ける方法が好ま

しいとも考えられるが，また一般に理学性のよい土壌であり，さらにすでに根系をそなえた苗木を槌栽す

る場合と異なるので，とくに固いところを除けば，穂木あるいは種根がどうにかさし付けられる限度の小

さい穴を掘り，これにさし付ける方法も考えられる。

他方，肥料に関しては11巴効の面から有機質肥料である堆11巴が好ましし、ものと考えられるが，さし木の場

合は，下部切口の腐敗を誘発しやすい懸念があるほか，事業として大量のものを採用することが困難な場

合も少なくなし、。 このようなことから，成分の流亡しにくい，しかも穂木あるし、は種根を腐敗させにく

い肥料として，吸着肥料等を採用することも考えてみる必要があるものと思われる。

本試験では，花尚岩を母岩とする平均勾配 350~400 (ただし IE区はその約半分が平均勾配 75。で高

さ 5m の急斜面を含む〉の東南に面したはげ山 (Phot. 21) を選び， これら地ごしらえ方法、と肥料の種

類に関する組合せ試験区を Table 126 のとおり設定し，青島トゲナシニセアカシアの根ざし，およびイ

タチハギの枝ざしを 1 ha あたり各 10， 000 本あて， 計 20， 000 本を交互にさし付けた。

Table 126. ジカざしのさしf寸方法と肥料につし、ての試験設計

Experimental design on planting method and fertilizer for direct slip-planting. 

さし付 11巴 キヰ 試験区番号 面 積 さし付本数
Note 

Planting Fertilizer Plot Area No. of cuttings 
planted 

堆 H巴 各樹種

1 S場S樹pi所vt種tアeemdarg(e. :根s〕!UT玉青ざR四u野島eしnb試:抑amLトn験ゲuo制イ地ナEsタaCXジ'seチRBzニ朋dハA乞oAtmギaアrαcmeu副カaitb-ha シa 

i蕎 IA 0.115ha For each species 2. Compost 
Planting 1, 150 
grooves 

吸着肥料 11 
タρ

3. さfしn付，ti.時co期sa- Planted date: 
Adsorbent 1 B 0.025 250 Mar., 1952 fertilizer 

4. 溝 幅，直径とも 20cm
Plantindg Epgth rooves:Both width 

and depth of planting groo-
堆 11巴 " ves were 20 cm. 

穴 IC 0.065 650 5. 穴aanndtindg e直pht径ohl ，深さとも 30cmCompost Planting holes: Both diameter 
Planting of planting holes 
holes were 30cm. 

6. 小穴 ツノレノ、シを約 15cm打込
吸着肥料 " んでつくり，さし付と施肥は別

ID 0.035 々の穴に行なった。
Adsorbent 350 

Small Plaenptth ing ho hoiES:About fertilizer 15cm depth holes were made 
bCy u mattock. 

tttoionk gs and fertilizers wE 
小穴 吸着肥料 11 

re in iseed parate holes. 

IE 0.080 
7. 施肥量 Applied amount of 

Small fertilizer pPE2r 0 ha: 
Planting Adsorbent 800 N-IOOkg, P20s-IOOkg, K20 
holes fertilizer 50kg. 
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Table 127. ジカざしにおける肥料

Result of th巴 experiment on 

樹稜青島トゲナシニセアカシア Robinia 

肥料 活着率

Fertilizer 

校ざし
堆 t 肥|
堆肥+国型肥料 | 
Compost + solid 

稲わら+国型肥料 | 
Rice straw + Solid I 

無 Il巴
None 

半ヰ

国型肥料
Solid fertilizer 

Stem cutting 

無 吋
半
目

虫
庁
白

JlE 
None 

国型肥料
Solid fertilizer 

根ざし
堆 JI巴

Root cutting Compost 

堆肥+国型肥料
Compost + Solid 

fertilizer 
稲わら+国型肥料
Rice straw + Solid 

fertiliz巴r

供試本数

No. of 
cuttings 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

Q
U
4

・
勺

A
R
u
n
u
n
V
4

・

A
u
n
u
r
o

2

3

4

3

6

5

4

4

1

7

 

1

2

 

場所 鉾立試験地 At Hokotate Exp. Area. 

活着数

No. of 
cuttings 
rooted 

I 75.07  

155.9 I 2 

I 519 I 2 

I 75.0 I 2 

I 7801 2 

! 72.7 I 2 

I 78.3 I 2 

170.5 I 2 

i76.3 I 2 

21 

19 

22 

70 

45 

39 

32 

36 

148 

58 

なお，青島トゲナシニセアカシア(根ざし〉は 2 年生親木からとった直径約 6mm の根を場定鋲を用

い。他方イタチハギ(枝ざし〕は 4 年生の親木からとった直径 1cm の枝を押切りを用い， ともに長さ

15cm に穂作りし，無処珂のまま，青島トゲナシニセアカシア(根ざし〉は上部約 1cm が地上に露出す

るよう，またイタチハギ(枝ざし〕は穏長の 1/4 が地上に露出するようさし付け，さし付けの終わった溝

区の溝，穴区の穴および小穴区の施肥を行なった小穴には Kentucky 31 F. をジカまきし， 地表面の早

期被覆をはかった。

(b) 結果ならびに考察

活着成績および成長量について調査した結果は Table 127, Phot. 20 および Table 128, Phot. 21 

のとおりである。

立地条件の局地的な変化のともないやすい山地試験では，試験区の設定を十分慎重に行なうとか，ある

いは繰返し設定を考えない限り，妥当な比較結果を導き出すことはむずかしい。

本試験では，玉野で行なったものの一部を除けば，試験地の繰返し設定を行なわず，また鉾立試験地で

行なった肥料試験においては，肥料成分の純分量の補正も行なっていなし、ので，試験区相互間の厳密な比

較を行なうことはむずかしいが， しかしそれぞれほぼ同一条件と考えられる地域内に試験区を設定した
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についての試験結果

fertiIizer for direct sIip-planting. 

ρ'seudoacacia var. bessoniana 

根冗直径 (mm) 樹 両 (cm)
Diameter at the base Height 

開 lmlm l 削
Nov. 5 I Nov. 1 I Nov. 1 I Oct. 11 

仰 I N~抑 lm|19521 附
Jul. 27 I Nov. 5 I Nov. 1 I Nov. 1 I Oct. 11 

8 

3.7 8 

8 

8 33.3 

B 27.1 82.3 

5 6.3 7.0 l し O

5 20.8 65.9 145.0 

5 52.9 92.5 249.0 

5.6 40.9 5 74.3 143.9 312.0 

30.5 5 47.6 88.4 233.0 

し，また他のジカざしに関する試験あるいははげ山における施肥に関する試験も行なったので，これらの

結果もあわせ検討することによって，肥料および地ごしらえがジカざしの活着および成長にどの程度の影

響を及ぼすか，そしてそれぞれの肥料あるし、は地ごしらえ方法が，事業実行上効果的であるかその見とお

しをつけることができるものと思う。

まず地ごしらえと活着成績との関係を Tabl巴 128 にっし、てみよう。このうちイタチハギはさし穂の貯

蔵と取扱いに不備もあったため，全般的に活着率が低かったが，溝区の815杉， 66%に対して穴区は42%，

365杉と大きく低下し，またツルハシを打ち込んだだけの小穴にさし付けたものでは 715杉の活着率を示し

てし、る。 このように穴区の成績がよくないのは，その土壌の理学性が悪くないとはいえ，溝の場合と異

なり，やはり降雨の際雨水がたまりやすく，ある程度さし穂が腐りやすい条件となってし、たうえ，供試穂

木がよくなかったため，その影響が強くあらわれたととによるものと考えられる。

他方青島トゲナシニセアカシアの根ざしにおいては，穴で吸着肥料を用いた区の849百を除き，他はすべ

て90%以上で，穴で堆肥を用u、たものも97%のよい成績を示しており，地ごしらえのため活着が明らかに

低下したと思われる区は認められない。 これは土壌条件のより悪い鉾立試験地の肥料試験地で行なった

Table 127 の結果からもみられるように， 根ざしは枝ざしと異なり， 最も腐りやすい下部切口が唯一の
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ジカざしのさし付方法と肥料についての試験結果Table 128. 

器|苦Ji:dgJi叩罫
|I A l m l % % | 0 2 1 m | o f |  

l 1 B 1 103 1 92 1 O. 22 1 O. 42 1 

|1  C 1 109 1 94 1 O. 08 1 O. 30 1 

|1  D 1 89 1 84 I O. 13 I 0.37 I 

|1  E I 116 I 97 I O. 16 I 0.43 I 

|1  A I 100 1 - 1 O. 61 1 O. 90 I 

|1  B I 1∞ 1 - I O. 59 1 O. 90 1 

11  C I 100 1 - 1 0.31 1 0.61 1 

11  D 1 89 1 - I 0.47 1 0.85 1 

1 1 E 1 1∞ 1 - I 0.54 I 0.91 I 

Result of the experiment on planting method and fertilizer for direct slip-planting. 

%|021ml 

1 0.24 I 

j 0.14 1 

I 0.14 I 

h可
戸可
1 0.44 I 

Fパ
1 0.30 1 

I 0.53 I 

イタチノ、ギ
AmorPha fruti鑰sa 

高|直径〔根元〉
Diarneter 
at th巴
base 

cm 
0.44 

結f番号

No. 

区

肥料

Fertilizer 

験
Plot 

試

さし付

Planting 
of cuttings 

日

Dat巴

investigated 

調査月

骨
骨
組
押
刊
共
咽
酔
社
畑
出
出
哨
同
建
時

判
明
広
間i叩

0.42 

0.39 

0.38 

0.40 

0.60 

0.70 

0.75 

0.45 

0.80 

1.10 

Height 

-
〆
。nu -

-

66 

42 

36 

81 

71 

1
 

1
 

1
 

129 

60 

100 

110 

100 

80 

100 

100 

80 

59 

I 1. 78 1 2.60 1 100 IA 

堆肥
Compost 

吸着肥料
Adsorbent 
fertilizer 

" 

堆肥
Compost 

吸着肥料
Adsorbent 
fertilizer 

堆肥
Cornpost 

" 

1/ 

1/ 

1/ 

" 

i轟

Planting 
grooves 

小穴|
Small planting I 

holes I 

小穴|
Small planting I 

holes I 

P即g 1 

港
Planting 
grooves 

Planting 
grooves 

Planting 
holes 

i誇

，.，司

ノ/一1L 

-+ 
/'-

Jul. 25 , 1952 

Oct. 16, 1952 
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fertilizer 

Smalhl oplelas nting 11 1 C 40 0.57 

1¥. 11 1 D 40 0.76 

Planting 
holes Compost 1 E 100 1.10 

Oct. 10, 1953 溝 11 IA 42 1. 19 

Planting 吸Ad着sor肥ben料t~ I grooves 1 B 100 1. 07 
fertilizer 

Smalhl oplelas nting 11 1 C 40 0.76 

，ノi、, 11 1 D 40 0.80 

Planting 
堆Compost!iE| l holes 1 E 40 1. 10 

r。

At Tamano Exp. Area. t血時主試野玉月T場
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発根個所ではなく，各部位からよく発根し，さし木条件がある程度悪くても活着成績が比較的低下しにく

いためと考えられる。

つぎに肥料と活着成績との関係を，まず直径， i奈さとも 20cm の穴にジヵざしした鉾立試験地で行な

った Table 127 の結果についてみると，根ざしでは施肥による活着成績の低下はとくに認められないが，

技ざしでは堆肥を用いた区の活着率が低くなっている。 これは青島トゲナシニセアカシアの枝ざしの場

合，最も腐敗しやすい下部切口の部分が唯一の発根場所であるにもかかわらず，病原菌の活動しやすい堆

11巴を用い，排水の悪い穴であったため，腐敗により発根率が低下したものと思われる。 また玉野試験地

で行なった Tabl巴 128 の結果では，よし、活着を示した青島トゲナシニセアカシアの根ざしにおし、て，む

しろ吸着肥料施用区より堆肥施用区のほうがわずか活着率が高くなっているが，イタチハギではやはり吸

着肥料施用区より堆肥施用区のほうが明らかに低い活着率を示している。

花踊岩地帯のはげ山では，とくに条件が悪くなし、かぎり， Table 123, Table 124 の各結果のとおり，

青島トゲナシニセアカシアの根ざし，イタチハギの枝ざしなら，苗木栂栽の場合に準じた穴を地ごしらえ

法として採用しても十分すぐれた活着成績を期待することもできるし，また青島トゲナシニセアカシアの

枝ざしでも十分すぐれた活着成績のえられることも少なくないといえよう。しかし，この試験のように，

比較的よくない条件のもとでジカざしを行なう場合は，地ごしらえ法や肥料の種類によって活着成績がか

なり低下することもあるので，風化がおくれたところやその他土壌の浅いところ，またさし木材料のよく

ない場合は，苗木植栽の場合に準じた穴を地ごしらえ法として採用することはさけ，溝を地ごしらえ法と

Lて採用するほうがより安定しすぐれた成績がえられるものと思う。

なお，土壌が比較的やわらかく，また浅くないところでは，ツノレハシを打ち込んだぐらいの小さな穴に

さし付けおよび施!日を別々に行なう方法も考えられるが，苗木随栽の場合に準じた穴を地ごしらえ法とし

たものよりかえって活着成績がよく，溝ざしに劣らないほどの安定した活着成績が得られるようである

し，このような方法は根系をそなえた苗木を植栽する場合と異なり，ジカざしにおいてこそ採用できるの

で，その特徴を生かした簡易な方法として実際に活用できるものと思う。

つぎに活着後の成長との関係について検討してみよう。

まず肥料についてみると Table 127 に掲げたとおり，青島トゲナシニセアカシアでは，枝ざし，根

ざしとも無肥料では年内の樹高はそれぞれ 8.3 cm , 5.4cm にしか達せず， Phot. 20 にもみられると

おり秋期早く落葉してしまうし，新たにわずか伸長した部分も枯れ込むものが多く，したがって 3 年後に

おいても平均樹高 7.7cm ， 7.0cm で枯損しているものも多いし，緑化ということは全く期待できない。

このように無肥料では成林化が全く困難であることにつし、ては，岡山分場隣接地で行なった各種ジカざし

試験，玉野で苗木植栽およびジカまきについて行なった肥料の種類別試験施肥量別，成分別試験等で例外

なく問機な結果がえられている。

これに対し，施肥したものは健全な生育をつづけ，准肥と国型肥料そ併用した区は施肥量も多かったた

めか最もよい成長を示しており，その他堆肥区，稲わら+国型肥料区も十分旺盛な生育を示した。 本試

験では，無機質肥料である国型肥料を用いた区での成長量は，他の施肥区より明らかに劣っているが，し

かしさらに改良した吸着肥料を玉野試験地で用いた Table 123 の結果では，肥効も大きく，堆肥等にく

らべ腐敗による成績低下のおそれがより少ないし，また簡易な地ごしらえで施用できるとし、うすぐれた特

徴をもっているので，事業実行上かえって好ましいとも考えられる。
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ジカざしにおける活着後の成長と肥料の種類，施用量等との関係については苗木植栽の場合にほぼ準じ

て考えて差しっかえないものと思われる。 ただ肥料の種類，成分比，施用量等と成長との関係は，同じ

花掛岩のはげ山地帯でも場所によって当然異なるであろうし，また樹種によっても異なるが，筆者および

大山 96) 9引が苗木植栽，ジカまきについて肥料の種類別試験を行なった結果 3 要素の比率がそれぞれ同

ーになるよう補正した場合，その肥効は堆肥>稲わら>吸着肥料>化成肥料>コシダ>単純化学肥料で，

この結果に示されたとおり，堆ffE，稲わらなど有機質を主材とした肥料は直接腐植の給源となり，肥料分

の流亡が少なく，土壌微生物の活動にもよいためか，すぐれているようにみうけられる。

他方，コシダそのものの効果はとくに認められなかったが，硫安，過リン酸石灰，硫酸カリ等による単

純な配合肥料でも卜分満足できる程度の成長をしてし、る。 このように単純な化学肥料でも，地表下に完

全に埋め込み施用すれば，満足できる程度の肥培効果があげられる場合も少なくなかろうが，鉾立試験地

で行なった Table 127 の結果にもみられるとおり，場所によっては肥効のあらわれにくい場合がある

し，地面近く，浅く施すほど流亡しやすいとし、う欠点が大きくあらわれてくるものと思う。

なお肥料成分の比率とか，施肥量ということになると，その好適1直は場所によって，また樹種によって

当然異なると思われるが，これらについて行なった試験結果から推定し，おおまかにいって， 1 ha あた

り N ， P205 はともに 50~100kg， K20 は 10~20 kg とし N ， P20 5, K20 の比率は 5 : 5 : 1 で大

きな誤りはないものと考えられる。

ただ排水のよいはげ山でありながら， 根元より 50cm ぐらいはなして施肥したので、は，わずかの肥効

さえ認められなかったが，これは注目すべきことであり，またこれに関連したことで 1 個室量の大きな

国型肥料の施用区では，かんじんな初期の肥効が劣っていたことも知っておく必要があると思う。

つぎにジカざしの地ごしらえと成長量との関係を，青島トゲナシニセアカシア(根ざし〉とイタチハギ

について行なった Table 128 の結果についてみると，穴ざしよりも溝ざしのほうが全般的に成長量がわ

ずか大きいようであり，またツルノ、シで穴をあけ，これにさし付けおよび施肥を行なったものでは，初期

の成長量は他の穴ざし区，溝ざし区に劣っているが， Fig. 119 のようなよい根系を示し 4 年後には他

と優劣がつけにくし、ほどよい成長を示してし、る。

1 A. 青島トゲナシニセアカシア

(Robinìa ρseudoacacia var. bessoniana) 

1 A. イタチハギ (Amoゆha fruticosa) 
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1 B. 青島トゲナシニセアカシア

(R. ρ'seudoacacia var. bessoniana) 

1 C. 青島トゲナシニセアカシア

(R. ρseudoacacia var. bessoniana) 

1 D. 青島トゲナシニセアカシア

(R. pseudoacacia var. bessoniana) 

1 B. イタチハギ (A. fγ叫ticosa)

1 C. イタチハギ (A. fruticosa) 

1 D. イタチハギ (A. fruticosa) 
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1 E. 青島トゲナシニセアカシア

(R. pseudoacacia var. besso河iana)

J 
J 

べ

J 、

, 
s 

官

1 E. イタチハギ (A. fruticosa) 

Fig. 119 はげ山においてジカざししたものの根張り (7 か月後)

Root development of the young tree grown up by direct slip-planting at the 

bare mountain (After 7 months). 

樹高 根元直径 主根の長さ 根の深さ

試験区 結J 種 Height Diameter at Length of Depth of root 
Plot Species the base main root development 

IA ρ青s島eudトoゲacナacシiaニセアカシアia(nRao】binia 
var. besso柑) 64cm 1.4cm 120cm 15cm 

IA イタチハギ (AmorPha fruticosa) 40 0.8 80 12 

IB 青島トゲナシニ Eアカシア a()R.pse・
udoacacia var. besso持ian 55 1.3 120 15 

IB イ タチハギ (A. fruticosa) 59 0.9 80 14 

IC 青ud島oacトaゲciaナシニセアカシア a()R.ρse-
var. bessonian 50 0.8 110 13 

IC ィ )l チハギ (A. fruticosa) 20 0.5 50 20 

ID u青d島oacトaゲciaナシニセアカシアa()R.pse-
var. bessonian 54 1.1 100 20 

ID イタチハギ (A. fruticosa) 29 0.6 50 15 

IE 青ud島oacトaゲciaナシニセアカシア a(〉R.pse-
var. bessonian 80 1.5 120 18 

IE イタチハギ (A. fruticosa) 54 0.9 50 19 

このツル p 、シで穴をあけ，これにさしつけおよび施肥を行なった区の初期の成長がよくなかったのは，

さし付けと施肥を別々の穴に行ない，根元から離れたところに施肥が行なわれたことにも 1 つの原因があ

るものと思われる。

一般に本試験の溝区で行なったような地ごしらえは，排水その他水分経済上からみて合理的で，成長だ

けでなく，活着の面からみても好ましし、と思われる。しかし経費の面も考慮に入れ，どのような地ごしら

えが効果的であるかということについては，土壌の深浅あるいは通気性とか溝あるいは穴の掘り方によっ

ても異なるので一概にはいえない。すなわち，土壌が深く通気性のよいところでは，苗木植栽の場合に準

じた穴にジカざしする方法でもよかろうが，ツル r 、シを打ち込む程度の小穴にジカざしする簡易な方法は

活着成績がよいだけでなく， 1 個重量の大きくない肥料を根元からあまり離れないところに施すなら盛ん

な成長も期待できるし，ジカざしの特性を生かした好ましい方法といえよう。しかし他方土壌浅く通気性
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の悪いところで、は，活着成績が低下しやすいだけでなく， 筆者および真昔[19引が肥料木について行なった

耐乾，耐湿に関する試験の結果からもみられるよう，ニセアカシアでは植穴に植えた場合，その樹種の特

性からとくに成績が悪いと考えられるし，また排水のとくに悪い石英組面岩地帯で実行している植栽試験

の結果でもみられるように，穴植ではとくに排水を考慮しないかぎり成長も悪いので，むしろ溝ざしが好

ましいといえよう。

B. はげ山におけるさし木首養成

はげ山の緑化はジカざしで十分まにあうとしても，雑木草が多く，ジカざしが効果的に行ないにくいせ

き悪地その他では，やはり植栽用苗木が要求される。

平地の首畑においては，一般に土壌がさし木の病原菌にかなり汚染されており，またこれら病原菌の活

動力が強いため，さし木の活着成績が不安定となり，大きな失敗に終わることも少なくないが，花儲岩地

帯のはげ山の新鮮な土壌では，一般にさし秘の腐敗による枯慣が少ないし，排水通気がよく，しかも地表

面近くで水分連続が断たれるため，地表下深くまで極端に乾燥することも少なく，天然のすぐれたさし床

となることについてすで‘にのベた。またジカざし法は，はげ山の緑化を行なってし、くための簡易で、合理的，

な 1 つのすぐれた方法であることについてものベた。青島トゲナシニセアカシア，イタチハギ等をはじめ，

はげ山緑化用としてジカざしの対象となる樹種では，かえりみられもしないこのようなはげ山をそのまま

さし床として利用し，ジカざしの場合と同様，さし付け後濯水あるいは日おい等を用いず実行し，平地の・

苗畑の場合よりかえって安定した良い養苗成績をあげることができる (Phot. 24)。 またそれだけでな

く，管理上最もやっかし、で経費のかかる除草の必要が全くなし、かあるし、は非常に少なし、し，またジカざし

の場合と同様，施肥は絶対に必要であるが，根系のしっかりした健全なさし木苗がえられる長所がある。

さし付けは， erosion の心配のない範囲内で，原状のままの斜面に，あるし、は水平方向とした筋状に》

また階段状にさし床を作り，これに実行すればよいが，治山工事のため法切り，地ごしらえされた山腹あ.

るし、は階段上 1，養苗用として余分にさし付けを行なうことも考えられる。

ジカざしと同様，さし付け後濯水あるいは日おいを用いず放置し，すぐれたさし木成綴がえられるの・

は，比較的乾燥に強い制種に限定されるものと思われるが，さし付け後放置することなく，それぞれ樹種

に応じ日おい，風よけをするとか，その他効果的な管理方法を考えるならば，相当多くの樹種のよいさし

床として活用できょう。平坦地より水の{更は悪いとしても，その他の面できわめて好都合な条件が備わっ

ている花崩岩地帯のはげ111，あるいはこれに準じた新鮮な鉱物質土壊からなる水排けのよし、，また腐敗病，

原菌の活動しにくいはげ山等は，さし木養苗地として十分活用していくだけの価値があると思われる。

3. 結言

早急なさし木増殖の要望されていた青島トゲナシニセアカシアほか，一部例外を除き，比較的さし木匝

難といわれていた肥料木をおもな対象とし，さきにのベた腐敗防止あるし、は回避の面に十分留意するとと

もに，さらに発根増進についても十分考慮した効果的なさし木方法について試験検討した。また腐敗回避

上好適な条件をそなえていると考えられたはげ山でのジカざし，およびさし木養苗についても試験検討し

た。その結果，とくに青島トゲナシニセアカシアでは，安定したすぐれたさし木成績がえられ，大量増F直

の行なわれる状態にまでなり，また花嵐岩地帯のはげ山では，腐敗による活着率低下の心配はきわめてづ〉

なく，ジカざしの方法で容易にすく'れた活着成績がえられ，これがはげ山緑化法として事業的にもきわめ，
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て価値の高いことが明らかになった。

いままで，一般にさし床あるいはさし穂の消毒が腐敗を|功ぐうえに役だつものと考えられてきたが，前

にのべたとおり，これは温室内でのさし木でよくみられる特殊な条件によって発生した病害の伝染的なま

んえん，あるいはさし床の連用による土壌の汚染等病原菌による汚染度が一時的に高くなってし、る場合，

また青島トゲナシニセアカシアの根ざし，またヤマハギのさし木等の試験結果からみられるように，種根

あるいはさし穂が傷つき病原菌により一部侵犯されている場合等のむしろ特殊な場合，それぞれある程度

の効果が期待できるにすぎない。すなわち，このような場合を除けば，現在まで一般に採用さ札てきた殺

菌による方法では，一時的な殺菌は行なわれるにしても，その殺菌力はごく短期間のうちに消滅し，腐敗

防止による確実な活着成績向上の効果があまり認められないことからみて，これにより腐敗防止の根本的

な解決をはかることには期待がもてなか。

また，とのほか現在まで一般に行なわれてきたどのようなさし木方法をみても，発根までの抵抗力の弱

い期間，腐敗病原菌のさし穂への到達を十分防止できる方法は見いだされない。

しかし，病原菌の存在下でさし木を行なわねばならない現状においても，採穂時期の選定およびさし床

土壌の選定等の方法により，腐敗が比較的行なわれにくい条件をある程度まで整えることができるので，

この腐敗回避の方法は，青島トゲナシニセアカシアについてもみられたように，安全確実なよい活着成績

をあげるうえにきわめて重要視しなければならない。

ただ，このような回避の方法では，病原菌の活動を完全に防ぐことができないため，やはりその効果に

は限界があり，きわめて腐敗しやすい樹種または穂木，あるいは発根力の弱い穂木ほど腐敗による枯損を

防ぐことが困難となってくる。したがって，腐敗しにくい比較的低温下で，しかも発根までの期間の短縮

化も期待できる発根増進処理を採用するとか，その他発根力を十分増進発揮させ，枯t員率が増えない短期

間のうちによい活清成綴がえられるよう努力する必要がある。

幸いにも発根力増進に関する研究は近年植物ホルモン，発根阻害物質その他植物生理学の分里Tからすす

んできたし，穂木は若い親木から採るほど発恨力が大であることを佐藤・江口 124> がグスのさし木におい

て認めたほか，スギ，アカマツ，モリシマアカシア，メタセコイヤについても順次認められ，多くの樹種

に通ずる一般的な現象であることがわかってきた。

さらに，老齢l討を籾木とする場合も，勢定によるある程度の若返り，また接木，あるしはさし木の繰返

しによる親木の若返りを利用すること等によって，発根困難と考えられた樹種も発根能力の増進発揮とい

う酉でかなり期待がもてる段階になり，腐敗回避とあわせ考慮することによって，さし木困予ff樹種の容易

化および安全確実なよい活着成績の確保ということが，より一層効果的に実行することができるようにな

ってきたし，またきわめて重要な課題であるマツ属のさし木の事業化についてさえ明るし、見とおしがつけ

られるような態勢になってきた。

以上のべた回避的な方法による場合は，穂木，採穂時期，さし床等が制限されるし，また発根がきわめ

て困難とされていた樹種で，なお十分な活着成績が望めそうにないものも数多くあるが，さし木を増殖法

として完成されたものにするためには，完全な腐敗防止が行なえるようにすることが，発根能力をさらに

増進発揮できるよう究明していくこととあわせてぜひ必要と思われる。

この完全な腐敗防止法を確立していくには，前述したように塗布剤により腐敗菌のさし穂への到達を機

械的に防ぐ方法と，水耕あるいは砂耕または際耕に準じた方法を用い，さし床に持続的あるいは断続的な
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殺菌効果を保持させる方法とにすすむべき道があるものと考えられる。

この分野について簡単な試験を行なった結果からみると，前者については，穂木を害すことなく水分の

通過が可能なしかも病原菌の通過だけを阻止できる塗布斉1)そのものを見いだすことにより，その目的の多

くは達せられ，比較的場所を選ぶことなくよい活着成績がえられるようになるものと推察できるし，また

後者については，必要な期間薬害のあらわれない範囲内で，適当な殺菌力および発根に好適な条件を効果

的に調整付与する方法をさらに究明していくことによって解決できるものと考えられる。すなわも，さし

木の活着に必要な好適条件と活着後の生育に必要な条件とは別個のものであることからみて，さし木の成

否がほとんど決定づけられる発根までの期間，腐敗その他による枯損防止と発恨に十分好適な条件を与え

ることができるよう，この水耕または砂耕あるいは際耕等を活用した集団陪養的な周到な方法で確実なよ

い活着成績をあげ，発根の目安が立ってから養首のための移柄を行なう方法も今後さし木の 1 つの進むべ

き道として十分検討してし、く必要があると思われる。
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四要 結

林業におし、て品種の問題がますます重要視されるにおよび，さし木による無性繁殖は事業的にもより大

きくとりあげねばならなくなってきたが，有用樹種でさし木が不可能あるいは困難とされているものの数

はなお少なくないし，またさし木可能あるいは容易とみなされるものでも，人によって，また時と場所に

よって，その活着成績には著しい差を生じ，ときに思いがけない失敗に終わることも珍しくない。

本報告は，さし木の活着を容易化し，またさし木の活着成綾を安定した確実なものとしていくことを目

的とし，これまで十分州究が行なわれなかったさし木の腐敗という重要な問題をとりあげ，腐敗病原菌の

究明と腐敗の回避および防止について行なった試験研究の結果を中心に取りまとめたものである。

試験は肥料木，その他特)日樹，および一部一般主要樹種等計 41種を供試対象とし， 1946年から 1958年に

わたって，林業試験場関西支場岡山分場(岡山市砥園)，林業試験場関西支場(京都市伏見区桃山町)，そ

の他花崩岩地帯のはげ山で行なった。

さし木で安定したよい活着成績がえられるようにするには，下記の 2 つの面から究明してし、く必要があ

る。

(1) 生理的に不安定なさし穏を長い間健全に活かしておくこと。

(2) 発根能力を十分増進発揮させ，発根までの生理的に不定定な期間を短縮すること。

実際には，十分気をつけてさし木を行なっているつもりでも，さし付け後まだ発根が期待できなし、ほど

の短期間のうちから枯損がおこり，これによってさし木成績は低下し，ときに思わぬ失敗に終わることが

少なくない。

枯損の原因としては乾燥，腐敗のほか含有養分の欠乏，さし穂中の阻害物質，さし穂の傷口からの酸化

等も考えられる。

しかしたまたま枯損をまぬがれ，さし穂が発根しないながらも半年あるいは 1 年以上の長期間にわたっ

て健全を保っているものがしばしばみうけられるごとから，特に貧弱な穂木でないかぎり，含有養分の欠

乏あるいは消耗がさし木の枯死をさけえられないようにするものとは考えられなし、し，さらにさし穂の酸

化の問題にっし、ては今後の研究にまっところが多いが，これは特定の樹種とか親木あるいは穂木が若々し

くないときに限定されてくる傾向があるようで，常に枯損の大きな原因になるというほどのものとは考え

られない。

また，さし総中の阻害物質にっし、ても，樹種あるいは親木の年齢等によっては，穂木の生理活動を阻害

し，ひいては枯損率を高める場合が少なからずあるが，これはむしろ発根能力に強い影響をあたえるもの

であって，常に枯損の直接の原因として強く働くとは考えられない。

これに対し乾燥が枯損の直接の原因になりやすいということは誰しもまず第 1 に考えることであろう。

しかし，樹種， さし床の種類等によっても異なるが， さし木の乾燥枯死について試験した結果から見る

と，少なくとも落葉樹の春ざし等のように，葉をつけないさし穏を用いてさし木する場合には，下部切口

部分の土壌水分が 30~45% 以下，すなわち普通露地ではむしろ例外的な土地，あるいはまれにしか出現

しないような気象条件のもとでなし、かぎり，乾燥が唯一の条件となってさし穂が枯損することはあまり考

えられない。そしてまた乾燥は，たとえその影響が強くあらわれるようなとき，さし木方法あるいは管理

に気をつける必要があるとしても，これを防ぐことはさほど困難な問題とも考えられなし、。
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十分気をつけてさし木しているつもりでいても，なおさし秘が萎凋し枯損していくとき，これを詳細に

調査すると，萎凋しかけている穂木の主として下部切口がすでに腐敗している場合のきわめて多いこと;ò;._

わかる。すなわち，このさし穂の萎凋は，病原菌による通導組織の閉塞，あるいはその毒素による吸水能』

力の低下のためおこる第 2 次的現象とみうけられる。

さし穏は完全独立個体と異なり，親木から切断されると同時に病原菌に対する抵抗力は著しく低下する

だけでなく，切断面という大きな傷口をもつため，病原菌の侵入にはきわめて都合のよい条件をそなえた

ものになる。

これを青島トゲナシニセアカシアについて調査した結果，普遍的に広く存在する土壌菌で，普通完全独

立個体である親木の枝に対してはこれをよく侵さないようなものが，さし穏に対しては病原菌として猛威』

をふるうことがわかった。

このようなことから，さし木の腐敗は，その活着成績低下の原因として 1 つの大きな役割をもっ，しカL

もやっかいな問題であることがうかがえる。

1. さし木の腐敗病原菌

A. 分離ならびに接種試験

(司 青島一トゲナシニセアカシア，フサアカシア，オオパヤシャプシ，ヤマモモ，グリ，アペマキ，コ

ルグガシ，キリ，グス，スギ，ヒノキ等を含む計33樹種のさし木について，樹種別，時期別，さし床別ま

た培養基別に，腐敗しかけたさし穂の新しい病患部から計 2， 500 菌株以上を純粋分離したが，斜面培養基r

上の繁殖状況，平面培養基上の Colony の形状，発育の良否， 色，光沢， 菌の形態等の概略調査を行な

い，相互に差異の認められたものを分類整理した結果 Bacteria 8 , Fusarium 2 に類別することがー

できたので，さしあたっての便宜上，それぞれつぎの符号をつけた。

Bacteria C , 0 , P , T 1, T 2, U , Y , Z 

Fusarium F 1 , F 2 

(b) 分離された各菌のうち，ごくまれにしか分離されなかった Z だけは除外し，その他は類別ごとに.

それぞれ代表菌株を 1~4ずつ選び，病原性確認のため，青島トゲナシニセアカシア，イタチハギ，ヤマ

ハギ，グズ，ヤマナラシ，ハンノキ，スギ等のさし木にっし、て，前後 5 固にわたって，それぞれ異なった→

方法で接種ならびに再分離試験を行なった。 その結果 P ， T 1, Y の代表菌株について病原性を認める

ことにはなおいくぶん疑問が残るが， C , 0 , T 2, U , Fl, F2 の代表菌株については，いずれもこれ〆

が病原菌であることを確認することができた。

B. 病原菌の鑑別

(叫 Z group を除く Bacteria の各類，'ij IJ ごとの代表菌株について，分類上の位置を決定するため，

顕微鏡下の形態ならびに染色性，培養的諸性質，代謝生産性，および酸素，温度， pH 等に関する諸性質ー

を調査し， BERGEY, D. H. 6) の分類方式のほか， SMITH, E. F.IW の分類方式その他 Group number 等の 3

面からも検討を加え，また Fusarium の 2 類，'ij IJ については，大型分生胞子，小型分生胞子， 厚膜胞子の h

形状および大きさ，その他分生子樗に関する調査を行なったほか， 酵母水 glucose agar 扇平培養基，

馬鈴薯 agar，マルト agar， アスパラギン等の培養基上の比較培養を行なった結果， それぞれつぎのよー

うに認められたの



さし木の腐敗とその防止および回避(森下〉 -261-

病原性の確認されたもの

U 1122 Bac. carotovorus の 1 系統あるいは変種

o 1513 Bac. carotovorus の別の系統あるいは変種

T 2 1409 Bac. aroideae の 1 系統あるいは変種

C 2117 Bac. carotovorus に近い系統

F 1 1315 Fusarium oxys，ρorum の 1 系統

F2 1617 Fusarium oxysporum の 1 系統

病原性を認めることになおいくぶん疑問が残るもの

P 1119 Bac. subtilis 

T 1 1410 Bac. subtilis または Bac. ρumilus と同一種あるいは 1 変種と考えられる Bac.

mesentericus に比較的近いもの

y 1918 Bac. subtilis の特殊な系統あるいは変種

(b) 従来， 温室，温床におけるさし木あるいはさし芽， また畑ざしのときでも高温過湿な気象条件

で，しかも密にさし付けたものは，実生のときと同じように立枯病に侵されやすく，その原因となる菌に

は Pythium， Phyto，ρhthora， Rhizoctonia, Botrytis, Fusarium などがあり，その他細菌性の萎凋病

もあるとのべられてし、る。

しかし本研究におかて，畑ざしの場合に限らず， 25 0 C土 3 0 C の定温室内でのさし木にっし、ても，繰返

し病原菌の分離ならびに接種による検定を行なった結果，むしろ常に多かれ少なかれさし木に対して活着

成績の低下という脅威を与えているおもな病原菌は，そのほとんどが細菌性のものであり，糸状菌として

は Fusaγium 以外のものは認めることができなかった。 すなわち Pythium， Phytophthora, Rhiｭ

..zoctonia, Botγ'Ytis 等は園芸的な取扱いを行なうような場合におちいりやすい特殊な気象的な悪条件に

あるとき，またJ確約植物との聞にかなり密接な伝染関係のある場合には重要視しなくてはならないかもし

れないが，少なくともこれらが木本植物のさし木に脅威を与えている普遍的な病原菌とまでは考えられな

:し、。

(c) 病原性が確認できた類別代表薗について，分類上これにほぼ相当すると考えられる既知の植物病

原菌を探索し，これと比較検討した前述の結果からみて，つぎの種類に属するものは，さし木の主要な病

原菌となることがほぼ明らかになった。

Bac. carotovorus カブラ，ニンジン等の競菜の細菌性腐敗病原菌

Bac. aroideae 同上

Fusarium oxysporum group 各種稚苗の立枯，あるいは作物の萎凋病の病原菌

なお，このうち細菌である前 2 者については，その既知菌株とさらにそれぞれこれに相当すると推定さ

・れたさし木の類別代表菌とが相互に同じような病原性をもっ同じ種類に属する病原菌であるかどうかを確

認するため，被接種体として，さし穂のほかカブラ，ニシジンを用い，相互接種による同定ならびに再分

灘検定を行なったが，その結果いずれも相互に病原性のあるととが認められた。

分離菌については，全菌株にわたって詳細な調査を行なうことができず，各代表菌株は概略的な調査を

もとにして類別された各 Group から任意に選び出したものであるから，これが必ずしもその Group に

;属する各菌のすべてを代表しているものとはいえないし， また，とくに Fusarium については，これを
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さらに類別することを重視せず， Colony の概観，色調で 2 類別しただけで，胞子の隔壁，側部の有無そ

の他分類上の主要な事項についての比較調査もほとんど行なわなかった関係上，類別した菌株中には，代

表菌株と全く別種の Fusarium が見いだされる可能性は非常に強いと考えられる。しかし，以上のべた

相互接種の結果から，少なくとも十字花科涜菜類， ニンジン等の腐敗性細菌病の病原菌となる Bac. caｭ

rotovo問s， Bac. aroideae およびこれらに属する系統あるいは変種には，さし木病原菌となる主要なも

のがあることが硲認されたほか，各種稚苛の立枯ゃあるし、は作物の萎凋病の病原菌となる Fusa1匂m oxｭ

ys.ρorum group のものもさし木病原菌となることが明らかになったものとし、えよう。

2. 病原菌の侵入とさし穂の病変

A. 病原菌の伝揺

Bac. aroideae , Bac. carotovorus は土壌中でよく生存し，また Bac. subtilis, Bac. mesentericus 

等枯草菌に属するものは，これを病原菌と認めることになおいくぶん疑問は残るが，土壌細菌中最も多く

存在するといわれている。 他方 Fusarium 属のものについても普通土壌に広く普遍的な存在性のある

ことが認められている。

また，空気中における存在性については， Bac. aroideae , Bac. caグotovo仰S 等一般の植物病原細菌

は，乾燥に対して非常に弱し、にもかかわらず，細菌液あるいは細菌粘液等のかたちで‘死滅しないで、空中を

移動することも見のがしえないとされているが，病原菌と認めることにはなおいくぶん疑問の残る Endo

spore をもっ村草菌属の Bac. subtilis 等は，乾燥，温度に対する抵抗力が強く，生活力をもちこたえな

がら広く空気中に浮遊するものと考えられており，なお糸状菌である Fusarium 属のものは胞子によっ

て空中伝橋することが認められている。

数回にわたって行なった接種試験に際し，操作中接種菌以外に，空気中より混入し，被t妾種体であるさ

し穂に侵入したと息われる病原菌について調査した結果から見ると，とくに Bac. subtilis 等の枯草菌に

属するものは，かなり平砲な気象条件下でも空気中に数多く浮遊し，これによりきわめてよく伝播するほ

か，その他 Fusarium に属する菌はもちろんのこと ， Bac. aroideae, Bac. carotovorus の種類に属す

る系統あるいは変種と忠、われるさし穂、の腐敗性病原細菌も，空中より伝播し，これがさし穏に対して相当

な被害を及ぼす場合があるようにみうけられる。

すなわち，このようなことから，秘木にはまず採取前からさし木の腐敗性病原菌が付着している可能性

が強く，これを採取するときの土壌との接触あるし、はその後の取り扱いで， f.1!\木はさらに病原菌で汚染さ

れることになるし，また，たとえこれらの穂木およびさし床の消毒等を行なった場合でも，その後ただち

に周囲から病原菌が伝播される結果となるので，さし穏をこれらの病原菌の伝播からまもっていくのは容

易なことではないと推察される。

B. 寄主選択性と侵犯力

(司 分離ならびに接種試験の結果からみると， ζれらさし木の腐敗性病原菌は多犯性で， とくに樹

種に対する寄主選択性に差があるものとも認められないし，また Fusarium が湿度の高いとき地上部

の新芽等をよく侵すことはあるが，一般にさし木時期や，岡山市，京都市とし、う地理的な差，その他さし

木条件の差によって，その病原菌の種類が異なってくるものともみうけられない。すなわち，とれらは少

なくとも木本を対象としたさし木に対する普遍的な腐敗性病原菌であると考えられる。
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(b) 各病原菌の侵犯力を接種試験の結果から検討すると ， 13ac. carotovorus あるいはこれに属する

と思われる細菌はさし穏に対する侵犯力が特に強く， ついで 13ac. aroideae あるいはこれに属すると思

われる細菌が強い。他方 Endospore をもっ枯草菌属のものについては 13ac. carotovo問S と大差ない

ほどの侵犯力があるのではないかと思われる結果を示したものもあったが，し、ずれも病原菌として認める

ことにはなお疑問が残り，かりに病原性をもってし、るとしても，その多くは前 2 種にくらべてさし穂組織

を侵犯する jJが弱いものと考えられる。

なお，各分縦試験において，単独で純粋に分離された菌株数を集計した結果，この枯草菌である 13ac.

subtilis がその 47.2% を占め，頻度の高し、ことを示しているが，これは 13ac. subtilis の生息密度が高

いだけでなく，伝播力がきわめて旺盛であるためと思われる。

Fusarium oxysporum group のさし穏に対する侵犯力は，接種試験の結果からみて非常に弱いものと

みうけられるし，また各分離試験にわたって Fusarium が単独で純粋分離された総菌株数を集計した結

果，その出現頻度は1. 1%できわめて低いが，他のさし木病原細菌と異なり糸状菌であって，さし木条件

によっては地上部の新穿などをよく侵犯する場合のあることを考慮に入れると，軽視することはできない

と考えられる。

c. 侵入部位と病変

同 さし穏には切口という大きな傷口があり，たとえ切口に Cal1us が形成されても，なおその巻込

み苦防〉らは侵犯を受けやすいし，その他さし付けまでの操作中小さな傷を受ける可能性も強く，このよう

な個所のほか張痕部も病原菌の侵入門戸になる。 また Fusarium は湿気の多し、とき，冬芽あるいは新芽

の部分からも侵入する。スギ，青島トゲナシニセアカシア等 16 樹種を各種の条件のもとで計 20 ， 770 本を

さし木したものについて調査した結果，下部切口部分から病原菌が侵入したと認められたさし穂数は，腐

敗過程にあるさし穂総数の 85.4~100.0%にも達していることから，実際には下部切口が病原菌のきわめ

て重要な侵入門戸となっていることがわかる。

他方さし木の発根部位について，いままで調査された記録ならびに著者が調査した結果を総合すると，

計187の樹種およびIRI聞のうち，下端部が主要な発根部位となっていたものは 137 で 73.2% ， 下端部か

らの発根だけしかEZめられなかったものが 67 で 35.8% を占めているが，さらに下端部の腐敗のためや

むなく上部からしか発恨できなかったもののあることも考慮に入れると，この最も腐敗しやすい下部切口

部分が発恨部位としてもきわめて重要であるとし、えよう。そして特に青島トゲナシニセアカシアのように

下端部だけからしか発根できなし、樹種のさし木においては，腐敗のため致命的な失敗に陥りやすいので，

腐敗対策についてはことさらに留意する必要があり，下部切口の穂作りも，より慎重に行なう必要がある

が，下端部以外からの発根が可能なさし穏でも，下部切口部分が腐敗菌の侵入を受けると，その毒素によ

る吸水力の低下あるいは菌体による維管束閉塞などのため，上部の萎凋をおこし，そのまま枯損してしま

うことが少なくない。

(b) 13ac. aroideae , 13ac. carotovorus 等の病原細菌の潜伏期聞は短く，さし木の場合も青島トゲナ

シニセアカシア等では， 新芽伸長期に採穂作成したさし穏を 30~350C の水分を十分与えた条件下にお

くと， 24時間前後で発病し，との場合形成層部分およびまだ葉緑素をもった皮層の若い細胞は中間膜が侵

さればらばらに分離し，強い悪臭を放つ。

病徴は Fusarium が地上部の新芽を侵しやすいことを除けば， 病原菌の種類によってあまり差異が
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認められず，むしろ時期または樹種によって異なるが，一般に侵犯をうけた形成層および皮層の部分は液

化壊死ないし黒色壊死の状態となり，しばしば下部切口に灰紫色~暗紫色の分泌物がたまってくる。

下部切口部分は， Callus 形成前によく病原菌の侵犯をうけるだけでなく Callus 形成後も， その巻

込み部分から少なからず病原菌の侵犯をうけ，そこを根城として腐敗部位が拡大していくが，病原菌は形

成層の維管束の部分に沿って先行し，線状に侵犯している状態がよく見うけられる。

い) さし穂、の腐敗がきわめて著しいとき，その腐敗部あるいは腐敗部付近に Nematoda，その他カガ

シボ (Tiρula sp.) , トピムシモドキ(Onychiurus sp.) 等が数多く見い出されることがよくあること

からみて，これら微小動物の食痕がもとで腐敗がかなり助長される場合も少なくないと考えられる。

3. 殺菌および菌遮断による積極的腐敗防止

A. 殺菌剤による腐敗防止

(制従来から一般に用いられていた殺菌剤lのさし木病原菌に対する殺蘭力ならびにさし秘に対する薬

害について，青島トグナシニセアカシアのさし穏を用いて調査した結果，有機水銀斉11であるメルクロンの

洛液や石灰ボルドーの 0.02% 溶液等，さし穏に対する薬害の心配が比較的少なくて殺菌を行なえるもの

があり，また抗菌物質であるDihydrostreptomycin は Fusarium に対する殺菌効果はなかが，さし

木の病原細閣に刈ι しては 625y/cc 溶液で十分な抗菌力をもち，しかも1， 625y/cc の高濃度でなお薬害の

心配がないことが明らかになった。

(b) さし床とさし徳の消毒に腐敗防止上どの程度の効果を期待してよ U、かということにつし、て調べる

ため，前後 3 固にわたり，異なった条件のもとで試験を行なった。その結果では，さし床およびさし穂の

消毒で腐敗率が低くなる場合のほうが多かったが，普遍的存在性のあるこれら病原菌は，一時的な殺菌だ

けでは，その後すぐ周囲から新たな伝播をうけるため，十分確実な腐敗防止効果をあげることはきわめて

困難で，屋内におし、て完全殺菌したさし床にさし付け，濯水に殺菌7Jcを用いる場合でさえ，すぐ空中より

病原菌が伝播侵入するため，確実な腐敗防止効果を期待することができないばかりでなく，消毒により菌

の措抗関係が破られたさし床で，病原菌がかえって旺盛な活動を行なうためか，腐敗率が逆に高くなる場

合も少なくないことが明らかになった。ただし，種根を用ν、て根ざしする場合，これが採取時とくに傷つ

きやすく，さし付け時にすでに病原菌による侵犯部の認められることが多し、が，このようなときは，一時

的な消毒でかなりな効果が期待できるものと考えられる。また完全な独立個体を侵す侵犯力の強い病害が

発生し，これと伝染関係の強いときに消毒の必要なことも言をまたない。

(c) 腐敗を殺菌の方法で完全に防止するには，活着するまで永続的あるいは断続的な防菌方法をこう

じなければならない。そこで， さらにメルグロン， Dihydrostreptomycin 等薬害の少なu、殺菌剤を用

い，追注方式による永続的防菌に関する試験を行なったが，川砂等の緩衝能の低い土壌を用いたさし床中

でも殺菌力が急速に減退し，また土壌によってその失効速度に大きな差があるため，土壌をさし床とする

場合，このような方法により十分確実な防菌効果をあげることはなおきわめて困難であると考えられる。

このようなととから，殺菌の方法で確実な腐敗防止効果があがるようにするには，永続的あるいは断続

的な殺菌が無理なくはたせるよう， 7Jc耕あるいはこれに準じた砂耕または燦耕等による集団培養的なさし

木へとすすめていくよりほかないものと思われる。
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B. 傷口における菌遮断による方法

(幼 殺菌以外の積極的な腐敗防止法として塗布剤により病原菌のさし穂への侵入を機械的に防ぐ方法

が考えられる。

赤土による団子ざしは，このようなことがある程度考慮されている方法で，菊の芽ざしにおし、て常用さ

れ，またスギのさし木においても，これによりすぐれた活着成績の得られたことがしばしば綴告されてい

る。筆者がスギ，青島トゲナシニセアカシア等について試験した結果，乾燥しやすい条件のさし穂あるい

はさし床ではむしろ水分供給をよくするという面での効果があり，腐敗防止効果は特に腐敗しやすいさし

床においてさし木する場合はじめて期待できるのであって，必ずしも常に好結果がえられるものとは考え

られない。 また， 各病原菌の大きさにつし、て調査した結果， 菌体の幅において 0.2μ， 長さにおいて

0.9μ が最小のものとして認められたことからも明らかなように，この赤土による団子ざしは， 菌遮断と

いうことにおいてはなおきわめて不十分であり，その効果は遮断というよりはむしろ，病原菌の活動しに

くい赤土を用いることに原因するところが多し、ように思われる。

(同 つぎに病原菌を完全に遮断することのできる松根 pitch を材料としたものをさし穂の下部切口に

塗布して，その防菌効果について比較検討した。これは水分，酸素も通さないため，再生活動の低下とい

う現象が認められたほか，生理障害による腐敗等に対する抵抗力の減退とし、うことが予想されたが，それ

にもかかわらず，不十分ながらほとんど例外なく防菌効果があがり，このため最終発根率は無塗布のもの

より高くなる傾向にあるものと推察された。

り) これらの結果からみて，もしさし穏に水分，酸素等の不足の害，その他生理活動に対する悪い影

響を与えず，しかも長期間，その下部切口部にかぎらず，さらに地下部に位置する部分からの病原菌の侵

入を完全に遮断できる塗布剤を見いだすことができれば，これによってそのさし木成績の著しい向上が期

待でき，しかも比較的さし床会選ばずすぐれたさし木成績が得られるようになるものと考えられる。

4. さし木の条件と腐敗および腐敗回避

A. さし穂自体の条件と腐敗および腐敗回避

(剣 樹種によってさし木の難易の程度には大きな差があり，また，さし木の活着を困難にしている原

因にも樹種によっていろいろと相違が認められるが，さし穏の腐敗に対する抵抗性が樹積によってどれほ

ど差があるか調べるため， 26樹種を同時にさし木し，さし付け後15 日目， 30日目に比較調査した。その結

果， 15 日目にすでに全部腐敗してし、たものから30日目になお全く健全を保っていたものまであり，樹種に

よってきわめて大きな差のあることが認められた。

(b) さし木時期と腐敗との関係について究明するため，屋外のさし床および室内定温条件下における

さし床で，時期別試験を行なうとともに，他方冬期温室内で出芽した親木から穂、木を採取し，その腐敗に

対する抵抗性について比較し，また冬期採取し貯蔵した休眠校と活動枝の腐敗に対する抵抗性についても

比較試験を行なった。

これらの結果から，さし穂はさし付け時期よりはむしろ採取時期，すなわち採取する穂木の内的要因に

よって腐敗率にきわめて著しい差があり，新芽伸長期等腐敗に対する抵抗力のきわめて弱し、状態にある穂、

木を採取しさし木する場合は，その発根能力のし、かんにかかわらず，腐敗という原因だけで活着がほとん

ど期待できない樹種も非常に多く，このさし穏採取時期はさし床土壌の選定とともにさし木の成否を決定
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するほどのきわめて重要なことがらであることが明らかになった。

さし木の重要な病原菌であることが確認された 13ac. carotovorus にっし、ては，これが Pectin 質の多

い細胞中間膜をよく侵す161) との報告があるが，新芽伸長期i等に採取したさし穂が，このようにきわめて

腐敗しやすいのも Pectin 質等の多い若い細胞によって満たされているためではないかと考えられる。

さし稽ゆ腐敗に対する抵抗力を採取時期別に検討した結果，一般に落葉広葉樹におし、ては，成長休止期

である 11 ~3 月ごろが腐敗に対する抵抗力が最も強く， その後新芽の伸長開始直前ごろまではわずかず

つ，さらに新芽の伸長開始と同時にきわめて急激に抵抗力が減退し，その後伸長休止あるいは肥大成長休

止にともなってふたたびその抵抗力が強くなることが明らかになった。

これに対して，常緑樹にはアカマツのように，冬~春採取した穂木の新芽は伸長しやすく，むしろ新芽

伸長後の枝を用いてさし木したほうが，さし付け後の新芽の徒長がおこらず，腐敗しにくいものもあり，

その他一般に落葉樹にくらべて，秋期の腐敗率の低下も緩慢であることなど，時期別腐敗曲線にある程度

のずれの認められる樹碕も多いが，やはり落葉樹の場合と似かよった傾向を示してし、る。

このようなことから，一般に腐敗回避上休日民枝ざしは好ましいが，緑枝ざしは危険性がきわめて高く，

実行に際しては腐敗に対して十分注意しなければならないものといえよう。 ただ一応充実した緑枝は，

若い組織で満たされており，発根能力そのものにおし、ては休眠校以上にすぐれている場合が多いとも考え

られるので，その能力を十分発揮さすため，腐敗防止，あるいは回避を効果的に行なうよう考えてみるこ

とも必要と思われる。

何) 腐敗に対する抵抗力が最も強レ状態にある休眠枝を採取し，発根に好適な温度が得られるように

なるまで，これを低温で!!'r蔵しておくことは，腐敗回避の面からみてもきわめて合珂的で，貯蔵法さえよ

ければ，さし付時期をかなり自由に調整できることが明らかになり，青島トゲナシニセアカシアについて

試験した例では O~5 oc の低温で貯蔵した穂木を用い，活着不能期とみられる 6 月末でも， 92.5%の

すぐれた活着率が得られた。

B. 環境条件とさし木の腐敗および腐敗回避

(剥 さし床土壌の種類とさし糖、の腐敗，またさし床の土壌水分とさし穂防腐敗および乾燥枯死との関

係について，繰り返し試験を行なった。

さし木において乾燥ということが問題にされやすいが，とれら試験の結果からみても軟弱な草本類のき

し芽とか，よほど蒸散量の多し、さし穏でなし、かぎり，乾燥による枯損を防ぐことは困難とはいえない。

これに対して，腐敗を安全確実に隙極的に防ぐことはきわめて困難で， ~r;識ある管~qlを行なっていても

発根するまでに枯損してしまう原因の多くが腐敗にあると考-えられるが，さし床土壌の種類につし、て行な

った試験の結果からみると，有機質がほとんど認められない，しかも排水の悪くない新鮮な赤土，あるい

は黒おんじ土壌等をさし床とした場合はさし穂が腐敗しにくく，その他さし床土壌の種類によってさし穂、

の腐敗率には大きな差が認められた。

従来，さし木の好適用士は，植物の種類によっても異なるが，一般に排水，通気ならびに保水力のよい

もので病原菌のおそれの少なし、ものがよく，病原菌のおそれのある一般の土壌や使し、古しの土壌を使用す

るときは，土壌消毒を行なうことが望ましいとし、われている。本試験の結果から，さし床土壌の選定とい

うことは，さきにのべた採穏時期の選定ということとともに，さし穏の腐敗率に大きな影響を及ぼし，ひ

いてはさし木成績の成否を決定づけるほどの大切なことがらで，事業実行上絶対におろそかにできないこ
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とが明らかになった。なお，さし床の土壌選定を誤り，さし穂の腐敗率が高くなりやすい場合，その病原

菌が普遍的存在性をもった腐敗性細菌であるかぎり，土壌消毒等でその補いをつけることは困難であるこ

とをよく心得ておかねばならなし、。

ただ排水のよい新鮮な赤土とか黒おんじ土壊等を除く一般の土壌では，これをさし床とした場合どの程

度さし穂が腐敗しにくし、かということになると，土壌中の菌の措抗関係その他複雑な条件が重なりあって

いるため，一見して判別することは困難な場合が多いし，また事業実行ともなれば，事実このようなとこ

ろでさし床をみつけなければならなし、ことが多い。

このようなときは，本格的なさし木を行なうに先だって，あらかじめ腐敗しやすい穏木を用いてその腐

敗率から好適士壌を比較選出することが望ましく，青島トゲナシニセアカシアのさし木においては，事実

各所にあるさし木養市地のi活着率と，あらかじめそれぞれの個所から採取した土壌について調査した腐敗

率との聞には，きわめて強い負の相関関係のあることが認められた。

つぎに土壌水分とさし穂の乾燥枯死および腐敗との関係についてみると，一般に土壌水分が少ないほど

乾燥枯死率が増し，他方土壌水分が多し、ほど順次腐敗による枯損率が増え，なかには青島トゲナシニセア

カシアの根ざしの場合のように，土壌水分の高いとき著しい腐敗率の増加による活着率の低下がみられた

ものもあったが，最大容水量に対する水分量が 759五以上になると， 土壌の種類によっては腐敗率の少な

くなるものもみうけられた。青島トゲナシニセアカシアのさし木において，総枯損率の最も低い値を示し

た土壌水分をその最大容水量に対する百分率で-表わすと，士壌によって異なるほか，蒸発量により強い影

響をうけることも予想されるが， 平穏な気象条件下で試験した範囲内では， そのほとんどのものが 30~

45%，とくに花尚岩質のはげ山から採取した土壌は 20% 以下のところにあり，乾燥による枯損は土壌水

分がきわめて低い値のところでおこるのがみられた。ただ，よいさし木成績をえるには，枯損率を少なく

するだけでなく，発根にも適する条件を与えねばならない。一般に土壌水分が 50~60% のとき，よい活

芳成績のえられるものが多いといわれていることからみると， 発根に都合のよい土壌水分はむしろ 50~

609百以上のところにある場合が多いのではないかと考えられる。

(b) pH の調節によるさし木の腐敗回避あるいは防止の可能性について検討するため， pH の調節を

行なった Bouillon 液体培養基を用い，病原菌の発育程度を調査したが，酸性側における病原細菌の発育

限界は pH 3.8~4.2 にあるものが多く，他方 Fusarium oxysporum group に属すると思われるもの

は pH 3.2 でなお発育が認められた。 なお，いずれも pH 5.2 より隊性が弱くなれば，その活動はさか

んとなり， pH 9.0 の強いアルカリ性においてもその生育がみとめられた。

すなわち，高等植物の生育の対象となる pH 値では，いずれの病原菌もまず十分発育するととがわかっ

たが， pHj直を調整した土壌をさし床とした場合の実際のきし木について試験したところ，やはりさし床

の pH 値は腐敗回避あるいは防止というよりも，むしろ発根の面からより重要視する必要があるものと考

えられた。

(c) 各さし木病原菌の死滅温度，および温度とその発育との関係を，各代表菌株について調査した結

果によると ， Fusarium oxysporum group に属するものを除き， 他の腐敗性病原細菌はすべて 50 0C 10 

分で死滅せず，また Endospore をもっ Bac. subtilis あるいは Bac. mesentericus に属するものは病原

菌と認めるにはなおいくぶん疑問は残るが，いずれも 90 0 C の高温に耐え， さらに 1000C 10分でも死滅

しないものもみうけられた。なお好適温度は各病原菌ともほぼ 30~360C にあるととが明らかになった。
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木場舶が Bac. aroideae について侵犯力と温度との関係について調査した例によれば，その侵犯力は

必ずしも菌の発育状態とは一致せず Pectinase の生産力との関係に接近してし、るとのべているが，やは

り， lO oC よりほぼ 35 0C まで温度が高くなるにしたがって111m次旺盛になってし、ることを明らかにしてい

る。

さし木における好適温度は，さし穂の発根と腐敗との両面から検討する必要がある。 10， 15, 20 , 25 , 

30, 35 0C の温度区を設け， 青島トゲナシニセアカシア，スギ等を含む計14樹種のさし木を行ない，発根

および腐敗の面から分析的な検討を行なった結果によると，全般的にみて，腐敗はほぼ 20 0C までは比較

的徐々に， 20 0 C 以上 30 ~ 35 0 C まで111員次高温になるにしたがって著しく旺盛となり，また発根適煽は

樹種による差が大きく，スギでは 30 0 C 近くにあるほか，アメリカヤマナラシのように 20 0 C あるいはそ

れ以下の比較的低い温度でよく発根するもの等もあるが，概して 25 0 C 内外あるいはこれよりわずか高温

のところにあるものが少なくないように思われる。

すなわち，ほぼ 25 0 C までは温度が高くなるにしたがって，腐敗だけでなく発根にも順次好適となって

くる制随が多いが，さらに 250 C 以上 30~350C まで順次高温になるにしたがって，発根活動がかえって

衰えるか，あるいはごくわずかしか向上しないのに対して，腐敗活動はなお順次旺盛になり，腐敗による

活着率低下の危険性も増してくる傾向がある。

このようなことから，発根活動に最適な温度が必ずしも最適なさし木温度ではなく，さし木に最適な温

度は，発根に最適な温度より低めにあり，腐敗の難易と発根力とに関する条件の相互関係いかんにより，

|司一樹種でもある程度異なってくるものといえよう。そして，腐敗しやすし、条件でさし木をするときほど

腐敗による活着率の低下がおこりやすいから，発根力の強い秘木の係用，あるいはさし穂の発根力増進処

理等によりさしtíli，の発根力を高め，控えめの低い温度でさし木することも考える必要がある。とくに，青

島トゲナ、ンニセアカシアのさし木における試験の結果，発根能力増進処理は発根適温の範囲をも大幅に拡

げる効果が認められ，比較的低温で，より高温の場合と変わらないだけのよい発根成績の得られることも

わかったが，このような処理を行ない，腐敗のおこりにくい比較的低温において，しかもさし付け後短期

周でよい活着成績があげられるようにすることは，腐敗回避という意味においてもきわめて好ましい方法

と思われる。

なお，岡山市において，地下 10cm の温度を調査した結果によると，梅雨期から 9 月ごろに至る期聞

は 20~250 C 以上になることが非常に多いが，この期間におけるさし木は， やはり高温による腐敗のた

め， ì舌着成総が低下する危険性が強し、ものとし、えよう。

5. さし木の腐敗防止およひ.回避による実用的発展

A. 樹穫別各論

(幼 さし木の活着成績に大きな影響を及ぼす腐敗と， その防止および回避については，前述のとお

り，ある程度これを究明することができた。すなわち，病原菌のさし穂への侵入を塗布剤等により機械的

に遮断する方法は，今後その好適塗布剤を究明することによってかなりな期待がもてるようになると思わ

れるし，その他永続的または断続的な殺菌の可能な水耕または砂耕，悪事耕等集団培養的なさし木にも期待

がもてるようになると思われるが，現在積極的な防止方法としては，温室内のさし木等で，完全な独立個

体をも侵す強力な病原菌の発生の恐れのあるとき，またさし床の連用等で，さし床の病原菌による汚染度
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が一時的に高くなっている場合，その他穂、木が採取ならびに貯蔵等で傷つき，病原菌により汚染のひどい

ときや，青島下ゲナシニセアカシアあるいはキリ等の根ざしで，種根が採取時傷つきやすく，病原菌によ

り一部侵犯されている場合等のむしろ特殊な場合，さし床あるいはさし穏を消毒することが必要で、，なお

このほか，赤土による団子ざしが不十分ながら病原菌の切口への到達，あるいは腐敗活動をある程度防ぐ

に役だつことがあるにすぎない。 しかし， どのようなさし木方法をみても， 発根までの抵抗力の弱い臨

間，腐敗を積極的な方法で確実に防止できる方法が見いだされない現在においても，採穂、時期およびさし

床土壌の選定のしかた，あるいはその他の方法等によって，病原菌が存在しても腐敗活動が比較的行なわ

れにくい条件をある程度まで確実に整えることができるようになったので，青島トゲナシニセアカシアを

はじめ，その他肥料木を主とする数種にわたって，発根能力ならびにその増進に関する試験をも行なか，

安全確実なさし木方法の確立をはかった。

(b) 青島トゲナシニセアカシアは，やせ地やはげ山での成長も早い肥料木で，飼料用，薪炭用樹種と

してもすぐれていながら，不稔性で実生繁殖が望めないため，そのさし木増殖が強く要望されていた。し

かしそのさし木は困難とされ，実際には有刺のニセアカシアを砧木とし接木されたものが街路樹に用いら

れているにすぎなかった。

この樹種は試験の結果，植物成長ホルモン処理により著しい発根能力増進効果のあらわれることが明ら

かになり，穂木の採取時期ならびにさし床土壌のほか，さし木成績に関与する重要な条件についての解明

とあいまって， 80~100%の安定したよい活着成績も容易に得られるようになった。 下部切口を唯一の発

根個所とするとの樹種の活着率は，腐敗によりとくに強い影響をうけるため，さし床土壌の選定にあたゥ

ても，一見して良否の判定のっけにくい場合は，あらかじめ候補土壌にさし木し，その腐敗の難易を十分

確かめてから本格的なさし木に移るべきであることについては前述したとおりである。

なお，さし木で得られた白根首をもととし根ざしも行なえるようになったが，この根ざしでは種根に高

温による Curing 処理を行なうことによって，そのさし付け後の腐敗がある程度防止できるだけでなく，

発芽，発根が著しく増進するととも明らかになった。 これら青島トゲナシニセアカシアのさし木方法に

関しては， 1947年試験に着手してからその後順次公表したが， 1954年まで，さし木養苗数の変遷について

調査した結果， 1947年当時さし木養首がほとんど行なわれていなかったのに対し，その後養首数は年々急

上昇をたどり， 1954年には総計において，さしつけ数1， 049万本，得苔数 807万本に達した。

なおこの間，活靖率は根ざしにおいて変化はほとんどなく平均 81. 5% であったが，枝ざしはさし木技

術の向上のほか，若い親木からとれる穂木が多くなったことにもよろうが，初期の 45.5% から順次着実

に向上し， 81. 0% に還している。

(c) イタチハギはさし穂の下部切口からだけでなく，その上部からもよく発根し，しかも腐敗しにぐ

い樹種であるととから，押切りを用い，少なくとも 1 芽が含まれる範囲内で小片に切り，これを種子に準

じてばらまきし，それぞれ独立したさし木苗に仕立てあげる校まき法が行なわれるようになった。

また，ハンノキ属のものおよびヤマハギは，固有の発根能力は強いとはいえず，勢いのよい萌芽枝の利

用，あるいは若い親木からの穂、木採取が好ましく，とのうちハソノキ属のものは，春新芽の活動が早くは

じまり，早く腐敗しやすい状態へと移行する関係上，さし穂深夜時期を特に早くするとと，腐敗のおこり

にくいさし床を用いること，その他発根阻害物質の除去処理，および発根促進処理を行なうことが望まし

いが，とくに苗木の山出しに際して勢定される校を活用すれば，ハンノキ，ヤマハYノキ，オオパヤシャ
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プシのさし木養苗は事業的にも十分期待できるものと考えられる。

グズは発根能力が著しく強し、が，きわめて腐敗しやすく，特に節間部における腐敗の進行は著しく早

い。そして発根後卜分な十底抗力ができていなし、問に，その侵犯をうけて枯損するものも多いので，腐敗に

関しては十分慎重に対処しなければならないことが明らかになった。なおグズは，蔓の年齢が古くないか

ぎり，各節音問、らよく発恨するので，採取，貯蔵はなるべく切口を作らないよう長いまま行ない，さし付

けも波状に伏せ込む波1itî法が合理的と考えられる。

B. はげ山におけるジカざしと養酋

(剖 さきに，さし木の腐敗を回避し，すぐれた活着成績をあげるためには，さし床の選定を誤らない

ことがきわめて重要で、，有機質のほとんど認められない，水はけ，保水のよし、新鮮な赤土では，さし秘の

腐敗が非常に少ないことについてのべたが，土壌侵蝕が著しく，砂防造林の大きな対象となっている花儲

岩地帯のはげ山土壌は，一般に排水，通気もよく，さし木には好適な土壌と考えられる。

はげ山の成因の 1 っとして降雨量の少ないことがよくあげられるが，瀬戸内沿岸の花崩岩地liii:のはげ山

もその例にもれず，年平均雨量が 1， 000 mm 内外あるかはそれ以下の少ないところもあり，晴天時きわ

めてよく乾燥しているようにみうけられる場合が多い。しかし，この花崩岩地帯のはげ山は，地面下ごく

浅いところで水分辿続が断たれ，強く乾燥しているようにみうけられる場合でも，表土をわずか除けば比

較的よく水分を保っているもので，瀬戸内沿岸地帯のうち最も降雨量の少なか玉野市の花嗣岩のはげ山に

おいて，筆者が地下 5 ~10cm の土壌水分を 5 月の乾燥時に調査した結果では，最大容水量に対する水分

率で 18.0~23.5% あり，また夏の最も乾燥の強い時期に， 乾燥の強い峰古11で調査した他の例もある 126)

107) が，これを最大容水量に対する水分率に換算しでも 15% 以下になるとは思われない。

さし穂の乾燥に対する抵抗性は，筆者ならびに岩水 96) 99) 100) 101)が試験した結果からみると，樹種ある

いは採穏時期等により大きな差はあるが，とくに落葉樹の休眠校を用いたさし穏では抵抗性が強く，著者

が青島トゲナシニセアカシアのさし木について試験した結果でも，さきにのべたとおり多くの土壌におい

て，最大容水量の 30~45% 以下のかなりな乾燥状態においてはじめて枯損したものが認められ，さらに

この花繭岩のはげ山土壌においては， 15~杉の少ない土壌水分でわずか 2% が乾燥により枯損しているに

すぎない。これらの結果からみると，花闘岩地帯のはげ山は，青島トゲナシニセアカシア等のさし木を枯

損さすほど強く乾燥する心配は比較的少なく，むしろすぐれた天然の浬想的なさし床と考えられる。

従来わが国のはげ山の緑化方法としては，おもに苗木槌栽とジカまきが行なわれ，さし木に類するもの

には，編柵や芝どめにヤナギ属が使われている程度にすぎない。 はげ山の緑化にジカざしが採用できれ

ば，首木植栽の場合のように，養苗のための労力経費をかける必要もなく，また苗木と異なり，根を傷め

る心配もいらず，簡易な地ごしらえによってさし付けることもできるし，また他方ジ、カまきの場合にくら

べると，穂木が種子より大きく，それだけ深くさし付けることができるため，土壌の崩落あるいは表土の

移動で流失する心配が少ないだけでなく，地表面が強く乾燥するときでも，その影響をうけにくいので，

これらの点からみてきわめて好都合と考えられる。

このような観点から，岡山分場隣接の緑化試験地，鉾立試験地(岡山県児島郡東児町) ，玉野緑化試験

地〔玉野市玉原) ，呉市の国営砂防地等で順次ヅカざしに関する試験をすすめた。

(b) 樹種別比較試験を繰り返し行なった結果から，はげ山緑化用の樹種である青島トゲナシニセアカ

シア〔枝ざし，根ざしとも)，イタチハギは活着成績ならびに初期の成長の面からみてきわめてすぐれ，
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80;;百以上の活治率をうることは比較的容易で， とくに青島トゲナシニセアカシアの根ざし，およびイタ

チハギの枝ざしでは，特殊な悪条件がないかぎり， 909話以上のすぐれた活着成績をあげることも困難でな

いことが明らかになり，青島トゲナシニセアカシアについては， 1949年以降山地ジヵざしが府県でも実際

に行なわれるようになった。

これらの樹積は，花儲岩地帯のはげ山のジカざしにおいて，乾燥のため枯損する心配が少ないととにつ

いてのベたし，またジカざしにおいては，さし付け時およびその後の濯水等も不要と考えられた。青島ト

ゲナシニセアカシアについて，さし穂、の長さ 15cm の場合の好適なさし付け深さ，およびこれに関連し

た穂木のさし付け角度と活着成績との関係を調べた結果，やはり乾燥を心配し穏木全部を地下に埋め込む

必要はないが，水分あるいは養分吸収上重要な役割をもっ下部切口は，少なくともほぼ地下 10cm 以上

深くするのが好ましし、ことがわかった。そして穂木はなべるく垂直に近くし，むしろ長さの 4 分の 1 程度

を地上部に露出させる方法がよく，横位あるいは強く傾斜させて埋めると，初期の発根は大差ないが，出

芽が遅れ，発根後枯帰するものが多く，好ましくないことがわかった。

ジカざしして，無肥料のままで放置した場合は，ほとんど例外なく活着後の生育が期待できなく，つぎ

つぎに枯損していくので，順次施肥試験を行ない，また地ごしらえに関する試験もあわせて行なった。そ

の結果施肥によりきわめてすぐれた成長が行なわれるが，堆肥を施用する場合はやはり吸着肥料を施用す

る場合にくらべ，し、くぶん腐敗率が高く，このほか風化堆積している土壌が深くないところでは，植栽の

場合に準じた穴にさし付けるより，溝を切り，これにさし付けるほうが腐敗による活着成績の低下が少な

いことが認められた。

なお，土壌は深く耕すほどその後の生育はよいが，土壌がある程度深い山腹では，ツノレハシ等を打ち込

んだ小穴にさし付けおよび施肥を交互に行なうだけの簡易な方法で目的の達せられるところのあることも

明らかになった。

や)花闘岩地帯等のはげ山は従来価値のなし、未利用地と考えられていたが，これが天然の理想的なさし

床であることが明らかになった。すなわち，その土壌は腐敗回避効果が高く，しかも発根に好適な理学性

をそなえているばかりでなく，管理上最も厄介で経費のかかる除草の心配がほとんどいらないほか，施肥

は絶対に必要で、あるが，根系のしっかりした健全なさし木苗がえられ，その他腐敗以外の病害のおそれも

少ないというすく守れた長所が認められる。

さし付けは erosi口n の心配のない範囲内で，原状のままの斜面あるいは水平方向とした筋状また階段

状にさし床をつくり，これに実行すればよく，また治山工事のため，法切り， l'也ごしらえされた山腹ある

いは階段上に養苗用として余分にさし付けを行なウことも望ましい。

ジカざしと同様，さし付け後濯水あるいは日おし、を用いず放置したままで，すぐれたさし木成績が得ら

れるのは，比較的乾燥に強い樹種に限定されるものと思われるが，さし付け後放置することなく，適宜効

果的な管理方法を考えるなら，相当多くの樹種のよいさし床として活用できるものと思われる。
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Rot Diseases of Tree Cuttings and Their Control. 

Yoshiro MORISHITA 

(R駸um�) 

In forestry, as more and mor巴 importance has been attached to the problem of race, 
the necessity of vegetative propagation by cuttings has to be taken up more seriously even 

from the standpoint of business. Howev巴r， among the us巴ful tree species, th巴re ar巴 still a 

considerable number of those whose cuttings cannot be made to root or are difficult to root 

: besides, those whose cuttings can be made to root, easily or oth巴rwise， differ greatly in 

their rooting results, depending on the time and place of planting and on the person who 

engages in planting. 1t is not unusual that the planting results in failure unexp巴ctedly.

1n order to obtain stabilized successful results at any time of planting cuttings, including 

cuttings of those species found difficult to root, the studies have to be made from two sides. 
1. To let th巴 physiologically unstabiliz巴d cuttings live healthily for a long time without 

causing them to die. 

2. To promote the cuttings' rooting ability to the extent that they fully display it, and 

to curtail the physiologically unstabilized p巴riod before rooting. 

1n practice, although cuttings ar巴 intended to be plant巴d very carefully, death begins 

to take place among them very soon after planting and deteriorates remarkably the results 

of planting cuttings. In such cases, a great of the wilting cuttings have their lower cut 

ends already affected by rot disease. 

In other words, such wilting of cuttings is observed to be a secondary phenomenon , caused 

by mechanical stoppage of the vascular bundles by pathogenes, or by lowering of water absoｭ

rption ability by exotoxin thereof. 

1t has been elucidated that a cutting, being diff巴rent from an independent living indivi. 

dual, has its resistance to pathogenes lowered remarkably as soon as it is cut from its parent 
tree. In addition to this, having a cut side, or the so司called large wound, a cutting is proｭ

vided with favorable condition for pathogenes to infect. Such being the case soil bacteria 

and soil fungi, which exist universally but are usually unable to infect the independent 

living parent tree, multiply furiously as pathogen巴s toward a cutting. 

This is a report summarizing the results which have been obtained after the investi 

gation on rot disease, an important subject which has such a great influence on the results 

of planting cuttings and yet has not been satisfactorily studied. The experiments were 

made on 41 species including major species, during th巴 period from 1946 to 1958. 

1. Pathogenes of rot disease of cuttings. 

A. Isolation and inoculation experiments. 

(a) As for the cuttings of 33 species, classifi巴d by sp巴cies， seasons, kinds of cutting beds 
and kinds of cultur巴 media， more than 2, 500 stocks of microbe were isolated from the newly 

affected parts of th巴 cuttings suffering from rot disease. Th巴y were arranged by classificaｭ

tion according to the distinctiv巴 features by which they differ from one another, after a 

general investigation on th巴ir forms of growth on the slant culture media, forms, growth, 
color and lustre of colonies on the plate cultur巴 media， morphological features and others. 
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They were c1assified into 8 bacteria and 2 fungi, and given the following symbols respectiｭ

v巴ly for the time being for convenience sake_ 

Bacteria 

Fungi 

C, 0 , P, Tl> T 2, U , Y , Z 

Fl> F2 

(b) Representative isolates, l to 4 in number, were selected from each of the classified 

groups of the isolates, except Z which had rarely been isolated, and in order to ascertain 

their pathog巴nicity ， inoculation and reisolation experiments were carried out for 5 times, 

in different ways resp巴ctively， on the cuttings of “ Tsingtao-togenashi-niseakashia" (Robinia 

ρseudoacacia var, bessonia持a)， “ Itachihagi" (Amor，ρha fruticosa),“Yamahagi" (Lespedeza 

bicolor var. iaponica), “ Kuzu" (Pueraria hirsuta) , “ Yamanarashi" (Populus Sieboldii) , “ Hannoki" 

(Alnus iaponica var. genuina) , “ Sugi" (Cry'ρtome1匂 .iaponica) ， etc. Results of them show 

that th巴 representative isolates of C, 0 , T2, U, F1 and F2' may be admitted to be pathogenes, 
though there still are some grounds for doubt in recognizing pathogenicity in the r巴presen

tative isolates of P, T1 and Y. 

B. Discrimination of pathogenes. 

(a) In order to determine their order in classification, the representative isolates of each 
of the bacteria groups, except Z group, were investigated in point of their microscopic 

morphological features and staining reactions, various cultural characteristics metabolic 

productivity, and also their various characters pertaining to oxyg巴n， temperature, pH value, 
etc , They were also examined not only by BERGEY, D. H. Classification System but also by 

SMITH, E. F. Classification System, Group Number System, etc. As for the 2 groups of fungus, 

investigations were made into th巴 forms and size.of their macrospores, microspores and chlaｭ

mydospores and also into other matters relating to sporodchia. They wer巴 also cultured on 

various kinds of media for comparative culture; and the results of the foregoing are as 

follows: 

What have b巴巴n ascertain巴d to be pathogenes are : 

U 1122 A strain or a variety of Bac. carotovorus 
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Another strain or a variety of Bac. carotovoru.s 

A strain or a variety of Bac. aroideae 

A strain c10se to Bac. carotovorus 

A strain belonging to Fusarinm oxyspo問m group 

A strain belonging to F. oxysporum group 

Ther巴 is still some doubt in recognizing the following as pathogenes : 

Bac. subtilis 

The on巴 supposed to probably be Bac. mesentericus which is conｭ

sidered to be the same species or a variety of Bac. subtilis or Bac. 

ρumilus 

Y 1918 A particular strain or a variety of Bac. subtilis 

(b) lt has gen巴rally been said hitherto, that, as often the case with seedling cultivation, 
the cuttings would be easily damaged by damping-off if they were planted in a green 

house or a hot b巴d， or were plant巴d under the meteorological conditions of high temperature 

and excessive humidity , and that it would make the situation worse if th巴y were planted 

densely, and that the pathogenes thereof are Pythium, Phytophthora, Rhizoctonia, Botrytis, 

P 1116 

T1 1410 

Fu.sarium, etc. Sometimes there also exists bacterial wilt disease. 
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In the writer's investigation reported herein, it was recognized after the examinations 

which had been made repeatedly by isolation and inoculation of pathogenes, that most of the 
major pathogenes, which constituted more or less a menace to cuttings because of their 

lowering th巴 percentage of rooting, were bacterial, and no fungi were recognized as pathogenes 

except Fusarium sp., not only in the case when the cuttings were planted in a nurs巴ry but 

also in the case when they were planted in the thermostat room maintained at the t巴mpe

rature of 25 0C士3 0C. In other words, it might be necessary for Pytium, Phyto，ρhthora， Rhizoc. 

tonia, Botrytis etc. to be taken seriously if the cuttings are to be placed under such particuｭ

lar meteorological condition as are often incurred wh巴n cuttings are handl巴d in gardening, 

or if there seems to be a fear of infection from the other suscept ; otherwis巴， they cannot be 

considered as the universal pathogen巴s which constitute a standing menace to the cuttings 

of woody plants. 

(c) As stated before, it is more or less assumed that Bac. carotovorus and Bac. aroideae , 
the pathogenes of bacterial rot disease of vegetables such as turnips, carrots, etc., as well as 

those belonging to Fusarium oxysporum group, th巴 pathogenes of damping-off of various seedｭ

lings or of wi!t disease of farm crops, can b巴come major pathogenes of cuttings. Therefore, 

as for Bac. carotovorus and Bac. aroideae, the stocks which had been isolated from vegetables 
and ascertained to be such , were used for inoculation examination and reisolation inv巴stigation

made on the cuttings of each tre巴 species， while the representative isolates which had been 

isolated from the cuttings and assum巴d to belong to the species of Bac. carotovorus or Bac. 

aroideae , were used for inoculation examination and reisolation investigation made on turnips 
and carrots: as a r巴sult， either of Bac. carotovorus and Bac. aroideae , was ascertaind to be 

pathogenic. 

As for the isolates, a detai!ed investigation covering all the stocks of them has not yet 

been made, and as each representative stock has been selected at random from each of the 

group which had b巴巴n classified based on a general investigation, the representative stocks 

cannot always be said to represent any and all of th巴 stocks belonging to the group conｭ

cerned. Especially does this apply to Fusarium sp., they being classified into only 2 groups 

by the appearanc巴 of their colonies and by color, and not being classified by any of the other 

items essential in classification. For this reason it is considered that there might be among 

the isolates classified into such groups a great possibility of existence of Fusarium sp., entirely 
different from the species of the representative stocks. However, from the above results, it 

was ascertained that there are what can become major phytopathogenic bacteria of th巴

cuttings, in Bac. carotovorus, Bac. aroideae which are the phytopathogenic bacteria of rot 

disease of cruciferous vegetables, carrots, etc. and also in the strains belonging thereto and 

varieties thereof. B巴sides ， it may also be said to have been ascertained that those of Fusaｭ

rium oxysporum group, the pathogenes of damping-off of various seedlings and wilt disease 

of farm crops, become pathogenes of cutting. 

2. Penetration of pathogenes and symptoms of cuttings. 

A. Dissemination of pathogenes. 

Bac. carotovorus and Bac. aroideae are able to liv巴 in the soil; as for those belonging 

to Bac. subtilis, Bac. mesentericus， 巴tc. there is still some doubt as to whether they can be 

admitted as phytopathogenic bacteria, and yet they are sometimes said to be the greatest 



さし木の腐敗とその防止および回避〈森下〉 -281-

in number among the soil bacteria. In the meantime, it is usually admitted that those 

belonging to Fusarium exist universally in the soil. 

As for their existence in the air, the fact cannot be overlooked that the common phytoｭ

pathogenic bacteria, such as Bac. carotovorus, Bac. aroideae , etc., can disseminate in the air, 

in liquid, or in slime, without losing their lives, although they are very weak to drought. As 

for Bac. subtilis, etc. which form endospores, though it is still doubtful whether to admit 

them as pa thog巴nes or not , th巴y are considered to be strongly resistant to drought and 

temperature , and to float widely in the air surviving: Those which belong to Fusarium 

are also said to disseminate sometimes in the air by spores. 

Considered from the results of the investigation on the pathogenes which seemed to 

have come from the air and invaded cuttings, other than the inoculum, in the process of 

operation at th巴 inoculation experiments made for several times, Bac. subtilis, etc. floated 

in great numbers in the air under a fairly stabilized meteorological cùndition, and thus could 

disseminate very actively , though they have not yet been ascertained to be pathogenes; 

moreover, the fungi belonging to Fusarium, the phytopathogenic bacteria of rot disease of cutｭ
tings , which are considered to be strains or varieties belonging to the species of Bac. caroto・

vorus or Bac. aroideae , seemed to disseminate sometimes from the air and do a considzrｭ

able damage to cuttings. 

That is, the slips are affected by the pathogenes of rot disease of cuttings, not only 

befor巴 slipping， but also at the time of slipping by contact with the soil, and also after 

slipping while being handled; even in cases in which the slips and cutting beds had been 

disinfected, they would have to be subject to the dissemination of pathogenes from their 

surroundings immediat巴ly after disinfection ; such being the case, it is obvious that protection 

of cuttings from those pathogenes is not a easy work. 

B. Selectivity for host, and invasive ahility. 

(a) Judging from the result of th巴 isolation and inoculation 巴xperiments ， those pathoｭ

genes of cuttings are pleophagous, and they s巴em to have no preference among the tree spech 

es in their selectivity for host ; and though there is no denying the fact that Fusarium often 

invades the sprouts, etc. above the soil surface when humidity is high, the species of 

pathogenes, generally speaking, do not seem to vary according to the planting season, and 

the geographical differenc巴， so far as exist between Okayama-city and Kyoto-city, to the 

differences in other factors of cuttings. From this it could be said that they are considered 

to be universal pathogenes of cuttings so far as the cuttings of woody plants are concerned. 

(b) By the examination of the attacking ability of 巴ach of the pathogen巴s based on the 

results of the inoculation experiments, it was found that the attacking ability of Bac. carotoｭ
vorus or of th巴 bacteria supposed to belong thereto, is especially strong to the cuttings, and 
that of Bac. aroideae or the bacteria supposed to belong thereto is secondly strongest. On the 

other hand, as for the stocks with endospores, although some of them have indicated that 

they might have an invasive ability hardly different from that of Bac. carotovorus, all of 

them give rise to doubt as to whether they should be admitted as pathogenes. Granting that 

they have pathogenicity, most of them are considered to be inferior to the above-mentioned 
2 species of bacteria in their ability to invade cuttings. 

By the way , as a result of adding up the number of stocks isolated individually in each 

experiment, it was found that the numb巴r of the stocks of Bac. subtilis with endospores 
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reached 47.2% of them all , and showed that they had high fr巴quency in appearance ; this 

fact is assumed to have been caused not only by their high population density but also by 

their vigorous activity in dissemination. 

Those of F，叫sarium oxysρorum group seemed to be very weak in th巴ir ability to attack 

cuttings, judging from the result of the inoculation experiments. Adding up the total numｭ

b巴r of stocks of Fusarium isolated individually in each experiment, it was found that frequenｭ
cy of Fusarium in appearance was as low as 1. 1 %; however, they cannot be ignored, as 

they belong to fungus, differring from the other phytopathogenic bacteria on cuttings, and 

often attack sprouts, etc. abov巴 the soil level. 

c. Penetrating parts and symptoms. 

(a) A cutting has a cut end, a large wound, and though ca11us has been formed at the 
cut end, it is still readily invadable by pathogenes through the ro11巴d-in part thereof; it is 

also subjected r巴markably to receive sma11 wounds while being handled before planting; in 

addition to the above mentioned facts , cicatrix scars also become the gateway for pathogenes 

to penetrate. 1ncidenta11y, Fusarium can penetrate into a cutting through the parts of buds 

or sprouts when humidity is high. As a result of th巴 investigation on th巴 cuttings of 16 species, 
including “Sugiぺ“Tsingtao-togenashi-nis巴akashia" etc. , which amounted to 20, 770 in total 

number and were planted under various conditions, it was found that the number of the 

cuttings which were admitted to have been penetrat巴d by pathogenes through their lower cut 

ends reached as high as 85. 4 %~100. 0 % of the total number of cuttings damaged by rot 

disease: therefore, it fo11ows that a cutting's lower cut end is a very important entrance 

through which pathogenes can penetrate. 

As for the rooting parts of cuttings, judging from th巴 results of the investigations which 

had been recorded, and also from those of the investigations newly made by the writer, the 

cuttings with their major rooting parts at their low巴r ends amounted to 137 in number of 

species and races, forming 73. 2 % of the total, 187 tree species and races, and the cuttings 
with their rooting admitted only from their lower ends amounted to 67 in number of species 

and races, forming 35.8%. lf those which .were forced to root from the upper parts becaus巴

their lower ends were rotted b巴 taken into account, it would b巴 concluded that the lower cut 

ends, which are most liable to be affect巴d by rot disease, are also very important as rooting 

parts. Particularly in the case of cutting of some species such as “Tsingtao-togenashi -niseakaｭ

shia", which cannot root but from their lower ends, the planting of cuttings is apt to ehd 

decisively in failure, and it is necessary for us to consider with special care how to copεwith 

their rot disease. 

(b) Th巴 incubation period of phytopathogenic bact巴ria such as Bac. carotovorus and Bac. 

aroideae, etc. is short ; in the case of cuttings, for instance of ‘“‘ Ts討ingtao-北togenashiト-niseakashia"

e抗tc.，円， i日f they wer陀巴 prepared from t出h巴 slips taken from t白h巴 par巴nt tr巴es in th巴 height growt出h 

period 0ぱf s叩prout匂s， and were to be placed under the condition of sufficient supply of water at 

30~350C in temperature, the disease made its appearance aft巴r around 24 hours. 1n such a 

case, the cells of the cambium and of the young cortex still retaining chlorophy11 had their 

middle membranes invaded, and they broke up and smelt disgustingly bad. 
The symptoms, except the fact that Fusarium tends to invade the sprouts above the 

soil level, do not vary remarkably according to the species of pathogenes but rather vary 

according to the season and tree species. Generally speaking, the invaded cambium part 
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shows the condition of liquid necrosis or black necrosis, and the exudation, gray-purple or 

dark-purple in .color, often makes a pool at the lower cut 巴nd.

Th巴 lower cut ends ar巴 invaded by pathogenes, not only before but also after the forｭ

mation of callus, from the rolled-in part of th巴 callus ， and th巴 rotten part is enlarg巴d th巴re

from , in such a case, pathogenes ar巴 often observed to precede to the rotten part along 

the vascular bundles of the cambium and invade them linearly. 

(c) From the fact that there ar巴 a great number of Nematoda,“Kaganbo" (TiPula sp.), 

“Tobimushimodoki" (Onychiurus sp.), etc. found at or around the rotten parts when the 

cuttings are suffering seriously from rot disease, it is considered that, in not a few cases, 

the bite marks of such minute animals might consider油ly accelerate the rot disease. 

3. Positive prevention of rot disease by fungicides 

and by interception of pathogenes. 

A. Prevention of rot disease by fungicides. 

(a) By using th巴 cuttings of "Tsingtao-togenashi-niseakashia'ぺ an investigation was 

mad巴 on fungicides which had been in general use, regarding their sterilization effect on 

pathogenes of cuttings and their fungicidal damage to cuttings, and the following wer巴 elu

cidated : Fungicides, such as mercury compounds and Bordeaux mixture can exclude pathogenes 

with comparatively little danger of fungicidal damage toward cuttings; while dihydrostreｭ

ptomycin, which is antibiotic, though having no sterilization effect on Fusarium , has satisｭ

factory antibiosis toward phytopathog巴nic bacteria of cuttings when used as 625 'Y jcc solution. 

Mor巴over， it has no danger of fungicidal damage even if used as solution so highly concentｭ

rated as 1, 625 'Y I cc. 

(b) In orcler to find out how much effect might be 巴xpected from the clisinfection of 

cutting beds and cuttings from the viewpoint of preventing rot clisease，巴xperim巴nts were 

macl巴 for 3 times uncler different conditions. Accorcling to the results, when the cutting becls 
ancl cuttings were clisinfected, the percentage of rot disease was lowered in the majority 

of cases; however, as these pathogenes exist universally ancl disseminate newly t� the 

cutting beds and cuttings immecliately after sterilization, it is very clifficult to prevent pathｭ

ogenes surely ancl effectively by temporary st巴rilization. Even in cases in which the cuttings 

were plantecl in th巴 thoroughly st巴rilized indoor cutting b巴cls and w巴r巴 watered with steriｭ

lized water , the pathogenes penetratecl into the cuttings disseminating from the air , and 

therefore, it is very difficult to make them immune surely ancl eff巴ctively. In adclition to this, 
in not a few cases the percentage of Tot disease was raisecl, which probably might have 

resulted from more vigorous activity of pathogenes in the cutting becls wher巴 th巴 antago

nism � pathogenes was broken due to the disinfection. However , in the cas巴 of root cuttings, 

their propagation mat巴rial ， the roots, are apt to be wounded at the time of taking and are 
often found to hav巴 already been invaded by pathogenes at the time of planting; in such a 

case, temporary disinfection might produce a considerable result, for it is obvious that 

disinfection is necessary if the diseases emerge and cuttings are in the danger of being 

thereby inf巴ct巴d， as the ability of the pathogen巴s so strong as an indep巴nd巴nt living indiviｭ

dual, is damag巴d.
(c) If the rot disease is to be prevented perfectly by a method of sterilization, such a 

method, as has a sustained sterilization effect lasting till ro�ing must be devised. Th巴re-
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fore , the sustained prevention of rot disease by a method of supplementary pouring of fungiｭ

dde was further investigated by using mercury compounds and dihydrostreptomycin, etc. 

as fungicide, because, they cause little fungicidal damage. The sterilization effect, however 

.decreased rapidly even in the cutting bed of the soil with little buffer capacity, such as 

rev巴rain sand, etc. and the speed of losing effect was greatly varied by soils. Therefore, 
prospects of getting a sure and satisfactory effect from such a method of preventing rot 

.disease are still remote, having in mind soils used in cutting beds. 

Such being the case, if a sure effect from a sterilization method in preventing rot diseｭ

ase is the desired objective, the method of water culture or the like, such as sand culture 

.or gravel culture, etc. would have to be taken into account carefully, so that constant or 

int巴rmittent sterilization might b巴 achieved naturally. 

B. Methods of interception of pathogenes at wounds. 

(a) Besides the method of sterilization, a method of mechanically preventing pathoｭ

genes from invading cuttings through their wounds, by ext巴rnal application of som巴 treat

ment to the cuttings, is considered as another positive method of preventing rot dis巴ase.
To plant the earth ball cuttings of red clay is a method in which the above mentioned 

facts are tak巴n into account to a certain extent. This method is commonly used in planting 

the cuttings of Chrysa河themum and has often be巴n reported to have shown excellent results 

in planting the cuttings of "Sugiぺ However， from the results of the experiments conducted 

be the writer on the cuttings of "Sugi"，“Tsingtao・tog巴nashi.niseakashia" ， etc. , it seems to 

have an effect rather of improving the water supply when th巴 cuttings or cuttings beds are 

under th巴 condition of being dried easily. But this method can not always be expected to 

produce a favorable result in prev巴nting rot disease; its effect may be expected only in cases 

in which the cuttings are to be planted in such cutting beds as are especially predisposed to 

rot disease. 

According to the result of the investigation into the siz巴 of the pathogenes, the one 

admitted to be the small巴st was 0.2μin width and O. 9μin length, and as clarified by this 

fact , the method of earth ball cuttings of red clay is still far from p巴rfection in interc巴pting

pathogenes. Its effect seems to have been caused not by interception of the pathogenes, but 

rather by th巴 using of r巴d clay, in which the pathogenes are made inactive. 

(b) Then, a kind of stuff made from pine-root pitch, which can intercept pathogenes 

perfectly, was applied to the lower cut ends of the cuttings and whose effect in preventing 

rot disease was also comparativ巴ly examined. As the stuff allowed neither water nor oxygen 

passing deterioration was observed in regen巴rating activity of cuttings ; however, almost all 

without exception, the stuff showed some effects on prevention of rot diseas巴， though not 

satisfactorily, contrary to the anticipation that the cuttings would decline in their resistance 

to rot disease, etc. because of physiological impediment. Therefore, it is presumed that the 

ultimate p巴rcentag巴 of rooting of the cuttings applied with the stuff will tend to be higher 

than that of those unapplied. 

(c) Judging from these results, if such stuff is to be obtained, assuming that it would 

neither damage th巴 cuttings because of deficiency of water, oxyg巴n， etc. nor have any bad 

infl uence on th巴ir physiological activity and yet would intercept the pathog巴nes from inｭ

vading cuttings, not only from the lower cut ends but also from any part situated under 

the soil level, the result of planting cuttings would be remarkably promoted thereby, and 
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an excellent planting r巴sult of cuttings would be expected without b巴ing much influenc巴d by 

the kind of cutting b巴ds.

4. Factors for cuttings, and rot disease and avoidance thereof. 
A. Factors of cuttings themselves, and rot disease and avoidance thereof. 
(a) It has been recognized that the degree of difficulty in planting cuttings differs 

greatly according to the species, and that the causes for difficulty in rooting of cuttings also 

differ diversely according to the species. Therefore, in order to find out how the cuttings' 
resistance to rot disease is varied by th巴 tree species, the cuttings of 26 sp巴cies were planted 

at the sam巴 time ， and were comparatively investigated 15 days and 30 days respectively after 

planting. 1t was ascertain巴d as a result, that their resistance is greatly different according 

to the species, from the species whose cuttings wer巴 found entirely rotten only 15 days 

after planting to those whose cuttings were found quit巴 healthy even 30 days after planting. 

(b) 1n order to study the relation between rot disease and planting season, the experiｭ
ments c1assified by seasons were made in the outdoor cutting beds, and also in the indoor 

cutting beds kept und巴r the thermostat condition ; in the meantime, some slips were taken 
from the parent trees, which had sprouted in a green house in winter, and their resistance 

to rot disease was compared with that of dormant branches; and, the cuttings of dormant 

branches, which had been stored since taken in winter, and the cuttings of acting branches 

were also examined comparativ巴ly， regarding their resistance to rot disease. 

As the result, follwing were elucidated: The percentage of rot disease of cuttings is 

remarkably differ巴nt according to the slipping season, that is to say to th巴 inner factors 

of the slips to be taken, rather than to the planting season. There are a great many of 

such species whose cuttings would hardly be expected to root when planted, because of rot 

disease, irrespective of their rooting ability, if taken in the height growth period of sprouｭ
ts or the like, when their resistance to rot diseas巴 is very weak ; so it may be said that 

the slipping season, as well as selection of soi1s of cutting beds, is so important as to decide 

whether the planting of cuttings is a successful or not. 

As for Bac. carotovorus which has been ascertained to be a major pathogene for cuttings, 

it is reported that it often invades middle m巴mbranes of cells containing much pectin ; thereｭ

fore, it is presumed that the cuttings taken in such periods as height growth of sprouts, etc. 

are very much predispos巴d to rot disease, because they are fi11ed with young cells containing 

much pectin. 

By the examination of cuttings' resistance to rot disease, classified by slipping seasons, 

the following facts were revealed: generally speaking, in the case of decidous hard woods, 

their resistance to rot disease is strongest in the dormant period, from around November 

to March, then it dec1ines very slowly ti11 directly before the start of height growth of 

sprouts; after that it begins to decline rapidly and simultaneously with the start of height 

growth of sprouts, and then it becomes stronger again in accordance with the ceasing of 

growth in height or in diameter. 

On the contrary, in the case of some of the evergreen trees like “ Akamatsu" (Pinus denｭ

siflora), the sprouts on the slips taken in winter or in spring ar巴 easy to grow in height, 

and therefore, it would be better to use the branches with their sprouts already grown up in 

height as cuttings, for then th巴 cuttings would be troubled neither with wasteful growth of 

sprouts nor with predisposition to rot disease after planting. Furthermore, evergreen trees 
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in g巴neral ， are slower than deciduous ones in lowering of percentage of rot disease in autumn, 

and there are many species of evergreen trees whose curves of rot diseas巴 classified by seaｭ

sons are som巴what slipping out of those of deciduous ones ; however, they still show a tendenｭ

轌 resembling that of deciduous ones. 

Judging from these facts, it might g巴nerally be concluded that the dormant wood cutｭ

tings, are desirable from the viewpoint of avoidance of root disease, while the green wood 

cuttings are highly risky and therefore call for much precaution against rot diseas巴， when 

planted in practice. However, as the green branches which have ripened to a certain degree 

are filled with young tissues, and in many CqS巴s seem to be superior to the dormant branches 

in their v巴ry rooting abi1ity , it would also be necessary to consider how to prevent and how 

to avoid rot disease effectively, for the purpose of enabling them to display their ability. 

くc) From the viewpoint of avoidance of rot disease, it is quite rational to take dormant 

branches which are in th巴 condition of having the strongest resistance to rot disease, and 

store them at a low t巴mperature until the time comes when the optimum temperature for 

rooting can be acquired ; the planting season may be adjustable to a cartain degree, if only 

the method of storing is adequate. According to the result of an exp巴riment made on the 

slips of “Tsingtao・togenashi-niseakashia"， in cases when the slips stored at the low tempeｭ

ratur巴 of O~50C were used, an excellent percentage of rooting as high as 92.5 % was obtained 

even toward the end of June, which was usua11y regarded as a s巴ason when cuttings were 

unable to root. 

B. Environmental factors, and rot disease of cuttings and avoidance thereof. 

(a) Experiments were made repeatedly regarding the relation betw巴en the kind of soils 

for cutting beds and rot disease of cuttings, as well as the relation betwe巴n the water content 

of soils in cutting beds and cutting' rot disease, and death by drought. 
1n planting cuttings, drought is often taken up as an important factor ; however, judging 

from the r巴sults of these experiments, it cannot be said difficult to protect cuttings from death 
by drought, so far as they are neither cuttings taken from weak h巴rbac巴ous plants nor cuttings 

with a great deal of transpiration. 

On the contrary, it is very difficult to prevent rot diseas巴 surely and safely: because the 

causes for cuttings' death befor巴 rooting result from rot disease in many cases, as yet even 

though they are placed under reasonable care. Considering from the result of the experiments 

made regarding the kind of soils for beds, the cuttings ar巴 not much predisposed to rot diseaes 

in cases when the virgin red soil or black Ando soil, with good percolation and with scarc巴ly

any organic matters found therein, were used in the cutting beds; although the percentage 

of rot diseas巴 of cuttings was found to be greatly varied by the kind of soils for cutting beds. 

1t has been said that the suitable soils for cuttings, though different according to the kind 

of plants, generally speaking, are those with good p巴rcolation， good water-holding capacity 

and with little risk holding pathogenes ; and if common soils, thos巴 are feared to hold pathoｭ

genes, or those have r巴peatedly been used, are to be uti1ized the disinfection of soils is desiｭ

rabl巴. As a result of this experiment, it has been ascertained that the selection of soils for cutting 
beds, as w巴11 as the befor巴・mentioned selection of slipping season, has a great influence on 

the percentage of rot disease of cuttings, and as it is so serious a matt巴r as to decide whether 

the planting of cuttings is successful or not, it should never to b巴 neglect巴d in actual practic巴
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of business 

lt must be k巴pt well in mind that, if once the selection of soils for cutting beds has be巴n

mistake and the percentage of rot disease of cuttings has shown a tendency to rise, disinfection 
of soils, etc. would be a poor and perhaps ineffective remedy to meet such a situation, so far 
as the pathogenes, concerned, were the phytopathogenic bacteria with universal existence. 

How巴ver， as for common soils, except virgin red and black Ando soil which have good perco・

lation, it is difficult to determine , at a glance, to what extent the cuttings are not predisposed 

to rot disease, when planted in the cutting beds with such soils, because of intricate existence 
of complicated factors such as antagonism of soil bacteria, soil fungi and others ; and in fact, 
if business is to be carried out practically, it is often the case when the cutting beds have to 

be settled among such common soils. 

In such a case, it is d巴sirable ， prior to the regular planting of cuttings, to cary out a trial 

planting with th巴 slips which are very susceptible to rot disease, then to select a suitable soil 

based on the result of the trial ; in fact, with the cuttings of “Tsingtao・togenashi-niseakashia" 

a very strong negative correlation was found between the percentages of rooting in the nurｭ

seri巴s situat巴d in various places and the percentages of rot disease of slips planted trially in 

the soils which had been previously taken from each of the nurseries. 

Th巴n， after th巴 study of the relation between the water content of the soil and the cutｭ

tings death by drought or rot disease, it was found that in general, with a decreas巴 of water 

content of the soil , th巴 percentage of death by drought increases, wher巴as with an increase 

of water content of the soil, the p巴rcentage of death by rot disease increases accordingly. In 

some cases, as exemplified by planting of root cuttings of “Tsingtao-tog巴nashi-niseakashiaぺ

it was observed that the percentage of rooting was lowered remarkably in percentage of rot 

disease when the water content of the soil was high : however, it was also observed that in 

the case of some kinds of soils, the percentage of rot disease of cuttings decreased when the 

amount of water content became higher than 75 % of the maximum water-holding capacity 

of the soil. As for planting of cuttings of “ Tsingtao・togenashi-niseakashia", if the water 

content of the soils, at which the percentage of total deaths of cuttings was the lowest, is to 

be shown by its percentage to the maximum water capacity of the soils concerned, it was 

30~45 % in most of the soils, and even lower than 20 %, particularly in the soil taken from 

granitic bare mountains, though it is supposed to be varied by kinds of soils and alsD be inｭ

fluenced by th巴 amount of evaporation, so far as the experiments were made under the normal 
meteorological condition ; thus death by drought was observed to have taken place only when 

the water content was exceptionally low. However, in order to obtain good results in planting 

cuttings, it is necessary not only to decrease their percentag巴 of mortality but also to give 

them condition suitable for rooting. Since it has generally been said that a successful rooting 

result is obtained mostly when water content of the soil is 50~60 %, it is considered that 

the value suitabl巴 for rooting would be rather higher than 50~60 % in many cases. 

(b) In order to study the possibility of avoidance or prevention of rot disease of cutｭ

tings by controlling pH value , the degree of growth of pathogenes was examined on bouillon 

culture media with various pH value. The limit of growth oi phytopathogenic bacteria in acｭ

idity was in many cases at pH 3. 8~4. 2, and the pathogen巴s supposed to belong to Fusarium 

oxysρorum group wer巴 observed to possible to grow at pH 3.2. 

By the way, all of th巴m became vigorous in their activity in acidity weaker than pH 
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5.2 and were observed to be sti1l alive in alkality so strong as pH 9. O. 

It is evid巴nt these fore that any of the pathogenes can grow up satisfactorily at the pH 

values in which higher plants can grow. By examination of cuttings planted actually in a 

cutting bed, the pH value of whose soil was controlled, it is considered that the pH value 

of th巴 soil is of necessity to be taken into account seriously from the viewpoint of rooting 

rath巴r than from that of avoidance or prevention of rot disease. 

(c) According to the results of the investigation made on each of the representative 

isolates regarding the lethal temp巴rature， and also the relation between their growth and the 

temperature, none of the phytopathogenic microbes of rot disease, exc巴pt the isolates belonｭ

ging to Fusarium oxys，ρorum group, died at 50. C for 10 minutes , and Bac. subtilis, not yet 

in th巴 stage is to be admitted as a pathogene, did not die even at 100.C for 10 minutes and 
the optimum temp巴rature proved to be around 30~36.C for each of the pathogenes. 

Sabro KOBA (1940) stated in his report on the investigation of Bac. aroideae regarding 

the relation of its attacking ability to the temperature, that its ability is not always consistent 
with its growth, but is closely related to the productivity of p巴ctinase; and he also eluciｭ

dated that th巴 attacking ability gets active in accordance with an advance of the temperature 

from 10.C to around 35.C. From this we may conclude that the optimum temperature for 

planting cuttings should be studied from both aspects, rooting and rot disease of cuttings. 

The cuttings of 14 species, including “Tsingtao・togenashi-niseakashia",“Sugi" etc. , were 

planted in the plots which were prepared to be maintained at the temperatures of 10.C, 
15.C, 20.C, 25.C, 30.C, and 350C respectively, and an analytical study was made from the 

aspects of rooting and rot disease. The results of the study are as follows: In gen巴ral ， as. 

the temperature rises, the activity of rot disease gains strength, rather gradually up to. 
around th巴 temperature of 20. C, and very vigorously from 25. C and higher up to 30~35.C. 

Th巴 optimum temperature for rooting varies greatly according to the species ; that of “Sugi仲

is at around 30.C, while the cuttings of some species, such as Lombardy poplar (Populusｭ

担igra) , root well at comparatively low temperatures, 20. C or lower. Generally speaking, it is. 

considered that not a few tree species have their optimum temperatur巴 for rooting at around 

25. C or a little higher. 

In other words , in many tree species, the temperature gets more and more suitabl, for 

instance rising higher up to around 25 0 C, not only for rot disease but also for rooting ; howｭ

ever, as the temperature rises higher than 25. C and furth巴r up to 300 ~35. C, the activity 

of rot dis巴ase gains strength accordingly , while the rooting activity rather loses strength, or 

gains only a little, if at all and there also is an increasing tendency of danger that the 

p巴rc巴ntage of rooting is lowered by rot disease. 

It would be concluded from the above, that the optimum temp巴rature for rooting activity 

is not always the optimum temperature for planting cuttings, and the optimum temperature 
for planting cuttings is somewhat lower than that of rooting; such temperatures vary to a 

certain degree according to the relation between the factors pertaining to predisposition to rot 

diseas巴 and those pertaining to rooting ability, even in the same species of cuttings. It would 

also be necessary to consider to adopt slips with strong rooting ability or to strengthen the 

cuttings' rootihg ability by treatment to promote rooting ability, etc., or, to plant the cuttings 

at low temperatures moderate; because the lowering of rooting ability is more lik巴ly to be 

caus巴d by rot disease, when the cuttings are planted under the condition more predispos巴d to> 
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rot disease. As a result of t出h巴 experiment on t出h巴 cuttings 0ぱf “Tsingta却o-tωogen回1悶ashi註i-n凶liseaka泊shi吋ia"

i抗t waおs recognized e回sp戸巴cia副a討ally t出ha批t the児巴 treatment tωo promo叫te rooting ability had also a叩n effect 

of remarkable enlarging of the range of the optimum temperature for rooting, and that a rootｭ

ing result, as good as at higher temperature, was secured at a com戸ratively low temperature. 

It seems to be a very desirable method also from the viewpoint of avoidance of rot disease, 
that the cuttings be treated like this and may be planted at a comparatively low temperature , 

at which rot disease is difficult to take place. By the method, they wil1 show a g.α対 rooting

result short1y after planting. 

By the way , as a result of the investigation on temperatures, conducted in Okayama-city, 

it was clear that the temperatures at the depth of 10 cm below the earth, is higher than 20 

~250C during the period from the rainy season to sometime in September; therefore, the 

cuttings planted during such period may be said to be in danger of having their rooting result 

lowered by rot disease because of high temperature. 

5. PracticaI development of planting cuttings 

by prevention and avoidance of rot disease. 

A. Detailed comments classified by species. 

(a) As stated before, rot disease, which has a serious influence on the rootii1g result of 

cuttings, and prevention and avoidance thereof have been studied and elucidated to a certain 

extent. It is safe to say that if future study material and pursuits therewith are suitable, 

the method to mechanically intercept pathogenes from penetrating into cuttings, by application 

of knowledge gained from such study, would be very helpful : besides, methods of planting 

cuttings by water culture, sand culture, gravel culture. etc. would also promote hope, 

because, the cuttings are able to be sterilized incessantly or intermittently by such methods. 
At present, the method of disinfecting cutting beds or cuttings is also necessary as a positive 

method of prevention of rot disease, particularly in the following cases: wh巴n the cuttings in 

a green house, etc. are threatened by danger of emergence of pathogenes so strong as tci 

invade an independent living individual ; when the degree of infection of pathogenes in cutting 

beds is raised high temporarily because of repeated using; when the slips are badly infected 

with pathogenes because they were wounded at the time of slipping or storing ; or, when the 

root cuttings of “Tsingtao・togenashi-niseakashia" or “Kiri" (Paulownia tomentosa) , etc. are 

invaded partly by pathogenes, because their propagation roots are apt to be wounded when 

taken. There are no further methods except the earth ball method for cuttings with red clay, 

which is useful sometimes to protect cut ends from invasion by pathogenes or to prevent the 

damage of rot disease to a certain degree, though not satisfactorily. At present, positive meｭ

thods which can prevent rot disease compl巴tely during the period before rooting while the 

cuttings' resistance is very weak, can not be found in any way of planting cuttings; however, 
if pathogenes should exist, conditions under which the activity of rot disease may be fairly 

retarded can be afforded by the selection of slipping season, soils of cutting beds, etc.: Such 

being the case, a sure and safe method of planting cuttings has been sought after the examiｭ

nation of several species, chiefly of fertilizer trees including “Tsingtao・togenashi-niseakashiaヘ

regan;ling their rooting abi1ity and promotion thereof. 

(b的) Though 

in b凶ar民e mountains and p∞r lands, and i� excellent as a tree for feed and for charcoal or fire-
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wood, it has been used in practice only as a road side tree after being grafted by the stock 

of thorny black locust (Robinia pseudoacacia) , because, it is sterile and s巴巴dlings can not b巴

delived therefrom. Not only that, its cuttings are also very difficult to root, though propagation 

by cuttings has strongly been desired. 

As the results of the experiments, a certification has been obtained that the plant-hormones 

treatment has a r巴markable effect on the promotion of rooting ability of the cuttings of this 

species: besides, the slipping season the soils of cutting beds, and some other important factors 

pertaining to the result of planting cuttings have been studied thoroughly and therefrom a 

good rooting result, as stabilized as 80~100 弘 has come to be obtained easily. A cutting of 

this species, with low巴r cut end as a sole rooting part, has shown the rooting percentage affecｭ

ted by rot disease particularly; therefore , as mentioned before, in sel巴cting the soil for the 

cutting beds, if it is difficult to determine its quality at a glance, regular planting should be 

done, after making sure of the cuttings' predisposition to rot disease by a planting on trial in 

the proposed soil. 1n this connection, saplings with roots of “Tsingtao・togenashi-niseakashia" 

itself have come to be obtained as a result of planting cuttings, and the planting of root cuttｭ
ings carried out ; and it was made c1ear that in planting of such root cuttings, if their propaｭ
gation roots are treated with curing treatment at a high temperature, their rot dis聞記 can be 

prevented to a cer:tain degree after planting, and mor巴over， their germination and rooting can 

be greatly promoted. As for the methods of planting cuttings of “Tsingtao・togenashi-niseakaｭ

shiaぺ they have been made public one after another since the outset of the experiments 

thereon in 1947. As the result of investigation concerning the change in number of the sapｭ

lings grown up from cuttings, up to the year 1954 there was almost no saplings grown up 

from cuttings in 1947, whereas after then, the number of such saplings greatly increased 

year after year. The number of the cuttings planted was 10, 490, 000 and the number of the 

saplings obtained therefrom was 8, 070, 000 in total up to the year 1954. During this period, in 

the case of root cuttings, the percentage of rooting was 81. 5 % on the average, with little 

change ; but in th巴 case of wood cuttings, the rooting had enjoyed a steady rising from 45. 5 

% in ~he early years to 81. 0 % in 1954, due perhaps to the el巴vation of planting technique 

as well as to the fact that the slips were taken more from young parent trees. 

(c) “ ltachihagi" being a tree species, whose cuttings can root well not only from the 

lower cut end but also from the upper and are , moreover, not predispos巴d to rot disease, the 

following method has come to be put into practice : to chop its cuttings with a straw cutter 

into small pieces that contain at least one node in each of them, and to scatter the small 

pieces like seeds and to bring them up to independent saplings. 

The inherent rooting ability of Alnus species and “ Yamahagi" (Lespedeza bicolor var. 

ja.ρonica) cannot be said to b巴 strong， and therefore, it is desirable to utilize vigorous advenｭ

titious shoots or to take slips from young parent trees. Among those, the tr巴es of Aln附

species start their sproutiIig activity early in spring and s∞n get into the status predisposed 

to rot disease, therefore, it is desirabl巴 to take cuttings at an especially early date, to use 

such cutting beds as in which rot disease is inactive, and also, to give the cuttings the treatｭ

ment for removing inhibiting substance from cuttings or the treatment for root inducing. As 

for “ Hannoki" (Alnus .ia.ρonica var. genuina),“Yamahannoki" (Alnus tinct01匂 var. obtusiloba) 

and “ Öbayashabushi" (Al抑制 Siebordiana)， if branches pruned at the time of planting seedｭ

!ings be uti!ized, obtaining of saplings grown up from the cuttings would be advantag巴ous
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黐en from the standpoint of business. 

“ Kudzu" (Pueraria hirsuta) is remarkably strong in rooting ability , but is much predisposed 

to rot disease, and the progress of rot disease is strikingly rapid at the ﾎnternoJes. And, as 
there are many bodies that die by rot disease, in the period soon after rooting when they are 
not yet equipped with sufficient resistance, the rot disease has to b巴 dealt with much care. 

“ Kudzu" can , provided the age of its vines is not high, root very well from every node; 

therefore , it is consider巴d to be a rational method to take and store the slips in their origina1 

length as they are, so that the number of cut ends ロay be kept as small as possible, and to 
lay them down wavily in the soi l, in planting. 

B. Direct planting of cuttings and saplin ~ ~ultivation by cuttings in bare mountains. 

(a) As has been stated earlier in this report, to avoid rot disease of cuttings and to faｭ

cilitate excellent rooting results, it is important "that no failure be made in selecting cutting 

beds, and that cuttings are planted in the virgin 'red soil wi.th good percolation , good water 

holding capacity , and with almost no organic matters therein admitted , they suffer only a 

little from rot disease: The soil of the bare mountains in the granite zone, a major obj巴ct

of afforestation for erosion control because of remarkable erosion, is usually with good perco・

lation and aeration , and is considered to be suitable for the bed. A scarcity of rainfall is 

often pointed out as one of the factors causing bar巴 mountains， and the bare mountains in 

the granite zone on the coast of the Seto Inland Sea are not the exc巴ptions ; in some parts, 

the average amount of rain fall is around 1, 000 mm  or less for a year, and in many cases 

they s巴em to be much dried in appearanc巴 on fine days. The bare mountains in this granite 

zone , however, hold water considerably well , except at their surface soil , a very shallow one, 

even though they seem to be much dried in appearance, because, the capillary movem巴nt stops 

at a v巴ry shallow place below the surface: In the granit巴 bare mountains in Tamano-city, 
where the amount of rainfall is the least in th巴 zone along the Seto Inland Sea, the writer 

investigated the water content of the soil at the depth of 5~10 cm below the surface, on 

dry days in May, and found that its water content was 18. 0~23. 5 % of the maximum water 

holding capacity. There is also another case of investigation on the water content which was 

done in the driest period in summer on th巴 hill， a very ml'ch dried place, and if the water 

content were to be shown by the percentage against the maximum water holding capacity, 
it would not be lower than 15 %. 

The cuttings' resistance to drought, according to the results of the experim巴nts mad巴 by

the writer and Yutaka IWAMIZU (1956, 1957), is greatly varied by the tr巴e species and sli pping 

season, etc., moreov巴r， the cuttings of dormant branches of d巴ciduous trees are strongly resisｭ

tant to drought ; and, as mentioned before, according to the result of the writer's experiments 

on cuttings of 刊Tsingtao-togenashi-niseakashia"， planted in various kinds of soils, it was only 

w hen the soils wer巴 so dry as to have the their wat巴r content at 30~45 % or lower of the 

maximum water-holding capacity, that some of the cuttings were observed to be killed ; however, 

in the soil of these granite bare mountains, only 2 % of the cuttings were observed to have 

died by drought, when the water content of the soil was as low as 15 %. From these results, 

the bare mountains in the granite zone are considered to be rather natural ideal cutting beds, 

because there is comparatively littl巴 fear of their being dried so much as to cause the cuttings 

of "Tsingtao-togenashi-niseakashia", ete. to die by drought. 
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As major methods of greening bare mountains, planting of seedlings and direct seeding 

have been carried out hitherto in our country. And some works like planting of cuttings with 

only some species in Sa!ix which have been used for wicker works or for sodding, may be 

pointed out as examples. It will b巴 very convenient if the method of direct planting of cuttings 

can be adopted in greening bare mountains, because this method, being different from that of 
planting seedlings, needs neither labor nor expenses for seedling cultivation ; and as there is no 

fear of injuring roots, they can be planted in th巴 soils with scarcely any trouble of weeding 

or grading: If this method and that of direct seeding be compared, the former seems to be 

more convenient for the following reasons: as slips are larger than seeds, they can be planted 
deeper and accordingly , have little risk of being swept away by falling of soils or transition 

of the surface so�; nor ar巴 they likely to be influenced much by drought even if the surface 

soil is unusually dried. Experiments regarding direct planting of cuttings were made, one 

after another, from the above.mentioned viewpoint, in the Greening Experiment Area adjoin. 

ing Okayama Branch Station, Hokotate Experiment Area (Tδji-chδ， Kojima-gun, Okayama 

Prefecture), Tamano Greening Experim巴nt Area (Tamahara, Tamano City), Goverment Erosion 

Control Area in Kure City and in oth巴r areas. 

(b) Concidering from the results of the comparative experiments classified by species, 
which have been conducted repeatedly, the cuttings of major species for greening bare mounｭ

tains, such as "Tsíngtao・togenashi-niseakashia" (stem cutting and root cutting) and "ltachihagi" 

are excellent in their rooting results and in growth, and it is comparatively easy to obtain 

rooting of more than 80 %. In fact it is not very difficult to obtain so excellent a result as 

more than 90 %, especially in case of root cuttings of "Tsingtao・togenashi-niseakashia" and 

of stem cuttings of "Itachihagi", so far as ther巴 exist no unfavorable factors in particular. As 

a matter of fact, the direct planting of 刊Tsingtao・togenashi-niseakashia" cuttings has been 

in practice since 1949 in some prefecture. It has already been stat巴d that little risk of wilting 

by drought exists when the cuttings of these species are planted directly on the bare mounｭ

tains in the granite zone. By the way, in the case of direct planting of cuttings, they are 

neither watered nor placed under any other care at all, at the time of planting or thereafter: 

As for 代Tsingtao・tog巴nashi-niseakashia"， the relation between cuttings' rooting result and 

their suitable planting depth as well as the planting angle, was investigat巴d when they were 

15 cm in length ; as a result, it was found as expected, that th巴 slips need not b巴 buried

entirely in the earth for f巴ar dryness, and that their lower cut ends, equipped with the 

important ro1巴 of absorbing wat巴r or nourishment, pref巴rably should be placed at the depth 

10 cm or more below the earth. Also, it is better for them to be plant巴d as vertical as 

possible, and to hav巴 one-fourth of their whole-length exposed above the earth : when th巴y

were buried horizontally or strongly aslant, they gave unsatisfactory resu1ts because th巴y were 

retarded in germination and many died after rooting, though rooting in the ear¥ier stage did 

not differ remarkably. 

When th巴 cuttings w巴re planted directly and left as they were without fertilizer, their 

further growth in all cases could hardly be expected after rooting, and they died and disapp巴ar巴d
one aft巴r another. Therefore, experim巴nts on ferti1ization wer巴 carried out successively, sid巴

by side with the experiments concerning pr巴paration of soils. The r巴sult was that an excellent 

growth was brought about by f巴rti1ization ， but on applying compost, the percentag巴 of rot 

disease was somewhat higher than in the case of absorbent fertilizer application ; and besides, 
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it was verified that in the area where the weathering pile of the soil was not d巴ep， if the cutｭ

tings were planted in the grooves prepared for them, the lowering in rooting results would sufｭ
ferless from rot disease than in the case of those planted in the planting holes like those for 

planting seedlings. 

1t was also ascertained that if the soils were cultivated deeper, the cuttings planted therein 

would usually grow better: however, where the soil has a considerable depth, this object can 

be attained by such a simple method as to plant cuttings and to apply fertilizer altemately in 

the small holes prepared by mattock. 

(c) The bare mountains in the granite zone, ete. hitherto considered as useless areas and 

have not been paid any attention at a!l, but now th巴y have been proved to be natural ideal 

cutting beds. In addition to this, they have been admitted to have some outstanding merits 
in that there is almost no need of weeding, the most troublesome and expensive job in taking 

care of cuttings, that wholesome cuttings with a firm root system can be secured, and that they 

have little danger of causing diseases other than rot disease, though application of fertilizer 

is absolutely necessary. 

The cuttings may be planted, so far as ther巴 exists no danger of erosion, on the slant as 

it naturally is, or in cutting beds made in the shape of horizontal single steps or of terraces 

on the slant : it is also desirable for the purpose to obtain saplings grown up from cuttings, to 

plant extra cuttings on the terrac巴s which have been prepared for erosion control works. 

It is considered that cuttings which show excellent results in planting when they are left 

with neither sun-shad巴 nor moisture after planting as in the case of direct planting of cuttings, 

would be limited to those of the species which are comparatively resistant to drought. However, 

if the cuttings are not to be left without any care after planting, and effective methods of 

taking care are devised, on occasion, the bare mountains in the granite zone may be uti1ized 

as cutting beds for those of a considerable number of tree species. 
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Photo. 1 接 種

Sterilized box. 

,.,.. 
キ目

Plate 1 

Photo. 2 水さ、しした青島トゲナシニセアカシアの 5 日後の腐敗 (4 月下旬さし付け〉

Rotted symptoms of the Robinia ρseudoacacia var. bessoniana cuttings 

which were planted in waters b巴fore 5 days (Planted : late in Apr.). 

a. さし秘，水とも無消毒:腐敗のため水は混濁

Un-treat巴d both cuttings and waters : 

Rot had mad巴 th巴 water muddy. 

b. さし穂，水とも殺菌

Disinfect巴d both cuttings and waters. 
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a. C 2117=Bac. carotovorus? b. 01513=Bac. carotovoグus c. P 1119=Bac. subtilis 

d. T1 1410=Bac. mesentericus e. T21409=Bac. aroideae f. U 1122=Bac. carotovorus 

g. Y 1918ニBac. subtilis h. Fl 1315=Fusarium oxys.ρorum i. F11617=Fusarium 

group oxys�orum group 

Photo. 4 酵母水 glucose agar 属、l'店主主基上の Colony

Form of the colony on yeast-extract glucose 

agar plate culture medium. 
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C 2117 0 1513 P 1119 T] 1410 T2 1409 

=Bac. carotovorus? =Bac. carotovorus =Bac. subtilis =Bac. mesentericus =Bac. aroideae 

U 1122 Y 1918 Z 2213 F] 1315 F 2 1617 

ニBac. carotovorus =Bac. subtilis ニFusarium =Fusarium 

oxysporum group oxysporum group 

Photo. 5 酵母水 glucose agar 斜面砧蓬基上の発育

Form of growth on yeast-extract glucose agar 

slant culture medium. 
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Control o 1513=Bac. carotovoγus 

T2 1409=Bac. aroideae U 1122=Bac. carotovorus 

Bac. arotdeae No. 1 Bac. carotovorus No. 59 

Photo. 6 カブラに対する接種結果(接種後16 日〉

Result of the comparative inoculation with 

isolates to turnips (After 16 days). 

Plate 5-
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Photo. 7 さし秘の下部切口の callus の腐敗部より検出された Nematoda
(体長0.4~0.5mm)
Nematoda which wer巴 detected from rotted callus at th巴
lower end of cutting (Length O. 4~0. 

Photo. 8 さし穂の下部を食害するトピムシモドキ
(Onychiurus sp.) (体長 O. 8~1. 2mm) 
Onychiurus sp., the harmful insect to lower 
part of cutting (Length O. 8~1. 2mm). 

Photo. 9 腐敗性病原細菌によるさし秘組織の
侵犯

Attack of the phythopathogenic bacteria 
to tissue of cutting. 

a. 青島トゲナシニセアカシヤ b. クワ〔開矧:ロソウ) c. ス ギ
Robinia �seudoacacia var. Morus Lhou Cry.ρtomeria ja.ρonica 

bessoniana 
Photo. 10 さし秘の的公 Rotted symptoms of th巴 cuttings.
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Photo. 11 時則別さし木試験に用いたさし床
Cutting beds which were used for 
experiment in cutting tim巴 of

Photo. 13 生理活動状態別腐敗試験に用いた
青島トゲナシニセアカシアの親木
Parent trees of Robinia pseudoacacia var. 
bessoniana which were used for experiment 
in relation between physiological condition 
of parent tree and rot of cuttings. 
a. 休眠状態のもの Un-treated 
b. 温室内で催芽させたもの

Germinated in thermostat. 

Photo. 12 時期別さし木試験に用し、た定温室
Thermostat which was us巴d for 
experiment in cutting tim巴 of year. 

Photo. 14 青島トゲナシニセアカシアの恨ざしに
おける土壌水分と腐敗との関係
Relation between water content in soil 
and rot on Robinia pseudoacacia var. 
besso托iana root cutting. 

Photo. 15 発恨増進処理に関する試験

に斤J\-、たさし床

愉'"ぎ金歯
Cutting beds which were 
used for experiments in rootｭ
inducing treatment. 、.-d~ "と必関彊

炉、、道支孟函圃
ー百民 主公醐捕酷ι書留
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Control= Water (130C. 6hr.) 

Water(130C. 6hr. )-a-naphthalene sodium 
acetate O.0059GC12hr.) 

Water(130C. 6hr. )-a-naphthalene sodium 
acetate O.Ol9GC12hr.) 

Water(130C. 6hr. )-a-naphthalene sodium 
acetate O.029G(12hr.) 

Hot water (350C. 6hr.) 

Hot water(350C. 6hr. )-a-naphthalene 
sodium acetate O.0059G(12hr.) 

Hot water(350C. 6hr. )-a-naphthalene 
sodium acetate O.Ol9G(12hr.) 

Hot water(350C. 6hr.)ー出ーnaphthalene

sodium acetate O.029G(12hr.) 

Photo. 16 古島トゲナシニセアカシヤのさし木における発恨促進処出の効果

Effect of root-inducing treatment on Robinia pseudoacacia var. 
besso刊iana cutting. 
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Photo. 17 a-naphthalene sodium acetate 処理が青島トゲナシニセアカシアの根ざしに及ぼす影響

Effect of 出ーnaphthalene sodium acetate treatment on Robinia ρseudoacacia var. 
besso問iana root cutting. 

Photo. 18 青島トゲナシニセアカシアの
さし木苗護成

(岡山県林業試験場〉
Sapling cultivation of Robinia 
ρseudoacacia var. bessoniana by 
cuttings at Okayama pr巴fectural
Forest Exp. Sta. 

さし付け本数 100, 000 
Planted numb巴r of cuttings 

活着率 97% 
Rooted percentage 

土壊 黒おんじ土壌
Soil Ando soil , black 

Photo. 19 グズの波植によるはげ山の総

化(鉾立試験地〉
Greening of bare mountain with 
wavy planting of kudzu b回11

(Pueraria hirsuta) vines, at 
Hokotate Exp. Area. 
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a. 原状

Original state. 

b. 無肥料区(6か月後 10月 6 日) c. 化学肥料区(6か月後一10月 6 日) d. 堆11巴区(6か月後一10月 6 日)
Non巴 fertilizer

(After 6 months-Oct. 6). 

Chemical fertilizer Compost 

(Aft巴r 6 months-Oct. 6)・ (After 6 months-Oct. 6). 

e. 堆肥+化学肥料区(6か月後一10月 6(1)
Compost+chemical fertilizer 

(After 6 months-Oct. 6). 

f. 堆IJE+化学肥料区( 1 年 6 か月後一10月〕
Compost+chemical fertilizer (After 1 year 

and a halfーOct. ). 

Photo. 20 はげ山における背島トゲナシニセアカシアのジカざしに対する施II~の効果

Effect of fertilization on direct slip-planting of Robinia pseudoacacia var. 
bessonia持a at bar巴 mountain.
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a. 原状

Original state. 

b. 4 年 3 か月後

After 4 y巴ars and 3 months. 

c. 小穴ざし区 (6 か月後一10月〉
Plot of small planting holes (After 6 months-Oct. ). 

Plate 11 

Photo. 21 はげ山における青島トゲナシニセアカシア，イタチハギのジカざしに

対する l試験地の概況(玉野市〉
Direct slip-planting experimental area of Robinia ρseudoacacia var. bessoniana and 
Amoゆha fruticosa in bare mountain (Tamano city). 
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a. さし付け後 3 か月(活着率-99.3%) b. さし付け後 1 年 6 か月
After 3 months (Rooted perc巴ntage-99.3%). After 1 year and a half. 

Photo. 22 イタチハギのジカざし(鉾立試験地〉
Direct slip-planting of Amor，ρha fruticosa at Hokotate Forest Exp. Area. 

a. 穴掘りと施肥 b. さし付け後 3 か月
Digging planting holes and fertilization. After 3 months. 

Photo. 23 青島トゲナシニセアカシアのジカざし(呉市)
Direct slip-planting of Robinia ρseudoacacia var. bessontana at Kure city. 

Photo. 24 はげ山におけるさし木苗養成 (1百l山市〉

Sapling cultivation by cuttings at the bare mountain in Okayama city. 


